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　目覚めたときには、部屋の中は、すっかり暗くなっていた。

　直前まで、ずっと夢を見ていた。みんなが一緒だった。お父さん。お母さん。覚さとる。瞬しゆん。真ま理り亜あ。守まもる。はっきり思い出せないが、たぶん、ほかにもいたと思う。




　懐かしい夕餉を囲んでいるうち、食卓は、いつのまにか搬球競技のフィールドに変わっていた。わたしと覚は搬球側で、呪力を使って押し子を動かし、球を運ぼうとしていた。妨害側の人物の姿は、薄暗い闇に溶け込んでおり、誰なのかわからない。無数の敵駒は、地面の下から湧き出るように現れ、こちらに向かって押し寄せて来る。わたしたちには、ゴールがどこにあるのかもわからず、ただひたすら逃げ回るしかなかった。

　敵の駒は、無闇矢鱈に追いかけては来なかった。囲碁の戦術を思わせるような狡猾さで、着実に地歩を築きながら圧迫してくるのだ。わたしたちは、徐々に逃げ道を狭められていき、とうとう隅に追い詰められた。すでに、まわりは敵駒によって完全に包囲されている。

　いよいよ二進につちも三進さつちもいかなくなったと思ったとき、一番近くにいた敵の駒が、パーンという乾いた音を立てて弾け飛んだ。続いて、もう一つ。さらに、数体が連鎖反応のように破裂する。

　間違いない。覚が、やっているのだ。明らかなルール違反。いや、それ以上の……。

　粘土でできた敵駒は、気がつくとバケネズミの姿に変わっていた。恐慌を来したように逃げまどうが、なすすべもなく殺戮されていく。

　わたしは、呆然として覚を見た。

　彼の顔の上半分はちょうど影になっており、目の表情を読み取ることはできなかった。だが、その口元には、うっすらと笑みが浮かんでいるようだった。




　目覚めてからも、しばらくの間、心臓がどきどきしていた。

　それから、自分がどこにいるのかを思い出した。たちまち現実世界の緊張が押し寄せてきて、不気味な夢の残ざん滓しは一掃される。いったい、どれくらいの時間眠っていたのだろう。覚の勘が正しければ、わたしたちは、まだ、危険の真っ只中にいるのだ。

　耳を澄ませてみたが、覚の寝息以外、何の音も聞こえない。

　それから、枕元に何かが置いてあるのに気がついた。木製の盆の上に、椀が二つ載っているようだ。持ち上げて、中を透かし見たが、正体はわからない。臭いを嗅いでみると、うっすらと、味噌のような匂いがした。とたんに、ひどい空腹を感じて、現金にも腹が鳴る。考えてみれば、昨日の昼から何も食べていないのだ。

　箸はなく、椀には竹を削った粗末なレンゲのようなものが添えられている。わたしは、一瞬躊躇したが、レンゲを取って椀の中身を口に運んだ。何が入っているかわからないと思い、最初の一口は慎重に味見する。ひどく味が薄くて、ほとんど具らしきものが入っていない雑炊だったが、気がつくとすごい勢いで椀の中身を搔き込んでいた。

　椀は、あっという間に空になった。

　わたしは、ひもじく、さもしい思いで、もう一つの椀を見た。これは覚の分だが、もし、このまま眠り続けるのであれば、今晩、彼には必要ないかもしれない。

　もちろん、黙って彼の食事を横取りするなどということは、考えられなかったが、中途半端に胃に食物を入れたことで、かえって、耐えがたいまでに空腹を刺激してしまったようだ。

　わたしは、覚を起こすことにした。せっかく眠っているのだから、そっとしておいた方がいいのはわかっていた。正直に言えば、彼を揺り起こして、食事があると告げれば、要らないから代わりに食べてくれという答えが返ってくるのを期待していたのだ。

　肩を揺すっても、覚はなかなか起きなかった。無理もないだろう。彼が一頭の風船犬の爆発を止め、もう一頭を穴に押し込んだときには、すでに脳は疲労のピークに達していて、本来ならとても呪力を使えるような状態ではなかったはずなのだ。覚が最後の力を振り絞らなければ、間違いなく、あの場にいた全員が爆死していたことだろう。

　わたしは、急に恥ずかしくなって、覚を揺する手を止めた。

　それから、今度は心配になり始めた。肉体的、精神的な限界を超えて呪力を使ったことで、覚の脳にダメージが残ったという可能性はないだろうか。しかも、離り塵じん師しに呪力を凍結され、わたしの出で鱈たら目めな催眠術によって無理やり呪力を取り戻させたことの影響もあるかもしれない。

　覚が、低い呻き声を上げた。はっきりとは見えないが、苦しげに眉根を寄せているような感じだった。

　わたしは、彼に顔を近づけて、そっとキスをした。それから、彼の顔を見て微笑んだ。黒目のところが、うっすらと光っている。王子様のキスでなくても、目覚める効果はあるらしい。

「早さ季き……どのくらいたった？」

　覚は、かすれてはいるが、しっかりした声で訊ねた。

「わかんない。もう、外は真っ暗みたいだけど」

　覚は、ゆっくりと身を起こした。

「何か、食べる物があるんだろう？」

　わたしは、残った椀を覚に手渡した。

「どうしてわかったの？」

　覚は、黙って、わたしの唇に人差し指で触れた。どうやら、王子様を目覚めさせたのは、王女様の愛ではなく、粗末な雑炊の残り香だったようだ。覚もかなり空腹だったらしく、わたし以上のスピードで椀の中身を平らげる。椀の底まで舐めそうな勢いだったが、さすがにわたしの目を気にしたようだった。

「ねえ、わたしたちって、まだ、危険の真っ只中にいると思うの？」

　一番訊きたかった質問をぶつけてみると、覚は、あっさり「うん」と答えた。

「でも、どんな危険？　だって、土蜘蛛は、もう全滅したんだし……」

　覚は、また、わたしの唇に人差し指を当てた。もちろん、さっきとは意味合いが違っている。

「部屋の外。見張りはいない？」

　正直、そんな可能性は、考えてもいなかった。わたしたちが正体なく眠りこけていたのは、大オオ雀スズメ蜂バチコロニーが夜営するために作ったらしい掘っ立て小屋の中だった。地面に穴を掘って竹で枠組みを立て、篠で屋根を葺ふく簡便な作りである。出入り口は一ヵ所しかなく、筵むしろのようなものが垂れ下がっている。

　わたしは、息を殺して藁の上を這っていき、筵の間から外の様子を窺った。いた。鎧を着たバケネズミが二匹、立ち番をしている。わたしは、音を立てないように、元の場所に戻った。

「いるわ」

　報告すると、覚は、わたしの肩を抱き寄せて、耳元に口を近づけた。

「下級の兵士には、難しい日本語はわからないと思うけど、念のため、こうやって話そう」

　耳朶に吐息がかかって、くすぐったかった。お返しに、覚の耳に口を付けるように囁いてやる。

「でも、どうして、そこまで警戒するの？　だって、大雀蜂コロニーは……」

　眠りにつく前、同じ質問をしたことを思い出す。

「たしかに、人間には忠実だよ」

　覚は、ひそひそ声で言う。

「でも、それは、僕らに忠実だっていうわけじゃない。奇狼丸たちが無条件で従うのは、大人たちの言葉だろう？」

「だから？」

「最終的に、一番優先されるのは、倫理委員会の意思だよ」

　覚は、そこで言葉を切った。

「まさか、倫理委員会が、わたしたちを、どうにかするって言うの？」

　わたしの肩をつかむ手に、力が入った。

「僕たちは、ミノシロモドキに出会って、知ってはならないことを知ってしまった」

「そんな……だからって！」

「しっ。声が大きい」

　覚は、入り口の方を気にして、しばらくの間、無言だった。

「ミノシロモドキが言ったことを、真実だと仮定してみろよ。想像するだけでもおぞましいけど、もし人が呪力を使って人を攻撃するなんてことがありうるなら、僕らの社会は、一瞬にして崩壊してしまう。それを防ぐためだったら、どんな恐ろしいことでもやるはずじゃないか？」

「でも、だからといって、わたしたちを？」

「問題を起こす可能性のある児童は、事前に抽出するとか、何とか言ってたじゃないか。つまり、処分するんだよ」

「処分って……まさか。馬鹿なこと言わないで。そんなこと、あるわけないじゃない！」

「思いだしてみろよ。和貴園でも、全人学級でも、毎年必ず、何人かいなくなった生徒がいたじゃないか。どう考えたって、おかしいよ。処分されたんじゃなければ、あいつら、いったい、どこへ行ったんだよ？」

　わたしは、文字通り、総毛立つのを感じた。ミノシロモドキの話を聞いたときは恐ろしかったが、まだ半信半疑だったし、そのまま自分に引き寄せて考えることはできなかった。昨夜来、何度も死線を越えるような体験をしてきたが、これほどまでに恐怖を感じたことはなかった。

「だけど……だけど、わたしたちがミノシロモドキから話を聞いたことは、誰も知らないはずだわ」

　唯一の生き証人だった離塵師は、風船犬の爆発によって死んでしまったからだ。

「状況証拠がある」

　覚は、ぞっとするほど冷たい声音で言い放った。

「僕らは、あの坊さんに呪力を凍結されてるじゃないか。よっぽど重大な規則違反を犯さなければ、そんなことをされるはずがないんだ」

「……じゃあ、わたしたち、もう助からないっていうの？」

　もし、町がわたしたちを排除すると決めたら、それはつまり、わたしたちに帰る場所はないということだ。涙が溢れ出そうになるのを感じる。

「いや、まだ、望みはあるよ。町に帰りさえすれば、申し開きもできるかもしれないし、みんなの両親だって、何とかして僕たちを助けてくれるだろう。特に、早季のお母さんは、図書館の司書じゃないか」

「そ、それはそうだけど」

　頭が、混乱してきた。

「じゃあ、覚は、いったい何を心配してるの？」

　まだわからないのかというように、覚は、溜め息をついた。

「奇狼丸は、土蜘蛛を殲せん滅めつしたことと併せて、僕らのことも町に報告してるはずだ。もし、早季が呪力を使えない状態だということを知れば、何が起きたのかは想像が付くだろう。だとすれば、ここで僕らを始末するように、奇狼丸に指令が下るかもしれない」

　いくら何でも、考えすぎじゃないかという気がした。

「始末するなんて……そんな。何があったのか、確証もないのに？」

「僕らが町に帰ってからじゃ、遅いんだ」

　覚の声が震えた。

「悪い知識は、僕らが誰かと一言話をしただけで、あっという間に広まってしまう」

「……でも！」

「それに、もしミノシロモドキの言うとおりで、すべての人間が『愧き死し機構』というものを備えてるとしたら、町の人たちは、誰一人、僕らを殺すことはできないはずじゃないか。他人を殺そうとすれば、自分の心臓が止まっちゃうんだから。だとすると、危険な子供の排除は、通常、八はつ丁ちよう標じめの外で行われてるはずだ。……僕の想像では、バケネズミを使って」

　わたしは、絶句した。本当に、そんな恐ろしいことが行われているとしたら。

　背筋に、冷たいものが走った。祝霊が訪れた後の通過儀礼イニシエーシヨンが、八丁標の外にある寺で行われているのも、もしかしたら、そのためではないのか。

「奇狼丸は、報告には伝書鳩を使ったと思う。それが、一番早いからね。伝書鳩は、早ければ日が落ちる前に町に着いている可能性がある。それから、倫理委員会が内容を検討するなら、こちらへの指令は、明日の朝一番になるはずだ」

「じゃあ、すぐに逃げなきゃ！」

「ああ。追っ手がかかるとしても、明るくなってからだ。その前に、カヌーを隠してあるところまで辿り着ければ、何とか逃げ切れるかもしれない」




　最悪の状況に、さらに追い打ちをかける事実が判明したのは、その直後だった。

　覚は、短い睡眠を取ることによって、思考能力こそ回復していたものの、元通り呪力を使える状態には程遠かったのだ。対象に意識を集中しようとしただけで激しい頭痛に見舞われるため、事実上、呪力を凍結されていたときの状態に逆戻りしたようなものだった。

　それでは、小屋の外にいる二匹の兵士を、どうすればいいのか。いきなり難題に直面したかに思えたが、冷静に考えてみれば、土蜘蛛に監禁されていたときとは、状況がまったく違う。

　わたしたちは、何食わぬ顔で小屋を出た。わたしたちを護衛するために配置されていた二匹の兵士は、深々と敬礼して後を見送った。

「ゆっくり行こう。あわてたようなそぶりは禁物だよ」

　覚が、押し殺した声で言う。

「何となく、そのあたりを見て回ってるか、食後の散歩でもしてるように見せるんだ」

「腹ごなしが必要なほどのご馳走じゃなかったけど」

　遠征軍の夜営地には、ざっと見ただけで、二、三十の小屋が立ち並んでいた。もちろん、すべての兵士を収容するのは不可能だろうから、大部分の兵士は、地面に掘った穴の中で夜を過ごすのだろう。小屋の間の道には篝かがり火びが焚かれ、大きな蛾が何匹も、火の粉の周りを輪舞していた。

　土蜘蛛との戦いくさが終わった直後だけに、歩ほ哨しようをしている兵士たちの間にも弛緩した空気が流れていた。わたしたちの姿を見ても、黙礼して道を譲るだけであり、とりたてて変わった動きは見られない。

　この分なら、兵士たちの目が途切れた隙に、夜の闇にまぎれて姿を消すのも難しくはないだろう。そう思った矢先だった。背後から響いた素っ頓狂な声に、わたしたちは、立ち竦すくんだ。

「神様！　どちらへ行かれるのですか？」

　スクィーラの声だった。わたしたちは、ゆっくりと振り返った。

「お目覚めになったのですね。お食事は、もう、召し上がりましたか？」

「うん。食べたよ」

　覚が、ぎこちない笑顔で言った。

「なかなか、うまかったな」

「そうですか？　私の食事とは、全然違うものだったのでしょうね。何しろ、こちらは、薄い味噌味の雑炊が一杯だけでしたから。大雀蜂の連中は、賓客をもてなすという経験に乏しいようです。参考までにお訊きしたいのですが、神様が召し上がったのは、どんなお料理だったのでしょうか？」

　そんなこと、どうだっていいでしょう。どうして、そんな余計なことを訊きたがるの。わたしは、スクィーラに対して、ひどい苛立ちを覚えた。

「そんなことより……あなたは、何してるの？」

「はい。実は、さっきまで、仕事をさせられておりました。けっして文句を言うわけではありませんが。大雀蜂軍は、我が塩シオ屋ヤ虻アブコロニーを救ってくれたのですし、奇狼丸将軍も、あの爆発で思わぬ怪我をされて、報告書を書くのはお辛そうでしたから。とはいえ、これだけの大軍勢でありながら、まともな日本語を読み書きできるのが、奇狼丸将軍お一人というのは、何ともしまらない話で」

「報告書って？」

　覚が、鋭い声で遮った。

「はあ。土蜘蛛討伐に関して、簡単な顚末をしたためまして、神かみ栖す66町の方へ、お送りさせていただきました」

　それに対し、わたしたちが同時に質問を発しようとしたので、スクィーラは、きょとんとした顔をした。

「早季。先に言えよ」

「あ、うん。顚末って、どんなことを書いたの？」

「もちろん、この戦の経緯です。我が塩屋虻コロニーの精鋭が、敵の非道な毒ガス攻撃といかに戦い、援軍が来るまで……」

「わたしたちのことも、書いたの？」

「は？」

　スクィーラの顔に、不審の色が浮かんだ。

「違うのよ。ほら、変なこと書かれてたら、わたしたち、町に帰ってから先生に怒られるかもしれないから」

「それは、だいじょうぶですよ。私が、大恩あるお二人の不名誉になりかねないことを、書くはずがないではありませんか」

「でも、何かは書いたんでしょう？」

「ええ、まあ。道に迷われて、偶然、我が塩屋虻コロニーにおいでになったことと、その後、土蜘蛛の奇襲に際しては、神様のご助力によって、無事、撃退なったことなどを」

「それ以外のことは、書いてないのね？」

　わたしは、ほっとして、訊ねた。

「もちろんです。ただ……」

「ただ、何？」

「お二人のご体調がやや勝れないように存じましたので、お迎えが必要ではと考えまして、老婆心ながら要請させていただきました」

「体調が悪いって？」

「はあ、今回の戦において、呪力をお使いになられたのは、もっぱら男神様だけのようにお見受けいたしました。男神様は、さぞかしお疲れであろうと思いましたし、おそらく、女神様は、ご病気なのではないかと拝察しまして」

　このお節介ネズミめ。絶望と腹立ちで視界が暗くなった。わたしは、助けを求めるように、覚の方を振り仰いだ。

「……スクィーラ。さっきまで、仕事してたって言ったよね？」

　覚は、なぜか、関連のわからない質問をする。

「はい。つい先ほど、終わったところです」

「じゃあ、報告書は、どうやって送ったの？　だって、もう、すっかり暗くなってるから、伝書鳩じゃ送れないだろう？」

「はあ。大雀蜂コロニーでは、緊急の連絡用に、昼間は鳩を使うのですが、夜間は蝙蝠コウモリを飛ばすようなのです」

　わたしたちは、ぎょっとして顔を見合わせた。通信にコウモリを使っているのなら、町からの指令も、夜が明ける前に届く可能性があるではないか。

「……ところが、最近、協定に違反し、鷹を使って伝書鳩を襲わせるコロニーが出てきております。そのため、むしろ、コウモリの方が安全と言えるのですが、私が聞き及んだところでは、すでに、あるコロニーでは、コウモリを捕らえるために木菟ミミズクを訓練しているようで……」

　スクィーラの饒舌は、放っておけば一晩中続きそうだった。

「ねえ、スクィーラ」

　わたしは、できるだけ、何気ない口調で話そうと努めた。

「わたしたち、ちょっと、歩きたいの。そのあたりを一回りしてくるわ」

「どちらへ行かれるのですか？」

　スクィーラは、驚いた様子だった。

「日が落ちてから、もう三時間はたっています。あまり遠くへ行かれるのは、危険です」

　日没後三時間ということは、現在の時刻は、午後十時くらいだろうか。

「だいじょうぶだよ。だって、もう土蜘蛛の残党だっていないだろう？」

　覚の、いかにものんびりとした話し方は、わたしよりずっと自然だった。

「しかし、万一のことでもあれば、私どもは、一切申し開きができないことになります。すぐに護衛の者を付けさせますので……」

「いらない。僕らは、気分転換に二人っきりで歩きたいんだ。いいな？　すぐ戻ってくるから。それから、誰にも、余計なことは言うなよ」

　覚は、そう言い捨てると、さっさと、わたしの手を引いて歩き出した。しばらく行ってからそっと振り返ると、スクィーラは、さっきと同じ場所に佇んで、わたしたちを見送っていた。

「スクィーラに、変に思われなかったかな？」

　わたしは、覚の耳元に囁いた。

「多少怪しまれてたって、しょうがない。とにかく、今は、逃げるしかないだろう？」

　わたしたちは、一定の歩調を保ちながら、ゆっくりと夜営地を離れた。夜空を眺めているような格好で、背後を窺う。誰もこちらを見ていないと確信できたとき、すばやく木の陰に隠れた。それから、姿勢を低くして、野原を突っ切り木立の中に入った。

「どっちへ行けばいいか、わかる？」

　ナップザックには磁石が入っていたはずだが、命からがら逃げ回っているうち、どこかへ行ってしまった。

「うん。だいたいはね」

　覚は、梢の上にかかっている橙色の月を見上げた。

「ほとんど満月ということは、月は東の空に出て、真夜中に南天を通り、明け方西に沈むはずだ。今が午後十時だとすると……」

　覚が、うろ覚えの知識をひっくり返しつつぶつぶつ言っている様子は、はなはだ心許なかったが、天文学の素養に乏しく、かなりの方向音痴であるわたしは、彼の判断を信じるしかなかった。

　わたしたちは、野山を越え、ひたすら東を目指した。昨晩来、かなり複雑な経路を辿って移動してきたので、霞ケ浦の岸辺から直線距離でどのくらい離れているのかも定かではなくなってしまった。だが、思い返してみると、清浄寺を目指して離塵師に連行されてきたときは、とてつもなく足取りが鈍かったはずだし、その後も、何となくだが、ジグザグに動いていたような印象がある。なぜか、まっすぐ東に向かって歩けば、夜が明けるまでにカヌーの隠し場所に着けるという、確信めいたものがあった。

　三時間ほど道なき道を早足で歩き続けると、足の裏が痛くなり、しかもスタミナ切れで頭がふらふらし始めた。空腹はますます強まっていたが、それ以上に喉の渇きは耐え難いレベルになりつつあった。とはいえ、水筒一つ用意してきてないので、我慢するよりない。とりあえず休憩を取ることにして、わたしたちは、できるだけ夜露に濡れていない場所を選んで草の上に腰を下ろした。

「もう、だいぶ来たのかな？」

「うん。たぶん、半分以上はね」

　覚は、力強く請け合った。さほど根拠があるとは思えなかったが、追及しても、あまりいいことがあるとは思えなかったので、素直に信じておくことにした。

　瞬と真理亜、守は、今ごろどうしているだろう。そう思って、何気なく覚の背後を見たとき、ぎくりとした。

「どうした？」

「ううん。何でもない。……それが、なんとなく風船犬みたいに見えたから」

　わたしが指さした朽ち木の残骸を見て、覚は、微笑した。

「たしかに、ちょっとだけ似てるな」

「怖がりだって、思わないでね」

「思わないよ。もっとも、こんなところに、風船犬がいるわけないけど」

「どうして？」

「早季だって、風船犬の正体は気がついてるだろう？」

　そう言われて、まだ見当もつかないとは言いづらかった。

「まあ、おぼろげには……」

「おぼろげ？」

　覚は、笑った。

「自爆する生き物なんて、自然界には一種類しか存在しないよ。ほかに考えられるのは、バケネズミが家畜として品種改良したってことくらいだけど」

「そういう可能性はないの？」

「まず、ありえないな。呪力を授かる以前の人間は、長い年月をかけて家畜を改良してきたらしいけど、その方法は、都合のいい性質を持った個体を掛け合わせるだけだからね。気性を温和にしたり、乳の出をよくするとか肉質を変えるなんてことはできるだろうけど、爆発する家畜なんて、とても作れるとは思えないよ」

　いつもなら、覚の勝ち誇った態度にかちんと来て、何らかの反論を試みるところだが、空腹で血糖値が下がっているせいか、頭がまったく働かない。わたしは、あっさり白旗を揚げた。

「じゃあ、風船犬って何なの？」

「昔の生物学の本に、ちょうど風船犬みたく自爆する生き物の話が載ってたんだ。何だと思う？」

「さあ……」

　わたしは、急速にその話題に対する関心を失いつつあった。もう、別に何だっていい。虎トラ河フ豚グでも、殿トノ様サマ蛙ガエルでも。それより、別れた三人のことが心配でならなかった。

「蟻だよ」

　覚は、得々と説明を始める。

「東南アジアのマレーシアに棲んでる蟻の一種は、敵が近づくと自ら破裂して、空気中に揮発性の成分を撒き散らすんだって。敵が近づいたことを、巣に伝えるためらしいんだけど」

　空腹を通り越して、目め眩まいがする。このままここに座り込んでいたら、もう二度と立ち上がれないかもしれない。

「つまり、こういうことなんだよ。普通の生き物が、敵を撃退するために、いちいち自爆してたら、子孫を残せなくて絶滅してしまうだろう？　だけど、蟻のような社会性生物にとっては話が違う。自分は元々生殖能力がないんだから、巣と女王を守るためであれば、我が身を犠牲にしても引き合う。そう考えると、風船犬は、土蜘蛛の変異個体以外にありえないんだ……」

　覚は、心配も疲労も空腹も、まったく感じていないかのように喋り続けているが、もはや制止するのさえ面倒だった。ゆっくりと目を閉じたとき、わたしの耳は、かすかな物音を捉えた。

「……だとすると、土蜘蛛の女王は、胎内で何種類もの変異個体、叢そう葉よう兵へいやカエル兵みたいなヤツを自在に作り出す能力があったとしか思えない。その中で、風船犬が、まったく違う生き物みたいに見えたのは、たぶん、頭蓋骨の容積を小さくして知能を犬並みに抑えたからだろう。つまり、自爆という使命を果たすためには、無条件の忠誠心と、きっと、あまり頭がよくないことが必要で……」

　また、聞こえた。背後から。枯れ枝と草を踏む音だ。誰かが……何かがいる。

　わたしが、人差し指を唇の前に当てると、覚は、はっとしたように口をつぐんだ。

　うしろ。おとがする。わたしは、声を出さずに唇で言葉を模かたどった。

　覚は、ちょっと逡巡したが、意を決したように立ち上がると、大声で怒鳴った。

「そこにいるのは、誰だ！」

　ほとんどやけくそのようだったが、ほかにどうしようもなかった。今のわたしたちには、何の武器もない。逃げ出したところで、すぐに追いつかれるだろう。相手が誰だろうと、まだ呪力を使えるかのようなはったりをかけるしかないのだ。

「神様。いったい、どこまで行かれるのですか？」

　茂みの陰から現れたのは、スクィーラだった。わたしたちは、虚を衝かれて絶句する。まさか、こんなところまで跡をつけてくるとは、思いもしなかったのだ。

「土蜘蛛の残党がいなくなっても、こんな真夜中に野山を歩くのは危険です」

「どうして？　なんで、こんなところまでついてきたの？」

　わたしの問いかけに対して、スクィーラは、首を捻るようにかしげた。人間であれば、肩をすくめる仕草にあたるのかもしれない。

「神様方に万一のことでもあれば、私どもは、一切申し開きができないことになりますので」

「わたしたちが、勝手にいなくなったんだから、いいじゃない」

「よくはないのです。その場合、間違いなく、私どものコロニーは取り潰されるでしょう。大雀蜂コロニーとて、無事では済まないはずです。過去の例からすると、奇狼丸将軍も、切腹しなければならないはずです」

「せっぷくって何？」

「大刀で自らの腹を切って、命を絶つのです。これは、通常、最も重いお詫びの印として行われます」

　これには、ただ啞然とするしかなかった。わたしたちの辞書には、そんな奇怪な言葉は載っていなかったし、ましてや、遠い過去には人間も同じことをしていたなどというのは、想像の外でしかなかった。

「そうか。まさか、そこまで迷惑をかけるとは考えてなかった」

　覚が、神妙な声で言った。

「でも、それは、本当に万一の場合だろう？　つまり、僕たちが、事故に遭って死んだりとか」

「そうです。しかし、その万一に備えるために、私は、どうしても、お二方を見守らせていただかねばなりませんでした」

　本当だろうか。毛を毟ったネズミのようなスクィーラの醜い姿を見ながら、考える。

「他にも、誰かついてきてるの？」

「いいえ。私のみです」

「それは、ちょっと変だな。僕らを守るためだったら、誰か兵士を連れてきた方がよかったんじゃないか？」

「それは……とっさのことで、その暇いとまがありませんでした」

　覚の質問で、わたしたち二人が同じ疑いを抱いていたことがわかった。スクィーラは、奇狼丸の命令で、わたしたちを監視していたのではないか。あえて単独行動を取ったのも、手柄を独り占めするためだったとすれば、一応の筋は通る。ほんの二日前のわたしたちであれば、そこまで疑心暗鬼に陥ることもなかっただろうが。

「それより、喉がお渇きになってるのではありませんか？」

　スクィーラは、腰に下げていた瓢ひよう簞たんをわたしたちに差し出した。中でちゃぷちゃぷいっているのは、水らしい。わたしたちは、目を見合わせたが、喉を潤したいという誘惑には勝てず、受け取って栓を抜いた。一口、二口、生ぬるい水を喉に流し込む。すると、たちまち全身の血が巡り始め、生き返ったような気分になった。わたしが、瓢簞を渡すと、覚も夢中で水を飲む。

「こんなものを用意してる暇はあったのね」

　スクィーラに対する感謝の気持ちを表したいと思ったのに、口を突いて出てきた言葉はあてこすりのようになってしまった。

「急いで跡を追いながら、手近にいた兵士から徴発しました。瓢簞一個なら問題はありませんが、神様をお守りするためとはいえ、別のコロニーの兵士を連れて来るとなると、もろもろ厄介なことも生じてきますので」

　わたしは、ふと、手渡されたとき、瓢簞の水がほとんど満杯だったことに気がついた。道中、スクィーラも、さぞかし喉が渇いたに違いないだろうに。

「ありがとう。あなたも、飲んで」

　覚から戻ってきた瓢簞を、スクィーラに返してやる。

「いただきます」

　スクィーラは、自分が持ってきた瓢簞を押し頂くようにして、遠慮がちに一口飲んだ。その短い間に、わたしたちは、すばやく目で合図を送り合い、ほとんど以心伝心で意思を疎通した。

「スクィーラ。あなたの助けが必要なの」

　わたしが言うと、バケネズミは、まっすぐ顔を上げた。

「もちろん、何でもいたします。どうか、何なりとおっしゃってください」

「僕たちは、霞ケ浦の西岸に行きたいんだ。一番早く着ける道を案内してくれ」

「……しかし、なぜ、そんなにお急ぎなのですか？　明日の朝までお待ちいただけたら、大雀蜂コロニーの兵士が警護して、安全にお連れできるはずですが」

「理由は、明日まで待ってたら、僕らの命が危ないからだよ」

　覚は、あえて正面からぶつかっていった。スクィーラは、塩屋虻コロニーを再興するという口約束を餌に、奇狼丸に取り込まれているかもしれない。だが、今は、あえて手の内を明かしても、こちらの味方に付けるしか活路はないのだ。

「それは、いったい、どういうことでしょうか？」

「奇狼丸が、僕らを殺そうとする可能性があるんだ」

「そんなことは、絶対にありえません！　私どもβ★ё◎Å……バケネズミの、それも、最大コロニーの将軍が、神様を害しようなどと考えるはずが！」

「わけは言えないけど、信じて」

　わたしが、スクィーラの手を取ると、びくりとしたが、それでも手を引っ込めようとはしなかった。

「そうじゃなかったら、こんな真夜中に、逃げ出したりしないわ」

　スクィーラは、しばらく考え込んでから、重々しくうなずいた。

「わかりました。近道をご案内しましょう。ただし、追っ手がかかるとしたら、同じ道を来る可能性があります。急がねばなりません」




　谷底の川に沿って歩くのは、険しい山道を行くより、足下がずっと楽だった。おかげで行程はかなり捗ったが、反面、精神的な重圧は比較にならないほど大きくなった。

　前方で何に出くわすかわからない状況では、見通しのきかない山道は、一歩進むのにも勇気を奮い起こさねばならない。しかし、追われる身にとって、背後が開けていて左右に逃げ場のない谷川の地形がこれほどまでに恐怖をかき立てるものだとは、想像したこともなかった。

　谷の底までは、月明かりさえほとんど射し込まない。川の水は墨汁を流したように黒く、ただ轟々と流れる響きが周囲を圧していた。水音は、いつしか意識をいっぱいに占拠し、耳じ殻かくの外からやって来るのか、心の奥底から湧き上がってくるのかすら判然としなくなる。ともすれば、その音は奇怪に歪み、無数の船団に満載になったバケネズミたちの鬨ときの声や、もっと恐ろしい化け物の唸り声のようにも聞こえてきた。

　覚とわたしは、ほとんど一分おきに後ろを振り返り、何もいないことを確認しなくてはならなかった。だが、闇の彼方から途切れることなく流れ下ってくる川は、わたしたちの意識を現実に連れ戻してくれるどころか、逆に冥界へと誘うかのようだった。

「この川は、何ていう名前？」

　覚の声が、遠くに聞こえる。

「神様の付けられた名前は、存じません。私どもは、∀Ξ☆ξЭ……日本語に直すと、そうですね……『忘れ川』と呼んでおります」

「どうして、そんな名前なの？」

　わたしは、訊ねた。自分の声なのに、妙に嗄しやがれていて、まるで他人が喋っているように聞こえる。

「はっきりとは、わかりません」

　スクィーラの声も、どこか地の底から響いてくるようだった。

「ただ、霞ケ浦に下るのなら、桜川など、もっと大きくて安全な川が他にありますから、ふだんは忘れられている川という意味ではないでしょうか」

「奇狼丸も、忘れてくれてるといいんだけど」

　わたしは、軽口を叩こうとした。

「そう願いたいものですが、あれほどの名将が、この川のことを失念するとは、考えられません」

　スクィーラの返答は、予想外に重苦しいものだった。

「忘れ川は浅瀬や岩が多いために、ふつうなら、真夜中に船で下ることはありえません。そのことも、この道を選んだ理由の一つです。しかし、奇狼丸将軍は、通常ならとても通れないような道を踏破することで、これまでに数多あまたの戦いを制してきました。たとえば、軍隊蟻コロニーとの有名な合戦、『緑壁の逆落とし』が、その代表例です」

「軍隊蟻？　そんな名前のコロニーあったっけ？」

　覚が、不審そうに言う。

「今は、もう存在していません。五年前、大雀蜂コロニーとの全面戦争に敗れて、消滅しました」

　今のわたしたちにとって役に立ちそうな話ではないが、こうして話をしていることで、正気を保つ効用はありそうだった。

「軍隊蟻コロニーの総兵力は当時、一万八千を超え、同胞の中で最大の勢力を誇っておりました。数的な優位を生かして相手コロニーを包囲する持久戦が得意の戦法で、このときも大雀蜂コロニーの周囲に着実に拠点を築きつつありました。封じ込めが最終段階にさしかかると、軍隊蟻コロニーの将軍クィークルは、竜りゆう穴けつに女王の守備隊だけを残して、とうとう主力部隊に出動を命じました」

　よほど戦いの歴史が好きで、日頃から史書に読み耽っていたに違いない。スクィーラは、よどみなく語った。

「軍隊蟻コロニーから大雀蜂コロニーの包囲網までは、数キロの距離があり、その間は、地上を移動しなければなりませんでしたが、何しろ、兵員が多かったために、出発の準備にもたつき、先頭の隊が道半ばまで来たとき、最後尾はまだコロニーを出たばかりでした。そのため、部隊の先頭で指揮をしていたクィークルは、山の麓ふもとで休息を取って、後発部隊が追いついてくるのを待つことにしました。数の上で劣勢な大雀蜂コロニーは穴に籠もって防戦するだろうと決め込んでいた上、背後は俗に緑壁と呼ばれていた断崖だったので、そちらから襲撃を受けることはないと高をくくっていたのです。これに対し、奇狼丸将軍率いる精鋭部隊は、ひそかに山に登って奇襲を企てました。目指す敵は、普通ならとても駆け下りることなど考えられぬ断崖絶壁の下にいます。しかし、奇狼丸将軍は、岩肌を這うヤモリを見て、後世まで語り伝えられる名言を吐きました。『ヤモリも四つ足、我らも四つ足、ヤモリが越す坂ならば、我らに越えられぬ道理はない』」

　いくら何でも滅茶苦茶、というより、スクィーラの冗談としか思えなかったが、後に、バケネズミの戦争の歴史について記した本を読んで、それが事実だと知ったときは、しばし啞然としたものである。

「このように、奇狼丸将軍は神出鬼没で知られております。最初に神様からいただいた名前自体、奇道丸ないし詭道丸だったと言われているくらいですから」

　スクィーラは、漢字の偏と旁つくりを、ていねいに説明する。

「わかったわ。要するに、奇狼丸に追われたら最後、どんな要害険けん阻そな地に逃げ込んでも安全じゃないってことね？」

　わたしは、あえて冗談めかして訊ねた。

「はい。奇狼丸将軍が本気で追撃を決意したら、おそらく、逃れる術すべはないと思います」

　しばらくの間、沈黙が続いた。

　土蜘蛛を撃破した指揮ぶりを見ても、奇狼丸が恐るべき戦術家であることはあきらかである。追いつかれてしまえば、チャンスはないとみるべきだろう。

　すべては、奇狼丸が、いつ、わたしたちの追跡を開始するかにかかっていた。倫理委員会からの返書が夜のうちにコウモリによって届けられ、そこに、わたしたちを『処分』すべしという命令があったとしても、追っ手の出発まで、しばらく時間差がある。うまくいけば、その前に、わたしたちはカヌーに乗り込んでいるはずだ。問題は、返書が届く前に奇狼丸がわたしたちの逃走を知って、自らの判断で追ってきた場合である。

　もしかすると、今この瞬間、すぐ後ろまで迫っている可能性もあるのだ。

　わたしたちの足は、自然に速くなった。とはいっても、ほとんど視界がきかない中で、滑りやすい河原の石を踏みしだきながら歩くのだから、その速度には自ずから限界があったが。

　三十分ほど汗だくになりながら進んでいると、突然、スクィーラが立ち止まった。

「どうしたの？」

　スクィーラは、唇に手を当て、シーッというような音を立てた。この不思議なサインは、先史文明の文献を見ても、時代や地域を越えて使われてきたことがわかっている。だが、さらに種の壁すら超越しているというのは、驚きだった。

「聞こえますか？」

　スクィーラは、小声で囁く。

　わたしたちは、黙って耳を澄ませた。

　聞こえた。鳥が鳴いている。こんな真夜中なのに、飛び回りながらしきりに囀っているのだ。

　キョキョキョキョキョキョキョキョ……。

　鳥というより巨大な虫の音を思わせるような、気味の悪い鳴き声だった。スクィーラの身振りに従い、わたしたちは、化石したように動かない。怪け鳥ちようは、谷川に沿って飛び回り、わたしたちの頭上を何度か往復すると、いずこへともなく飛び去った。

　最初に声を発したのは、覚だった。

「何だ、ただの鳥じゃないか」

「こんな真夜中なのに？」

「たぶん、夜ヨ鷹タカだよ。フクロウなんかと同じで、夜になると飛び回るんだ」

　本当に、ただそれだけのことなのだろうか。

「でも、なんで、わざわざ、こんな谷底まで下りてくるの？」

　さすがに、ヨタカの習性にまでは詳しくないらしく、覚は、少し考え込んだ。

「ヨタカっていう名前は付いてるけど、鷹みたいな猛禽じゃなくて、たしか、虫を食べるんだよ。川で羽化する虫を狙ってるんじゃないかな」

　それまで沈黙を守っていたスクィーラが、咳払いをする。

「……今のは、ただの野生のヨタカかもしれません。しかし、私は、そうでない可能性の方が高いと思います」

「どういうこと？」

「奇狼丸将軍は、斥せつ候こうや索さく敵てきに、しばしば鳥を用います。夜間には、夜目の利くヨタカを使うという話を聞いたことがあるのです」

　ぎょっとする。そう思ってみると、たしかに、今の飛び方は、わたしたちを偵察しているかのようだった。

「本当か、それ？　ちょっと信じがたいな」

　覚は、声に疑わしさを滲ませる。

「鳥が、どうやって、見つけたものを報告するんだよ？」

「私も、詳しくは存じません。しかし、ミツバチのような昆虫ですら、巣に帰ってから、仲間に蜜の在処ありかを教えられるということですから、訓練しだいでは、目指す相手がいたかどうかくらいは伝達できるのではないでしょうか」

　もし、スクィーラの推測が当たっているとすると、奇狼丸は、ここからほど近い場所にいるのかもしれない。

　最前にもまして重苦しい沈黙の中、わたしたちは、先を急いだ。

　奇狼丸は、すでにわたしたちを発見し、音もなく追尾しているのかもしれない。すぐに攻撃してこないのは、まだ倫理委員会からの命令を受け取っていないためかもしれないし、覚の呪力が使えない状態であることを知らないため、慎重になっているのかもしれない。

　あるいは、ただ単に、最も攻撃に都合のいい場所にさしかかるのを、待っているだけなのかも……。

　考えれば考えるほど、姿が見えない敵の重圧は増すばかりだった。

　とはいえ、明けない夜がないように、どんな苦難にも終わりはある。さらに歩くうち、わたしたちが目指す東の空が、うっすらと明るくなってきた。

「夜明けだ……！」

　覚が、押し殺した叫びを上げる。

「もう少しで、たぶん、あそこを越えれば、霞ケ浦が見えてくるはずです」

　スクィーラが、二百メートルほど先の、川が大きく蛇行している場所を指し示した。

　それでは、あのヨタカは、やはり、野生だったのか。奇狼丸が背後に迫っているという幻影に、踊らされていたのかもしれない。

　そう思って、ほっとしかけた瞬間だった。

「あれ……何だ？」

　覚が、何かを見つけた。

　彼の視線の先を見て、わたしは、愕然として歩みを止めた。

　そこには、わたしたちを待ち受けるように川岸の砂の上に佇む、複数の影があった。
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　わたしたちは、一瞬、足を止めた。疑惑と恐怖が一気に沸き上がる。

　影は三つ。向こうもまた、こちらを見ているようだ。

　期待が、むくむくと頭をもたげる。確率から言えば、万に一つの儚い望みだろう。だが、焼けつくような願望、祈りにも似た思いは、恐怖よりも強く、わたしたちを突き動かした。

　わたしと覚は、ほぼ同時に相手を見やり、うなずきあった。

　そのまま、ゆっくりと歩を進める。どのみち、逃げ出すには接近しすぎていた。ここで逃げるというのは、呪力が使えないというこちらの弱みをさらけ出すのと同じだ。今は、たとえどんなに危険でも、相手の姿を見きわめなくてはならない。

　そう自分に言い聞かせながら、一歩、また一歩と近づいていった。

　黒い、薄ぼんやりとした影を見ながら、再び、逃げ出したい思いが再燃して膝が震える。わたしは、今、自分から破滅の顎あぎとの中へ飛び込もうとしているのではないのか。

　いや、そんなはずはない。あれは、あの影は……きっと、わたしがよく知っている姿だ。そうに決まってる。懸命に、自分にそう言い聞かせた。だが、向こうは、わたしたちとは対照的に微動だにせず、どこまで近づいても、いっかな正体を見せない。

　もう少しで見きわめられるかと思ったとき、進行方向にある山の稜線が金色に輝いて、眩いばかりの光が射し込んできた。

　逆光というより、目潰しを喰らったようなもので、三つの影は、光の波に呑み込まれ、見えなくなってしまった。

　わたしは、その場に立ち止まる。だが、そのときだった。

「早季！　覚！」

　叫び声が聞こえた。すぐにわかる懐かしい声。瞬の声だ。覚が、一足先に飛び出す。

「瞬！　真理亜！　守！」

　わたしも、夢中で走り出していた。何度も転びそうになりながら、光の中に飛び込む。

　わたしたち五人は、夢中で抱き合っては肩をたたき合い、馬鹿みたいに笑い合いながら涙を流していた。この瞬間だけは、それまで乗り越えてきた苦しみも、前途に待ち受ける恐怖も、遠い宇宙の彼方へと吹っ飛んでいた。ただ、五人が、ようやく再会できた喜びと、全員が無事だったという奇跡に、ひたすら酔いしれていたのだ。

　わたしは、このまま時が止まればいいのにと願った。

　あの瞬間、時間が凍結されていれば、やがて五人が櫛の歯が欠けるようにいなくなってしまうことはなかったはずだった……。




「さあ、とにかく、カヌーのところへ急ごう！」

　最初に我に返ったのは、瞬だった。

「話は、それから、ゆっくりすればいい」

　わたしたちは、互いに山のような質問を浴びせかけ始めたところだったが、瞬の言葉で、すべてを、いったん胸の中にしまった。

　視線をわたしの背後に移して、真理亜は、ぎょっとした表情になる。

「そこにいるの、何？」

　わたしは、緊張で鳥肌が立った真理亜の腕を、そっとさすってやった。

「ああ、スクィーラっていうの。わたしたちを、ここまで案内してくれたのよ」

「初めまして。スクィーラと申します。塩シオ屋ヤ虻アブコロニーの奏そう上じよう役をしております」

　スクィーラの流暢な言葉に、三人は驚いた表情を見せた。

「塩屋虻コロニーは、兵士の大部分を失うほどの打撃を受けながら、土蜘蛛と戦ったんだ。土蜘蛛を破った、陰の立て役者なんだよ」

　覚の説明に、みな、さらにびっくりしたようだった。

「土蜘蛛をやっつけたって？　本当？」

　守は、目をまん丸にしている。

「うん。大雀蜂コロニーが援軍に来て、やつらを全滅させたんだ。だけど、その話も後にしよう。時間がない。今は、一秒でも早くカヌーのとこへ行かなきゃ」

「ちょ、ちょっと待って」

　頭脳明晰な瞬も、さすがに、事情がよく呑み込めず、混乱したようだった。

「土蜘蛛が全滅したんなら、僕らも、あわてて逃げる必要はなくなったんじゃないのか？」

「それが、そうじゃないのよ。事情は、後で説明するから」

　わたしは、みんなをせき立てて、強引に歩き出させた。

「でも、じゃあ、わたしたち、いったい何から逃げてるの？」

　真理亜が、先頭を行くスクィーラに、ちらちらと視線を送りながら言う。

「大雀蜂コロニーだよ。奇狼丸っていう将軍から」

　覚が、答えた。

「えっ？　だ、だけど、大雀蜂は、人間に忠実なコロニーだよね？」

　守が、怪訝な表情で訊く。

「だからこそ、危険なんだよ」

　言いかけて、覚は、ぐっと詰まった。スクィーラが聞いているところで、わたしたちがなぜ処分される可能性があるのかを、軽々しく話すわけにはいかない。

「詳しい説明は、後でするから。とにかく、僕らを信じてくれ」

　三人は、若干当惑した様子ではあったが、黙ってうなずいてくれた。わたしたちには、固い信頼で結ばれた仲間がいる。そのことを、これほど心強く感じたのは、初めてのことだった。

　ほどなく、川が大きく右に曲がっている地点を越える。スクィーラが予告したとおり、急に視界が開けるようになった。もう少しで、谷は終わり、平地に出る。さらに一キロほど先には、朝日を受けてきらきらと輝く、霞ケ浦の湖面が覗いているではないか。

　わたしたちは、勇躍したが、その矢先だった。先頭を歩いていたスクィーラが、ぴたりと立ち止まり、耳をそばだてるような動作をする。その理由は、すぐにわかった。

　背後の谷間に、奇怪な鳥の鳴き声がこだましていた。

　キョキョキョキョキョキョキョキョ……。

　ヨタカだ。

　このとき、わたしは、初めて確信した。これは、野鳥などではない。わたしたちを監視するために放たれた、奇狼丸の目なのだ。

「走れ！」

　覚が、大声で叫んだ。

　後知恵で批判するようなことはしたくないが、このときの覚の判断が正しかったかどうかは、疑問が残る。霞ケ浦までは、まだ走って逃げ切れる距離ではなかったし、葦の間に隠してあるカヌーを見つけて乗り込むには、さらに時間が必要だった。しかも、逃げ出すということは、追っ手に対して、わたしたちが有罪である（つまり追われる理由がある）こと、呪力が満足に使えない状態にあることまで、洗いざらい自白するに等しいのだ。

　だが、いったん走り出してしまえば、もはや、冷静に議論する暇はない。わたしたちは、谷を抜け、野原を下り、息が切れるまで走り続けた。

「ちょっと、待って。もう、走れない！」

　情けないことに、最初に音を上げたのは、わたしだった。もともと、長距離走は得意なたちではないし、一昨日来の一連の出来事で、かなり体力を消耗していたのだ。五人と一匹は、荒い息をつきながら、その場に立ち止まった。

「もう、少しだよ。このあたりには、何となく見覚えがある。あそこの木立を抜けたら、霞ケ浦の岸辺に着くはずだ」

　瞬が、二、三百メートルほど先にある雑木林を指さした。

「急ごう。走らなくてもいいから、歩き続けるんだ」

　覚が、わたしのナップザックに手をかけて言う。まるで足手まといを見るような視線にかちんときて、わたしは、先頭に立って歩き始める。

「さっきのは、何？　鳥の鳴き声みたいだったけど」

　真理亜が、後ろを振り返って訊ねる。

「ヨタカよ。大雀蜂コロニーで飼われてるの」

　わたしの説明に、真理亜は、半信半疑の表情を浮かべた。

「本当です。ヨタカは夜目が利くので、夜間の偵察に使われているのです」

　スクィーラの説明に、真理亜は、納得したようだった。親友のわたしより、こんな醜い生き物の言葉を信用するというのは、ちょっとひどいと思う。

「夜間っていうけど、もう、かなり明るくなってきてるよ」

　守が、空を見渡しながら言った。すぐ足下では、朝露に濡れたツユクサの青い花も開きつつある。

「昼間は、ヨタカ以外の鳥を偵察に使ってるんだろう？」

　覚が、スクィーラに訊く。雑木林からは、無数の鳥の囀りが聞こえ始めていた。

「はい。夜明けから日没までは、ヨタカよりずっと智能の高いカラスを使うと聞いたことがあります」

　その言葉が終わるか終わらないうちに、今度は、澄んだカラスの鳴き声が響いてきた。

「どこだ？」

　覚が、ぎょっとしたように周囲を見回す。

「あそこ！　あの木にとまってる」

　わたしたちの中で一番目のいい真理亜が、ぱっと右手を指さした。百メートルほど先に、一本の枯れ木があり、その梢こずえ付近に、カラスらしい不吉な黒い影が見えた。

「本当か？　あのカラスが、僕らを監視してるって？」

　瞬が、信じがたいといった調子でつぶやいた。たしかに、そう思って見れば、わたしたちを見張っているようにも見えるが。

「とにかく、急ごう。カラスに見られてたって、奇狼丸自身が来る前にカヌーに乗れば、だいじょうぶだ」

　覚が、早足になって、わたしに並んだ。

　川に沿って、コナラや栗が入り交じった林を抜けると、かすかに、ちゃぷちゃぷという水音が聞こえてきた。陸地が暖まったせいか風向きが変わり、東から吹き寄せる微風には、湖に特有の臭いも感じられる。わたしたちは、矢も楯もたまらなくなって、走り出した。

　とうとう、わたしたちは、霞ケ浦の湖岸に到達した。広漠とした淡水の海を渡る風に、岸辺一面に広がる葦の群落がそよいでいる。

「こっちだ！」

　瞬が、カヌーを隠した方を指して、再び駆け出す。わたしたちも、すぐ後を追ったが、そのとき、すぐ上空を大きな影が横切った。

　見上げると、それは、一羽のカラスだった。さっき見た個体だろうか。四、五メートルほどの低空を悠然と飛翔し、松の枝にとまった。わたしたちの方を見ながら、まるで挑発しているかのように鳴く。どうやら、まだ人間の恐ろしさを知らないらしい。

　呪力を使えないのが、何とも残念だった。よっぽど石でも投げてやろうかと思ったが、今は、それどころではない。わたしたちは、くるぶしまで泥に埋まりながら葦の間に分け入って、カヌーを探した。

　ない。たしか、このあたりだと思ったのに。

　捜索を始めてから五分ほどが無為に過ぎると、焦りを感じるようになった。カラスは、いっこうに飛び立とうとはせず、わたしたちを見下ろしながら、しきりに耳障りな声で鳴いている。

「おかしいな。まさか、流されたはずはないし……」

　頼みの瞬の表情からも、徐々に自信が失われていくようだった。そんなとき、救いは、見当外れとも思われる場所を探していた、思いがけない人物によってもたらされた。

「あったぞ！」

　かつて、守の声が、これほど頼もしく聞こえたことがあっただろうか。わたしたちは、泥に足を取られながら、嬉々として声のした方へ駆け寄る。

　引き綱で繫がれた三艘そうのカヌーは、風に押されたらしく、葦の間をかなり移動していた。泥の中に深く打ち込んでおいた四つ爪の錨アンカーがなければ、本当に、どこか遠くへ流されてしまったかもしれない。

　さっそく、錨を上げて乗り込んだ。行きと同じく、わたしと覚は、サクラマスⅡ号に。そして、真理亜と守がハクレンⅣ号、瞬がカムルチーⅦ号である。

「それでは、私はここで失礼いたします」

　スクィーラは、岸辺に立って、わたしたちを見送る。

「ありがとう。ここまで来られたのは、あなたのおかげよ」

　わたしは、心からの感謝を込めていった。少なくとも、この時点では、わたしの気持ちは本物だった。

「どうか、道中、ご無事で」

　恭うやうやしく一いち揖ゆうするスクィーラを見ながら、カヌーは、徐々に岸を離れていく。

「さあ、行くぞ」

　覚の声に、わたしは、前に向き直ってパドルを水に浸けた。

　来たときと決定的に違うのは、誰一人呪力を使えない今となっては、手漕ぎで霞ケ浦を縦断しなければならないという点である。

　わたしたちは、ぎこちなくパドルを操って、巨大な湖に漕ぎ出した。利根川に入れば、後は流れのままに下っていけばいい。そこまでは、最も原始的な方法、自分たちの筋力に頼るしかなかった。

　だが、最初のうちに頑張りすぎたのが、よくなかったのかもしれない。わたしたちは、ものの数キロも行かないうちにバテてしまった。両腕の筋肉が痛くなり、皮が剝けた掌はひりひりする。まだ午前中のはずなのに、容赦なく照りつけてくる日差しは、じりじりと皮膚を灼いた。五分おきくらいに頭からかぶる水も、あっという間に蒸発してしまう。

「おーい。ちょっと、休憩しよう」

　心配そうにわたしたちを振り返って見ていた瞬が、叫ぶ。一人で漕いでいるというのに、瞬のカヌーは、ほかの二艘よりずっと速かった。

「まだ、だいじょうぶだよ！」

　覚が、怒鳴り返す。

「先は長いんだ。余裕があるうちに、少し休憩した方がいい」

　気持ちは逸はやっているが、昨日から疲労が蓄積していることは、否定しがたい事実だった。わたしたちは、瞬の意見を受け入れ、小休止することにする。

　さいわい、絶妙のタイミングで太陽に雲がかかったおかげで、カヌーの上に寝そべって、のんびり青い空を見上げることができた。

　湖のさざ波に揺られていると、眠気が兆してきた。だが、ようやく虎こ口こうを脱したという安心感はあったものの、気持ちの奥に固いしこりのようなものが残っていて、どうしても眠りに落ちることができなかった。

　これから、いったい、どうなるのだろう。

　わたしたちは、知ってはならない事実を知ってしまった。覚の推測が当たっていれば、町から『排除』される対象になってしまったのかもしれない。どうすれば、それを免れることができるのか。

　Ｔシャツの下で、胸元から何かが滑り落ちようとする感覚があった。反射的に、右手で押さえる。

　何気なく襟元から引き出して眺める。首からかけた太い紫の紐にぶら下がっているのは、錦のお守り袋だった。表には、複雑な模様とともに、『除業魔符』という刺繡がしてある。この春、全人学級から神社に参拝した後、全員が貰った業ごう魔ま除けの護符なのだ。

　先生からは、絶対に袋を開いてはならないと言われていたのだが、あまりしつこく言われると、逆らいたくなるのが人情である。わたしは、みんなに袋が配られている最中から、好奇心が疼うずくのを感じていた。一人になるのを待ちかねるようにして、中身を確かめたものである。

　袋の口は縫い合わされているわけではなく、紐を緩めると、簡単に内容物を取り出すことができた。入っていたのは、折りたたんだ白い紙と、ガラス製の円盤である。紙には、黒い墨で、図案化された奇妙な文字が書き連ねてあった。何となく気味が悪くて、すぐに折りたたんで元通りにしまう。だが、円盤の方は、わたしの目を釘付けにした。

　直径が五センチほどの透明なガラスの円盤は、さながら、ひとつの小宇宙だった。背景には、見えるか見えないかという細さの金線が複雑な幾何学模様を織りなしており、手前には、様々なものが浮かんでいる。小さな南天の木には、目を凝らして見ると、精巧に作られた極小サイズの葉っぱや赤い実までが付けられていた。その横には、鉛筆やカップ、花など、身近な品々がいくつも浮遊している。そして、一番奥にあって、それらすべてを見下ろしているのは、『無垢の面』だった。

『無垢の面』は、追つい儺なの儀式で『侲しん子し』役の子供たちが被る面で、乾ききらない粘土に胡ご粉ふんを塗っただけの単純なものである。うっすらと人間の顔の形が作られているだけで、本来、表情も個性もない。だが、この『無垢の面』は違っていた。じっと眺めていると、どことなく、わたし自身の顔に見えてくるのである。

　カヌーの上で、目を閉じて、お守り袋の上に手を置いていると、ガラスの円盤の手触りが感じられた。

　わたしは、静かに顔を上げて、すぐ後ろで寝そべっている覚の様子を窺った。ナップザックを枕にすっかりリラックスして、波のリズムに身体をゆだねているようだ。規則正しい息の音からすると、まどろんでいるのかもしれない。

　見てはならないものを見るという悪癖にも、ときに、気持ちを安定させてくれる効用がある。わたしは、そっとお守り袋の口を開けて、中からガラスの円盤を引き出した。

　ガラスが太陽光を反射すると、他のカヌーから気づかれてしまうかもしれない。両手で覆うようにして、円盤の中を覗き込む。

　このときに感じた違和感を、どう表現すればいいだろう。

　それは、ふつうに一瞥しても、気づかない程度の違いだっただろう。だが、わたしは、折に触れては、この円盤を眺めていたため、その構図は映像として脳に焼き付いていた。しかもこのときは、安心感が欲しくて、それこそ食い入るように見たのである。

　違う。何かが、微妙に違っている。完璧なバランスだった南天の木が、歪んで見えるのは、気のせいとは思えない。いや、それはむしろ、背景の精妙な幾何学模様に、かすかな狂いが生じているためなのか。

　そして、目の焦点が『無垢の面』に合ったとき、肌に粟が生じるような感覚に襲われた。

　溶けかけている……。それは、ほんのわずかな変化だったが、認識できたのは、元の形がわたしの顔と瓜二つだったからに違いない。『無垢の面』は、まるで『業魔の面』へと変身しつつあるかのように、ゆっくりと崩れ始めていたのだ。

　わたしは、反射的に、ガラスの円盤を湖に投げ捨ててしまった。

　水音が聞こえたらしく、背後で、覚が顔を上げる気配がする。

「どうかした？」

「ううん。何でもない」

　わたしは、無理に笑顔を作ってから、振り返った。

「そろそろ、出発した方がいいんじゃない？」

「そうだな」

　覚は、大声で他のカヌーに合図を送り、わたしたちは、再び、カヌーを漕ぎ始めた。

　あの顔は、いったいどうしてしまったのか。

　気持ちには、そのことが重くのしかかっていた。あの顔は、なぜ、溶けかけていたのか。

　いや、本当に、溶けかけていたのだろうか。ふと、疑問が湧いてきた。気のせいということはないのか。精神的な疲労が溜まって、あらぬ幻影を見ただけではないか。

　後先考えずに、ガラスの円盤を水中に投棄してしまったことが、急に悔やまれ出した。もう一度見さえすれば、はっきりするのに。

　いや、そんなはずはない。さっき感じた戦慄は、気のせいなどではない。ガラスの円盤に埋め込まれた顔は、たしかに崩壊しつつあった。

　では、なぜ、あの顔、わたしの顔は、変形していたのか。いや、ちょっと待て。あれは別に、わたしの顔というわけではない。似ていたとしても、単なる偶然でしかないはずだ。お守りは、無作為に配っていたのだから。

　……しかし、本当に、そうだっただろうか。パドルで水を搔く手を止めて、わたしは、考えた。

　無造作に配布しているように見せて、実際は、それぞれの子に渡すお守りは、決まっていたのではないか。そうでなければ、全員を出席番号順に並ばせて、一人ずつ手渡しする必要はない。お守りの入った箱を回して、一個ずつ取らせればいいだけのことだ。

「おい、早季！　ちゃんと漕げよ」

　覚が、後ろから文句を言う。

　……この推測が当たっているなら、お守りの内容は一個一個違うことになる。わたしのお守りの中にあった『無垢の面』が、わたしの顔に似ていたのも、偶然ではないはずだ。それぞれのガラスの円盤に埋め込まれた『無垢の面』は、意図的に、持ち主となる生徒の顔に似せてあったのではないだろうか。

「早季ー」

「はいはい。わかりました」

　わたしは、お座なりに水を搔くふりをしながら、またもや思考に没頭する。

　だとしても、それが何なのだ。それぞれの面は、生徒の容貌を写していた。そのことに、何か意味があるのだろうか。

　いくら考えても、答えらしきものは浮かんでこない。ただ、そこまで手間をかけているなら、あれには、単なるお守り以外の意味があるのかもしれないと思う。

　ミノシロモドキの話を聞いて以来、大人たちに対するわたしの認識は一変した。ともすれば、わたしたちは常に管理され、選別されているのではないかという、疑心暗鬼に似た考えに陥ってしまうのだ。

　……あのお守りもまた、わたしたちを管理するための道具だという可能性はないだろうか。だとすると、業魔除けというのは、単なる口実なのかもしれない。

　わたしは、ハンカチを湖水に浸して、頭に載せた。冷たい滴しずくがこめかみから頰を伝って落ち、すべてその途中で蒸発してしまう。それでも、わたしは、何かに憑かれたように、一心不乱に考え続けた。

　残念ながら、業魔の正体について、ミノシロモドキから聞くことはできなかった。だが、どうやらそれは、悪あつ鬼きと同様、実在する脅威であるらしい。

　だとすると、このお守りには、実際に、業魔除けの効能があるのだろうか。

　いや、待てよ。このとき、はっと、頭の中で閃ひらめくものがあった。

　わかったような気がする。その正体は、すでに直感では捉えている。それを、なかなか言葉に翻訳できないのが、もどかしかった。

　そうだ。このお守りは、もしかしたら、業魔を『探知』するものではないのか。きっとこれは、わたしたちに危険を教えてくれるのだ。

　業魔が接近しつつあることを。

　あるいは……。

「早季！」

　わたしの思考は、覚の緊迫した叫び声によって中断される。一瞬、わたしの手を抜いた漕ぎ方に業を煮やしたのかと思ったが、そうでないことはすぐにわかった。

　頭上を、通り過ぎる影。ぎょっとして見上げると、さっきのカラスだった。カラスは、一声長鳴きしてから、大きく旋回し、後方へと飛び去っていった。

　振り返ると、視界いっぱいに、数艘の船が迫ってくる。風に帆をいっぱいにはらませ、みるみる近づいてきた。正面からでは大きさはわからないが、たぶん、こちらのカヌーの三倍以上の艇身長があるだろう。船縁から盛りこぼれんばかりに、バケネズミの兵士を満載しているようだ。

「早季……」

　覚が、溜め息とともに吐き出した言葉には、諦めの響きがあった。

「捕まった。見てみろよ。あそこに、奇狼丸がいる」

　わたしたちは、手を握り合い、バケネズミの船が近づいてくるのを待った。覚の手は、汗でじっとりと湿っていた。たぶん、わたしの手も同じだっただろう。




　わたしたちは、無言のまま、霞ケ浦の景色を見つめていた。カヌーは、漕ぎ始めたときとは比較にならない速度で、湖面を疾走している。

　三艘のカヌーは、それぞれ、太い綱でバケネズミの軍船に繫がれていた。軍船は、三角形をいくつも組み合わせたような独特の形の帆を上げ、湖上の風を巧みに捉えて帆走しているのだ。

「バケネズミの船がこんなに進んでるなんて、知らなかったよ」

　覚が、ぽつりと言う。

「もしかしたら、こういう技術に関しては、人間より上なんじゃないか？」

「だって、わたしたちには、呪力があるもの。帆を張って船を進める必要なんか、ないでしょう？」

　いくら大きな帆を使ったところで、出せる速度には上限があるだろう。呪力には、そうした物理的な制約は、ほとんどないのだ。

「それは、そうだけど……」

　覚は、腕組みをして、遠くに青く霞む山を見つめていた。

「バケネズミのことなんか、もう、どうでもいいわ。それより、さっき話したことだけど」

「うん」

　覚は、襟から、業魔除けのお守りを引っ張り出した。

「覚も、確かめてみて」

　覚は、さしてためらう様子もなく、お守り袋の口を開けた。

「前にも、中を見たことあるの？」

「あたりまえだろう？　こっそり見たことないやつなんか、いないんじゃないか？」

　覚は、円盤を目の前にかざした。

「どう？」

　こちらを向いた覚の顔は、青ざめていた。

「見せて」

「だめだ」

　覚は、指が白くなるほど、円盤を固く握りしめる。

「どこか、変になってた？」

「ああ」

　覚は、それ以上詳しくは語ろうとしなかったが、わたしは、少しだけ安心した。もし、異変が起きているのが、わたしのお守りだけだったとしたら、嫌だろうなと思ったのだ。

「もしかしたら、暑さで溶けたってことない？」

　自分でもあまり可能性はないなと思いながら尋ねたのだが、覚に、言下に否定されてしまった。

「いくら熱に弱い素材だったとしても、ありえないと思うな。袋の中に入ってるんだし。それに、僕らは、ずっと肌に付けてたんだから、そんなに熱くなったはずがないよ」

「じゃあ、どうして？」

「わからない」

　覚の表情は、暗かった。

「どちらにしても、いい徴しるしじゃないことだけは、たしかだけど……」

　覚は、しばらくの間、湖の岸の方を見ながら思案していた。

「やっぱり、これは、捨てた方がいいな」

「え？」

　覚は、止める間もなく、首からかけていたお守りを外して、湖に投げ捨ててしまった。錦の袋に入ったお守りは、ぽとりと水面に落ち、ガラスの円盤の重みでゆっくりと沈んでいった。

「ちょっと、何するの？」

「いいから、早季も、早く捨てちゃえよ」

「どうして？」

「帰って、これを見られたら、まずいことになるかもしれない。『無垢の面』が溶けたのは、絶対、何かよくないことを表してるんだ。瞬たちのも調べて、もし少しでも変形してたら、捨てさせなきゃ」

「でも、もしかすると、これは、業魔が近づいてることを警告してるんじゃない？」

「もしそうだとしても、どのみち、対処のしようがない。僕らは、業魔が何なのかさえ、知らないんだから」

　覚は、腕組みをして言う。長めの前髪が、微風になぶられている。

「だけど、どう言い訳するの？　だって、一人ならともかく、何人も同時にお守りを失うなんて、不自然でしょう？」

「うーん。そうだな……いや、だいじょうぶだ！　土蜘蛛に捕まったとき、取り上げられたって言えばいいんだよ。だとすると、瞬たちも、いったん捕まったという話にしといた方がいいな」

　さすがに、よく悪知恵が働くものである。わたしは、納得して、覚と同じように、お守りの袋を投げ捨てた。よく考えてみると、ガラスの円盤は先に捨ててしまっているので、全部捨てない限り、筋の通った言い訳はできそうにない。覚のときとは違い、軽い袋は、いつまでも波間に漂いながら後方へと消えて行った。

　そうこうするうちに、バケネズミの帆船に曳えい航こうされたカヌーは、目的地へと近づいた。

　大雀蜂コロニーの兵士が、船尾に身を乗り出すようにしてもやい綱を解く。綱は、カヌーの船首にある輪っかを通してあるだけなので、こちらに乗り移らなくても、向こうからは簡単に引き抜くことができた。

　帆船の船尾に、ひときわ大きなバケネズミが姿を現した。奇狼丸である。昨日の爆発で肩と背中には重傷を負っているはずだが、首から頭を覆っている包帯こそ痛々しいものの、きびきびした動作には怪我の影響は感じられない。

「ご気分は、いかがですか？」

「ありがとう。おかげで、楽ちんだったわ」

　わたしが答えると、奇狼丸は、耳まで裂けた口に狼のような笑みを浮かべた。

「向こうに見える、ちょうど太陽が当たって水面が光っているあたりが、北利根川に入る境界です。……残念ですが、我々は、この先へは進めません」

「だいじょうぶ。ここからだったら、自力で漕いでいけるから」

　霞ケ浦のように巨大な湖を、わずか三時間ほどで縦断できたのは、バケネズミの帆船に引っ張ってもらったおかげだった。わたしたちがどんなに頑張って漕いだとしても、日が暮れるまでにここへ辿り着くのは、とうてい無理だっただろう。

　だが、これ以上進めないというのはどうしてかと思う。覚もまた、いぶかしげな表情を浮かべていたが、何も言わなかった。

「神様。神様」

　奇狼丸の後ろから、スクィーラが、顔を出した。

「今度こそ、ここでお別れです。どうか、道中、ご無事で」

　こいつに対しては、少々複雑な思いを抱かざるをえない。たしかに、わたしたちのことを心配しているようではある。だが、こうしてちゃっかり帆船に乗り込んでいるところをみると、わたしたちに道案内をしていたときから奇狼丸の命を受けており、したがって、わたしたちの居場所も筒抜けになっていたとしか思えないからだ。

「……あなたも、元気でね。コロニーが再建できるといいわね」

　わたしは、そうした感情を押し殺して、できうるかぎり大人の対応をした。

　カヌーを漕ぎ出すと、後ろから、奇狼丸の声が聞こえた。

「一つ、お願いがあるのですが」

「何？」

　覚が、振り返って尋ねる。

「お帰りになってからも、私どもがカヌーを曳えい航こうしたことは、ご内聞にしていただきたいのです」

「どうして？」と、無邪気に訊ねてしまった。

「あえて理由は申せませんが、このことが発覚すると、私は、間違いなく死を賜ることになりますので」

　わたしは、ようやくはっとした。奇狼丸の目には、戦争のさなかにも見せなかったほど真剣な光が宿っている。

「わかった。絶対、秘密にするよ」

　覚が、わたしに代わって、神妙な声で答えた。

　ゆっくり休んで英気を養ったせいか、あるいは、北利根川へと向かう水の流れに乗ったためなのか、カヌーはぐんぐん進んだ。しばらく行ってから振り返ると、引き返していくバケネズミの船影は、もう、だいぶん小さくなっていた。

「奇狼丸は、危険を冒して、わたしたちを助けてくれたのね」

　わたしは、覚にというより、自分に向かってつぶやいた。

「ああ。あいつは、やっぱり、倫理委員会から、僕らを殺すか拘束するよう命令を受けてたんだ」

　覚の言葉は、憶測が当たったことで、むしろ自慢げに聞こえた。

「あそこで帆船が引き返したのも、きっとそのせいだ。船の帆は、かなり遠くから見える。万一、誰かに見られたら、命令を無視して僕らを送ってきたことがバレちゃうもんな」

「でも、どうして……？」

「決まってるだろう」

　なぜ、そんな簡単なことがわからないのかというように、覚は笑った。

「僕らが、昨日、あいつの命を助けたからじゃないか。僕が、風船犬を穴に押し込まなければ、奇狼丸は、間違いなく、離り塵じん師しと同じ運命を辿ってたよ」

「おーい！」

　前の方から、わたしたちを呼ぶ瞬の声が聞こえた。

「おーい！　今行くよー！」

　覚が、大声で返事をする。その声を聞いたとたん、わたしの中で、ふいに、何かの堰が決壊したようだった。それはまるで、この三日間に経験した出来事は何もかも白昼夢にすぎず、わたしたちは、ただ夏季キャンプでカヌーを漕いでいただけだと錯覚させるようなのんびりとした声だったのだ。

「おい、早季！　どうしたんだよ？　おい……」

　覚のあわてたような口振りがおかしくて、わたしは、嗚お咽えつを続けながらも、くつくつと笑い始めた。わたしの情動失禁は、たっぷり十分以上は続き、やがて、カヌーで近づいてきた真理亜にも伝染して、容易に収拾のつかない騒ぎに発展したのだった。

　だが、思う存分泣いてしまうと、気持ちはむしろすっきりした（付き合わされた男の子たちは、相当げんなりしていたようだが）。わたしたちは、北利根川に入り、川を下った。その後は特筆すべきこともなく、順調に町まで辿り着くことができた……と書きたいのはやまやまだが、実際は波乱の連続だった。まず、わたしたちには、呪力に頼らずに川下りをした経験が、一度としてなかった。また、肉体的、精神的な疲労はピークに達していて、しかも、途中で日が暮れて視界が悪くなり始め、さらに、最悪の事態は過ぎ去ったという安堵感から、緊張の糸がぷっつりと切れてしまっていたのだ。わたしたちのカヌーは、幾度となく岩にぶつかりそうになったり、互いと接触して沈没しかけたりした。このとき、一人の犠牲者も出さずにすんだのは、奇跡に近いことだったと思う。




　夜の帳とばりが下りると、川は、再びその貌かおを一変させた。星明かりが点々と煌きらめく黒曜石のような水面を見ていると、まるで自分たちが静止しているような錯覚にとらわれるが、轟々という水音は逆に、緩やかだった流れが勢いを増したかのように感じさせる。

　わたしは、どこか根源的ともいえる不安を感じていた。それは、誕生前の神秘的な体験に根ざしているような気もするし、わたしたちの遠い先祖が穴けつ居きよ生活を送っていたときの記憶が、今に蘇ったようでもあった。

　みな心細さを感じ、一刻も早く家に帰りたいと願っていたはずだ。それは、帰ってから待ち受けているものに対して強い懸念を抱いていた、わたしと覚も同じだった。とはいえ、心身の消耗度合いを考えれば、このまま夜を徹して川下りを続けるのは自殺行為だった。しかたなく、夜営をするための川原を探したが、なかなか適当な場所が見つからなかった。日が落ちる直前に通った広々とした川原を思い出して、舌打ちしたくなる。全員、少しでも前進したいと気持ちが逸っていたため、そのまま行き過ぎてしまったが、あのときすでに、ノンストップで町まで帰り着くことは不可能とわかっていたのだから、諦めて上陸すべきだったのだ。

　ようやくテントを張れそうな場所が見つかったときには、わたしたちは、すっかり疲労困憊していた。川原の幅は狭く、ちょっと増水すれば簡単に水に浸かってしまいそうだし、石ころがごろごろしていて、とても快適な寝床にはなりそうもなかったが、贅沢は言っていられない。

　わたしたちは、最後の気力を振り絞って、三つのテントを張った。習い覚えた手順で、地面に穴を掘って竹の骨組みを立て、上から帆布をかぶせ、革紐でくくりつける。キャンプの初日には成功したはずなのに、どうしてもうまくいかない。

「おかしいなあ。どうして、できないんだ？」

　覚のぼやき声にも、力がない。

「あのときは、僕ら、みんな呪力が使えたからね」

　隣で悪戦苦闘している瞬が、答える。そういえばそうだったなと、思い出した。わずか三日前の出来事が、遠い昔のことのように思える。

「覚。まだ、呪力を使うのは無理そう？」

　わたしは、一縷の望みを込めて尋ねたが、覚は首を振った。

「うーん。疲れてるから、あんまり集中できないけど、少しだったら何とかなるかも」

「え？　どういうこと？」

　わたしたちの会話を不審に思ったらしく、真理亜が割り込む。わたしは、たまたま覚の真言マントラを覚えていたために、催眠状態を利用して彼の呪力を復活できたことを話した。

「そうか！　じゃあ、真言マントラさえわかってれば、全員、呪力を取り戻せるんだ」

　瞬が、興奮した様子で言う。

「あの離塵っていう坊さんのはったりに、すっかり騙されてたな。あんな暗示、本当は、たいしたことないんじゃないか！　早季にだって解けるんだから」

　早季にだって、というのは余計である。

「でも、みんな、自分の真言マントラはわからないでしょう？　わたしは、たまたま、覚のを聞いて覚えてたんだけど」

　わたしは、みんなの顔を見回した。ほとんど真っ暗だが、目が慣れているせいか、何となく表情が判別できる気がした。

「僕は、わかる」

　瞬が言った。

「え？　どうして？」

「思い出したんだよ。いろいろ努力して。でも、その後、いくら心の中で真言マントラを唱えても、呪力は復活しなかった。催眠暗示を解くための手順が必要だったんだな」

　わたしたちから真言マントラを奪い取る、つまり、わたしたちが真言マントラを思い出せないようにすること自体、催眠術による暗示だったのだから、瞬が自力で真言マントラを思い出したというのは、驚くべきことだった。瞬の説明では、何かの拍子に真言マントラを忘れてしまった場合でも、後から再現できるように、さまざまな語呂合わせを作っておいたのだという。

「でも、わたしは、真言マントラを思い出せない」

　真理亜が、悲しげに言う。

「家に帰ったら、どっかに書き留めてないかな？」

　わたしと真理亜、守の三人は、目を見合わせた。

「書いてある」

　わたしは、縁の下にこっそり埋めた、真言マントラを彫ったお札のことを思い浮かべた。

「僕も」

「わたしも……日記帳に」

　真言マントラは、一音一音に言霊が宿る聖なる言葉であり、けっして他人に教えてはならない。厳密に言えば、文字にすることさえ許されない性質のものだった。だが、三人とも、記憶の中だけにとどめておくことに不安を感じ、記録を付けておいたらしい。わたしと覚も、半紙に書いて互いの真言マントラを見せ合っていたし、これほど規則破りが横行するというのは、ほかの班では考えられないことだった。後述するように、わたしたちの班には特別な生徒が集められていたという証拠かもしれない。

「だったら、だいじょうぶだよ。町に帰ったら、僕と覚が呪力を使えるところを見せる。そうすれば、まさか、凍結されたとは思われないだろう？　あとのみんなは、疲労が限界に達したとか何とか言って寝込んでるんだ。その後、真言マントラさえわかれば、隙を見て早季に呪力を復活させてもらえばいい」

　瞬の言葉で、行く手に漂っていた暗雲が、一瞬にして吹き払われたような感じになった。離塵師がバケネズミに殺されたことを喜ぶわけではないが、結果として、死人に口なしという形になったことは否めない。

　そう思うと、現金なもので、みんな急に元気を取り戻した。覚が、呪力で帆布を浮かせ、わたしたちは、三つのテントを張った。それから、枯れ枝を集めてきて焚き火を起こし、鉄鍋に雑炊を作って腹ごしらえをする。初日に作ったとき以上に大雑把な味付けだったが、わたしは、それ以来今日に至るまで、あれほど美味だった食事の記憶はない。

　食後は、焚き火の炎を見つめながら、交代に、離ればなれになっていた間の話をした。瞬と真理亜、守の三人の話には、たいしてドラマチックな部分はなかった。わたしと覚が土蜘蛛に捕まった後、何とか奪還しようとして、彼らのコロニーのすぐそばまで行ったのだという。だが、警戒が厳しく、とても近づけないことがわかり、町へ助けを呼びに行くことにしたらしい。昼間は発見される可能性があるので、慎重に進むことにしたのだが、途中で合戦の音と鬨ときの声が響いてきたのに肝を潰し、ほとんどずっと藪の中に潜んでいたようだ。夜になって、あたりが静かになってから、夜陰に乗じて野山を横切り、霞ケ浦を目指したのだが、そこでわたしたちが追いついてきたのは、嬉しい驚きというのを超え、真理亜の表現によれば、「筑波の狸に化かされている」と思ったとのことである。

　それに対し、わたしたちが語った話は、彼らをとことん仰天させたと思う。土蜘蛛の牢に入れられてから、歩哨を殺して脱出した部分では、興奮してさかんに質問を投げかけてきたが、塩屋虻コロニーに行ってから土蜘蛛の襲撃を受け、地下のトンネルをさまよったくだりになると、すっかり固かた唾ずを呑んで聞き入っていた。さらに、絶体絶命の場面から、奇跡的に覚の呪力を復活させ、一気に反攻に転じたあたりでは歓声が沸いたものの、その後延々と続いた恐ろしい戦闘の場面では、想像もしていなかった展開に啞然としてしまったようだ。

　語り手は覚で、わたしは、もっぱら要所で訂正・補足する役に回った。面白く語るという才能では、覚に一日の長があると思ったからである。途中、いつも噓ばかりついている覚の言うことなので、話半分に取られるのではないかと思い出したが、杞憂だったようだ。目を輝かせ、口を半開きにした三人の顔は、このときだけは年齢相応というより、ずっと幼い子供のように見えた。

　覚の話が終わってからしばらくは、沈黙の中で焚き火のパチパチとはぜる音だけが響いていた。やがて誰かが口火を切ると、堰を切ったように質問が押し寄せてきた。中でも、特にみんなが訊きたがったのは、安全なはずの奇狼丸の庇護下から、なぜ、わたしたちが脱出しなければならなかったのかという点だった。

　再び、覚が説明する。わたしたちが倫理委員会から『処分』されるかもしれないという話は、みんなの反発を受けることを覚悟していたが、意外にもあっさり受け入れられた。わたしには考えすぎであるように感じられた覚の憶測を、瞬がすんなりと肯定したのも、一因だったかもしれない。さらに、このとき場を支配していた楽観的な空気が、ショックを和らげるクッションになった。瞬の言うとおりにすれば、わたしたちが離塵師に呪力を凍結されたことは隠し通せるはずである。そうすれば、せいぜい、教師に大目玉を食らうくらいで済むのではないかと、全員が考えていたのだ。

「じゃあ、早季。頼むよ」

　話が一段落すると、瞬が、わたしに紙切れを手渡しながら言った。

「僕の呪力を復活させてくれ」

　わたしは、大きく息を吸い込むと、うなずいた。

　瞬から受け取った紙切れを開き、焚き火の明かりにかざして読む。かなり長い真言マントラで、八語、三十六文字もあった。最初は、暗記して、すぐに燃やしてしまうつもりだったが、これだけ長いと、アンチョコなしには少し心許ない。わたしは、紙片を掌にそっと握り込んだ。

　だいじょうぶ。やれるはずだ。覚のときと同じようにやればいいのだから。気持ちを落ち着けるために、自分にそう言い聞かせる。実際には、覚のときとは決定的に違っている点が三つもあった。瞬は、あのときの覚とは違い、意識レベルはまったく低下していない。さらに、これから催眠術にかかることを自覚しているばかりか、すでに真言マントラを思い出しているのである。だが、そうしたことはまったく、わたしの念頭には浮かばなかった。

「炎を見て」

　通過儀礼イニシエーシヨンのことを思い出しながら、瞬の注意を焚き火に引きつける。無む瞋しん上しよう人にんは、わたしに炎を揺らしてみるように命じたが、呪力が凍結されている瞬に同じことを言っても、逆効果かもしれない。

「炎が揺れるのを眺めるの。右に。左に。ゆらゆら……ゆらゆらと」

　わたしは、囁くように言った。瞬は、ずっと無言だった。ほかの三人も、息をひそめて、わたしたちを注視している。

　長い枝を焚き火に差し込み、火の粉を搔き立てた。護摩壇の炉と同じような効果までは期待できないだろうが、闇の中で鮮やかな軌跡を残して飛び散る火の粉は、見る者を夢見心地に誘うはずだと思った。

「青沼瞬」

　瞬は、みじろぎもしなかった。催眠状態にあるのかどうかは、まったくわからない。

「青沼瞬。おまえは、規則を破って来てはならないところに来た。しかも、禁を犯して、悪魔の言葉に耳を傾けた。だが、問題は、その先にある」

　瞬は、無反応だった。

「おまえたちは、倫理規定の根幹にある十じゆう重じゆう禁きん戒かい、その第十条、不ふ謗ぼう三さん宝ぽう戒かいに背いた。悪魔の声に従い、仏の教えに異を唱えたのだ。よって私は、おまえの呪力を凍結せねばならない」

　瞬は、深い溜め息をついたようだった。はたして、かかっているのだろうか。わたしは、確信を持てないまま、先を続けた。

「もう一度、炎を見なさい」

　答えはない。

「炎を見るのです」

　依然として返事はないが、瞬の瞳の中に、炎が映っているのが見えた。

「おまえの呪力は、あの人ひと形がたに封印した。人形が見えるか？」

　今度は、はっきりと深い溜め息が聞こえた。そして、「はい」という明瞭な返答も。

「今より、人形を火の中にくべる。いっさいを焼しよう施せすべし。すべての煩悩を焼しよう尽じんせしめ、灰は無辺の荒土に還るべし」

　わたしは、大きく息を吸って、強く声を張り上げた。

「人形は燃え尽き、おまえの呪力は、ここに凍結された！」

　瞬は、喉の奥で、うっという声を漏らした。呼吸が速くなっている。

「煩悩を捨てよ。解脱のためには、すべてを清浄な炎で焼き尽くさねばならない」

　さあ、ここだ。わたしは、立ち上がり、瞬のすぐそばへと歩み寄る。

「青沼瞬。おまえは、深く神仏に帰依し、自ら呪力を放ほう擲てきした。大日如来の御慈悲により、ここに、もう一度、正しき真言マントラを授け、精霊を召喚し、呪力を返還する！」

　彼の両肩を拳で強く叩いてから、わたしは、彼の耳元に口を寄せ、紙片に書かれていた真言マントラをささやいた。

「おん、あぼきゃ、べいろしゃのう、まかぼだらまに、はんどま、じんばら、はらばりたや、うん」

　後にわかったことだが、それは、最高位の仏である大日如来に属する、光こう明みよう真しん言ごんだった。そのこと自体、瞬に対する評価の高さを示していると思う。彼は、生まれながらにして、将来の指導者たるべき期待をかけられていたのだ。

　突然、焚き火の炎が、三倍くらいの大きさに膨れ上がった。さらには八岐やまたの大蛇おろちのように四方八方に鎌首を伸ばし、うねるような、踊り上がるような、奇怪な動きを見せる。

　顔を上げた瞬が、微笑する。わたしを含めた残りの全員が、拍手喝采した。手を叩き、足を踏みならし、口笛を吹く。歓呼は、いつまでもやまなかった。瞬は、もくろみ通りに呪力を取り戻したのだった。





Ⅲ　深秋
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　わたしたちは、石ころがごろごろしている川原で、眠れぬ一夜を過ごした。心身ともに疲れ切っているというのに、意識の核に、いがいがのある芯のようなものが残っていて、眠りに落ちようとするたびに、不安の棘で、ちくちくと妨害するのだ。とはいえ、それでも、何度となく短いまどろみを繰り返したことで、多少は元気が回復したのかもしれない。

　翌朝、日が昇るとすぐに、わたしたちはカヌーに乗り込んだ。川下りを再開してみて、わかったことは、夜営した川原は、すでに神栖66町から目と鼻の先だったということである。こんなに近いのなら、夜を徹して帰ることもできたのではないかと思ったが、昨晩の状態を冷静に振り返ってみると、やはり休息を取るのが正解だっただろう。

　ほぼ正面から朝焼けに照らされた利根川の水面は、わたしたちの帰還を祝うかのように、鮮やかな朱金色に煌きらめいていた。ほんの数時間前、わたしたちがあれほど悪戦苦闘した、真っ黒な冥界の川は、いったい何だったのだろうと思う。

　わたしたちは、パドルを操る手を休め、流れがカヌーを運ぶのにまかせた。

　周囲の景色は、しだいに、見慣れたものに変わっていく。だが、あんなに家に帰ることを心待ちにしていたのに、いざ町が近づくと、不安ばかりが増幅されるようだった。

　てっきり、わたしたちを迎え、補導するための船がたくさん出ていると思ったのだが、息いき栖す神社の横を通ったときも、それらしい船影は見えなかった。

　やや拍子抜けだったこともあり、わたしたちの緊張は、目に見えて弛緩した。

　だが、本当は、このときに気づくべきだったのだろう。早朝だということを勘案しても、周囲に他の船が一艘も見えないのは、逆に不自然だということに。

　四日前に、わたしたちが出発した茅輪ちのわの郷さとの船着き場に到着すると、ようやく、わたしたちを出迎える人影が現れた。

「君たち、ずいぶん早かったねえ」

　太陽王こと遠藤先生だった。髪と顎髭が切れ目なく顔を縁取る丸顔には、器用なことに、わたしたちの無事を喜ぶ微笑と、規則違反をとがめる顰しかめっ面を、同時に浮かべている。七日間の夏季キャンプを中途でリタイヤすること自体はよくあることだが、そうなるに至った事情が問題なのだ。

「すみません。ちょっと、信じられないようなことばかり起こって……」

　瞬が、説明しかけて、声を詰まらせた。それを聞いて、わたしたちは、みな、泣き出しそうになった。

「まあまあ。詳しい話は、後で聞くから。ね？　とにかく、岸に上がりなさい」

　みな、懸命に涙を堪えながら、カヌーをもやい、船着き場に上がった。カヌーに積んだ荷物は、結んであるロープがはらりと解けると、次々に宙を飛んで地面に整列する。

「あ。僕らがやります」

　覚が申し出たが、太陽王は、優しく首を振った。

「いいから。君たちは疲れてるだろう？　それより、すぐに、そこの児童館へ行きなさい。朝ご飯が用意してあるから」

　わたしたちは、なぜ児童館へ行かされるのだろう。ぼんやりと疑問を感じる。児童館は、船着き場のほぼ真ん前にあり、休憩や宿泊の設備も整っているが、和貴園を卒業して以来、一度も足を踏み入れたことはなかった。

「先生。僕らは、家に帰りたいんですけど……」

　瞬が、全員の気持ちを代弁する。

「ああ。それは、そうだろう。でも、その前に、いろいろと、訊かなきゃならないことがあるんだ」

「いったん家に帰って、ひと眠りしてからじゃいけませんか？」

　真理亜が懇願する。わたしも、お風呂に入りたくてたまらなかったが、太陽王は、にべもなかった。

「いいかい？　君たちは、重大な規則違反をしたってことを忘れちゃいけないよ。疲れてるのは、よくわかるけど、まず、やるべきことをやってからだ」

　あいかわらず鷹揚な笑みを浮かべてはいるものの、なぜか、太陽王の鼻の頭には、玉の汗が光っていた。

「わかりました」

　わたしたちは、ぞろぞろと、児童館へ向かった。

「なあ、早季。どう思う？」

　覚が、隣に来て、耳打ちする。

「どうって？」

「太陽王の顔、なんだか引きつってなかった？　それに、わざわざ児童館へ行けだなんて、おかしいと思わないか？」

「それは、おかしいけど。でも、今の状況自体、かなりおかしいんだから……」

　蓄積した疲労がどっと押し寄せてきて、歩いている足さえ、自分のものではないような感覚に襲われる。こんなときに、わかりきったことを質問する覚に、腹が立った。おかしければ、いったいどうすればいいというのか。

　瞬が、児童館のガラス戸を呪力で引き開ける。私は、瞬の機転に感心した。疲れ切っている今は、わざわざ精神集中をして呪力を使うより、手で開ける方が楽なはずだ。だが、太陽王か、あるいは他の誰かが、今この瞬間も、わたしたちを観察しているはずだから、これで少なくとも、わたしたち全員が呪力を凍結されたのではないかという疑いは晴らせただろう。

　児童館に入ると、太陽王の言ったとおり、食堂に朝食が準備されていた。お櫃に入った温かいご飯に、塩鮭、トラバサミの味噌汁、生卵、海苔、野菜サラダ、昆布の佃煮など。デザートには、黒蜜をかけたところてんまで用意されていた。

　急に空腹を感じ、わたしたちは、我がちにご飯を茶碗によそって、猛烈な勢いで食べ始めた。

　しばらくの間、全員が無言だった。

「僕たち、無事、帰ってきたんだね……」

　守が、しみじみと言う。

「無事？　まだ、これから何があるか、わからないよ」

　覚が、無愛想に応える。

「でも、とにかく、帰ってきたんだから」

　真理亜は、守の肩を持つ。わたしも、覚よりは、二人に同調したい気分だった。

「うん。もしかしたら、ちょっと、考えすぎだったのかもね」

「どういうこと？」

　真理亜が、訊く。

「ほら、だって、いくらミノシロモドキから悪い知識を得たっていっても、わたしたちが処分されるなんて……」

「しっ！」

　瞬が、わたしの言葉を制した。

「誰が聞いてるか、わからないんだぞ」

「あ。ごめん」

　わたしは、はっとして口をつぐんだ。どうしたというのだろう。妙に浮き浮きした気分になって、何でも喋ってしまいそうだった。

「待てよ。もしかすると……この中に」

　瞬が、あらかた食べ終えた朝食を、ひどく嫌な目で見た。以心伝心のように、全員に、彼の感じた懸念が伝わってきた。

　まさか、朝食に、何か入っていたのだろうか。気分をリラックスさせ、心の中にあるものを吐き出してしまいたくなる何かが。

　きっとこれだというように、覚が、ところてんの入った椀を指さした。みんなが、黙々とご飯とおかずを食べている間、わたしだけが、待ちきれずにところてんに手を出していたのだ。たしかに、少し、アルコール類が入っているような香りがしたが、もしかすると、それ以外の薬品も混ぜられていたのかもしれない。

「あれ？」

　全員の注意がところてんの方に向いているとき、守が、窓の外を見て、妙な声を上げた。

「どうしたの？」

　真理亜の問いかけにも応えず、窓に向かって走り寄る。その瞬間だった。わたしの目にも、何か大きな影が窓を横切るのが見えたのは。

　守は、しばらく、窓に顔を押しつけて外を眺めていた。それから、こちらを振り返る。そこには、奇狼丸の影に怯えながら必死に逃げていたときにさえ見たことがないような、無惨なまでの恐怖が浮かんでいた。




　柱時計が、ボーン、ボーンと時を告げる。八回鳴るのを数えて、わたしは、奇妙なことに気がついた。午前八時であれば、そろそろ子供たちの声が聞こえてきてもいい時間である。だが、どんなに耳を澄ませてみても、何も聞こえない。児童館は、わたしたちの貸し切り状態が続いているのだ。

　重苦しい沈黙が続く。守は、なぜか、窓の外に何を見たのか、頑として話そうとはしなかった。

「待たせたね。君たち」

　引き戸が開いて、太陽王が入ってきた。さらに、顔は知っているが、話したことのない中年の男女二人も。たしか、二人とも教育委員会の人だったはずだ。

「もう、朝ご飯は済ませたのかしら？　眠かったら、寝ててもよかったんだけど」

　女性の方が、にこやかに言った。わざとらしい作り笑顔のせいで、馬面で口が大きいという特徴が、やけに強調されて見える。

「これから、君たちと、一人ずつ面接しなきゃならないの。さあ、誰からお話を聞かせてくれるかな？」

　誰も、返事をしなかった。

「あれあれ、どうしたんだ？　積極派、個性派揃いの一班なのに。いつもだったら、先を争って手を挙げるだろう？」

　太陽王が、今にも噴き出しそうな声で言う。だが、その目は、けっして笑っていなかった。

　結局、出席番号順に面接をすることになった。青沼瞬、秋月真理亜、朝比奈覚、伊東守、そして、わたし、渡辺早季である。

　それまで、一度も見たことがなかったが、児童館の奥には、二畳ほどしかない小部屋が、たくさん並んでいた。わたしたちは、一人ずつその部屋で、二人の面接官から質問を受けることになった。

　……さっきから、そのときの模様を思い出そうとしているのだが、不思議なことに、何一つ思い出すことができない。部屋に入ってから出るまでの記憶が、すっぽり抜け落ちているようなのだ。先史時代の精神医学の本によれば、こういう現象を島状記憶喪失と呼ぶらしいが、覚も、面接室での出来事はほとんど思い出せないようだ。唯一、妙に苦い味がするお茶を勧められた記憶があるというのだが、だとすると、あのときの『面接』とは、ところてんに一服盛った手口の延長で、かつて『薬物面接』と呼ばれていたものだったのかもしれない。

　いずれにせよ、わたしたちは、表面上は何事もなく面接を終了し、それぞれの家に帰ることを許された。瞬の計画によれば、まだ呪力を恢復していない真理亜と守、わたしの三人は、仮病を使って寝込むことになっていたが、そんな必要はなかった。三人とも、その日から高熱を発して、寝付いてしまったからだ。

　わたしの場合は、一両日ほどで熱は下がったが、両親から、無理をせず寝ていなさいという厳命を受けたのをいいことに、それから一週間ほどは、一日中寝間着を着たままで、ひたすら怠惰に徹した。そして、二人ともいなくなった日中を見計らって、縁の下に埋めてあったお札を掘り出し、ようやく自分の真言マントラに対面することができた。

　自ら真言マントラを唱えることで呪力を取り戻したときには、してやったりという気分だった。禁忌タブーを犯しながらも、まんまと大人たちを出し抜き、ついに再び神の力を得ることができたのだから。

　それが、とんでもない錯覚であるとは、想像だにしなかった。




　四十歳の大人にとっては、二年というのは、さほどの意味を持たない歳月かもしれない。せいぜい、ちょっぴり髪の毛が白くなり、身体に締まりがなくなり、いくぶん体重が増え、ほんの少し息切れしやすくなる。それが、二年という月日の平均的な効果だろう。

　だが、十二歳の少年少女にとって、二年というのは、いつの時代も、劇的な変化をもたらすのに充分な時間である。

　十四歳になったわたしにとって、変化は単に、身長が五センチ伸び、体重が六キロあまり増えたというにとどまらなかった。男の子たちの成長はさらに急激だったが、身長が十三センチ、体重が十一キロも増加したという以上に、外面、内面の質的な変化が著しかった。

　わたしは、徐々に、瞬や覚を見上げるのに慣れていった。それが不快でなかったのが、自分でも意外だった。物心ついてからずっと、遊び仲間であり競争相手でもあった彼らの存在は、いつしか別のものへと変化していた。そして、そのことを、自然な変化として受け入れつつあった。

　わたしの目は、気がつくと、二人の姿を追いかけていた。そして、その視線には、いつのまにか、ある曰く言い難い感情が混じるようになっていた。

　いや、はっきりと言ってしまおう。嫉妬である。

　わたしにとって、瞬は、最初から特別な人間だった。夕焼けの野原で、彼の前髪が風になびくと、わたしは、目を離すことができなくなった。爽やかな声と、きらきら輝く瞳は、いつだって、わたしを魅了した。わたしは、自分が瞬と結ばれることを夢想していたし、いつかはそうなるものと信じて疑わなかったのだ。

　一方で、覚は、平凡な男の子にすぎなかった。頭がいいのは認めるが、それも、溢れる才気によって周囲の空気まで変えてしまうような瞬と比較すると、いかにも地味だった。だが、二人で土蜘蛛の襲撃をかいくぐって生還を果たして以来、わたしが彼を見る目も、かなり変化してきたように思う。わたしにとっての彼は、いつも、最も気のおけない存在だったし、一緒にいて、一番居心地がいい相手でもあった。

　だから、わたしの抱いた嫉妬は、かなり複雑なものだった。たぶん、二人の仲のよい姿を見せられるたび、自分が一人だけ取り残されたような寂しさを感じていたのだと思う。

　この二年で最も変化したものは、瞬と覚の関係かもしれない。昔から、別に仲が悪いわけではなかったのだが、覚が一方的に瞬をライバル視しているふしがあって、ときおり、ぎくしゃくすることがあった。

　しかし、二年の間に、覚の瞬に対する感情は一変したようだ。以前なら、瞬が輝くような笑顔を見せても、覚は、妙なひがみ根性から、そっぽを向いていることがあったのだが、今は、覚の方も満面の笑みを浮かべて、じっと瞬の顔を見つめ返すことが多くなった。

　わたし自身、ずっと瞬に恋をしていたから、はっきりとわかる。覚が瞬に対して抱いていたのは、あきらかに恋愛感情だったと思う。

　一方、瞬が覚のことをどう思っていたのかは、はっきりしなかった。彼は、持って生まれた美貌と聡明さによって、幼い頃より、周囲の人間から賛嘆の目で見られるのに慣れていた。だから、自分の賛美者に対して、鷹揚、といって悪ければ、ある種寛大な態度が身についていた。しかし、二人の行動を見ると、覚が一方的に瞬に憧れて付きまとっているという感じでもなかった。おそらく、積極的だったのは覚だと思うが、瞬も、結局、その気持ちを受け入れたのだと思う。

　事実を決定的に思い知らされたのは、ある日、偶然、野原を歩いている二人を見かけたときだった。二人の少年は、恋人同士のように手を繫いで、ひと気のない方へ歩いていくところだった。

　わたしは、すぐにきびすを返し、その場から立ち去ろうとした。だが、思いとは裏腹に、距離を置いて二人の後を付けている自分に気がついた。二人の親密な姿を見れば、傷つくことはわかっていた。それでも、見ないではいられなかったのだ。

　二人は、町が見えなくなる場所まで来てから、二匹の仔犬のようにじゃれ合い始めた。特に、覚の方は、しきりに瞬のまわりを跳ね回ったり、後ろから抱きついたりしている。わたしは、自分も男の子に生まれたらよかったのにという、痛切な思いにとらわれていた。そうすれば、瞬も、覚なんかではなく、きっと、わたしを選んだはずなのに。

　倫理委員会も、教育委員会も、思春期以降の男女の交際に対しては、きわめて厳格だった。そのため、わたしたちの年齢では、異性に対する思いは抑圧され、プラトニックに限定されていた。

　その一方、男の子同士、女の子同士の場合であれば、度を超した親密さも大目に見られる雰囲気があったために、少数の例外を除くほとんど全員が、同性を、とりあえずの恋愛と性の対象にしていたはずだ。

　二人は、丘の陰に来ると、シロツメクサの上に寝そべって、話をし始めた。わたしは、二、三十メートル離れた草の陰で、息を殺してその様子を見守っていた。

　覚が何か冗談を言ったらしく、瞬は、真っ白な歯を見せ、のけぞって笑い出した。

　それをじっと見ていた覚が、急に匍ほ匐ふく前進してきたかと思うと、瞬の上に覆い被さる。二人は、しばらく動きを止めた。

　わたしの位置からは、はっきりとは見えなかったが、二人がキスをしていることだけは、疑う余地がなかった。覚は、上から瞬を抱きしめて、瞬は、されるがままになっている。やがて、瞬も、覚を抱き返して身体を捻り、今度は自分が上になろうとしたのだが、覚は意地悪く、それを許そうとはしなかった。しばらくは、二人とも上になろうとしたため、まるで力比べのような状態が続いたが、最初に上になっていた方が有利なのは、当然である。そのうち、瞬が、根負けしたように、ふっと身体の力を抜いた。どうやら、あきらめて、女の子役に甘んじることにしたらしい。

　それを見た覚は、すっかりのぼせ上がった様子だった。瞬の上に馬乗りになって押さえつけると、唇といわず頰といわず、さらには喉から首筋にいたるまで、熱烈なキスを浴びせ始める。

　見ているだけで、わたしの身体は、火照ってきた。無意識のうちに、自分の身体に手を伸ばしてしまう。あんなふうに瞬を可愛がってあげたいのか、それとも、覚にああされたいのかは、わからなかった。どちらにせよ、わたし一人が除け者にされて、こんなに胸を焦がしているのは、いったいなぜなんだろうと思った。

　覚は、瞬の上下の唇を、指先でなぞるように愛撫し始めた。抵抗を受けないと見るや、調子に乗って親指を口の中まで突っ込み、無理やりしゃぶらせようとする。そんな失礼な行為さえ、瞬は、寛大に微笑しながら許していたが、それでも、ときどきは指に嚙みつくふりをした。

　わたしは、覗き見に熱が入るあまり、身を乗り出しすぎていたようだった。瞬が、覚の指を嚙む真似をして頭を起こしたとき、一瞬だが、視線が交錯したような気がした。

　ぎくりとして、とっさに草の陰に身を沈めたが、瞬に見られたかもしれないと思うと、恥辱で胸が張り裂けそうだった。しばらくの間は、身を伏せていたのだが、意を決して、もう一度、草の間から顔を出し、様子を窺ってみた。

　覚が、瞬に覆い被さりながら、懸命な努力で彼のズボンを脱がせているところだった。真っ白な大理石で作った天使像のような太腿が露わになると、呆れるくらいうっとりした表情で頰ずりする。それから、まるで小動物を慈しむような優しい手つきで、瞬のペニスを撫でさすり始めた。

　瞬は、くすぐったそうに笑いながら身をよじるが、真剣に抗あらがってはいない。

　どうやら、さっき、わたしと目が合ったと思ったのは、気のせいだったらしい。

　わたしは、姿勢を変えずに、そっと後退した。これ以上、窃視を続けていると、自分が変になってしまいそうだった。

　この先、二人がどういう行為に及ぶのかは、おおよその見当がつく。やはり偶然だが、少し前に、三班の男の子が二人、愛し合っている様を目撃したことがあったのだ。

　そのときは、興味本位で観察していただけだったが、男の子は、性欲で頭がいっぱいになると、他のことは考えられなくなることがよくわかった。二人とも、無我夢中といった様子で、一方が逆さになった姿勢で相手に覆い被さり、お互いのペニスを口で愛撫する。たまに喉の奥を突いてしまい、えずいたりすると、わたしまで、つられて吐き気を催した。しかも、彼らは、それだけでは、まだ満足できないらしかった。本来、男の子同士では、性行為ができるような身体のつくりになっていない。なのに、何とかその真似ごとをしようとして二本のペニスを突き立て合っている様は、まるでミノシロの交尾のようだった。

　瞬と覚が、あんな愚かしい行為に耽ふけっている光景だけは、絶対に見たくない。

　わたしは、みじめな思いで、その場を離れた。無性に誰かに慰めてもらいたいと思ったが、その相手は、もちろん一人しかいなかった。

　町に戻って真理亜を捜すと、家の裏手の縁側にいた。さいわい、家の人は出払っているようだったが、例によって、一人だけ邪魔者がいた。守である。

「早季。どうしたの？」

　真理亜が、明るく澄んだ声で言った。この二年で、彼女は、すっかり大人の女性に成長していた。きれいな円弧を描いた眉と、怜れい悧りな光を湛えた双そう眸ぼう、高い鼻筋、しっかり引き結ばれた口は、どれも、他人に左右されない強い意志を示しているようだ。昔とちっとも変わらないのは、炎のように赤い髪の毛くらいなものだろう。

「うん。急に、会いたくなっちゃって」

　わたしは、笑顔で真理亜にそう言うと、白い目で守の方を見やった。守は、伏し目がちで、どこか、わたしの視線を避けているようだった。

　真理亜は、縁側に座って、革靴を履いた足をぶらぶらさせていた。守は、そこから少し離れた場所に座り込んでいた。いつものように、癖っ毛で爆発した頭を搔きながら、一心不乱になって彼女の絵を描いているのである。絵といっても、和貴園でやっていたような、絵の具と絵筆を使ったお絵かきではない。木の板に薄く白い粘土を敷き、柘榴ざくろ石いしや蛍石、緑りよく柱ちゆう石せき、菫きん青せい石せき、コルンブ石など様々な貴石の粉を載せて、イメージを呪力で形作っていくのだ。

　守が描いた真理亜の肖像画は、そっくりというだけでなく、彼女の内面まで生き生きと表現しており、わたしも、彼には素晴らしい才能があったことは認めざるを得ない。

　守は、幼い頃に腸チフスの流行でお母さんを亡くしているため、その面影を真理亜に重ねているらしかった。彼のお母さんは、真理亜と同じく、わたしたちの町には珍しい赤毛の持ち主だったからだ。覚によると、赤毛の遺伝子は、もともと、アジアには存在しなかったということなので、二人は、何代か遡れば、遠い国からやって来た共通の先祖に行き当たるのかもしれない。

　守が真理亜に惹かれるようになったのは、全人学級に入学した直後のことだったと思う。しかし、思春期になっても、守は、ひたすら真理亜のことだけを想い続けており、どんな可愛い男の子に誘われても、まったく興味を示さなかった。守が住んでいたのは、町の一番西にある櫟くぬぎ林ばやしの郷だったが、真理亜の家は、東海岸の白しら砂すなの郷にあった。にもかかわらず、守は、毎朝、舟に乗って真理亜を迎えに行っていたほどである。その忠実さには感心するよりないが、わたしたちの年では、まだ男女の恋愛は稀であり、特に性行為は、絶対の禁忌タブーである。その結果、守の想いは、ひたすら彼女の絵を描くという遠回りな形を取るしかなかった。

　守は、常に、真理亜のそばにいて、彼女だけを見ていた。真理亜の方も、守の純情に、しだいにほだされていったようだ。そのため、二人の間は徐々に親密さを増していった。はたから見ると、それは、まるで、女主人と忠犬のような間柄ではあったが。

　だが、わたしは、周囲の誰もが認める真理亜の恋人であり、そんな守の存在は、ときに鬱陶しいものでしかない。

「ねえ、ちょっと、散歩しない？」

　わたしは、真理亜に誘いをかけた。散歩という言葉には、二人だけに通じる意味合いがあった。

「うん。いいけど……」

　真理亜は、わたしを見て、すべて了解したというような含み笑いを見せた。

「じゃあ、わたしたち、二人で散歩してくるから。……守も、ちょっと休憩してて」

　わたしがそう言うと、守は、わたしたちのことを察したらしく、ひどく悲しげな表情を見せる。

「ありがとう、上手に描いてくれて。嬉しいわ」

　真理亜が、絵を覗き込んでそう言うと、守の表情には、一転して、喜色がみなぎった。わたしがいると、極端に無口になるのだ。たぶん、真理亜に対する度を過ぎた献身ぶりを、女の子であるわたしに見られるのが、恥ずかしいのだろう。だが、いつも一言も口をきかないために、わたしは、守がいるときでも平気で無視して真理亜と話すという、悪い癖が付いてしまった。

　わたしたちは、寄り添って歩き、運河に係留してある小舟に乗り移った。青いイルカの絵が付いているのは、町の共用の舟で、いつ誰が利用してもかまわないし、用がすめば、数十ヵ所ある所定の船着き場のどこかに乗り捨てておけばいいのだ。

　わたしが、呪力で舟を操って、水面を滑走させていると、真理亜は、髪留めを外した。頭を振って、赤い髪をいかにも心地よさそうに風になびかせる。それから、わたしの首に両手を回して、耳元に唇を寄せた。

「ねえ、本当に、どうしたの？」

　真理亜の優しい言葉に、涙が溢れそうになるのを堪えた。

「何でもないって。本当よ。ただ、会いたくなっただけだから」

　噓だとわかっていても、それ以上訊かないのが、親友だった。真理亜の手が、わたしの頭を撫で、髪を指で梳いてくれる。それだけのことで、心の中にあったわだかまりが解きほぐされていくような気がした。

　わたしたちが向かった先は、波崎海岸の砂浜を見下ろす小高い丘の上で、まわりを藪に囲まれた秘密の場所だった。和貴園のころから、天気のいい放課後はよく、そこで二人だけで過ごしていたのである。最初に裸になることを提案したのは、わたしだったが、同級生に先駆けて、一糸もまとわぬ姿で抱き合ってキスするようになったのは、真理亜の大胆さに引っ張られてのことだった。

　杭に舟を係留すると、わたしたちは、先を争うように、砂の上を駆け出した。しばらく行っていなかった間に、秘密の場所が誰かに荒らされているのではないかと心配していたのだが、さいわいにも、まだ手つかずのままのようだった。

　藪があるおかげで、どこからも見られないことはわかっていたが、わたしたちは、一応、周囲に誰もいないことを確認してから、服を脱いだ。最初は気恥ずかしかったが、二人で嬌声を上げながら、一枚ずつ服を取り去っていくと、無邪気だった子供の頃に戻ったような気がした。

　まだ、夏には間のある季節だったので、少し肌寒かった。鳥肌が立っている背中や腕を、互いに擦り合う。

「早季。おっぱい、大きくなったわね」

　真理亜が、急に、後ろからわたしの胸に手を回してきた。

「……くすぐったい」

　わたしは、身をもぎ離そうとしたが、真理亜は、追いかけてきて、さらに身体のあちこちを触ろうとする。いつのまにか、胸当ても取られてしまった。

「う。やめて」

　あまりにも微妙な感触に、わたしは、耐えきれなくなって、その場にしゃがみこんでしまった。

「何言ってるのよ。こうして欲しかったんでしょう？　だから、早季ちゃんは、わたしに会いに来たのよね？」

　真理亜の容赦のない攻撃にさらされて、わたしは、笑い、震え、身悶えた。快楽と苦痛、愛撫と拷問は、紙一重である。

「さあ。しばらく見てなかったから、早季の身体を調べてあげるね。あれから、どうなったのかな。ちゃんと、発育してる？」

「いい。そんなこと、しなくても……！」

　話している間も、真理亜のしなやかな指は、わたしの身体の上を行ったり来たりして、刺激を与え続けていた。それは、あまりにもすばやくて、しかも滑らかな動きだったので、まるで千手観音に愛されているようだった。

「うん。すごく綺麗な身体ですね。よぶんなお肉なんか、全然付いてないし、どこもすべすべだし」

「う、うん。もう、いいでしょう？　次は、真理亜の番よ……」

「うん。あとで、たっぷりしてもらうからね。だけど、まだだめ。早季の身体は、外見は合格だったけど、やっぱり、感度のチェックもしておかないとね」

　真理亜の責めは、それから三十分は続いた。わたしは、笑ったり哀願したりするうちに、最後は、息も絶え絶えになり、どう反応していいのかさえわからなくなってしまった。

「すごーい。早季って、こんなふうにいじめられたり、いやらしいことされたりするのが、ほんとうに大好きなのね。身体全体が喜んで、反応してるもの」

　そんなことを言われても、すでに、反論することすらできない。わたしは、潤んだ目で、訴えるように真理亜を見上げるばかりだった。

「うふ。可愛い」

　真理亜は、息がかかるくらいの距離まで顔を近づけて微笑した。それから、ゆっくりと、唇を重ね合わせてきた。ああ。その柔らかさを、いったいどう形容したらいいのだろうか。わたしは、これまで、数多くの男の子や女の子とキスを交わしてきたが、あんな感触は、他に一度も経験がない。唇というのは、緊張したり、意識すればするほど固くなるものだ。だが、真理亜の唇だけは、ゼリーのように柔らかくて、わたしの唇に吸い付いてくるようだった。それだけでも、陶然として、身体が溶けてしまいそうになるのだが、その次は、わたしの唇を割って、彼女の舌が侵入してくる。その生々しい感触には、いつでも鳥肌が立つような感覚に襲われた。真理亜の舌は、わたしの口腔内のあらゆる場所、歯茎や歯の裏、頰の裏側までを貪欲に探索し、最終的には、わたしの舌にたどりつく。触覚と触覚、味覚と味覚で、わたしたちは、互いの存在を感じ合うのだ。

　真理亜に身も心もゆだねつつも、わたしは、その舌の動きを正確に記憶しようとした。真理亜のやることは、とりもなおさず、彼女自身がやって欲しいことであり、すぐ後で、わたしがお返しをしてあげなくてはならない。

　それから、わたしたちは、お互いの身体をぴったりと重ね合った。膝頭がぶつかり合い、乳首が固くなった二組の乳房が、柔らかく潰れる。

　真理亜の指が、横手からそっと、わたしの下腹部に触れてきた。軽く和にこ毛げを撫でてから、さらにずっと下の方へ。すでに暖かく潤っているどころか、洪水のような状態であるのを知られるのが恥ずかしく、わたしは腰を引いて身体をずらそうとするが、もちろん、逃げ切ることなどできない。

「あれー？　どうしたの、こんなに興奮して？」

　自分が、そうした張本人であるにもかかわらず、真理亜は、とぼけて訊く。

「う……うーん」

　わたしは、抗議の唸り声を上げるが、まったく言葉にならない。そのうち、彼女の指は、女の子の一番敏感な場所、小さな真珠のような突起に触れ、螺旋を描くようにして弄ぶ。すると、わたしの頭の中は真っ白になり、もう、身体の芯から蕩けてしまうのだ。

　それから、濃密な時間が流れた。真理亜とわたしは、すべてを忘れるくらい深く愛し合った。後半は、わたしが責める側にまわり、真理亜は、前半とは別人のような可憐かつあられもない姿で、涙を流しつつ喜びに悶えていたものである。

　わたしたちのやることに、ほとんど禁忌タブーはなかったが、唯一、破は瓜かを伴うような行為だけは厳禁だった。学期の終わりにある身体検査で、わたしたちは、保健担当の女性教諭によって、生娘であるかどうか徹底的に調べられるからだ。もし、処女膜など特定の部位に損傷があった場合、その原因が追及され、万が一、不純異性交遊の事実が発覚した場合、その子は退学処分となる。

　その頃、わたしたちの身近には、そういう理由で実際に全人学級を去った生徒はいなかった。唯一、聞いたことがあるのは、我々より七つ上の学年で、退学処分になった女生徒が一人いたらしいという噂だった。その後、その女生徒の姿は二度と見られなかったということだが、例によって覚のホラ話、といって悪ければ彼がどこからか聞いてきた学校伝説が出所なので、信頼が置けるかどうかは、はなはだ疑問である。

　事が終わり、真理亜と二人で、汗びっしょりになって砂の上に横たわっていたときに、わたしは、ふと、ミノシロモドキの言葉を思い出していた。わたしたちの社会は、争いを排除するために、チンパンジーのような闘争型の社会から、その一回り小柄な従兄弟、ピグミーチンパンジー＝ボノボのような、性愛を基調とする社会へと作り変えられたという……。




　その年の夏あたりから、わたしたちを巡るさまざまなものの歯車が、微妙に狂い、不協和音を立て始めた。思春期の真っ只中で、自身の急激な変化にとまどっていたわたしたちには、なかなか、そうした警告に耳を傾けるゆとりがなかったのだが。

　最初の兆候は、何だっただろう。はっきりとは思い出せないが、わたしたちは、わけもなく苛立ち、不安を感じることが多くなっていたような気がする。真理亜は、頻繁に頭痛に悩まされていたし、わたしも、疲れてくると、しばしば吐き気を感じるようになった。他のみんなも、大なり小なり、心身の不調を抱えていたようだ。わたしたちは、それらは、いわば成長痛のようなものだとばかり思い込んでいた。

　そうした中で、まず、一つの親密な関係が終焉を迎えた。

　わたしがそれに気づいたのは、町で、二人の姿を見かけたときだった。

　運河沿いの道を、瞬が早足で歩き、それを覚が追いかけている。おやっと思ったのは、以前に見たときと比べて、瞬の態度が明らかによそよそしかったからだった。

「なあ。機嫌直してくれよ」

　覚は、瞬に追いつくと、後ろから肩に手をかけた。だが、瞬は、それを邪険に振り払う。

「どうしたんだよ、瞬？」

　覚の声は、川面を吹く風に乗ってはっきりと聞こえてくる。みっともないくらい、うろたえているようだ。

「何でもないよ。ちょっと、一人にしてくれ」

　瞬は、とりつく島もなかった。

「僕が悪かったよ。頼むから……」

　覚は、瞬の両肩をつかんで言った。

「悪かった？　何が？」

　瞬は、冷たい笑みを浮かべて吐き捨てた。

「それは……」

　可哀想に、覚は、途方に暮れているようだった。わたしは、生涯でただ一度だけ、覚に同情し、瞬に対して反感を覚えたものである。

「覚。恋愛ごっこは、もういいだろう？　僕は、君のお人形さんになるのに、いいかげん飽き飽きしたんだ」

　覚は、信じられないという表情になり、絶句する。

「う、うん。わかった。これからは……」

「わかってないね。そんなふうに、四六時中ずっと付きまとわれても、暑苦しいだけなんだよ。とにかく、僕は一人になりたいんだ。だから、今日からは、お互い別行動にしよう。じゃあな」

　瞬は、早口にそう言うと、覚を押しのけ、こちらに向かって歩き出した。その顔を見て、わたしは、どきりとした。さっきまでの冷笑は影をひそめ、悲痛に歪んでいる。次の瞬間、向こうもわたしに気づいたようだった。瞬は、即座に表情を消し、わたしを無視したまま、通りを横切って行ってしまった。

　覚は、さっきの場所に、悄然と佇んだままだった。声をかけようか迷ったが、彼の心中を慮おもんぱかって、やめにした。

　なぜだろう。わたしの頭の中では、疑問が渦巻いていた。なぜ、瞬は、あんなに冷たい態度を取らなくてはならなかったのか。わたしたちのグループの中でも、瞬は、誰よりも優しくて、思いやりの心が深いのに。別れ際に垣間見た彼の表情も、そのことを裏付けていた。あれは、あきらかに、苦痛の面持ちだったではないか。

　だが、翌日学校で会っても、瞬には、別段、動揺した様子は見られなかった。それとは対照的に、覚の表情は冴えないというのを通り越していた。誰が見ても、ふられたことは歴然としており、しかも、ときどき、諦めきれない様子で瞬の方を盗み見ていたりするのが、ひどく痛々しかった。

　それから、数日後のことだったと思う。もう一つの、不吉な予兆が現れたのは。

　この頃までに、全人学級の実技の時間では、それぞれが適性と習熟度に応じて、異なる課題を与えられていた。同じ呪力の技といっても、単純な撃力交換から常温核融合まで、百数十段階の難易度が存在するのだが、わたしたちは、ほぼ真ん中あたりまで来ており、中には、きわめて高度な技に挑戦する者もいた。

　瞬の進度は、ここでも群を抜いていた。彼に与えられた課題は、鶏卵を二時間あまりで孵化させるという、とんでもなく難しいものだった。通常、鶏の卵は、産み落とされてから孵化するまで、二十一日を要する。つまり、外からは見ることのできない卵の中の胚に、呪力によって働きかけて、発生の過程を二百五十倍も加速しなければならないのだ。

　生物に対し、直接呪力で干渉を行うというのは、技術面もさることながら、人格的にも優れていると認められた人間にだけ許可される技である。その意味でも、瞬に向けられた期待の大きさが、よくわかった。

　意外なことに、覚もまた、上位グループの一角に食い込んでいた。彼の得意技は、おおむね光の反射に関連しており、中でも、空中に鏡面を作る技は、瞬の課題を除けば、クラスでも最高難度の一つだった。以前にも書いたかもしれないが、中が真空の空気レンズを作って遠くの映像を拡大するのは、鏑かぶら木ぎ肆し星せい氏のような達人にしかできない技である。だが、微小な水滴を材料に空気中に想像上の壁を作り、光を全反射して鏡のように見せるのは、それより多少は容易なのだという。

　ちなみに、わたしは、割れたガラス瓶を、熱で溶融させることなくつなぎ合わせるという、そこそこ難しいが、ひどく地味な課題に取り組んでいた。真理亜はというと、わたしとは逆に、身体浮揚という、みんなの注目を集める技の習得に努めている。守は……残念ながら、何をしていたのかよく覚えていない。

「早季。見てみろよ」

　覚の声で頭を上げると、わたしの前方一メートルほどのところに、空間をすっぽり切り取ったように、銀色をした不定形の鏡面が浮かんでいた。真剣に課題に取り組む凜り々りしいわたしの顔が、正面から映し出されている。

「これ、ちょっと歪んでるんじゃない？」

　わたしが素っ気なく言うと、賛辞を期待していたらしい覚は、膨れっ面になった。

「そんなことないよ。完璧な平面を作ったんだから」

「わたしの顔、こんなにしゃくれてないわ」

「何だよ。歪んでるのは、早季の心の方だろう？」

　そう捨て台詞を残して、覚は、撤退して行った。銀色の鏡面は、空気に溶け込むように消滅する。その後、何となく、覚の後ろ姿を追っていると、こっそりと瞬の方へ近づいているのがわかった。瞬に気づかれないように、背後からそっと見守っているようだ。

　まだ未練があるのかと思って呆れたが、さすがに、彼も、元通りに関係を修復するのは不可能であることを悟っているようだった。かすかに頭を振ると、五班の怜れいという小柄な少年に歩み寄る。怜は、媚びるような笑顔で覚を迎えた。前から、覚のことが好きだったということだが、瞬の存在があったので諦めていたらしい。覚が、怜の前に鏡面を作ってやると、怜は、クラスでも有名なナルシストぶりを発揮して、女の子のように可愛らしい自分の顔に見惚れていた。

　その間も、瞬は、ざわついたクラスには我関せずといった様子で、集中力を保っていた。瞬の前には、素焼きのエッグスタンドに載せられた鶏卵が一個、ぽつんと置いてあるだけである。だが、彼に与えられた課題の難しさを知る生徒たちは、誰一人としてそばに近寄ろうとはしなかった。

　そのとき、実技演習室の後方の入り口から、誰かが入ってきた。何気なくそちらを見たわたしは（誤解しないでほしいが、別にわたしが注意散漫だったというわけではない）、驚いた。鏑木肆星氏その人だったからだ。ぴったり目の周囲を覆うゴーグルのようなサングラスをかけているが、細い鼻梁や顎、引きしまった皮膚は、かなり若々しいイメージを与えた。

　実技の監督をしていた太陽王が、あわてたように、鏑木肆星氏の方へ駆け寄る。小声で話している内容は聞き取れなかったが、どうやら、見学に来たと言っているらしい。

　鏑木肆星氏は、太陽王をお供に引き連れ、わたしたちの課題を見て回り始めた。たちまち、さっきとは打って変わった緊張感がクラス内を包む。最初から、このくらい真面目に取り組んでいれば、今頃、全員が課題を達成していたのではないかと思われるほどだった。

　鏑木肆星氏が、こちらに近づいてきた。もしかすると、わたしの課題に興味を示すのではないかと思い、かつてないほど真剣になって、瓶をつなぎ合わせた。ぴったりと合わせた断面から、氷が再氷結するように亀裂が消えていく。

　反応を窺おうと思い、顔を上げると、すでに鏑木肆星氏は、わたしの前を通り過ぎていた。

　がっかりした。やはり、この課題は地味すぎて、人の目を惹かないのだ。

　鏑木肆星氏は、数歩行ったところで立ち止まり、空中浮揚をしている真理亜に、たっぷり数秒間は視線を固定していた。技術的に興味深い点などあろうはずもないので、おそらく、真理亜の美貌と若々しい肢体を観賞していたのだろう。外見が若々しくても、年代的には、わたしたちの親と変わらないはずである。なのに、そんな目で少女を見る男には、いかに素晴らしい能力の持ち主であっても、本能的な厭えん悪おを感じずにはいられなかった。

　鏑木肆星氏は、覚の前では、かなり長い間足を止め、鏡面を値踏みし、アドバイスを与えていた。覚は、すっかり舞い上がったらしく、紅潮した顔で受け答えする。

　最後に、鏑木肆星氏は、白い鶏卵とにらめっこをしている瞬に、ゆっくりと近づいた。

　誰もが、歴史的な出会いを期待した。瞬は、いずれは、鏑木肆星氏の衣鉢を継ぐと目されている生徒である。ここで初めて、直に指導を受けることになるのだろうと。

　だが、途中で、鏑木肆星氏の足は、ぴたりと止まった。

　どうしたのだろう。いぶかっていると、鏑木肆星氏の足は、逆に一、二歩後ずさりをした。それから、くるりときびすを返すと、みなが呆気にとられる中、さっさと実技演習室から出て行ってしまった。

　瞬が、顔を上げ、後ろ姿を見送る。その表情を見て、わたしは、ぞっとした。

　そこに浮かんでいたものが何だったのかは、今でも確信が持てない。冷笑に似ているが、はるかに恐ろしく、救いがない感情。あえて表現すれば、底知れぬ絶望を突き抜けた末の、狂気の笑みのような。

　あわてふためいて鏑木肆星氏を追いかけていった太陽王が、戻ってきた。

「ええと……都合により、今日の実技の時間は、中止になりました。各自、課題に使ったものを片付けて、教室に戻ってください」

　太陽王は、いつもの陽気な笑みを浮かべていたが、声は妙に嗄しやがれた感じで、鼻の頭にはいっぱいに汗をかいていた。

「早季」

　覚が、わたしのそばに来た。

「ねえ。いったい、何が起きたのかな？」

　わたしの質問には答えずに、瞬の方へ顎をしゃくる。瞬は、身じろぎもせず、卵の前に座ったままだった。

「覚。行こうよ」

　怜が、覚の腕をつかんで引っ張ろうとする。

「先に行っててくれ。僕も、後から行くから」

　覚は、優しい声で怜の尻を押し、実技演習室から出て行かせる。

「君たちも、早く片付けなさい」

　太陽王が、両手を叩きながら促す。

　わたしは、割れた瓶のかけらを箱に入れて、立ち上がった。

「瞬。行かないの？」

　真理亜が、声をかける。その後ろには、守が付き従っていた。他の生徒たちは、次々に実技演習室を出て、すでに、太陽王と一班の五人だけしか残っていない。

「ああ」

　瞬が、立ち上がった。やや顔色が青白く感じられたものの、さっき見た歪んだ笑みは、影をひそめている。

「それ」

　真理亜が、エッグスタンドを指さす。瞬が手を伸ばしたが、ふいに、立たち眩くらみを起こしたように身体が傾く。指先が滑り、エッグスタンドから卵が落下した。

　みな、瞬が、卵を空中で止めることを信じて疑わなかった。訓練の賜物というべきか、この頃のわたしたちは、どんなに長い真言マントラでも、瞬時に、圧縮した形で、心の中で唱えることができた。ましてや、瞬なら、間に合わないはずはなかった。

　だが、卵は、なすすべもなく床に落下して、割れた。

　どうしたんだろう。身体の調子でも悪いのか。みな、啞然として瞬の顔を見つめていた。だから、割れた卵自体に注目したのは、わたし一人だったと思う。

　いや、もう一人いたかもしれない。

「さあさあ、君たち、早く行きなさい！　後は、先生が片しとくから」

　太陽王が、びっくりするほどの素早さで割って入ると、瞬と真理亜の背を押す。わたしたちは、あっという間に、実技演習室から追い立てられてしまった。

「瞬。だいじょうぶなのか？」

　覚が、心配そうに訊ねた。もはや、自分がふられたことなど、念頭から消え失せているようだ。

「ああ。たいしたことない……ちょっと、疲れただけだから」

　瞬は、覚と目を合わさずに答える。

「もう、今日は、早退した方がいいんじゃない？」

　真理亜も、不安そうに眉間に皺を寄せている。

　わたしは、誰よりも瞬のことを心配していたが、声をかけることができなかった。いや、声を出すことができなかった。

　さっき見た、卵の中身のことが、網膜に焼き付いていたのだ。

　粘液にまみれたそれは、どう見ても鶏のヒナとは程遠い形の、奇怪な化け物だった。









２






　瞬は、一匹の犬を飼っていた。名前は、すばる。清少納言の『枕草子』で「星はすばる」と謳われたプレアデス星団のことである。さらにその由来を調べてみると、数多くの星々が集って一つに見えることから、「統すばる」と呼ばれたことによるのだという。

　枕草子が書かれてから二千年以上たった、ある真冬の晩に、一匹の仔犬が生を享けた。難産だったため、母犬は命を落とし、同胞たちもすべて死産だったらしい。しかし、唯一生き残った仔犬は、満天の星の下で、すばると命名された。

　だが、すばるは、けっして、夜空に美しく輝く星のように見映えのいい犬ではなかった。神栖66町で飼われていた犬の大部分は、立耳、巻尾の純日本犬で、すばるのようなブルドッグは、他に見たことがない（もっとも、皆無であれば、とうに血統が絶えているはずなので、単に、わたしが知らなかっただけかもしれないが）。

　他の犬と比べると、すばるは、いかにも不格好だった。何のために、こんな犬を創らなければならなかったのかは、今も謎である。足が短くてずんぐりしており、顔は皺だらけ。斜め上から押し潰したような口こう吻ふんの真ん中で、鼻が天井を向いている。図書館の跡地から発掘された本でブルドッグの由来について調べてみると、奇妙なことに、すべて第三分類とされていた。第三分類とは、「有害である可能性があり、慎重に管理すべき」とされる、通常は閲覧禁止の本のカテゴリーである。いったいなぜ、たかが犬種の成り立ちに関する知識が、そこまで神経質に扱われるのだろうか。

　覚は、以前こっそり読んだ本の中に、ブルドッグは、古代の英国で牛と戦わせるために創り出されたという記述があったと言う。もしそうだとすれば、ブルドッグの成り立ちは、我々の持つ闘争本能や攻撃性と密接に関連していることになり、禁書扱いになるのもうなずける。

　しかし、覚の言うことだからホラと決めつけるわけではないが、いくつかの理由から、わたしは、どうしてもその説を信じることができなかった。第一に、なぜ犬を牛と戦わせなければならないのかが、とうてい理解できない。覚が見た本では、娯楽のためとされていたようだが、わたしは、人間がそこまで無意味に残酷になれるとは思いたくないのだ。第二に、当時の牛のサイズはわからないものの、犬と比べればはるかに巨大なはずであり、いくら何でも両者が戦うのは無理があると思われる。第三に、わたしが知っている唯一のブルドッグ、すばるは、とても優しい犬だった。戦うために創出された犬の末裔が、他のどんな犬より温和な性質であるというのは、ちょっと納得しがたい。現に、わたしが知るかぎり、すばるが戦闘姿勢を見せたのは、生涯で、ただの一度きりだった。そのことは、後述することになる。

　ひとりっ子だった瞬は、すばるが仔犬の時から母親代わりになって世話をし、可愛がっていた。すばるは、歩幅が小さいため歩く速度が遅く、しかもすぐにバテてしまうため、いつも連れて歩くわけにはいかなかったが、ときどき、一緒に散歩しているところに行き合うことがあった。瞬のすらりとした脚に身体を擦り付けるようにしながら、ずんぐりむっくりの犬が早足で付いてくる様子は、かなりユーモラスだった。

　だから、ある日、町を見下ろす丘の上を瞬が一人で歩いているのを見たとき、わたしは、すばるがいないのを不思議に思ったものである。悲しいほど空気の澄み渡った、秋の夕暮れ時で、先に述べた全人学級の実技の時間から、二週間ほどたっていた。

「瞬」

　うつむいて何かを考えながら、こちらへ向かって歩いて来る少年に、わたしは、呼びかける。瞬は、はっとしたように顔を上げ、立ち止まった。

「早季」

　瞬は、夢から醒めたような声で答える。誰たそ彼かれ時、彼かは誰たれ時とはよく言ったものである。夕刻に特有のおぼろな光のために、表情までは読み取れなかった。

「どうかしたの？」

　彼が動こうとしないので、一歩近づこうとすると、瞬が、鋭い声で制した。

「来るな！」

　わたしは、当惑して立ち止まった。二人の間隔は、二十メートルほどあっただろうか。

「どうして？」

　わたしの問いかけは、悲しげに響いた。

「……ごめん。でも、僕は、一人になりたいんだ」

「一人に？」

「ああ」

　瞬は、まっすぐ、こちらを見つめかけてから、目を逸らしたように見えた。

「だから、覚とも別れたの？」

「まあ、そうかな」

「でも、なぜ？　どうして、友達をみんな捨てて一人になりたいの？」

「それは……説明しても、早季にはわからないよ」

　瞬は、ポケットから、何かを取り出した。夕日が反射して、それが、金属製の球であることがわかる。ハチ玉だ。呪力によって宙に浮かせ、高速で回転させると、ぶーんという蜂の唸りのような音を発する。全人学級に入学して、能力開発教室で最初に与えられた玩具の一つだった。今では、クラスの誰一人見向きもしないような代物であり、ましてや、瞬のような優等生がそんなものを弄ぶのは、かなり違和感があった。

「しばらく、会えなくなると思う」

　ハチ玉は、大小三個あった。瞬の顔の前で夕日に煌めきながら回転し、微妙に上下する三つの音階で、不安定な和音を奏で始める。

「会えなくなるって、どういうこと？」

「当分、学校へは行けない。僕は、療養しなきゃならないんだ」

「瞬、病気なの？」

　わたしは、ひどく心配になった。もしかして、わたしを近づけようとしないのは、伝染性の病気にかかっているせいなのか。

「うん。病気……って言っても、風邪とか腸炎みたいなもんじゃない。どう言えばわかるかな。身体の病気じゃなくて、いわば、心の病気なんだよ」

　このとき、わたしには、心の病気という意味がわからなかった。心に感染する、細菌やウイルスがいるのだろうか。

「じゃあ、僕は、もう行かなきゃ」

「待って」

　わたしは、きびすを返しかけた瞬を、呼び止めた。

「学校じゃ会えなくても、ときどき、お見舞いに行っていいでしょう？」

「それは、どうかな」

　瞬は、何かを言うのをためらっているようだった。

「僕は、もう、あの家にはいられないし」

　わたしは、驚いて、息をのんだ。

「どこへ行くの？」

「療養のための小さなバンガロー、というより、ただの小屋だけどね。二、三日中には、そこへ移って、自活を始めなきゃならない」

「それ、どこにあるの？」

「場所は、言ってはいけないことになってる」

　わたしは、絶句した。これまでなら、誰から口外を禁止されようと、わたしたちの間に隠し事などありえなかった。それが、本当に何も喋れないというのなら、すでに、事態は想像を絶するくらい悪化しているのかもしれない。

「瞬」

　何を訊けばいいかわからなくなり、頭が真っ白になる。

「本当に……本当に、一人ぼっちになっちゃったの？　すばるは、どうしたの？」

　わたしは、ひそかに最悪の答えを予期していた。

「家にいるよ」

　瞬は、あっさりと言う。

「散歩したくなったから、一人で、こっそり抜け出してきたんだ」

　すばるが無事とわかって、少しだけほっとしたものの、不安は、ますます高まってきた。いったい、瞬は、どうしてしまったというのだろう。

「わたし、瞬の力になりたいの」

　答えはなかった。ずっと、三つのハチ玉の唸りだけが聞こえている。

「瞬。わたし、ずっと、瞬のことが……」

　わたしは、思い切って告白しようとしたが、瞬は、途中でわたしの言葉を遮った。

「早季。迷ったんだけど、やっぱり、このことだけは、言っておいた方がいいと思う」

「え？」

「二年前の夏季キャンプを覚えてるだろう？　僕らは、離塵師に呪力を凍結されたことを隠し通せたと思ってた。でも、そうじゃなかったんだ」

「そうじゃないって？」

　何を言い出すのかと思い、わたしは、ぽかんとした。

「たぶん、全部、バレてたんだ。どういう意図かはわからないけど、僕らは、単に処分を保留にされてただけなんだよ」

「言ってる意味が、よくわからないんだけど」

「僕らは、ずっと監視されてた。僕がそれに気づいたのは、つい最近のことだ」

　まるで鉛を呑んだように、身体が重くなる。ゆっくりと冷や汗が流れ出した。

「今さら、こんな警告をしても無意味かもしれない。でも、早季。猫には気をつけろ」

「猫？　何、それ？　ネコダマシのこと？」

　瞬は、曖昧に首を振る。肯定とも否定とも取れる所作だった。

「そうだ……これを、早季にあげるよ」

　瞬は、首回りに付けていたチョーカーのようなものを外すと、わたしに投げてよこした。

　両手で受け取ると、ずしりと重い。固くて分厚い革の首輪に、金属の輪がいくつも嵌はまっていて、蝶ちよう番つがいで開くようになっている。むしろ首くび枷かせと呼ぶべき代物かもしれない。

「これ、何？」

「猫除けのおまじない。僕が作ったんだ」

「もしかして、すばると、おそろいなの？」

　比べると、すばるの首輪の方がまだしもという感じがしないでもない。わたしの冗談に、瞬は、ちらりと白い歯を見せたが、笑い声までは立てなかった。

「とにかく、僕が言ったこと、みんなにも伝えてくれ」

　そう言うと、瞬は、わたしに背を向けた。歩き出そうとして、すぐに足を止める。

　瞬のやって来た方から、小さな白い生き物が近づいてくるのが見えた。すばるだ。短い足を懸命に動かして、瞬を追ってきたらしい。

「すばるの馬鹿……。あれほど、付いてくるなって言ったのに」

　瞬は、小さな声で独りごちた。そして、わたしからも、すばるからも、逃げるように、一人で丘を駆け下っていった。

　その後を、尻尾を振りながら、小さなブルドッグが追う。もともと走ることが得手ではないとはいえ、妙におぼつかない足取りだった。

　そして、気がついた。すばるが、右の後肢に何らかの傷害を負っているらしいことに。いや、それだけではない。もっと、何かがおかしい。

　だが、違和感の正体を見きわめようとする前に、ブルドッグの後ろ姿は、夕闇の中へと溶け込んでいってしまった。




「はっきりしてるのは、僕らは、瞬の行方を捜さなきゃならないってことだ」

　覚が、静かな声で宣言した。

「でも、どうやって？」

　覚の言葉は心強かったが、わたしは、あえて反問してみる。

「どうやって？　思いつくかぎり、あらゆる方法を使ってだよ」

　覚の確信は、小揺るぎもしないようだ。

「覚は、もしかして、まだ、瞬とやり直したいって思ってるんじゃない？」

　真理亜は、少々皮肉っぽい眼差しを向ける。

「瞬が離れていったのが、自分を嫌いになったせいじゃないってわかったものね」

「そんな気はないよ」

　覚は、素っ気なく答えた。

「そんなことより、瞬に会ってじかに訊かなきゃならないことが、山ほどあるだろう？　僕らが監視されてるっていうのは、本当なのか。猫に気をつけろっていうのは、どういう意味なのか。そして……」

　覚は、拳を握りしめていた。

「瞬が抱えている問題は、いったい何なのか」

　わたしは、心が疼くのを感じた。実技演習室で見た割れた鶏卵の中身については、まだ誰にも話していなかった。直感では、それが、瞬の直面している問題に関係しているのは間違いないと思ったが、口に出すことで、恐ろしい事態が現実になってしまいそうな気がして、どうしても話すことができなかったのだ。

　瞬が学校に姿を現さなくなって、すでに四日が経過している。わたしたちは、放課後に、校舎の裏に集まって鳩首会談をしていた。

「……でも、もし、僕らが監視されてるんなら、あんまり目立つような動きはしない方がいいんじゃないかな？」

　守が、遠慮がちに言う。

「うん、そうね。わたしも、危険すぎると思う」

　真理亜が、守に同調する。

「じゃあ、瞬を見捨てろっていうのか？」

　覚が、気色ばんだ。

「そうは言ってないけど。でも……」

　真理亜は、神経質そうに周囲を見回す。

「今だって、誰かから見られてるような気がするのよ」

「誰もいないじゃないか。馬鹿馬鹿しい」

　覚は、唇を歪める。わたしは、はっとした。

「ねえ、覚えてる？　わたしたちが、奇狼丸から逃げ出した晩のこと。気持ち悪い鳥が、どこまでも尾行してきたじゃない」

「早季まで、何を言ってるんだよ？　そりゃあ、バケネズミは、偵察にヨタカやカラスを訓練して使ってるみたいだけど」

「バケネズミに、そこまでできるんなら、倫理委員会なら、もっと巧妙なやり方をするんじゃない？」

「そうよ！　わたし、聞いたことがある。鏑かぶら木ぎ肆し星せいとか日ひ野の光こう風ふうクラスの達人や、建たて部べ優ゆうみたいな専門の技術者なら、遺伝子を改変するか発生過程を操作して、思い通りの生き物を創り出せるんだって。そのへんを飛んでるミツバチが、わたしたちを見張ってたって、おかしくないのよ」

　全員が沈黙した。重苦しい空気がのしかかってくる。たしかに、昆虫に監視されているとしたら、わたしたちには注意のしようがないから、お手上げだろう。昆虫が、アジトに帰って自分の見たものをどこまで伝えられるかは、別問題だろうが。

「……わかった。とにかく、僕は、瞬の行方を捜してみる。気が進まないなら、やめればいい。無理強いはしないから」

「わたしも、捜すわ」

　わたしは、間髪を容れず、支持を表明する。

「ちょっと、待って。まるで、わたしたちが瞬のことを心配してないみたいな言い方は、やめてよ」

　真理亜は、抗議した。

「ただ、四人揃って、ぞろぞろ移動したりするのは、目立ちすぎるから、やめた方がいいっていうことよ。そうでしょう、守？」

　守は、ぽかんと口を開けた。彼が言いたかったこととは若干の乖離があったようだが、結局、何も言わずにうなずいた。

「そうだな。じゃあ、手分けして調べてみよう」

　覚の言葉に従って、わたしたちは、二手に分かれた。真理亜と守は、とりあえず、瞬と親しかった他の班の生徒たちに会って、聞き込みをしてみるという。わたしと覚は、直接、瞬の家を訪ねてみることにした。

　近くの船着き場を見ると、うまい具合に、青いイルカの絵のある舟が係留されていた。わたしと覚は、舟に乗り込み、町に網の目のように張り巡らされている水路を進んだ。

　神栖66町を構成する七つの郷さとのうち、松まつ風かぜの郷は、一番北に位置している。瞬の家は、さらに、その北の外れにあった。周囲を圧する入いり母も屋や造りの大きな家屋で、黒光りがする大黒柱は直径が一メートル、その上で大屋根を支えている大おお梁ばりは、長さが三十メートル以上あったと思う。幼い頃は、よく遊びに行き、木造建築とは思えない偉容に畏怖の念に打たれたものである。和貴園でも高学年になると、遊び場は野外に移り、互いの家を訪問することも稀になってしまったのだが。

　わたしたちの舟は、軽快に水路を縫って走ったが、松風の郷へ行く分岐点を前にして、覚が、急に速度を落とした。

「どうしたの？」

「あれ、見てみろよ」

　覚が目で指したのは、分岐点のあたりに停泊している数隻の船だった。どれも、わたしたちが乗っている舟よりずっと大きい。側面には、『神の眼』を象かたどっている町章と、赤い番号が見える。これらは町の公用船である印で、さらに、守り本尊を示す数種類の梵字によって、どこの部署に属する船かは、おおまかにわかるようになっていた。ちらりと見えたのは、阿弥陀如来や千手観音などを意味する[image: ]キリークという梵字だったから、おそらく、環境衛生課か保健所の船だろう。

「いったん、通り過ぎよう」

　わたしたちの舟は、水路をまっすぐに走った。横目でこっそり分岐点の方を盗み見ると、水上二メートルほどの高さに、黄色と黒の縞模様の綱が張り渡されているのがわかった。通行禁止を意味する標識である。

「どうなってるの？　わたしたち、松風の郷には入れないってこと？」

「たぶん、そうだ」

　覚は、深刻な表情で言った。

「そんな……まさか」

　何か、瞬に関係があるのだろうか。そう訊きたかったのだが、怖くて、とても口に出すことができなかった。

「松風の郷へは、歩いて入るしかないな」

「でも、道筋には、見張りがいるんじゃない？」

「この先をぐるっと迂回して、森の中を通って行こう」

　わたしたちは、さらに一キロほどいった船着き場で上陸し、舟を係留した。そこから、いったん反対方向へ歩く。左手は草地で、右の方には、裏ウラ白ジロ樫ガシや藪ヤブ椿ツバキなどの照葉樹林が広がっていた。誰にも見られてないのを確認してから、林の中へと踏み入る。

「何だか、嫌な予感がする」

「ああ。僕もだ」

　一歩進むごとに、奇妙な胸騒ぎのような感覚は強くなっていった。後ろ髪を引かれるというが、まるで前方に何か反発する磁場のようなものが存在し、身体が物理的に、後ろに引き戻されるような感じを覚えるのだ。

　どのくらいの距離を進んだだろうか。しばらくすると、またもや、黄色と黒のだんだら模様が目に飛び込んできた。森の中にまで、しっかりと通行禁止の綱が張られているのだ。

「噓でしょう？　こんなとこ、誰が通るっていうの？」

「おそらく、松風の郷を、ぐるりと取り囲んでるんだ」

　覚は、腕組みをして、綱の行方を眺めていた。途中、何本もの木々に結びつけられて、ジグザグに走っているが、大きくカーブしているように見えないこともない。

「とにかく、これを越えるしかない」

　覚は、目の高さに張られた綱をくぐった。わたしも、すぐ後に続く。重大な規則違反をしているという罪の意識で、鼓動が少し速くなったが、選択の余地はなかった。

「しっ」

　突然、覚が立ち止まり、静かにしろというサインを送ってきた。わたしは、化石する。

　三十メートルほど先、木立の間に、動くものが見える。

　覚が振り返って、唇の形で、見たものを伝える。バ・ケ・ネ・ズ・ミ……。どうやら、歩哨に立っているバケネズミの兵士らしい。

　わたしたちは、しばらく、木陰にしゃがみ、息をひそめていた。呪力で微風を起こし、こちらの臭いが向こうに伝わらないようにする。

　永遠と思えるほど長い時間、おそらく十分ほどが経過した。どこからか、鋭い鳴き声が響いてくる。林の中で油を売っていたらしいバケネズミは、弾かれたように飛び起きると、走り去っていった。

「よし、行こう」

　わたしたちは、再び、前進し始めた。やがて、照葉樹林が途切れると、赤土の道に出た。反対側には、松風の郷という名の元となった、広大な赤アカ松マツの林が広がっている。

　念には念を入れて、人間も、バケネズミもいないことを確かめる。それから、大急ぎで道を横切り、アカマツ林に入った。

　そのとたん、ぞっと身の毛がよだつような感覚に襲われた。

　わたしは、半分パニックに陥り、慌ただしく周囲を見渡した。アカマツと小コ楢ナラ、それに粽チマキ笹ザサなどの群落。別段、変わったものは見られない。それなのに、この不気味な感じは、いったい何だろう。

「やっぱり、変だな。ここの雰囲気は、良くないよ。長くいてはいけない場所だ」

　覚も、わたしと同じく、嫌な感じを味わっているらしかった。

「どうする？」

「ここまで来て、引き返すわけにはいかないでしょう？」

　覚は、うなずいたが、表情には、あきらかな不安の影がよぎっていた。

　アカマツの林を、さらに四、五十メートル進む。すると、信じられないものに出迎えられた。ちょうど目の高さに張られた、二本目の綱。だが、今度は、単なる立ち入り禁止を示す、黄色と黒の綱ではなかった。

「八はつ丁ちよう標じめだわ！　どうして？」

　それは、たくさんの紙し垂でが下がった、真っ白な注し連め縄なわだった。神栖66町と外界を隔てているはずの八丁標が、どうして、町の中である、松風の郷に張られているのだろう。

「まさか、町の大きさが、ここまで縮んじゃったってこと？」

「いや、違うな」

　注連縄を調べていた覚が、言う。

「この縄は、新しい。どう見ても、作られたばっかだ。古い八丁標は、たぶん、前と同じ場所に張られたままだと思うよ」

「じゃあ、これは、何？」

「町の中に、別の結界を作ったんだ。松風の郷を、すっぽり包み込むように」

　どう考えても、異様だった。本来、外から悪いものが入ってこないように道切りをする八丁標が、町の中にある地域を封じ込めるように張られているのだ。

　覚は、大きく溜め息をついた。

「とにかく、この先に進もうと思ったら、八丁標を越えて行くしかないな」

　わたしは、うなずいた。八丁標を越えるのは、単なる立ち入り禁止の綱を無視するのとは意味が違う。もし発覚すれば、ただではすまないだろう。

　だが、すでに覚悟はできている。瞬に会うためには、どうしても、ここを越えなければならないのだ。

　わたしたちは、紙垂に触れないよう気をつけながら、注連縄の下をくぐった。

　最初は、取り立てて変わったところもないように思えた。だが、進むにつれて、次々と、異状が露呈し始めた。

　アカマツとコナラの林には、令リヨウ法ブや山ヤマ漆ウルシ、鬼オニ縛りシバリ、捩ネジ木キなどの下生えが豊富だったが、ある地点を境にして、それらが竜巻に薙なぎ倒されたかのように渦状に捻ねじれ、枯死しているのだ。

　覚の表情が険しくなった。わたしたちは、無言のまま先を急ぐ。

　空は薄曇りだったが、太陽はまだ傾いていない。それなのに、周囲は、しだいに薄暗くなっていく。アカマツ林の樹冠が、日光を遮っているせいだ。見上げると、鬱蒼と茂った枝と枝が融合し、屋根のようになっている。下生えとは逆に、アカマツは、異常なまでに増殖し、繁茂していた。

　覚は、呪力で太い枝を折り取ると、松まつ脂やにが滴る先端部を発火させた。真っ昼間だというのに、松明たいまつを頼りに歩かなければ、足下がおぼつかないのだ。

　途中、木々の間から、光が射し込む小さな空閑地が見えた。だが、そこへ辿り着くと、地面は、アカマツの根によって埋め尽くされていた。大蛇のように太い根が、辺り一面を這い回り、絡み合い、とぐろを巻いている様は、この世のものとも思えず、通行するにも不可能だった。よっぽど、呪力で切り払ってしまおうとも思ったが、ここを通ったという痕跡を残すのは、得策ではないだろうと思い直す。やむをえず、空閑地を避け、密生した木々の間を擦り抜けるようにして歩いた。

「早季」

　松明をかざした覚が、振り向いた。

「見てみろよ」

　覚が示したのは、木々の表面だった。普通に見る、亀き甲こう状に割れ目が入ったアカマツの樹皮ではなかった。至るところで、丸い瘤のようなものがいくつも重なり合い、癌細胞のように無秩序に成長しつつあるのだ。

　さらに、そのいくつかからは、人間の顔にそっくりの模様が浮かび出そうとしている。

　想像を絶する苦痛に顔を歪め、絶叫する、無数の亡者の顔が。

　わたしは、心底ぞっとして、目をそむけた。

「早く、行きましょう」

　その先には、さらにおぞましい景色が待っていることを、半ば覚悟していた。だから、続いて目に飛び込んできた光景には、啞然とする。

　そこは、大きな岩やごろた石が転がっている斜面だった。アカマツは疎まばらで、代わりに群生していたのは山ヤマ躑躅ツツジだった。奇怪なのは、秋にもかかわらず、それらが開花していることである。本来は春に咲くはずの赤みがかったピンクのヤマツツジの花は、いっせいに狂い咲きし、しかも、今までに嗅いだことがない噎むせ返るような芳香を放っていた。

「きれい……」

　わたしは、花に吸い寄せられるように近づきかけた。

「やめろ。触るんじゃない」

　覚が、わたしの腕をつかんだ。

「この花、絶対おかしいって。見てみろよ、これ」

　覚は足下を指す。そこには、夥おびただしい数のアリやハチ、甲虫、クモなどの死骸が散乱していた。

「この匂いだって、きつすぎると思わないか？　もしかしたら、有毒な成分が含まれてるのかもしれない」

「ヤマツツジに？」

「どう見たって、普通のヤマツツジじゃないだろう」

　その言葉で、呪縛が解けたようだった。わたしは、さっきまで美しいと思っていた花を見て、その毒々しさ、おぞましさに身震いした。

　いや、身体が震えたのは、ヤマツツジのせいばかりではなかった。

「これ、何なの？　この冷たさって？」

　風に乗って、林の奥から冷気が漂ってきたのである。

「……見てみようか」

　覚は、腹を括ったようだった。わたしたちは、何かに憑かれたように冷気の源へと突き進んでいった。

「雪だ！」

　一目見て、覚が叫んだ。

「まさか、そんな。まだ秋なのに。雪なんか、どこにも降ってないはずよ」

　わたしも、自分の目が信じられなかった。

　覚は、雪のように木々の根元を覆っている、白いものに手を伸ばす。

「いや……違う。これ、雪じゃない」

「じゃあ、何なの？」

　わたしは、手を触れる勇気がなかった。

「霜だよ。あんまり大量に降りてるから、雪みたいに見えるんだ。原因はわからないけど、ここの地面だけが異常な低温になって、空気中の水分が氷結したんだろう」

　霜がいつまでも溶けずに残っているのは、その部分の土だけが、大地の底まで永久凍土のように凍りついているからに違いない。

　何もかも、滅茶苦茶だわ。わたしは、口の中でつぶやいた。ここでは、あらゆるものが、本来あるべき秩序から逸脱しているようだった。

　霜で滑りやすくなっている地面を迂回し、百メートルほど進んだところで、アカマツの林は唐突に終わりを告げた。

「気をつけて」

　覚が、小声で注意を促す。わたしたちは、腹ばいになって、林の際に近づいた。

　眼前に広がった景色に、くらくらと目め眩まいがする。直径が二百メートルはあろうかという擂すり鉢状の穴。わたしの目の前から、巨大な蟻地獄を思わせる急斜面が、百五十メートル以上の深さまで続いている。

「信じられない。まさか、隕石でも落ちたの？」

「しっ」

　覚が、唇に指を当てた。

「あそこに、人がいる」

　覚のささやき声で、やっと気がついた。擂すり鉢の底に、人影が見えるのだ。

「……隕石なわけがないよ。もし、こんなクレーターができるほど大きな隕石が落ちたら、大爆発になる。何の音も聞こえなかったはずがないだろう？」

　さっきのわたしの質問に、ほとんど歯擦音だけのささやき声で答える。

「じゃあ、この穴は、何よ？」

　わたしも、覚を真似て、ささやき返した。

「何でも、僕にばっか訊くなよ」

「なーんだ。わからないんだ？」

　そう言うと、覚は、むっとしたようだった。

「推測ぐらいはできるけどね。おそらく、この穴は、あそこにいる人たちが、呪力で掘ったんだと思う」

「何のために？」

「しっ」

　再び、覚が、わたしを制した。

　底にいた二人の人物が、ゆっくりと浮かび上がってくる。こちらに来るのではないかと思って、ひやひやしたが、反対側の縁に降り立つと、どこかへ立ち去った。二人の姿が見えなくなると、覚は、普通の話し方に戻った。

「……きっと、何かを発掘しようとしてるんだよ」

　わたしは、擂り鉢の底を透かして見た。何か黒いものが見えるが、ちょうど砂の隆起の陰になっているため、判然としない。たぶん、反対側からなら、よく見えるはずなのだが。そう思ったとき、急にひらめいた。

「覚。あのあたりに、鏡を作ってみて」

　指で示すと、彼は、即座に、わたしのアイデアを理解した。

　わたしたちとは反対側の斜面の中程で、空気が陽炎のように動いた。乱反射した光が、燦さん々さんと輝く。それは、揺らぎながらも、徐々に、銀色の鏡面へと収しゆう斂れんしていった。

「もっと、下に向けて」

「わかってるよ。うるさいな」

　今や、完全な実在感を伴って風景を映し出している鏡を、覚は、ゆっくりと傾けていく。ほどなく、擂り鉢状の穴の底で頭を出している物体が捉えられた。

　わたしたちは、愕然とした。ここへは、何度となく来ていたはずではないか。どうして、この場所だったということに、今の今まで気づかなかったのか。

　鏡面に映っているのは、ほとんどが土に埋まった、巨大な木材の一部である。それが、瞬の家を支えていた黒光りする大梁であることは、一目見ただけであきらかだった。




　わたしたちは、言葉少なに、帰路についた。

　アカマツ林の中で見た、奇怪な現象もさることながら、意識の大半を占めていたのは、瞬のことだった。

　何が起きたのかはわからないが、瞬の家は、大地に呑み込まれてしまったようだった。あの中にいたのなら、まず生存は絶望だろう。だが、なぜか、瞬はまだ生きているという確信があった。

　今、彼は、どこにいて、どういう状況に置かれているのか。無事なのか。もしかすると、助けを求めているのではないだろうか。答えの得られない質問ばかりが、次々に頭の中を駆けめぐる。

「瞬は、家を出るって言ってたんだろう？　きっと、無事だよ」

　覚は、わたしにというより、自分に言い聞かせるように言った。

「明日の朝、捜しに行こう。絶対に、見つけるから」

「今すぐ、行った方がいいんじゃない？」

「もう、そろそろ、日が暮れる。瞬の居場所がどこなのか、今は手がかりさえないんだ。焦る気持ちはわかるけど、今日は出直した方がいい」

　なぜ、そんなに冷静に、大人の意見を述べられるのかと思う。瞬のことが心配ではないのだろうか。わたしは、覚に対し、かすかな不信感を抱いた。

　真理亜たちと待ち合わせをしていた公園に来たが、彼女たちの姿はない。しばらく待ってみたが、結局、先に家に帰ることにした。

「じゃあ、また、明日」

　まるで、ピクニックに行ってきた帰りのような挨拶を交わすと、四つ辻で覚と別れた。覚の家は茅輪ちのわだった。わたしは、船着き場に繫つないであった自分の舟に乗って、水みず車ぐるまの郷へ戻る。

　筑波山の彼方に夕日が没すると、町には薄闇の帳が下りた。方々に篝かがり火びがともり始め、暗い水みな面もにオレンジ色の斑紋をちりばめる。それは、夢見心地を誘うような風景だった。いつもであれば、心穏やかに一日の出来事を振り返って明日に思いをはせる、一番好きな時間帯なのだが。

　家の裏手にある舫もやい柱ばしらに舟を繫いで、勝手口から入ると、両親が二人とも揃っていたので、少し驚いた。珍しく、二人とも、仕事が早く終わったらしい。

「お帰り、早季」

　母が、優しい笑みを浮かべて出迎えてくれる。

「ご飯ができてるわよ。久しぶりに、三人一緒に食べましょう」

　食卓に着くと、父が、わたしの顔をじろじろ見て、にやりとする。

「何だ。泥だらけじゃないか。顔と手を洗っといで」

　言われたとおりにして、席に着き直す。父に、どこへ行ってたのか訊かれると思ったが、案に相違して、何も言われなかった。父は、今論議されている、町の中心部に街灯を設置しようという計画について話してくれた。篝火だけが照明だと、いろいろと支障を来すことがあるらしい。だが、街灯に白熱灯を使うには、電力は公民館の拡声器から放送を流すためにしか使ってはならないと定めた、一般倫理規定を見直す必要があるのだという。

「いくら陳情しても、倫理委員会のお歴々が、なかなか、うんと言ってくれなくてね」

　町長である父は、箸の先で煮魚をほぐしながら、こぼした。

「でも、それなら、図書館の照明を、先に何とかしてほしいわね」

　母は、町長より格上の図書館司書として、注文を付ける。

「図書館には、今年度、町の予算の五分の一を使ってるんだよ」

「わかってるわ。でも、最近は、夜も仕事をすることが多くなったから、こういう燐りん光こう灯とうだけだと、不便なのよ」

　母は食卓の照明を指さす。当時、燐りん光こう灯は、広く使われていた照明器具だった。ボンタン球と呼ばれる大きな丸い管球の内側に、白金だかイリジウムだかを含んでいる特殊な塗料を分厚く塗ったもので、呪力でエネルギーを与えることによって、一定時間発光する。だが、光が持続するのは、せいぜい三十分で、光が減衰するたびに呪力で尻を叩いてやらなければならないという、煩わしさがあった。

「今のところ、発電の余力があるのは、水車の郷の七号水車だけだからね。図書館のためだからといって、茅輪ちのわの郷まで電線を引っ張るのは、無理な話だよ」

「図書館前の水路に、新しい水車を作ればいいじゃない」

「それは、難しいな。交通の妨げにもなるし、あのあたりの水路は、発電には、ちょっと流れが遅すぎるんだ」

　二人は、真剣に議論を続けたが、わたしには、何かが不自然に思えた。まるで、話題がもっと不都合なものへ移行するのを避けるために、議論する演技をしているような印象を受けたのだ。

「……ねえ、瞬のこと知らない？」

　わたしがそう言うと、二人は、ぴたりと話をやめた。

　わたしは、鼓動が速くなるのを感じた。危険な質問であることは、重々知っていたはずなのに、なぜか、口をついて出てきてしまったのだ。わたしたちが、こんなに瞬のことを心配しているのに、延々と無意味な議論を続けている両親に、腹が立ったからだろうか。その裏には、いちかばちか訊ねてみて、手がかりを得られないかという計算もあったかもしれないが。

「瞬というのは、青沼瞬君のことかな？」

　父が、静かな声で訊く。

「そうよ。急に、全人学級に来なくなっちゃったから」

　わたしの声は、少し掠かすれていたと思う。

「そういうことは、話すのを禁じられてるのよ。早季も、知ってるでしょう？」

　母が、たしなめるような笑みを浮かべて言った。

「うん……でも」

　わたしは、うつむいて黙り込んだ。涙が溢れそうになる。

「早季……さっちゃん」

　父は、わたしの涙に弱かった。さっちゃんというのは、わたしがせいぜい四、五歳くらいまでの呼び名である。

「あなた」

　母が、気遣わしげに、父を見やった。

「うん、いいんだ。……早季。いいかい。人生というものには、何度か試練がやって来る。親しい友達との別れも、その一つだよ」

「瞬は、どうなったの？」

　わたしは、父の言葉を遮って、叫んだ。父は、困ったように眉根を寄せる。

「行方不明だ」

「どうして？」

「数日前に、松風の郷で、大きな事故があった。それ以来、青沼瞬君とご両親は、所在がわからなくなってる」

「事故って、何？　そんなの、全然聞いてないわ。どうして、今まで……？」

「早季！　いいかげんにしなさい」

　母が、厳しい口調で言った。

「でも」

「私たちは、あなたのことを心配してるの。いい？　口答えなんかしないで、お父さんと、お母さんの言うことを聞きなさい。これ以上、よけいなことを詮索したりしたら、絶対にだめよ」

　わたしは、渋々うなずくと、席を立った。

「早季、お願い」

　わたしが食堂を出ようとしたとき、後ろから、母の涙声が迫ってきた。

「私は、二度と……いいえ、あなただけは失いたくないの。言うとおりにして」

「わかった。今日は疲れたから、もう寝る」

「おやすみ、早季」

　父は、そう言いながら、目頭を押さえている母の肩を抱き寄せた。

「おやすみなさい」

　二階への階段を上がる途中ずっと、わたしの耳の中には、母の言葉がこだましていた。

『私は、二度と……いいえ、あなただけは失いたくないの』

　その声は、ずっと以前に聞いた、もう一つの悲痛な叫びと二重になって聞こえた。

『もう、子供をなくすのは嫌よ！』




　ベッドに入ってからも、様々な思いが去来して、なかなか寝付かれなかった。

　わたしに姉がいたのではないかという思いは、以前からあった。最初にそういう疑いが芽生えたのは、十歳前後の頃だったと思う。母がたまたま書斎に置きっぱなしにしていた、昔の漢和辞典（第三分類）を見たのがきっかけだった。和貴園の授業で、子供の名前には親の期待や願いが投影されているということを知り、わたしの名前『早季』には、どんな意味が込められていたのか知りたいと思ったのだった。

『早』には、『よあけ』、『はやい』、『わかい』という三つの意味があったが、どうも、ぴんと来ない。子供なのだから、若いのは当たり前としか思えない。次に、『季』という文字を見てみる。『おさない、わかい』、『とき』、『ちいさい』……。代わり映えしないと思ったとき、最後の意味が目に入った。

『末っ子』

　もちろん、それだけで、わたしが現実に『末っ子』だったとまでは断定できないだろう。だが、母は、誰よりも、漢字の持つ意味に敏感だった。もし、わたしが長女であったなら、おそらく『季』という文字は使わなかっただろうという気がした。

　そうして考えるうちに、幼年期のおぼろげな記憶が、ゆっくりと蘇ってきた。わたしが、まだ二、三歳の頃だったと思う。いつもそばにいて、わたしを可愛がってくれた人がいた。その人は、わたしよりは年長で大きかったが、母と比べると、ずっと小さかった。そして、両親は、わたしを「さっちゃん」、その人を「よっちゃん」と呼んでいた。

　そうだ。姉の名前は、吉よし美みだった。

　これが、自己暗示による記憶の捏造でないという証拠は、どこにもない。だが、二度と子供を失いたくないという、母の悲痛な叫びを考えあわせてみると、わたしに姉がいたという仮定は、とたんに現実味を帯びてくる。

　もし、それが事実だったとすると、姉は、どうして、いなくなったのだろう。やはり、不適格ということで、排除されてしまったのか。それとも、瞬に起きたことと何か関係があるのだろうか。

　いくら考えても、結論は出ない。思考は、途中から堂々巡りに陥っていた。

　そのとき、窓ガラスを叩く音がした。

　はっとして、頭を起こす。カーテンは開けたままだったため、月明かりに照らされて、二階の窓の外に浮かんでいる人影が見えた。

　一瞬、超自然の存在に対する迷信じみた恐怖にとらわれて、腰が抜けそうになったが、月光に光る赤い髪の毛のおかげで、真理亜であることに気がついた。

「どうしたの？　こんな時間に」

　わたしは、すぐに窓を開けながら訊ねる。

「ごめん。公園にも寄ってみたんだけど、もう、誰もいなかったから。さっき家に帰って、大目玉をくらったわ」

「早く、入って」

　両親に気づかれると、まずい。わたしは、真理亜を窓から中に招き入れた。

「どうして、こんなに遅くなったのよ？　みんなに話を聞いただけなんでしょう？」

　真理亜は、わたしの首っ玉に、ひしとしがみついた。

「真理亜？」

「怖かったわ！　もうちょっとで、わたしたちも、殺されてたかも」

「どういうこと？　ちゃんと、わかるように説明して」

　真理亜は、しばらく震えていたが、少し落ち着くと、わたしと並んでベッドに座って、語り始めた。

　呆れたことに、彼らは、当初、瞬と親しかった子を、行き当たりばったりに探し回っていたらしい。守には、なぜか、捜し物を見つける能力が備わっており、そんなやり方でも、二、三人には話を聞けたという。だが、手がかりは、皆無だった。

　そのうちに、奇妙なことに気がついた。瞬の友達というのは、わたしたち一班以外では、同じ松風の郷に住んでいる子供たちが多かったが、その大半が全人学級を欠席しており、かろうじて一人だけ見つけた子も、堅く口をつぐんで、何も語ろうとしないのだ。

　松風の郷へ行こうかとも思ったらしいが、すでに、わたしと覚が向かっているために、全人学級へ戻ってみたのだという。

　だが、放課後、何時間もたっており、当然のことながら、生徒はほとんどいなかった。帰ろうかと思ったとき、以前、瞬と覚が話していたことを思い出した。全人学級の中庭にこっそり入ってみると、奇妙な物置のような建物が並んでおり、アンモニアのような臭気とともに獣の唸り声が聞こえたという、あの話だ。

「……だから、中庭を調べてみようと思ったのよ。もちろん、それで、瞬の行方がわかるという確信があったわけじゃないけど、もしかしたら、何かの手がかりがつかめるんじゃないかと思って」

　どうやら、真理亜と守のペアは、ひたすら僥ぎよう倖こうを恃たのんで突き進むのが持ち味らしい。

「だけど、どうやって、中庭に入ったの？　瞬たちは、たしか、鍵の配置を覚えてたって言ってたけど」

「忘れたの？　わたしは、空中浮遊ができるのよ。誰にも見られないよう気をつけながら、校舎を飛び越えたの。守には無理だから、先に入って鍵を開けたんだけど、もう何もかも、瞬が言ったとおりだったわ。小さな閂かんぬきが一ダースくらい、放射状に並んでて……」

　閂のことなど、どうでもいい。わたしは、真理亜を急かした。

「それより、何があったの？」

「覚と瞬が入ったときと、おんなじよ。何もなかったわ。煉瓦造りの小屋みたいなものが五つ、奥に並んでる以外は」

　瞬が、和貴園にも同じものがあったと言っていたのを、思い出した。

「小屋には、木の扉が付いてるんだけど、これが、ものすごく頑丈そうなやつだったわ。たぶん樫だと思うけど、厚さ四、五センチはありそうな板を、黒い鋳ちゆう鉄てつの帯で束ねてあって、しかも蝶ちよう番つがいは……」

「扉のことなんか、どうでもいいわ。何を見たのか、要点を教えて！」

　わたしは、いらいらして叫ぶ。真理亜は、昔から、集中力や観察力には長たけているが、かいつまんで話すということが苦手だった。

「ごめん。つまり、私たちは中に何があるのか見たかったんだけど、壊さないで扉を開けることは、できなかったってわけ」

「こっちこそ、ごめん。ただ、何を見たのか、早く知りたかったから」

「うん。それで、扉に耳を当ててみたの。音が聞こえたわ」

「どんな音？」

「低い唸り声みたいな。それから、大きな生き物が、足音を立てずに行ったり来たりしてるような気配も。向こうも、わたしたちのことに気づいたのがわかったわ」

「ちょっと、待って。その物置みたいな小屋の中って、そんなに広いの？」

「ううん。たぶん、そこはただの入り口で、地下にある、大きな穴蔵っていうか、地下牢みたいなスペースに続いてるんだと思うの。気配も、地下から伝わって来るみたいな感じだったわ」

「ふーん。でも、結局、その音の主は見えなかったんだ？」

「早合点しないで。その後で、見たんだから。とはいっても、全身がはっきり見えたわけじゃないけど」

　わたしは、それが早道だと悟り、できるだけ話の腰を折らず、黙って聞くことにした。

「わたしと守が小屋の中の様子を窺っていると、急に、閂かんぬきが開く音が響いたの。誰かが、中庭に入ってこようとしてたのよ。ほかに隠れる場所がなかったから、とっさに、小屋の後ろ側に回ったの。間一髪だったわ。次の瞬間、中庭への扉が開き、誰かが入ってきた」

「誰？」

「顔は、見てないの。でも、話し声が聞こえたから、全部で三人いることがわかったの。一人は、たぶん、太陽王だった。後の二人は男と女だったけど。女の方は、わたしたちが夏季キャンプから帰ってきたときに面接した教育委員会の人に、声が似てたわ」

　わたしは、生唾を呑み込んだ。

「どんな話をしてたの？」

「切れ切れにしか聞こえなかったんだけど、男の方が、急がなきゃならないって言ってた。完全にゴウマカする前に、けりを付けなきゃならない。万一、失敗したら、大変なことになるとか何とか。ゴウマカって、何のことかわからないけど」

　心のどこかで、予期はしていたと思う。それでも、まるで鉄棒で頭を殴られたような、衝撃を受けていた。ゴウマカするというのは、業魔化するということではないのか。

「……後は、何を言ってた？」

　わたしは、喉から声を絞り出した。

「女が、すぐに不浄猫を送るよりないって。それで、太陽王が、今すぐ使えるのは、黒と虎とら斑ふだとか答えてた」

　真理亜の声は、戦慄でうわずった。

「それで、彼らが、開けたのよ。二番目と四番目の小屋の扉を。そしたら、中から、大きな動物が、するりと出てきたみたいだった。小屋の陰から、ちらっと覗いただけだけど、昔、動物園にいたライオンくらいの大きさがあったわ。それを、もっと細長くしたような」

「その生き物……不浄猫は、あなたたちの気配を感じてたんじゃない？」

「うん。でも、すぐに呪力で動きを封じられて、どこかへ運ばれていったから、三人には、わたしたちのことを気づかれずにすんだわ。……だけど、肝心なのは、その後なのよ！　太陽王が、誰のところに不浄猫を送るのか、名前を漏らしたの。あんなに優秀な子だったのに、残念だって」

　それが誰なのかは、言われる前に、すでにわかっていた。

「この耳で、はっきり聞いたのよ！　青沼瞬って」
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　その後、どうやって真理亜を宥なだめたのかは、よく覚えていない。とにかく、瞬には差し迫った危険はないと言い含めて、納得させる必要があった。わたしは、覚のような噓つきの才能には恵まれていないが、窮すれば通ずると言うべきか、翌朝、みんなで瞬を捜しに行こうと約束して、何とか、真理亜を家に帰すことができた。

　一人より、二人の方が心強いことはわかっていた。だが、生きて帰れるという見通しも立たないのに、親友の命まで危うくすることはできない。

　彼女を見送ってから、手早く身支度を調えた。セーターの上に風を通さないジャンパーを着て、バレッタで髪の毛を後ろに束ねる。野外で活動することが多かったため、傷薬や包帯などの救急用品や方位磁石などは常備していた。それらをナップザックに詰め込んで背負ってから、ふと思いついて、瞬に貰ったおまじないを身につけた。

　そっと、窓から屋根へと抜け出る。わたしには、まだ、真理亜のような空中浮遊はできない。口の中で真言マントラを唱えながら、思い切って跳躍する。呪力を発動した瞬間、空気から受ける抵抗が水のように重くなり、身体に急制動がかかった。まるで、夢の中で落下するような感じだった。着地するときに、バランスを崩してたたらを踏み、ひやりとしたが、さいわい足は挫かずにすんだ。

　ぐずぐずしてはいられない。すぐに立ち上がると、足音を忍ばせて家の裏手に回った。わたしの舟をすばやく舫もやい柱ばしらから解き放つと、真っ暗な水路を進む。初めのうちは、極力、音を立てないようにして。家から充分離れたと思ってからは、全速力で航行した。

　間に合うという確証はなかった。それどころか、視界も利かない中で、無茶なスピードを出しているのだから、ちょっとでも呪力による操船を誤れば、何かに激突して沈没する危険性もある。

　それでも、ためらいはなかった。どんなことをしても、瞬を救う。絶対に、間に合う。間に合わせるという一念しか、わたしの頭の中にはなかった。

　暗い水路の上を滑走していると、ふと、不思議な既視感デジヤ・ヴに襲われた。

　夏季キャンプの初日だった。瞬と二人でナイトカヌーに乗ったときのこと。瞬が、波を消し去ったために、川面は、まるで真っ黒な鏡面のように、天上の星を映していた。

　瞬が、ハクレンⅣ号を加速すると、星明かりは無数の断片に砕けて、波間に溶け去った。

　川の流れも、両岸の景色も、ぼんやりとした闇の中に溶け込んで、はっきりとは見えなかった。そうすると、速度の感覚というものがなくなっていく。ちょうど、わたしの舟が今そうであるように。

　わたしは、自分の舟に、あのときのカヌーと同じハクレンⅣ号という名前を付けていた。同じ名前は登録できないので、船体に書き込むこともできなかったが、わたしにとって、ハクレンⅣ号以外の名は考えられなかった。

　常識外れのスピードで来たため、あっという間に、松風の郷に向かう水路の分岐点へと到達した。いったん、舟を止める。昼間、数隻の船が検問していた場所だったが、すでに真夜中に近い時間であるためか、そこにとどまっているのは、一隻だけだった。船上には篝かがり火びが焚かれているが、人影は見えない。

　昼間のように、迂回して陸路を行く暇はなかった。ここを突破するよりないのだ。再び、ゆっくりと進み始める。わたしは、すべての呪力を集中して、波音を消すことに専念した。ハクレンⅣ号は、滑るように明かりの中を進み、進入禁止の綱の下をくぐる。

　今、誰かが船から顔を出せば、万事休すである。向こうから見て、ハクレンⅣ号の姿が完全に闇に没し去っただろうと思えるまで、わたしは、息を詰めていた。

　見張りの船も、たぶん、誰かが禁を犯して松風の郷へ入ろうとすることなど、想定していなかったのだろう。そうでなければ、こうも易々と検問を突破することはできなかったに違いない。

　ハクレンⅣ号は、静かな航行を続け、ほどなく、二本目の境界である八はつ丁ちよう標じめの注連縄が張られている下を通過した。ここには、もはや、監視の船もいなかった。

　月明かりに照らされて、正面に、大きな二本松が見えた。すでに、中心部に近いところへ来ているはずだ。闇を透かして、岸に沿って並ぶ家々の影がわかったが、松風の郷は、すべての明かりが死に絶え、無人地帯と化しているようだった。

　北へと向かう細い水路に入る。

　瞬の居場所が、はっきりわかっているわけではなかった。だが、どちらの方角へ行ったのか、おおよその見当はつく。瞬の家があったのは、松風の郷でも北の外れだった。もし周囲に人のいない場所に小屋を造り、そこに移されたのなら、人家が多い郷の中心部や、別の郷を通ることは避ける可能性が高い。たぶん、まっすぐ北に向かって、八丁標を越えたのではないだろうか。方角は、磁石があれば何とかなる。問題は、そこから、どのくらいの距離があるかだが。

　細い水路は、五百メートルほど行ったところで、行き止まりになった。狭い船着き場は数隻の船でいっぱいだったので、ハクレンⅣ号を澪みお標つくしのような杭にもやって、船づたいに上陸する。途中、一艘の船に、立派な松明たいまつが置いてあるのが目にとまった。わたしたちがいつも使っているような松の丸太ではなく、割れ竹を縛って作った筒に、ボロ布や麦むぎ藁わら、マグネシウムの針金などの燃料が詰め込んである。呪力で発火させると、眩いばかりの炎を上げて燃え、ぱっと視界が開けた。

　松風の郷の地理には不案内だったので、正確な現在位置はわからなかったが、とにかく、北を目指すことにした。

　通りを歩くと、松明に照らし出されたのは、文字通りの廃墟だった。松風の郷の住人が疎開させられてから、まだ、そんなに時間はたっていないはずである。にもかかわらず、路上には木っ端やゴミが散乱し、建物は、どれも朽ちかけているように見えた。

　だが、そんな不気味な町並みでさえ、途切れてしまうと、急に不安に襲われた。

　なまじっか松明の光度が強すぎるために、視界は半径数メートルの球に限られてしまい、野原の中を続く道は、まったく先を見通すことができない。その一方で、眩しい明かりを掲げて歩いてくるわたしの姿は、数キロ先からでも認めることができるだろう。

　危険だという理性の警告と、せっかく手にした明かりを手放したくないという本能的な欲求が、激しい角かく逐ちくを演じる。呪力を使って松明の光を弱めようとしてみたのだが、炎を目いっぱい燃え上がらせたり消したりするのは簡単でも、適度な大きさに保つのは至難の業だということがわかった。

　たまたま足下に落ちていた、枯れた松の枝を拾い上げる。これなら、ずっと小さな光源になるだろう。最初から、こういうものを選べばよかったと後悔しながら、松明を消した。

　一瞬、視界が真っ暗に閉ざされ、闇の中に赤や緑の落書きのような模様が乱舞した。

　それから、松の枝の先端を発火させる。

　目の前に、大きな黒猫がいた。

　それは、大きいなどというものではなかった。真理亜が言ったとおり、体長はライオンほどもある。四肢と首はきわめて長く、頭は比較的小さいが、それでも豹ひようくらいはあり、ぎらぎらと燐りん光こうを放つ双眸は、わたしの目と、さほど変わらない高さにあった。

　黒猫は、甘えるようにごろごろと喉を鳴らしながら近づくと、伸び上がって、わたしの肩に前肢をかけた。

　はっと思ったときには、大きな口で首を咥くわえられていた。

　ぎりぎりと、猫の牙が軋む音がする。まるで催眠術にかかったように頭が真っ白になり、真言マントラを唱えることもできない。

　これが、不浄猫なのか……。恐怖に痺れた脳に走ったのは、そんな思考の断片だった。

　熱い吐息が髪をなぶり、涎がだらだらと首を伝って流れ落ちるのを感じる。猫族特有のアンモニアのような悪臭で、鼻が曲がりそうだった。

　それから、自分がまだ意識を保っていることに気がつく。

　不浄猫の牙は、凄まじい力でわたしの首を締め付けているが、頸動脈は止まっていない。瞬がくれた、猫除けのおまじないだ。分厚い革に金属の輪が嵌った頑丈な首枷が、脳への血流を確保して、意識が落ちるのを防いでくれたのである。

　我に返った瞬間、反射的に、真言マントラをつぶやいた。

　がっちりと首を挟んでいる、不浄猫の顎をこじ開けにかかる。どうやら、いったん咬みつくと、上下の牙か顎関節がロックされる構造になっているらしく、容易に開かないが、際限なく呪力のパワーを高めていくと、とうとう、骨が嫌な音を立てて割れた。不浄猫の下顎は、破壊されて真下に垂れ下がり、わたしの首は自由になった。

　数歩後ずさって、火がついたままの松の枝をかざした。小さな炎に照らされ、恐ろしい不浄猫の顔貌が露わになる。大きな眼球でわたしを睨みつけ、喉の奥から、蛇を思わせる威嚇音を発していた。わたしの首を挟んでいた、太古の剣けん歯し虎このような上顎の牙からは、かなりの量の血が滴り落ちている。

　仁王のように逞しい二本の手を、宙に思い描く。一方の手で不浄猫の首を固定すると、もう一方の手で身体を摑んで、雑巾を絞るように捻った。頸椎が砕ける乾いた音がする。不浄猫は、激しく全身を痙攣させ、完全に動かなくなった。

　わたしは、しばらくの間、座り込んで、荒い息をついていた。涙が流れて、止まらない。首が苦しかったので触れてみると、さしもの頑丈な首くび枷かせも、ひしゃげているようだった。金具が変形して外せないので、呪力で強引に左右に引き裂いて、むしり取る。

　それから、ようやく気力を振り絞って立ち上がり、不浄猫の死骸を確認した。それは、学校伝説で語り継がれていた、ネコダマシの姿そのものだった。体長は、三メートルはあるだろう。虎やライオンと比べると体軀はスリムで、首と四肢が異常に長い。顔つきは、一見すると普通の家猫そっくりなのだが、口ははるかに後方まで裂けている。

　わたしは、大きな弧を描いて口からはみ出している牙に触れてみた。十五センチ以上はあるだろうか。鮫の皮膚のようにざらざらした感触で、断面は楕円形だった。ふだんは、上顎の裏に折りたたんで、隠せるような構造になっているらしい。剣歯虎と異なる点は、下顎にも同様の長い牙が備わっていることである。上下の牙の先端は、尖っていなかった。獲物に突き刺すのではなく、首を挟んで頸動脈を圧迫することにより、獲物を瞬時に失神させ、扼やく殺さつするのだろう。

　そんな殺し方をする理由は、一つしか考えられない。子供を攫さらっていく、ネコダマシの伝説さながらに、現場に血を流さず、犠牲者の遺体を持ち去ることで、殺害の証拠を消すためである。不浄猫は、どう見ても、人殺しのために創られたとしか思えなかった。

　わたしは、道ばたに嘔吐した。これほど大きくて、しかも温血の動物を殺したことに対する生理的な嫌悪感もあった。しかし、それ以上に、この呪われた生き物の存在を知ったことに、衝撃を受けていたのだ。




　一時間ちょっと歩いて、ようやく、瞬の家が埋まっていた擂り鉢状の穴の縁まで来た。急がないと。汗だけではなく、セーターの下を流れ落ちた粘っこい不浄猫の唾液が、胸から下着、靴下にいたるまでぐっしょりと濡らしており、冷たい上に、ひどく気持ちが悪かったが、立ち止まって拭いたりするには時間が惜しかった。

　さっき危うく殺されかけた教訓から、明かりは持たなかった。目が明順応した状態では、光が消えたときに、完全に視力を奪われてしまう。それくらいなら、たとえ不完全にしか見えなくても、暗さに順応していた方がいいからだ。

　磁石を見ながらひたすら北へと向かっていたが、正しい方角へ来ていると確信できたのは、うっすらと月明かりに浮かび上がった蜘蛛の巣を見たときだった。網目模様が歪み、ところどころに、人の顔や文字のような、特徴的な図形が表れている。このときは、まだ知らなかったが、こうした場合、自然界で最も敏感で、最初に偏へん倚いが現れるのは、蜘蛛の巣なのだという。

　さらに、八丁標を越えたあたりから、まわりの木々の変形が顕著になり始めた。まるで、一年中強風に吹かれている地域のように、ほとんどの木が同一方向に捻じ曲げられているのだ。

　少し前から、漠然とした不安や不快感に襲われ始めていた。

　帰りたい。今すぐに、ここから逃げ出したい。それは本能の声だった。たとえ一秒でも、この場所には留まりたくないと思った。

　だが、瞬のことを思って、必死に自分を奮い立たせる。今、引き返すわけにはいかない。彼を救えるのは、自分しかいないのだ。

　とにかく、前に進んだ。奇怪に拗ねじくれた植物も、よく見ると道標の役を果たしている。全体を俯瞰すると、森は、渦巻き状に変形しているような気がした。だとすれば、瞬は、その中心部分にいるのではないか。

　木々は、無数の触手を持つタコの化け物のようなシルエットに変わっている。わたしは、絶えず蠕ぜん動どうし続ける、その触手に差し招かれるようにして、歩を進めた。

　いつしか、まわりには、ミルクのような濃霧が立ちこめていた。今や、いくら目を凝らしても、十センチ先も見通すことができない。耳には、絶えず、ささやき声のような音が聞こえていた。風音や、笑い声のようでもあり、ときどきは、言葉のようにも聞こえるが、意味を取ることはできない。

　五官の受け取る情報すべてが変質し、あやふやになっていくようだった。靴底に伝わってくる大地の感触さえも、妙にふわふわと柔らかく、頼りない。磁石の針すら、いつのまにか、ぐるぐる回るようになっていた。

　やがて、まったく視界が利かなくなり、暗いのか明るいのかすら判断できなくなると、わたしは、完全に見当識を失った。

　ここは、いったい、どこなんだろう。

　激しい頭痛が起きる。まるで、万力で頭を締め付けられているようだった。しだいに、思考すること自体が困難になってきた。わたしは、その場に立ち竦んだ。だが、もはや、身体感覚まで消えかけているようで、立っているのか座っているのかも判然としない。

　ここは、いったい、どこ。

「瞬！　どこにいるの？」

　わたしは、大声で叫んでいた。

　自分の声が耳に届いたときだけ、一瞬、意識がはっきりしたが、すぐにまた朦朧となる。このまま、気が遠くなってしまうのかと思ったとき、声が聞こえた。

「早季！　こんなところで、何をしてるんだ？」

「わからない。いま、どこにいるのかも……」

　次の瞬間、目の前を覆っていた霧が、何かに吸い取られたように消え失せた。足下には、しっかりした大地が復活している。

「瞬！」

　二十メートルほど先に立つ、少年の姿が見えた。なぜか、追つい儺なの儀式で侲しん子しがかぶる、『無垢の面』を着けていたが、聞こえてきたのは、間違いなく、懐かしい瞬の声だった。

「こんなところに来たらだめだ。早く、家に帰れ」

「嫌よ」

　わたしは、首を振る。

「これを、見てごらん」

　瞬が、地面を指さした。最初のうちは、暗くてよくわからなかったが、周囲がぼんやりと発光し始め、無数の虫が蠢いている様が、はっきりと見えるようになった。

　どれも、著しく畸形化していた。大小様々な蛾は、羽が萎縮して網の目状になっていたり、胴体が異常に膨満していたりして、まともに飛ぶことができない。竹馬に乗っているように見えたのは、むやみやたらと肢が長くなったゴミムシだったが、身体の左側の肢が長いために、まっすぐに歩くことができず、大きな円を描いて、ぐるぐると回っている。さらに異様なのは、ムカデだった。頭と尻尾が融合して、完全な輪になってしまっている。無数の歩行肢を動かしながら、ただ無意味に回転することしかできないのだ。

「こんなふうになりたくなかったら、今すぐ帰るんだ」

「嫌」

　わたしは、断固として言った。

「説明して。いったい、何が起きたのか。そうじゃないと、わたしは、ここから動かないから」

「馬鹿なことを言うな！」

　瞬の声が、尖った。

「馬鹿でけっこうよ。わたしは、あなたを助けるために、ここまでやって来たのよ。途中、不浄猫に襲われて、もう少しで殺されそうになったんだから」

　わたしは、声を詰まらせた。

「猫に遭ったのか？」

「うん。瞬に貰ったおまじないのおかげで、助かったわ。でも、たぶん、もう一匹いる」

「そうか……」

　瞬は、深い溜め息をつく。

「わかった。十分だ。十分間だけ、ここにいていい。その間に、できるだけの説明はする。でも、それが過ぎたら、家に帰るんだ」

　ここで押し問答をしていても仕方がないので、わたしは、うなずいた。

　すると、突然、舞台に照明を当てたように周囲が明るくなった。見上げると、空一面に、極光オーロラが現れていた。薄い緑色の光が、巨大なカーテンを思わせるドレープを作っており、その上に、赤やピンク、紫の光が滲んでいる。

「どうして……？　これ、瞬がやってるの？」

　オーロラが、両極の周辺地帯にしか現れないということくらいは、わたしも知っていた。太陽風とかプラズマとかいう話は理解できないが、日本の、それも関東地方でオーロラを発現させるなどという離れ業は、鏑木肆星氏でもできないはずだ。

「……話の途中で不浄猫に襲われるのは、願い下げだな。バンガローに入ろうか」

　瞬は、背後に立っている建物に、顎をしゃくった。この時初めて、そんなものがあることに気がつく。オーロラのおぼろな明かりに照らされた小屋は、全体が、粗悪なレンズを通して見ているように、奇妙に歪んでいた。外から見ても、柱が曲がり、梁が捻れているのがわかるほどだ。しかも、茅葺きの屋根は、茅の一本一本が重力に逆らう意思を持っているかのように逆立ち、怒った山ヤマ荒アラシのような外観を呈していた。

「なんで、この家は、こんな変な具合になってるの？」

「これでも、絶えず、まともな形に修正し続けてるんだ」

　瞬は、いびつな形の戸口から、中に入る。わたしも、後に続いた。

「十分間……それくらいなら、何とか抑えられるだろう」

　床に転がっていた無数のハチ玉が、宙に浮き上がった。たちまち、蜂の巣の中に入ったような騒がしい唸りが、周囲の空間を満たす。

「何、これ？　うるさいわ」

「しかたがないんだ。ちょっとの間だけ、我慢して」

　瞬は、殺風景な部屋を横切り、大きな木のテーブルに向かって座った。四隅が反り返ってひどく凸凹な天板の上には、十数冊の本と大量の紙束が載っている。

「君も、そのあたりにかけたら？」

　わたしに、部屋の反対側にある椅子を勧める。わたしは、首を振って、部屋の中を見回した。本来は堅固なはずの木材や石材が、あらゆる場所で、ぐにゃぐにゃに変形している。見ていると、神経に障るばかりか、現実感まで希薄になっていくようだった。

「何から話したら、いいのかな。……すべての問題は、人間の心から来るんだよ」

　瞬が何を言っているのかわからず、わたしは、眉をひそめた。

「人間の心のうち、意識というのは氷山の一角に過ぎない。水面下にある無意識の方が、はるかに広大なんだ。だから、自分自身の心の動きも、なかなか理解することができない」

「わたしは、心理学の講義を聴きに来たんじゃないわ。知りたいのは、あなたに何が起きたのかよ」

「今、そのことを説明してるんだよ」

　瞬は、くぐもった声で言った。

「ねえ、どうして、そんなお面着けてるの？　取って。何だか、落ち着かないの」

「だめだ」

　瞬は、にべもなかった。

「それより、時間がない。……いいかい。人間は、どうやっても、自分の心を完全に制御することはできない。意識では、完璧にコントロールできてると思っても、無意識下では、思ってもみないことが起きている。それは、呪力において、最も顕著に表れるんだ」

「どういうこと？」

「物理的な行動を起こす場合、心に思い描いたことが実際に起きるまでには、いくつかの段階がある。動機は無意識から発していても、行動に移す前には、意識の領域を通過しなければならないから、理性によってストップをかけたり、修正したりすることができる。だけど、呪力の場合、思ったことが実現するまで、ほとんど同時と言ってもいい。かりに間違っていたとしても、修正する暇がないんだよ」

「でも、わたしたちは、決められた手順に従い、はっきりとしたイメージを頭に思い浮かべてから、呪力を発動してるはずでしょう？」

「そのイメージにも、明確に意識されているものと、無意識の闇に隠れたままのものが、あるんだ」

　部屋に浮いている、無数のハチ玉が唸るオクターブが、少し上がったような気がした。

「言ってることが、わからないわ。心の奥に、自分では気づかないイメージがあったとしても、それが発現するまでには、強い歯止めがあるのよ。真言マントラを唱えなければ、呪力は、発動できないんだから」

「君には、わかってない。暗示や真言マントラを使い、どれほど厳格に管理しようとしたところで、無意識下に開いた出口から、必ず漏出が起きるんだ」

「漏出？」

「ああ。呪力は、常に漏れ出している。僕らは、ある意味では、無意識の命ずるままに、周囲の世界を改変し続けてるんだよ」

「そんな……！」

　わたしは、絶句した。そんな馬鹿なと思うが、すぐには反論が出てこない。

「早季は、いったい、八はつ丁ちよう標じめは何のためにあると思ってた？　外から何かが襲ってきたとき、あの注し連め縄なわが防ぎになると思うか？」

「わからないわ。何を言ってるの？」

　わたしは、頭が混乱していた。

「八丁標は、外敵ではなく、内なる敵に対処するために作られたんだ。この場合の敵は、絶えず漏出している僕らの呪力だ。悪鬼にせよ、業魔にせよ、僕らにとって、恐怖とは、内からやって来るものなんだよ」

　瞬の声は平静だったが、宙に静止して回転していたハチ玉が、ぐらぐらと揺れ始めた。

「もちろん、漏出する呪力は、ごく微弱だから、一朝一夕にどうにかなるものでもない。でも、長期間、お互いの思念に被曝し続ければ、その影響は計り知れないんだ。だから、どうしても、それを外に向けてやる必要がある」

「どうやって？」

「僕らは、幼い頃から繰り返し、外の世界に対する恐怖を、無意識に刷り込まれてきた。巨大な暗黒世界のイメージは、僕らの内にある、もう一つの暗黒の宇宙、無意識と同一化されるようになる。心の中で、無意識を外の世界と直結させることで、漏出する呪力を、八丁標の外へと導くんだ。八丁標は、『穢けがれ』、つまり漏出した呪力を外に放出するための心的装置なんだよ」

　瞬の言っていることは難しくて、わたしには、よく理解できなかった。

「……じゃあ、その、外へと放出された呪力は、どうなるの？」

「たぶん、いろいろな影響を及ぼしてるだろうな。誰も調べた人がいないから、わからないと言うしかないけど」

　瞬が手を広げると、ハチ玉の大群は、部屋の中を、ゆっくりと遊ゆう弋よくし始めた。

「でも、それで謎が解けると思うこともある。たとえば、ミノシロだ。ほんの千年前には、あんな生き物はいなかった。進化の尺度で言えば、千年なんて、昨日みたいなものだよ。ミノシロの祖先は、おそらく、海にいるミノウミウシだろうけど、そんなに短い時間で、どうやって、あんな大きな生き物に進化できたんだろう？」

「わたしたちから漏出した呪力が、ミノシロを作ったっていうの？」

「ミノシロだけじゃない。トラバサミも、たぶん、カヤノスヅクリだってそうだ。僕は、この千年の間に作られた生物図鑑に、一通り目を通してみた。そういう常識外れの進化の加速が始まってるのは、きわめて限られた場所、八丁標の周辺かららしいんだ」

　瞬の言うことは、突飛すぎて、わたしには、にわかに信じられなかった。

「……だけど、漏出した呪力なんて、ばらばらの思念の集まりにすぎないんでしょう？　それが、どうして、ミノシロのような、まとまった一つの形を創り上げるの？」

「人間の集合的無意識には、共通の鋳型から生まれた類型のようなものが、数多く存在している。ユング心理学では、それを元型と呼んでいる。影シヤドーとか、太たい母ぼとか、老賢者とか、トリックスターとかね。世界の神話で、共通したキャラクターがたくさん見られるのも、そういう元型が投影された結果らしいんだ。ミノシロとかカヤノスヅクリが、どんな元型の影響下で生まれたのかは、調べてみれば、興味深いだろうね」

　わたしは、今聞いた話を反芻してみたが、充分理解できたかどうか心許なかった。

「その説が正しいのかどうか、わたしには、わからない。だけど、正直言って、どうでもいいわ。わたしが知りたいのは、あなたの身に何が起きたのかよ」

　瞬は、沈黙した。

「瞬。あなたが……」

　そのとき、部屋の隅から、何かが、よたよたと近づいてきた。それが視界に入っても、すぐには、何だかわからなかった。それから、わたしは、悲鳴を上げた。

「だいじょうぶ。すばるだよ」

　瞬は、すばるの横へ行って、顎の下を撫でてやった。

「どうして？　すばるに、何をしたの？」

「何も……僕は、本当に、何もしたくなかった」

　ハチ玉が、部屋中を狂ったように飛び回り始めたが、瞬が目を上げると、静かになった。

「わかるだろう。これが、僕に起きたことの結果なんだよ」

　すばるの背中は、一面、堅い甲羅と棘状の突起に覆われ、アルマジロの化け物のような外観を呈していた。

「呪力の漏出が、止まらないんだ。それも、どんどん激しく、制御不能になりつつある。無意識の暴走により、呪力の異常漏出が起きて、周囲のものすべてが破壊的な影響を受け、異形化してしまう。これが、橋本・アッペルバウム症候群だ。僕は、業魔になったんだよ」

「そんな……そんなの、噓よ！」

　わたしは、叫んだ。

「残念ながら、本当だ」

　瞬は、棘に触らないように注意しながら、すばるを抱き上げた。

「ここにある本は、全部、第四分類。永遠に葬り去るべき知識とされているものばかりだ。ふだんは、図書館にある秘密の地下室に保管されている。君のお母さんが、特別に貸してくれた」

「お母さんが？」

「業魔化という現象について知識を得るには、ここにある本を読む以外にない。これが、わかっているすべてなんだ」

　煤けた図書の表紙には、第四分類の書籍を示す焼き印があった。第一種の『[image: ]』は、『妖しい言葉』、第二種の『[image: ]』は『災い』を、そして最も危険とされる第三種に属する『殃』は、『神の災い。とがめ。それにより、死に至るべきもの』を意味している。

「これらの本を貸してもらう交換条件として、僕は、自分自身の記録を付け続けている。やがては、一番新しい症例として、僕の名前もここに加わることになるんだろうな」

「そんなこと、言わないで！　それより、治療法は？　どうすれば、瞬は治るの？」

「治療法は、今のところないんだよ」

　瞬は、すばるを降ろした。すばるは、今度は、よたよたと、わたしの方に近づいてくる。

「橋本・アッペルバウム症候群は、当初は、統合失調症との関連が疑われてたらしいが、今では否定されている。脳の中で起きていることは、どちらかというと、パニック障害に近いらしいんだ」

　瞬の口調は、他人事のように淡々としていた。

「現実が、確固として不動のものだったら、妄想や恐怖症を治療することも可能だろう。でも、その不安定な心の動きに従って、現実の方がどんどん変化してしまうんじゃ、もう、どうしようもないだろう？　妄想と現実との間に、いわば負のフィードバック、悪循環が起きるんだよ。しかも、それがすべて、無意識のレベルで起きていることだから、対処のしようがない」

「あなたの呪力を、封印することはできないの？」

「封印というのは、意識的に呪力を使うのを妨げるだけで、無意識下の穴を塞ぐ効力はないらしいんだ。それでも、心理的な枷を付けることで、何とか呪力の漏出を減らせないか、無む瞋しん上しよう人にんに施術してもらったんだけどね。結果は、無効だった。僕の呪力は、何というか、蓋が壊れたような状態で、封印することもできないと言うんだよ」

　わたしは、愕然とした。

「じゃあ、もしかしたら……わたしが、間違ったやり方で、瞬の呪力を復活させたから、二度と封印ができなくなっちゃったの？」

　あのときの瞬は、覚とは違って、意識レベルは低下しておらず、催眠術にかかることを自覚していた。しかも、真言マントラは、すでに思い出していたのだ。そうした状況下で無理やり封印を解くことで、彼の心に埋め込まれていた暗ア示ンのカ錨ーは、消滅してしまったのかもしれない。

「いや。今も言ったように、もともと、封印には、たいした効力は期待できないんだよ。早季。君のせいじゃない」

　涙が、溢れてきた。わたしには、ただ、足下に来たすばるの顎の下を、撫でてやることしかできなかった。

「そろそろ、十分たつ。もう、帰った方がいい」

　わたしは、泣きながら首を振った。

「ごく短時間であれば、異常漏出を抑えられることがわかった。何か、単純だけど集中力を要する課題に、ありったけの呪力を振り向けてやればいい。その間は、ほとんど異状は起きないんだ。僕は今、七百個のハチ玉を操ることで、君に影響が及ぶことを防いでる。ただし、これを続けられるのは、十分か、せいぜい、十五分だ。疲れて集中力が鈍ると、いつ暴走が始まるかわからない……」

「嫌！　わたしは、帰らない！　瞬と一緒にいる」

「早季。僕は、この病気のために、両親を死なせてしまった」

　瞬の言葉は、わたしの胸を貫いた。

「両親は、何とかして、僕を助けようとした。でも、どうすることもできなかった。僕は、意思の力で、何とか呪力が暴走するのを抑えようとしたけど、それは、最悪の方法だった。結局は、かえって反動を強くしてしまったんだよ」

「瞬……」

「家鳴りがしたかと思うと、大地が突然、液状化して、家ごと呑み込んでしまったんだ。僕が助かったのは、たぶん、両親のどちらかが、とっさに呪力を使って家から放り出してくれたからだ」

　瞬は、仮面の奥で嗚咽した。

「だから、帰ってくれ。頼む。もう、これ以上、僕のために、愛する人が死ぬのは見たくないんだ」

　わたしは、ゆっくりと立ち上がった。絶望と無力感が、わたしを押しつぶしていた。

　わたしには、瞬は、救えない。

　わたしには、何もできない。

　わたしは……。

　ドアを開けて、瞬の方を振り返った。

「瞬。わたしに何か、して欲しいことはない？」

　瞬は、首を振る。

　ふいに、巨大な生き物が、わたしの脇を擦り抜け、小屋に入ってきた。

　グレイの虎とら斑ふ模様の不浄猫。あの黒猫より、さらに一回り大きかった。わたしには目もくれず、ごろごろと喉を鳴らしながら、まっすぐ瞬に向かっていく。

　鋭い眼光で、相手が動けないように射すくめながら、その一方で、まったく敵意がないことを示すように喉を鳴らして、ゆったりとした歩調で近づく。同時に、相反する二つのメッセージを受け取った人間は、とっさにどう行動していいかわからなくなるのだ。これは、不浄猫が人を狩る際に用いる、二重拘束ダブルバインドというテクニックだった。

　虚を衝かれたものの、一度経験済みだったわたしは、我に返るのも早かった。すばやく真言マントラを唱える。

「早季。やめろ！」

　瞬の声が響いた。

「もう、いいんだ……」

　瞬の言葉に、わたしは立ち竦んだ。どうすればいいのか。何もせず、瞬が殺されるのを傍観するなんてできない。だが……。

　体長三・五メートルはある不浄猫は、まるで瞬にキスをするように伸び上がり、大きな口を開ける。わたしは、呪力を発動しようとした。

　その瞬間だった。だしぬけに、恐ろしい咆ほう吼こうを上げながら、すばるが突進してきたのである。

　不浄猫は、すばるを一瞥すると、右の前肢で、すばやい一撃を見舞った。剃刀のように鋭い爪が、すばるの背中を引き裂き、血飛沫が上がる。しかし、固い甲羅と棘に覆われていたためか、致命傷には至らない。それどころか、すばるの勢いはまったく衰えなかった。不浄猫の喉笛めがけて一直線に飛びかかる。不浄猫は、巨大な体軀に似合わない敏捷さで身をかわそうとしたが、すばるは、自分の十倍以上もある猫の前肢に喰らいついた。

　わたしには、今も、よくわからない。ブルドッグは、長い間品種改良を重ねることで、凶暴な性格は一掃されたはずではないのか。現に、すばるは、わたしの知るかぎり、他の犬に吠えられても、いや、嚙み付かれたときでさえ、我関せずという態度を保っていた。不機嫌だったことすらないと言っても、過言ではない。

　にもかかわらず、あのとき、すばるの中で、いったい何が起きたのだろう。なぜ、突如として、先祖の専売特許だった血ち腥なまぐさい闘争本能が蘇ったのか。

　戦えば確実に殺されるとわかっている相手に、猛然と襲いかかっていく姿は、自分よりはるかに強大な牛や熊に立ち向かったという、伝説の、最強の闘犬そのものだった。

　すばるは、強靱な顎を食いしばって左右に振り立てる。上を向いた鼻は、どんなに深く相手の身体に牙を埋めても、呼吸が困難になることはない。

　不浄猫は、苦痛の叫びを上げた。だが、人を獲物とするように作られた猫は、狡猾さも並外れていた。咬みつかれた前肢ともう一方の前肢を使って、すばるを回転させ、巧みに裏返しにする。

「やめて！」

　わたしが悲鳴を上げたとき、不浄猫のナイフのような爪は、すばるの柔らかい腹部を、大きく切り裂いていた。

　続いて起こった一連の出来事は、とても現実のものとは思えなかった。

　不浄猫が、ムササビのように四肢を広げた形で、天井近くまで浮き上がった。十八本の爪を剝き出し、二十センチはある上下四本の牙を蠢かしながら、激しい威嚇音を発しているが、身体は十字架にかけられたように硬直している。

　その周囲に、きらきらと煌めく無数の結晶クリスタルのようなものが現れた。結晶は、不浄猫に付着し、みるみる全身を覆い尽くしていく。

　さらに結晶同士が融合することで、全体が宝石のような半透明に変わり、目も綾な光を放ち始めた。

　そして、突然、不浄猫の姿は宙に消滅した。

　ふいに生まれた真空に、周囲から空気が流れ込み、小さな渦を巻く。

　瞬は、いったい、何をしたのだろう。不浄猫は、まるで異次元の彼方へ弾き飛ばされたとしか思えなかった。

　手を触れずに物体を動かせる呪力は、ある意味、物理法則を超越しているかもしれない。しかし、通常、頭にイメージできない現象を発現させることはできない。

　業魔と化した瞬は、無意識の扉を開くことによって、短時間とはいえ、どんな達人をも凌駕する能力を身につけていたのかもしれない。

　気がつくと、瞬は、愛犬の亡なき骸がらの前に跪ひざまずいていた。

「可哀想に……」

　すばるは、すでに息をしていなかった。床一面には、大量の温かい血液が溢れている。不浄猫の爪は、ブルドッグの腹部から心臓までを、一気に抉えぐっていたのだった。

「瞬」

　わたしは、彼の隣にしゃがんだ。

「すばるは、僕を助けようとしたんだ。そんなことをしても、何にもならないのに」

　瞬は、小さな声で言った。

「何度も、置いてこようとしたんだ。でも、どうしても、ついてくる。……いや、本当は、僕の方が寂しかったのかもしれない。すばるがいなくなったら、独りぼっちになっちゃうから」

　瞬は、すばるの顎の下を撫でた。

「もっと早く、決着を付けるべきだった。僕が、ずるずると引き延ばしたから、すばるを、こんな目に遭わせちゃった」

「瞬のせいじゃないわ」

　わたしには、そう言うのが精一杯だった。

「あの猫だって、別に、悪くなかったんだ。ただ、命令通り、僕の始末を付けに来ただけなんだから。……僕が、やるべきことを決断するタイミングが、少しずつ遅かった」

　瞬は、壁際にある戸棚を指さした。

「あの中に、たくさんの錠剤が入った瓶がある。ここへ来る直前に貰ったんだ。中身は、いろんな種類の毒の詰め合わせだよ。ひどい餞せん別べつだと思わないか？」

　それでは、大人たちは、瞬に対し、自ら命を絶つよう仕向けていたのか。そう思っても、今さら、何の感情も湧いてこなかった。あまりにもショックなことが矢継ぎ早に起こったために、感受性が鈍どん麻ましていたのかもしれない。

「そんなの、のまなくてよかったわ。捨てちゃえばいいのに」

「のんだんだよ」

「えっ？」

「だけど、効かなかった。決心するのが、遅すぎたんだ。分子性の毒は、簡単に変性してしまうらしいね。でも、砒ひ素そまで無効になってたのには驚いたよ。僕の影シヤドーか、死にたくないという無意識が、元素まで変換してしまったのかもしれない」

　わたしは、黙って、瞬の手に自分の手を重ねた。

「……来るみたいだな」

　瞬が、ぽつりという。

「来るって、何が？」

「早季。早く、ここを出るんだ！」

　瞬は、わたしの手を引っ張って立たせた。

　どすんという、大きな家鳴りがした。いつのまにか床に転がっていたハチ玉が、振動で飛び上がって、ぱらぱらと落ちる。

「あのときと、同じだ。僕の家が大地に呑み込まれた……。笑っちゃうだろう？　あんまり、祝しゆく霊れいにそっくりだから。こっちは、祝福を与えてくれるどころか、死の使いだけどね」

　瞬は、わたしの背中を押した。

「さあ、早く！」

　わたしは、抵抗しようとしたが、瞬は、有無を言わせなかった。

「今度こそ、終わりにするよ。もう、たくさんだ」

　目の前で、堅いはずの土壁が、ぐにゃぐにゃに歪み、震え始めた。気泡のようなものが、次々に現れては消える。見ているだけで、発狂しそうな光景だった。再び、激しい頭痛が起き始める。

「早季」

　瞬が、わたしを戸口から押し出して、静かな声で言った。彼の被っている無垢の面は、熱もないのに、ぐずぐずに溶け始めている。

「ずっと、好きだった」

「どうして、今、そんなことを言うの？　瞬！　わたしは……」

「さようなら」

　次の瞬間、わたしの身体は、地上数百メートルの高さにあった。眼下に、月明かりに照らされた瞬のバンガローが見える。

　見渡すかぎりの地面が、擂り鉢状にくぼんだ。

　バンガローがあった場所に向かって、周囲から、山津波のように土砂が押し寄せてくる。低周波のような地鳴りに、木々が根こそぎになり、へし折れる音が混じった。

　世界の終末のような恐ろしい景色は、どんどん、前方へと遠ざかっていく。わたしは、自分の身体が、大きな放物線を描いて、後ろ向きに飛んでいることに気がついた。激しい風を受けて、着ていたジャンパーがぶるぶると震えている。バレッタが吹っ飛んで、髪が夜空にたなびいた。

　このまま、どこかに叩きつけられて死ぬのも、悪くないかもしれない。

　そんな思いに駆られ、わたしは、目を瞑つむった。

　だが、すぐにまた、目を開けた。

　瞬は、最後の力を使って、わたしを助けてくれた。

　わたしは、生きなければならない。

　正面に向き直り、激しい風を顔に受けたが、もう、目は閉じなかった。涙が、後方へと吹き飛ばされていく。

　着地点は、開けた草原になりそうだった。瞬は、わたしを放り投げるときに、そこまで狙ったのだろうか。

　ゆっくりと、地面が目の前に迫ってくる。

　まだ、長い夢を見ている途中であるかのように、ゆっくりと。





Ⅳ　冬の遠雷
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　喧噪が、わたしを包む。椅子を引く鈍い響き。木の床の上を歩くリズム。生徒たちが跳ね回り、駆け出す振動。教室の中央に置かれたストーブの上で、やかんが、シューシューと音を立て、蒸気を上げている。

　奇妙な抑揚の話し声。笑いさざめき。まるで水中で聞いているようなくぐもった会話。誰が発しているのかわからない、低いつぶやき。

　一人一人の言葉には、相手に伝えたい意味があるはずだ。だが、大勢の声が合わさると、言葉は渾然と溶け合い、ただ無意味に空間を満たすだけの蜂の唸りに変わってしまう。

　ここにいる全員の思いが、声になって聞こえたとしても、もしかすると、同じことかもしれない。一人一人の思いには、はっきりした意味があっても、すべてが合わさると方向性を失い、混沌とした雑音でしかなくなる。それらは、漏出した呪力のように。

　何の脈絡もなく頭に浮かんだ言葉に、わたしは、戸惑った。漏出した……。いったい、何のことだろう。

『早さ季き。何、ぼんやりしてるの？』

　ノートの上に、太い文字が浮き上がった。『何』の中にある口が漫画の目に変わって、ウィンクし、『の』の字がにやりと笑う。振り返ると、真ま理り亜あが、少し気遣わしげな目でわたしを見ていた。

「ちょっと、考えごとしてただけ」

「当ててみようか。良りようのことでしょう？」

「良？」

　わたしは、眉をしかめた。思ってもみなかったからだが、真理亜は、別な意味に取ったようだった。

「隠さなくてもいいって。選んでくれるかどうか、心配なんでしょう？　だいじょうぶ。良は、絶対、早季のこと好きだから」

　稲葉良。幼馴染みの、元気で活発な男の子。いつも、みんなの中心にいて、引っ張っていくリーダーシップの持ち主。だが……ふいに、違和感に襲われる。どうして、彼なのだろうか。

「良は、二班じゃない。どうして、わたしを選ぶの？」

「何言ってるのよ？　今さら」

　真理亜は、噴き出した。

「そんなの、一番初めだけでしょう？　一班に入ってから、ずっと、わたしたちと一緒に行動してたじゃない」

　そうだった。良は、途中から、わたしたちの班に編入されたのである。それというのも、二班には六人いたのに、わたしたち一班は、最初から、四人しかいなかったからだ。

　でも、そもそも、なぜ人数が少なかったのだろうか……。

「早季。どうしたの？　ちょっと変よ」

　真理亜が、熱を測ろうとするように、わたしの額に手を当てた。黙って、されるままになっていると、隙を突いて、いきなり唇を合わせる。

「もう、やめてよ」

　わたしは、あわてて顔をそむけた。誰もこちらを注視している子はいなかったが、妙に気恥ずかしかったのだ。

「ほーら、もう元気になった」

　真理亜は、あっけらかんと言う。

「別に、こんなこと、して欲しかったわけじゃない」

「して欲しい人は、今は、別にいるもんね」

「全然、そんなこと思ってないって！」

「君たち、いつも仲がいいね」

　真理亜の後ろから顔を出した少年は、当の良だった。思わず、顔が赤くなるのを感じる。それを真理亜に誤解されるのではないかと思うと、ますます、頭に血液が上った。

「わたしたち、愛し合ってるのよ。妬ける？」

　真理亜が、座ったままのわたしを、胸元に引き寄せて言う。

「正直言うと、ちょっとね」

「どっちに？」

「両方かな」

「噓つき」

　良は、簡単に言えば、明るく、背が高く、誰からも好かれ、一目置かれる存在だった。

　だが、その反面、物事を深く考えるタイプではない。けっして頭が悪いわけではないが、何事に対しても表面的な反応しか示さないところが、少し物足りなかった。呪力についても、特に抜きん出ているわけではないし……。

　また、違和感がつのってくる。わたしは、いったい、良を誰と比べているのだろう。

「早季。午後の授業が始まるまで、ちょっと、話をしない？」

　良が、わたしを誘った。

「ふーん。邪魔者は消えるから、お幸せにね」

　真理亜は、浮き上がると、空中でピルエットをするように方向を転換した。赤い髪が、ふわりとなびく。

「守が、ずっと君の方ばっかり見てたよ」

　良が、真理亜の後ろ姿に声をかけた。

「事前の人気投票で、真理亜が圧倒的な一位だとわかってからは、気が気じゃないみたいだね」

「うふふ。もてすぎるのも、罪なものね」

　真理亜が、気まぐれなトンボのように飛んでいってしまうと、良は、わたしの方に向き直る。

「ここは騒がしいから、外へ行かないか？」

「いいけど」

　断る理由もなかった。良が先に立ち、わたしは後に続いて、教室を出た。だが、廊下の突き当たりを左に曲がりそうになったので、どきりとする。

「待って。そっちは、行きたくない」

「どうして？」

　良は、振り返って、不思議そうな顔をした。

「それは……そっちに行って、どうするの？」

　わたし自身、どうしてそちらに行きたくないのか、よくわからなかった。

「こっちは、誰も来ないから、落ち着いて話ができると思って。ほら、この先にあるのは、中庭への入り口だけだから」

　そうだ。中庭……。わたしは、中庭に近づくのが嫌だったのだ。なぜ、中庭をこれほど忌み嫌うのかは、自分でもよくわからなかったが。

「それより、外へ出ない？　天気がいいから、気持ちいいわ」

「そう？　わかった」

　わたしたちは、廊下を右に曲がり、校庭に出た。たしかに天気はよかったのだが、冬の日差しは鈍く、空気は肌寒い。良も、肩をすくめて腕をさすっていた。わたしのことを、よほどの酔狂か、寒さ知らずの女だと思ったに違いない。

「当番委員のことなんだけど、僕は、早季を指名するからね」

　良は、単刀直入に言った。

「ありがとう」

　どう答えていいかわからず、わたしは、無難にお礼を言う。

「それだけ？」

　良は、がっかりしたようだった。

「それだけって言うと？」

「早季の方は、どうなの？　僕を指名してくれるのかどうか、聞きたいんだけど」

　良は、あくまでも正攻法で押してくる。

「わたしは……」

　この冬、全人学級の生徒は、全員、二人一組の当番委員に振り分けられることになっていた。原則的には男女のペアだが、生徒全員の数が奇数だったり、男女いずれかが多い場合に限っては、変則的に三人一組になったり、同性のペアができることもあった。

　当番委員は、建前の上では、日直や種々の行事の準備作業を行う役割にすぎなかったが、何しろ、男女お互いの指名が一致したペアから、順に成立していくのである。生徒たちの意識では、これは愛を告白するための公式行事に他ならなかった。

　わたしたちが、当時、学校に恋愛まで管理されていたのは、まぎれもない事実だろう。それは『当番』という言葉にも表れていたような気がする。順繰りに仕事を担うという、普通の言葉ではあるが、漢和辞典を調べてみると、『番』には『つがい』という意味があるのだ。倫理委員会や教育委員会の、漢字に対する強迫観念じみたこだわりを考えると、あながち、うがちすぎでもないかもしれない。

「ごめんなさい。まだ、決めてないの」

　相手がストレートに来るので、わたしも、正直に答える。

「決めてない？　ほかに、意中の人がいるの？」

　良は、心配そうな声になる。

「うーん。特に、いないけど……」

　なぜか、覚さとるの顔が浮かんだが、すぐに打ち消す。気のおけない友達ではあっても、恋愛対象とは思えない。

「良は、どうして、わたしなの？」

「そんなの、決まってるじゃないか」

　良は、自信たっぷりに言う。

「今まで、ずっと、早季を見てきて、君しかいないって思ったからさ」

「ずっとって？　いつから、そう思うようになったの？」

「いつからだろう？　そういうのって、はっきり、いつからって決められないだろう？　でも、強いて言えば……そうだなあ」

　良は、急に、あやふやな表情になった。

「わからないけど、やっぱり、夏季キャンプに一緒に行ってからかな」

　わたしの頭の中には、二年前の満天の星空が蘇った。

「夏季キャンプの中で、何が一番思い出に残ってる？」

「それは……全部だよ。一緒に、カヌーを漕いだし。ほら、君が景色に見とれて川に落ちそうになって、僕がとっさに手を摑んで止めたことがあったじゃないか？　あのときは、本当にひやりとしたよ」

　わたしは、眉をひそめた。そんなことが、あっただろうか。それに、夏季キャンプでは、命がけの冒険をしたが、その間、わたしたちは、ほとんど離ればなれになっていた。二人の思い出と言ったら、最初の晩か、それとも、再会したときのことを思い出すのが普通ではないか。

「ナイトカヌーのことは？」

「ナイトカヌー？」

　どうも、ぴんと来ていないようだ。

「そうだな。楽しかったよ」

　楽しかった……。あの晩の大切な思い出を、そんなに薄っぺらい一言で片付けて欲しくなかった。

　わたしたちが教室に戻るとき、覚とすれ違った。覚は、複雑な目で、こちらを見ている。彼の視線の先にいるのは、わたしではなかった。それも不思議な話ではない。一時期だが、覚は、良と恋愛関係にあったのだから。

　だが、覚の目に浮かんでいるものを見たとき、わたしは、ぞくりとした。そこにあったのは、嫉妬や愛のからんだ感情ではなかった。純粋な不可解さとでも形容すべきだろうか。人が、まったく理解できない存在を見るときの目だったのだ。




　その晩、わたしが見た夢は、混沌として、とりとめのないものが多かった。その大半は、目覚めた時点で、すでに思い出せなかったが、最後の場面だけは、強烈に心に焼き付いていた。

　わたしは、薄暗く、がらんとした場所に佇んでいた。手には花束を持っている。そこが、学校の中庭であることに気がつく。なぜか、見渡すかぎり、無数の墓標が立てられていた。わたしは、一生懸命に目を凝らすのだが、薄暗い闇に阻まれて、どうしても、刻まれている文字を読み解くことができない。

　わたしは、一番手前にある墓標に、花束を捧げた。まだ真新しいのに、すでに石が風化して、大地の中に溶け去ろうとしている。文字も、とうてい読み取れないくらい崩れてしまっていた。

　その様子を見ていると、胸にぽっかりと穴が開いたような寂しさが迫ってきた。

「僕のことは、もう忘れてしまったの？」

　誰かが、わたしに話しかけてくる。男の子の声だ。ひどく懐かしい声だったが、誰なのかはわからない。

「ごめんなさい。どうしても、思い出せないの」

「そうか……。それなら、しかたがないね」

　わたしは、声のした方へと振り向いたが、誰の姿も見えなかった。

「どこにいるの？　顔を見せて」

「僕には、顔がないんだ」

　静かにそう告げられて、わたしは、限りない悲しみを覚えた。そうか……彼には、もう、顔がないんだ。

「でも、僕の顔なら、君は、よく知ってるはずだよ」

「わからない。思い出せないの」

「それは、君のせいじゃない」

　声は、優しく言う。

「誰かが、僕を葬った後で、墓標の文字を削り取ったからなんだよ」

「誰が？　どうして、そんなことをするの？」

「あっちを見てごらん。みんな、そうなんだ」

　そこには、たくさんのカードを積み重ねたような、奇妙な形の墓標があった。きわめて不安定な形で、すでに大部分が崩壊しているため、こちらも名前の部分は見えない。

「それから、その後ろも」

　さらに奥には、ひっそりと目立たない墓石があった。ここには、最初から名前はない。その代わりに嵌はめ込まれていたのは、丸い円盤のような物体だった。近づいてよく見ると、それは鏡だった。今にもそこに、自分の顔が映し出されるのではないか。わたしは、足が竦すくむような恐怖を感じていた。

「だいじょうぶだよ」

　背後から、顔のない少年が言う。

「怖くなんかないから。それは、君のお墓じゃないんだよ」

「じゃあ、誰の？」

「いいから、よく見てごらん。そうすればわかるから」

　わたしは、近づいて、鏡を覗き込んだ。

　光が、わたしの目を照らす。

　眩しさに、思わず手を挙げて顔を覆う。それから、わたしは、ゆっくりと瞼を開いた。




　窓にあるカーテンの隙間から、朝の光が射し込んできていた。

　小さく伸びをして、立ち上がる。カーテンを開き、窓の外を眺めた。東から低い角度で朝日がぶつかり、窓ガラスを黄色く染めていた。フクラスズメが三羽、少し離れたところにある木の枝から枝へと、活発に飛び回っている。

　いつもと変わることのない、朝の景色だった。わたしは、目を擦こすった。自分が、夢の中で泣いていたのがわかった。

　両親に気づかれないように、洗面所に行って、顔を洗う。

　柱時計を見ると、まだ、七時前だった。

　ずっと、今見たばかりの夢のことを考えていた。あの声の持ち主は、いったい、誰だったのだろう。あの声を聞くと、どうして、あんなにも懐かしく、悲しい気分になるのか。

　それから、ふいに、気がついた。墓標に嵌はめ込まれていたあの鏡だ。あれは、たしかに見たことがある。夢の象徴などではなく、実在する鏡なのだ。

　急に、胸がどきどきし始めた。見たのは、ずっと幼い頃だ。場所は、どこだっただろう。その時分に、そんなに遠出したはずがない。家の近所……。いや、家の中か。大きな箱の中に、たくさんのがらくたが詰まっていた。それが、まるで宝物のように思えて、日がな一日眺めていても、飽きなかった。

　そうだ。蔵の中だ。

　わたしの家のすぐ隣には、大きな蔵が建っていた。上半分は白壁で下半分は海鼠ナマコ壁になっており、中は驚くほど広かった。昔はよく、こっそり中に入って遊んだものである。

　わたしは、寝間着の上に綿入れの半はん纏てんを着込むと、そっと階段を下りて、玄関から外へ出た。冬の朝の冷たく乾燥した空気は、洗ったばかりの顔には、ぴりぴりするほど刺激的だったが、肺胞いっぱいに吸い込むと、気持ちまで洗い清められるような感じがする。

　蔵の位置は覚えていたので、大きな扉は、難なく開けることができた。

　扉を閉じても、虫むし籠こ窓まどから差し込んでくる明かりで、なんとか見通しは利いた。手前は八畳ほどの吹き抜けの部屋になっていて、その奥には、ぎっしりと棚が設えられた保管庫の上に、二階へ続く階段があった。

　わたしは、おぼろげな記憶を頼りに、二階に上がった。そこにも、壁一面に棚があり、長持ちが積み重ねてあった。

　おそらくは、一個が百キロ以上ある長持ちを、呪力で下ろし、順番に蓋を開けていく。

　五番目の長持ちの中に、それはあった。

　わたしは、直径が三十センチほどの丸い鏡を取り上げた。ガラスの裏側に銀を塗布したふつうの鏡とは違い、ずっしりと重く、指先の温度を急速に奪っていく。どうやら、青銅鏡らしい。夢に現れた鏡は、あきらかに、これだった。

　それだけではない。徐々に、記憶が蘇ってきた。たしかに、以前、この鏡を見ている。それも、たぶん、一度ではないはずだ。青銅鏡の鏡面部分を、仔細に調べてみる。長い間放置されていた青銅鏡であれば、表面に錆が発生しているはずだし、ひどい場合は緑ろく青しようを吹いているだろう。だが、この鏡は、うっすらと曇っているだけだった。

　わたしが、最後にこの鏡を見たのは、せいぜいここ五年以内のことだろう。きっとそのとき、鏡面を磨いているに違いない。

　長持ちを、元あったとおりに棚に収めると、わたしは、鏡だけを持って蔵を出た。

　両親にだけは、絶対に見られたくなかったので、家の裏手に回ってハクレンⅣ号に乗り、水路を進む。早朝にもかかわらず、もう数隻の船とすれ違った。水面を渡ってくる風は、冷たい。できるだけ目立たないように気をつけながら、交通量の少ない水路を選び、誰もいない船着き場に出た。

　青銅鏡と一緒に入っていた布で、そっと鏡面を擦こすって、曇りを取り去るように努める。やってみると、手作業では思ったより大変なことがわかった。そこで今度は、手の動きに呪力を加えてみる。表面の汚れが落ちた様子をイメージしてやると、みるみる青銅鏡は、ピンクに近い金色の光沢を取り戻した。

　それが魔鏡であることは、見つけたときから、見当がついていた。

　魔鏡というのは、太古から存在する技法によって作られた鏡の一種である。肉眼で鏡面を見ても、何の模様も見えないが、太陽光を当てたときにだけ、反射像の中に絵や文字が浮かび上がるのだ。鏡面にあるミクロン単位の凹凸によって、平行な光が散乱する現象を利用したものだが、蠟ろう燭そくや篝かがり火び、燐光灯などではだめで、太陽光のときに限り、光の輪の中に絵が浮かぶというのがミソだった。

　古代には、青銅鏡を薄く研磨し、裏側から凹凸を付けた図形を押しつけながら、さらに磨き上げることによって、鏡面にその模様を転写していたらしいが、全人学級の初級課程では、微妙なタッチを体得するための、呪力の教材として使用されていた。わたし自身、授業で一回だけ作った記憶がある。『早季』という文字をアラベスク文様で囲んだのだが、我ながら、なかなか見事な出来だったと思う。

　わたしは、魔鏡で太陽光を捉え、船着き場の奥にある建物の壁に反射像を映し出した。

　円形の光の中央に浮かんだのは、文字というには拙すぎる、いびつな図形である。

　しかし、それでも、はっきり『[image: ]』と読み取ることはできた。




　教室に入ると、良は、いつものように友達に囲まれて談笑していた。そのほとんどは、二班の子たちである。

「やあ。今日は、よろしく」

　わたしを見て、自信満々の笑みを浮かべる。

「ちょっと、話があるんだけど」

「いいよ。どこかへ行く？」

「どこでも。すぐにすむ話だから」

　わたしは、先に立って教室を出た。良は、見送る仲間たちの視線を意識しているように、悠揚迫らざる態度で続く。わたしは、中庭へ向かう廊下の途中で立ち止まった。

「あなたに、いくつか訊きたいことがあるの」

「いいよ。何でも訊いてみて」

　良は、あいかわらず、余裕たっぷりだった。

「二人で、ナイトカヌーをしたときのことなんだけど」

「何だ、またその話か」

　良は、苦笑したが、どこか目が泳いでいた。

「あなたは、わたしに、ナイトカヌーには鉄則があるって教えてくれたわ。それが何だったか、覚えてる？」




『しばらく、焚き火の方を見ちゃだめだよ』

　顔のない少年の言葉が、わたしの脳裏に蘇った。

『どうして？』

『ナイトカヌーの鉄則は、乗り込む前に、しっかり目を暗順応させておくことなんだ。そうでないと、しばらくは何も見えないからね』




「そんな前のこと、よく覚えてないな……。何だろう。岩にぶつからないよう気をつけることだったかな？」

「いいわ。じゃあ、もっと最近の話よ。どうして、覚と別れたの？」

　良は、完全に固まってしまった。

「そんなことは……もう、どうでもいいじゃないか」

「あんなに、仲がよかったのに。わたしなんか、嫉妬するほどだったわ」

「そうだったかな」

　良は、むしろ不快そうな口振りで言った。

「じゃあ、最後の質問。また、夏季キャンプのことに戻るけど」

「いいよ。もう、何でも」

　良は、投げやりに答えた。

「離塵師のこと。どうして死んだか、覚えてる？」

「リジンシって何？　……死んだ？　それ、何の話？」

「もういいわ」

　わたしは、当惑した様子の良を遮った。

「やっぱり、あなたじゃなかったのね」

「どういうこと？」

「わたし、当番委員の紙に、あなたの名前は書かないわ」

　良は、しばらくの間、信じられないといった顔で、わたしを凝視していた。

「そんな……どうして？」

「本当に、ごめんなさい。でも、先に断っとくのが礼儀だと思うから」

　わたしは、啞然としている良を置いて、教室に戻った。入り口のところに、覚が立っていた。

「早季は、あいつの名前を書くつもりなのか？」

　仏頂面で訊いてくる。

「書くわけないじゃない」

「え？　それ、どういうこと？」

　わたしは、あらためて、覚をまじまじと見た。

「ねえ、覚こそ、どうして、良のことを好きになったの？」

「どうしてって……」

　覚は、ひどく戸惑った顔になった。

「何でだろう。今になってみると、よくわからないな」

「そうか、やっぱりね。悪い子じゃないんだけど、ミスキャストだったんだ」

「え？」

「絶対、彼じゃなかったわ。わたしたちが、二人とも好きになった人は」

　その言葉の意味が、覚の意識に浸透するまでには、しばらく時間が必要だった。やがて、覚の頰にかすかな赤味がさす。あいかわらず無言のままだったが、瞳には、いつのまにか強い光が戻ってきていた。




　当番委員は、第一回目の開票で、ほとんどの組み合わせが決まってしまう。駄目元で、高嶺の花の名前を書き込む子もいるにはいるが、たいていの場合は、事前の談合によって合意が形成されているからだ。

　わたしと覚のペアが成立したとき、良は、こちらを見ようともしなかった。その直後に、良も、きっちり二班の女の子とペアを成立させたのは、さすがというべきかもしれない。

　クラス中の注目の的だったのは、真理亜の選択だったが、こちらは、あっさり守を選ぶことで決着した。真理亜に対する、これまでの守の献身ぶりを見れば、当然のご褒美だったかもしれない。

「どういうこと？　良じゃなかったって」

　わたしたちは、放課後、ひと気のない水路の脇に、四人で集まっていた。四人が二組のペアになったことのお祝いをしようと真理亜が言い出し、その打ち合わせのためだったが、そこで、わたしと覚は、真理亜たちにも真実を打ち明けることにしたのである。真理亜は、半信半疑と言うより、ほとんど、わたしの正気を疑っているような目だった。

「だから、違うのよ。わたしたちは、五人で夏季キャンプに行ったけど、そこには、良は入ってなかったんだって」

「そんなわけないわ。覚えてるもの。一番最初にカヤノスヅクリの巣を見つけたのだって、良だったじゃない」

　本当は、わたしだったのだが、そんな些末な部分で争っている場合ではない。

「あれは、良なんかじゃなかったのよ」

「じゃあ、誰？」

「わからない。どうしても、名前が出てこないの」

「どんな子？　顔は？」

「顔も思い出せない」

　僕には顔がないんだ、という夢の中で聞いた言葉を思い出す。

「あのねえ。そんな馬鹿な話、信じられるわけないでしょう？　早季って、本当に、どうかしちゃったんじゃないの？」

　真理亜は、苦笑しながら首を振る。親友の見下すような態度に、わたしは、むっとした。

「……でも、僕も、早季の言うことに、思い当たる部分があるんだ」

　覚が、助け船を出してくれた。

「僕は……あいつと、付き合ってたっていう記憶があるんだけど、今思い返してみると、どう考えても、良じゃなかったと思うんだよ。だって、あいつ、好みじゃないんだ」

「そりゃあ、覚の好みは、可愛い美少年タイプだって誰でも知ってるけど……たとえば、怜みたいなね」

　真理亜は、偉そうに腕組みをした。

「でも、まあ、魔が差したってことも、あるんじゃない？　押しの一手で来られて、つい、ほだされたとか」

「それも、違うんだよ。僕の方から、ずっと、しつこいくらいに言い寄ってたんだ」

　言ってから、覚は、赤くなった。

「とにかく、僕らは、記憶を操作されてるのは、間違いないと思う。記憶を掘り起こしていくうちに、いくつか、辻褄の合わない点も出てきたし」

「へえ、どんな？」

「良の……紛らわしいから、別の名前で呼んだ方がいいな、とりあえず、Ｘエツクスにしようか。僕には、ちっちゃい頃に、何度かＸの家に行った記憶があるんだ。でも、そこは、良の家とは違ってた。ほら、良の家って、見み晴はらしの郷さとにあるだろう？　丘の上で、かなり開けた場所だったよな。でも、Ｘの家は……」

「森の中だったわ！」

　わたしは、思わず、叫んでいた。

「そう。ずっと北の方で、一軒だけぽつんと建ってる、すごく大きな家だったことだけは、かなり、はっきりと覚えてるんだ」

「そういえば……わたしも、何となくだけど、覚えてるわ」

　真理亜が、眉根を寄せた。顰ひそみに倣ならうという言葉の通り、美人は、どんな表情をしても見られるものだと思う。

「僕は、良も、Ｘも、家に行ったことはないけど」

　今まで黙って聞いていた守が、口を挟んだ。

「でも、北の方で森の中っていうと、どこの郷なのかな？」

　わたしも、そのことは考えていたのだが、不思議なことに、ぴったりと当てはまる郷がないのだ。

「ねえ、七つの郷の名前を、順番に言ってみて」

　わたしは、覚に頼んだ。

「え？　何だよ、今さら？」

「いいから、言ってみてよ」

　今までなら、わたしの言うことなど聞いてもらえなかったと思うが、当番委員のペアになった直後だけに、覚は、素直に指を折った。

「だから、櫟くぬぎ林ばやしの郷に、朽くち木きの郷、白しら砂すなの郷、黄金こがねの郷、水みず車ぐるまの郷、見晴の郷、あと、茅輪ちのわの郷だろう？」

　今度は、わたしが、眉をしかめる番だった。子供の頃から知っている郷の名前なのに、なぜ、こんなに強い違和感があるのか。

「森の中っていったら、櫟林の郷？　でも、北の方だっていうんなら……」

　真理亜の表情は、さっきまでとは一変して、真剣なものになっていた。

「朽木の郷かしら。よく知らないけど、たぶん、そんなに大きな家は建ってないと思うんだけど」

「たしかに、あんまりイメージないな。あそこまで行くと、ほとんど、八はつ丁ちよう標じめの外みたいな印象だし」

　言いながら、覚の瞼が、ぴくりと動いた。

　それを見て、わたしは、はっとした。この感じ……。ここしばらく、何かを思い出そうとしているとき、幾度となく、同じような感覚に襲われていた。そのとき、わたしの顔を観察している人がいれば、きっと、同じような瞼の痙攣に気づいていただろう。これは、何かの警告なのかもしれない。心に埋め込まれている暗示が、都合の悪い記憶が蘇るのを妨害しているのだろうか。

「行ってみようよ」

　わたしが、そう言うと、みな、顔を見合わせた。

「どこへ？」

「朽木の郷よ。決まってるじゃない」

「当番委員のペアが決まった日なのよ？　他のみんなはお祝いしてるのに、何が悲しくて、そんな、さびれ果てたとこへ行かなきゃならないの？」

　真理亜が、ぼやいた。




　朽木の郷は、たしかに、賑わいという言葉とは対極にある場所だった。

　船着き場の周辺には、たくさんの家が建ち並び、一応は目抜き通りのようなものもある。しかし、そこから一本奥に入ると、とたんに印象が暗くなる。住む人のいなくなった廃屋ばかりが立ち並び、寂さびれたというより、荒すさびれたとでも言うべき状態になっているのだ。

「ここにいた人たちって、どこへ行ったんだろう？」

　覚が、不審げに、閉め切られた雨戸に手を触れた。

「何か、天災か事故みたいなことがあって、他の郷に引っ越したんじゃなかったっけ？」

　守が、言う。その記憶は、わたしとも一致していた。これほど狭い世界で起きた事件でありながら、あまりにも曖昧すぎる部分も含めて。

「とにかく、……Ｘの家があったのは、ずっと北のはずよ。行ってみましょう」

　わたしは、みんなを促して歩き出した。あまり人目につかないよう、細い道を選んだのだが、途中、誰にも行き合わなかったのは、他の郷では考えられないことだった。

　小一時間歩くと、朽木の郷を襲った『天災』なるものの爪痕が、徐々にあきらかになってきた。

　あちこちに大きな地割れができており、多くの木が薙ぎ倒されている。地層が、一メートル以上ずれている場所もあった。どう見ても、巨大な地震の跡としか思えなかったが、もちろん、そんな規模の地震があれば、神かみ栖す66町全体が、大きな被害を受けているはずである。

　さらに、広い地域にわたって、まるでカーペットを一方向から押したような皺ができているのも異様だった。ミニチュアの褶しゆう曲きよく山脈を思わせる皺の高さは、場所によっては、三メートルにも及んでいる。

「いったい、何が起きたら、地面が、こんなふうになるんだ？」

　覚が、独り言のようにつぶやいた。

「誰か、すごい呪力を持ってる人が、地層をねじ曲げたんじゃない？」

　真理亜が、応じる。

「何のために？」

「わたしに、わかるわけないじゃない」

　さらに、少し歩いたところで、わたしたちは、突然、行く手を阻まれた。

「八はつ丁ちよう標じめだ……」

　アカマツの林が、将棋倒しになったように折り重なっている。その中で、一定の間隔で直立している木々に、注し連め縄なわが張られているのだ。倒木の一部を、わざわざ立て直したとしか思えなかった。

「朽木の郷って、こんなに狭いの？　もう、八丁標にぶつかるなんて」

　わたしの疑問に、覚が、注連縄を調べる。

「いや、違うな。この縄は、まだ、作られて間もないんじゃ……」

　覚は、急に言葉を切って、わたしの方を見る。

　彼が感じていることは、以心伝心のように、わたしの心に伝わってきた。こういうのを、既視感デジヤ・ヴというのだろうか。わたしたちは、これとほとんど同じ会話を、以前にも交わしたことがある。それは、確信に近い思いだった。

　八丁標の手前に沿って迂回していくと、丘が潰れ森が薙ぎ払われたような場所に出て、急に視界が開けた。

「こんなとこに……全然、知らなかったわ」

　真理亜が、呆気にとられたようにつぶやいたのも、無理はなかった。目の前に広がっていたのは、青々とした水を湛えた湖だった。まるで火口カルデラ湖のような、きれいな円形をしている。八丁標の向こう側なので、岸には近づけないが、差し渡しは、ゆうに二百メートルはあるだろう。

　さらに、その彼方に目を転じてみると、こちらとは比較にならないくらい大きな湖が、広がっているようだ。対岸はまったく見えないので、もしかすると、北浦とつながっているのかもしれない。土が剝き出しになっているこちら側の湖とは違い、古代のダム湖のように、森がすっぽり水没しているようだ。あれが、朽木の郷という名前の由来なのだろうか。

「この先に、家なんてありそうもないね」

　守が、早く帰りたいという態度を露骨に示す。

「やっぱり、気のせいだったんだよ。Ｘなんて、いないんだって」

「じゃあ、どうして……？」

　真理亜の声には、混乱からか、力がなかった。

「わたしも、早季や覚の言ってること、ちょっとだけ感じてた。わたしが知ってたのは、もしかしたら、良じゃなくて、別の男の子だったんじゃないかって」

「錯覚だよ。ほら、僕らくらいの年代って、急激に大人になるから。背が伸びるだけじゃなくて、顔の感じとか性格まで、どんどん変わっていくじゃない？」

　わたしは、覚と目を見合わせた。

　守の言葉は、わたしたちの生活実感とは、およそかけ離れていた。その頃のわたしたちにとっては、時間がたつのは蝸牛カタツムリのようにのろくさく、何もかもが、琥珀の中に囚われた蠅さながらに、永遠の膠着状態に陥っている感すらあったのだ。

「ねえ。もう一人、いなかった……？」

　突然、真理亜がそう言い出したとき、わたしたちは、ぎくりとした。

「うちの班だけ最初から四人だったっていうのは、やっぱり、ありえないと思う。だから、良が来る前には、Ｘがいたはずよ。でも、それでも、一人少ないでしょう？　よく思い出せないんだけど、もう一人、いたんじゃない？」

　脳裏に、目立たない少女の姿が明滅した。それから、夢で見た、カードを幾枚も積み重ねたような形の墓標も。

「いたよ。僕は、覚えてる」

　覚が、頭痛がするように、こめかみを揉みながら言った。

「少なくとも、Ｘのときみたく、記憶が完全に抹消されてるってことはないみたいだな。だけど、どうしてなんだろう。クラスから途中でいなくなった子のことは、誰も、絶対に話題にしないだろう？」

「ねえ、そんな話は、やめようよ！」

　守が、叫ぶ。

「絶対、良くないって。そんなこと、詮索するのは。そんな話ばっかりしてたら……」

　急に怯えたような表情になって、言いよどむ。

「してたら、何？　わたしたちも、処分されてしまうっていうの？」

　わたしがそう言うと、場の空気は凍りついた。

「早季。たしか、そんな話、夏季キャンプでも、してなかった？」

　真理亜の顔は、蒼白になっていた。

「した。したと思う。具体的に何を話したのかは、僕も、思い出せないけど。思い出そうとすると、頭の中で邪魔が入るんだ」

　答えたのは、覚だった。

「でも、僕はそんなことを、早季に言ってたみたいだ。それから、みんなにも言ったよ。焚き火のそばで。そのとき、僕の意見に賛成してくれたのは、Ｘだった」

　覚は、ひどい頭痛に耐えているように、両方の手で頭を押さえていた。

「やめろよ！　もう聞きたくない。そんな話、絶対にしたらだめなんだよ！　倫理規定違反だって！」

　守が、大声で喚き始めた。いつもは引っ込み思案で物静かな守が、こんなにも自制心を失うところを見たのは、初めてだった。

「わかった。だいじょうぶよ」

　真理亜が、守の首を抱き寄せて、子供をあやすように、とんとんと叩く。

「この話は、もう、やめましょう。……いいわね。二人とも」

　真理亜にきつく睨まれて、わたしたちは、うなずくしかなかった。




　魔鏡は、黒い板塀の上に鮮明な反射像を結んだ。

　覚と真理亜は、しばらくの間、無言だった。守は、気分が悪そうだったので、先に家に帰していた。

「どう思う？」

　わたしが催促すると、覚が、ようやく重い口を開いた。

「うん。……かなり下手くそに見えるけど、この文字のタッチは、初心者が呪力で作ったものだと思う」

「そうね。基本的に、わたしたちが授業で作ったのと、同じだわ」

　真理亜も、同意する。

「じゃあ、これで、わたしが噓を言ってたんじゃないって、納得してくれる？」

「最初から、噓だなんて言ってないわ。早季にお姉さんがいたっていう推測も、当たってるんじゃないかと思う。だけど、その人が、学校に、その……処分されたっていうのは、ちょっと飛躍のしすぎなんじゃない？」

「もし、姉が、事故か病気で亡くなったんなら、隠す必要はないでしょう？」

　真理亜は、わたしの視線を避けた。

「そうとも言えないかも。何か、辛すぎる思い出だったんなら、早季には言わないようにしてたかもしれないし」

「でも、この文字見てよ。覚が言ったように、下手すぎると思わない？　姉は、きっと、きちんと呪力を使いこなせなかったんじゃないかと思うの」

「その可能性は否定できないけど、やっぱり、何もかも憶測でしかないよ」

　覚は、わたしから魔鏡を受け取ると、板壁に映った反射像の角度と大きさを微妙に変えて、観察した。

「これだって、よく見ると、下手っていうのとは、ちょっと違うんじゃないかな。ひとつひとつの線は、きれいに凹ませてあるんだ。ただ、それが歪んだり二重になったりしてるところがあるだけで……」

　このときのわたしには、覚が何を言おうとしていたのか、よく理解できていなかった。ずっと後になって、そうした症状が一種の視覚障しよう碍がいに起因していることがわかって、覚の慧けい眼がんに驚いたものである。姉を含めて、多くの子供の呪力に欠陥があると判定されたのは、この視覚障碍によるものだった疑いが濃厚なのだが、ほとんどの記録が失われてしまった今となっては、真相は藪の中である。

　この視覚障碍は、古代には、近視や乱視などと呼ばれていたらしい。対症療法として、サングラスのような眼鏡に度の入ったレンズを嵌め込むことで、日常生活には支障のないレベルにまで障碍を緩和できたとされている。

「とにかく、わたしには、姉がいたのよ」

　わたしは、覚から魔鏡を取り返し、両手で高く掲げた。

「わかる？　これが、その証拠なの」

「おい、やめろって。誰かに見られたら、不審に思われる」

　覚が、小声で注意する。

「早季。あなたの気持ちは、よくわかるわ」

　真理亜が、わたしの肩に手をかけて、耳元でささやく。

「でも、頼むから、これ以上、騒ぎ立てたりしないで」

「騒ぎ立てるって？　わたしは、ただ、真実を知りたいだけなのよ」

　親友の意外な言葉に、わたしは、憤慨した。

「姉のことだけじゃない。うちの班にいた女の子だって。それから、何よりも……」

　Ｘ。顔のない少年。誰よりも愛していた。それが今は、脳裏に、その顔を思い浮かべることもできない。

「かけがえのない、わたしたちの友達のことを」

「わかってる。わたしだって、辛いわ。思い出はたくさんあるのに、肝心な部分だけ切り刻まれてるんだもの。何とかしたいっていう気持ちは、早季と一緒よ。だけど、わたしは、今、生きてる友達の方が心配なの」

「わたしのことだったら、心配いらないわ」

「早季のことは、心配してない。あなたは、強いもの」

　真理亜は、突き放すように言う。

「強い？　わたしが？」

「ええ。あなたは、Ｘのことでは、誰よりも深く傷ついているわ。わたしには、見てて、よくわかるの。でも、早季は、それに耐えている。ふつうだったら、耐えられないほどの悲しみだと思うのに……」

「ひどい。わたしを、いったい、何だと思ってるの？」

　わたしは、肩にかけられた真理亜の手を振り払った。

「誤解しないで。あなたが、冷たい人間だって言ってるんじゃないのよ。それどころか、早季は、人一倍感じやすいわ。だけど、あなたは、その悲しみや苦しみを背負っていける人なのよ」

　真理亜の目に大粒の涙が浮かんでるのを見て、わたしの怒りは、急速に引いていった。

「わたしたちは、みんな、あなたほどは強くない。わたしなんか、いつも偉そうにしてるけどね、いざとなると、すぐに逃げ出したくなっちゃう。……だけど、わたしや覚より、もっと弱い人もいるのよ」

「もしかして、守のこと言ってるの？」

　覚が、訊ねた。

「ええ。守は、すごく優しくて繊細なの。心の底から信じていた人に裏切られたりしたら、もう立ち直れないわ。人だけじゃない。信じていた世界にも……」

　真理亜は、ゆっくりと、わたしを抱擁する。

「世の中には、知らない方がいいことって、たぶん、いっぱいあるんだと思う。真実が、一番、残酷なことだってあるでしょう？　それに、耐えられる人ばっかりじゃないのよ。これ以上、恐ろしい真実を突きつけられたりしたら、守は、きっと壊れちゃうわ」

　しばらくの間、三人とも、無言だった。わたしは、ふっと溜め息をつく。

「わかった」

「本当？」

「約束する。守には、もう、こんな話は聞かせないようにするから」

　わたしは、真理亜を、強く抱きしめ返した。

「だけど、わたしは、本当のことがわかるまで、絶対あきらめない。だって、そうじゃないと……あんまり、可哀想すぎる」

　顔のない少年。このまま忘れ去られてしまうようなことは、絶対に、あってはならない。それは、彼が存在しなかったことと同じになってしまうからだ。何としても、もう一度、彼の記憶を取り戻さなければ。

　わたしたちは、三人で、抱きしめ合い、キスし合った。互いに慰め合い、力づけ合い、けっして孤独じゃないことを再確認するために。

　それから、連れだって、ぞろぞろと船着き場に戻った。そこは、わたしの家がある水車の郷の外れだった。ふだん、あまり、ひと気がないことと、水路に沿って黒い板塀が続いていることで、二人に魔鏡を見せる場所に選んだのだ。

　それぞれの船のもやい綱を解こうとしたとき、後ろから、声をかけられた。

「あなたたち、ちょっと、いいかしら？」

　振り返ると、中年の男女が立っていた。神栖66町では、一度も見たことのない人というのは稀だが、二人とも、あまり馴染みがない顔だった。声をかけてきた女性は、小柄でぽっちゃりしており、いかにも無害そうな雰囲気を漂わせていた。続いて質問した男性の方も、小太りで、人の良さそうな笑みを浮かべていた。

「渡辺早季さんは、あなたですね？　それから、秋月真理亜さんと、朝比奈覚くん？」

　わたしたちは、当惑しながらも、はいと答えるしかなかった。

「いや、そんなに緊張しないでもいいんですよ。ただ、ちょっと、お話を聞かせてもらいたいだけですから」

　わたしたちは、処分されるのだろうか。三人で、交互に顔を見合わせたが、どうしたらいいのかは、見当もつかない。

「あの……教育委員会の方ですか？」

　勇を鼓したように、覚が、訊ねた。

「いいえ。わたしたちは、あなたのお祖ば母あさまの下もとで働いてる者です」

　小柄な女性が、覚に微笑みかける。

「え？　そうなんですか？」

　覚は、緊張を解いたようだった。どういうことだろう。わたしは、覚の祖母という人について、話を聞いたことは一度もなかった。女性は、わたしと真理亜の不審を読み取ったらしく、にこやかな表情で説明する。

「朝比奈覚くんのお祖母さまは、朝比奈富とみ子こさまです。倫理委員会の議長をなさってるんですよ」









２






　わたしたちは、清浄寺へ連れて行かれたときのような、窓のない屋形船に乗せられた。どうやら、目的地を秘密にするつもりはないらしく、無意味な方向転換を繰り返すような目くらましの動きはなかったので、ふつうに水路を進んでいくうち、ほぼ、どのあたりにいるのかの見当はついた。

　下船したのも、ふつうに使われている船着き場である。わたしたちは、もしかすると、八丁標の外まで運ばれるのではないかと思っていたので、やや拍子抜けした。

　父の勤める町役場と、母の仕事場である図書館を横目に見ながら、町で一番広い通りを横断し、細い路地に入る。

　倫理委員会は、茅輪ちのわの郷さとの中心部を少し外れた場所にあった。外から見ると、ふつうの町屋にしか見えなかったが、表門をくぐり中に入ると、板張りの廊下が奥に向かって鰻の寝床のように延びており、それが相当な大きさの建物であることがわかった。

　ようやく辿り着いたのは、静かな奥座敷のような感じの部屋だった。白びやく檀だんのような香が焚きしめられており、床の間には、寒牡丹の掛け軸が飾ってある。

　大きな漆塗りの座卓には、障子窓の明かりが映し出されており、下座側には、桔梗色の座布団が三つ並んでいた。わたしたちは、かしこまって正座する。

「しばらく、ここで待っていてくださいね」

　わたしたちを、ここまで案内（ないしは連行）してきた女性は、そう言って、襖を閉めてしまう。

「ねえ。これ、どういうこと？」

　三人だけになると、わたしと真理亜は、両側から覚を詰問した。

「覚のお祖母さんが、倫理委員会の議長だなんて、一度も聞いたことないわよ？」

「まさか、わたしたちのこと、逐一報告してたわけじゃないでしょうね？」

「ちょっと、待ってくれ」

　覚は、たじたじになった。

「僕も、知らなかったんだ」

「知らなかったって、何を？」

「だから、お祖母さん……というか、朝比奈富子さんが、倫理委員会の議長をしてたってことだよ」

「そんな、噓よ」

「ありえないでしょう？　知らなかった？　孫なのに？」

「だから、話を聞いてくれよ」

　左右から責め立てられた覚は、辟易したように後退し、座布団からずり落ちた。

「だいたい、倫理委員会の議長が誰かなんて、君たちだって、知らなかっただろう？」

「それは、そうだけど」

「他の役職と違って、倫理委員は、全員、非公開なんだよ。委員本人も、自分がそうだなんて言わないし」

「それでも、何となく、わかるもんなんじゃないの？」

　真理亜は、まだ、疑いの目で見ていた。

「何となく、全然、わからなかったね」

　覚は、開き直ったように、胡座をかく。

「だって、覚の、実のお祖母さんなんでしょう？」

　真理亜は、しつこい。

「いや、それが、僕にはよく……」

「失礼します」

　急に、襖の外から声をかけられて、覚は、あわてて座布団の上に戻った。わたしたちも、正面を向いて威儀を正す。

「ごめんなさいね。お待たせして」

　襖を開けて、先ほどの女性が入ってきた。手には茶碗の載った盆を掲げている。わたしたち三人の前に、熱いお茶と、お茶請けの干菓子を置く。

「一人ずつ、お話を聞きたいので、順番に来てくれるかしら？」

　嫌だと言ったらどうなるだろうと思ったが、もちろん、そんな選択肢はない。

「じゃあ、最初は、渡辺早季さんから」

　喉が渇いていたので、無性にお茶を飲みたかったのだが、わたしは、しかたなく、立ち上がった。女性の後について、長い廊下を進んでいく。

「あなたたちからお話を聞くのは、新見さん、さっき一緒にいた男の人だけど、あの人の役目だったの。そうか。まだ自己紹介もしてなかったわね。わたしは、木元といいます。よろしくね」

「こんにちは」

　わたしは、ぺこりと会釈をした。

「……それで、議長に報告したら、あなただけは、直にお話を聞きたいということなのね。だから、今から、議長の執務室へ行きます」

「え。覚の……朝比奈富子さんですか？」

「ええ。とっても気さくで、優しい方ですからね。緊張しなくていいわよ」

　そう言われても、無理な相談だった。わたしの心臓は、さっきまでも平静とは言い難い状態だったが、さらに、ばくばくし始めた。

「失礼します」

　木元さんは、廊下に片膝をつき、板戸に手をかけた。わたしも、あわてて、その後ろに控える。

「どうぞ」

　返ってきたのは、涼やかな女の人の声だった。

　板戸が開けられ、わたしたちは、中に入った。そこは、さっき通された座敷より一回り広い、書院風の部屋だった。左手には立派な床の間があり、その奥には付つけ書しよ院いん、逆側には違い棚も設えられている。

「どうぞ。そこに、お通ししてちょうだい」

　書き物机に向かっていた、灰色の髪の女性が、顔を上げずに命じる。

「かしこまりました」

　部屋の中央には、先ほどの部屋と同寸の座卓が置かれていた。わたしは、その手前に、座布団をよけて座る。

「それでは、失礼します」

　木元さんは、さっさと退出してしまう。後に、一人取り残されたわたしは、猛獣の檻に置き去りにされた人間のように、手足が冷たく、喉がからからになっていた。

「渡辺早季さんね？　瑞みず穂ほちゃんのお嬢さんの」

　灰色の髪の女性が、顔を上げて訊ねる。鼻の脇から口元まで伸びる法令の線を除けば、皺もほとんどなく、意外なまでに若々しい風貌だった。

「はい」

「そんなに、かしこまらなくていいのよ。朝比奈富子です。うちの覚が、いつも、仲良くしていただいてるそうね」

　富子さんは、すっと立ち上がって、わたしの左手に来ると、優雅な挙措で床の間を背にして座った。髪の色に合った銀ぎん鼠ねず色いろの鮫さめ小こ紋もんを、惚れ惚れするくらい、きれいに着こなしている。

「覚とは……覚さんとは、ずっと、幼馴染みで」

「そう」

　富子さんは、微笑んだ。六十代の半ばくらいだろうか。目が大きく、整った顔立ちで、若い頃は、さぞかし美人の誉れ高かったことだろう。

「想像してたとおりね。すごく、いい目をしてるわ。光があるの」

　わたしは、目を褒められることが多い。たぶん、他に褒めるところがないからだろう。目に光があるというのも、よく言われることだが、もし目に光が全然なかったら、その人物は、間違いなく死んでいる。

「ありがとうございます」

「私はね、どうしても、あなたと一度、お話がしてみたかったの」

　単なる社交辞令とも思えず、わたしは、戸惑った。

「どうしてですか？」

「それはね、あなたに、いずれ、私の跡を継いで貰いたいからよ」

　わたしは、ぽかんと口を開けた。とっさに、どう返答していいのかわからない。

「驚いた？　でも、けっして、思いつきや冗談で言ってるんじゃないのよ」

「そんな……わたしなんかに、つとまるはずありません」

「ほほほほ。瑞穂ちゃんと同じこと言うのね。血は争えないものだわ」

「母を、よくご存じなんですか？」

　わたしは、身を乗り出して訊ねていた。最初は、緊張の極みにあったはずだが、朝比奈富子という人の持つ独特の雰囲気が、心の障壁を取り払ってしまったようだ。

「ええ。よく知ってるわよ。瑞穂ちゃんが、生まれたときからね」

　富子さんは、わたしの目を見つめながら、心の底に染み通るような声で言う。

「瑞穂ちゃんには、人の上に立つ素晴らしい資質があるわ。今も、図書館司書としては、申し分なくやっている。でも、私の職責には、さらに求められるものがあるの。その点、あなた以上の適任者はいないのよ」

「わたしなんて……どうしてですか？　まだ、全人学級の生徒で、成績だって、それほどいいわけじゃないですし」

「成績？　呪力のことを言ってるの？　あなたは、別に、肆し星せいみたいになりたいわけじゃないんでしょう？」

「それはまあ……なりたくても、なれませんし」

「学校で験ためされるのは、呪力の素質だけじゃないのよ。もう一つ、人格指数というものがあるの。これは、生徒本人には、けっして知らされることはないんですけどね」

「人格指数？」

　富子さんは、年齢のわりには白い歯を見せて、艶あでやかに微笑んだ。

「いつの世も、指導者たる者に求められてきたのは、何か特別な能力なんかじゃなくて、この人格指数なのよ」

　いっぺんに、目の前が明るくなったような気がした。わたしは、それまで、さまざまな面で劣等感の塊だったからだ。

「それは、たとえば、頭の良さとか、感受性とか、統率力みたいなことなんですか？」

　勢い込んで訊ねたが、富子さんは、優雅なしぐさで首を振る。

「いいえ。頭の良さは、まったく関係ありません。感受性も、もちろん違うわ。それに、統率力のような人間関係の技倆は、後から、いろいろな経験を経ることによって身につければいいものなんですよ」

「じゃあ……？」

「人格指数っていうのは、どれだけ、その人の人格が安定しているかっていうことを示す数値なの。どんなに想定外の出来事があって、心の危機を迎えても、自分を見失ったり、心が壊れてしまったりせず、一貫した自分を保てるか。それこそが、指導者にとっては、一番大事なことなのよ」

　何だか、あまり嬉しくなかった。ここへ来る前、真理亜に、強い人間だと言われたことを思い出す。それは、単に、わたしが鈍感だということではないのか。

「そのスコアが、わたしは、高かったんですか？」

「ええ。素晴らしい数値だったわ。全人学級が、始まって以来かもしれない」

　急に、富子さんの目が鋭く光った。

「でも、それだけじゃないわ。あなたの凄いのはね、すべてを知ってからも、指数上は、ほとんどダメージが残らなかったということなの」

　ぎょっとして、顔から血の気が引くような気がした。

「すべてって、何のことですか……？」

「あなたは、ミノシロモドキから、人類の血塗られた歴史について学び、私たちの社会が、どんなに薄氷を踏んで、今の平和と安定を手に入れたかを知った。あなたたちが帰還してから、徹底的な心理テストを行い、経過観察をしたの。あなたの人格指数は、激動の後、見事に短時間で恢復したのよ。他の四人は、かなりの長期間にわたって、がたがたの状態だったわ」

　それでは、やはり、すべてを知られた上で、モルモットのように観察されていたのか。ある程度予想されたこととはいえ、脳天を一撃されたような気がした。

「それ……もしかして、最初から全部、仕組まれてたことなんですか？」

「まさか」

　富子さんは、一瞬で、元の柔和な表情に戻った。

「いくら何でも、そんな危険な賭けはしませんよ。あなたたちが、多少の規則違反を犯すのは、最初からわかってたことです。でも、まさか本当にミノシロモドキ……先史時代の図書館端末を捕まえるなんて、誰にも予想できなかったわね」

　本当だろうか。彼女の言葉を、百パーセント信じる気にはなれなかった。

「でも、そんな、テストの結果だけで……」

「いいえ。町の人全員の命運を担っている最高責任者にはね、清濁併せ呑む度量、真実を知っても動じない胆力が必要なのよ。あなたには、それがあるわ」

　清濁併せ呑むというのは、便利な言葉ではある。だが、きれいなものなら誰だって呑むことだろう。要は、汚いものも平気で嚥えん下かできるということではないのか。

「わたしたちは、規則を破り、知ってはならない知識を得てしまいました。それなのに、どうして、処分されなかったんですか？」

　つい、突っかかるような物言いをしてしまったが、富子さんは、気を悪くした様子もなかった。

「あなたの言いたいことは、わかるわ。弁解するつもりはないけど、あなたたちの処分を決めているのは、私たちじゃないの。教育委員会なのよ」

　富子さんは、諭すように言う。

「議長は、宏ひろ美みちゃんね。あなたも知ってるわね？　小さい頃から、とっても心配性の子だったわ。最近は、それが、ちょっと行き過ぎてるような気がしないでもないけど」

　宏美ちゃん……鳥とり飼がい宏美さんが教育委員だということは聞いていたが、議長であるとは知らなかった。母の友人であり、何度か家に遊びに来て、夕食をともにした記憶がある。小柄で瘦せぎす、聞き取れないほど声が小さい、内向的な感じの女性だった。あの人が、生徒全員の生殺与奪の権を握って、しばしば冷酷非情な決定をも下してきたというのか。わたしには、とても信じられなかった。

「倫理委員会は、この町の最高意思決定機関だけど、教育委員会が独自に決めたことには、基本的に口を挟まないできたの。でも、あなたたちのことは、例外。私からお願いして、処分を行わないよう求めてきたのよ」

「それは、覚がいたからですか？」

「いいえ。こんな重要な決定に、私情を挟むことはありません。すべては、あなたがいたからなのよ。あなたは、この町の将来にとって、必要な人だから」

　やはり、わたしたちは、もう少しで抹殺されるところだったのだ。そう思っただけで、気分が悪くなった。

　だが、本当は、いったいなぜ、処分を免れたのだろう。にわかには信じがたいが、富子さんが言うように、わたしが貴重な人材だからなのか。今まで、こんなに持ち上げられたことはなかったので、わけがわからなかった。もしかすると、わたしが、図書館司書の娘なので、簡単には処分できなかったのかとも疑いたくなる。……だが、もしそうなら、わたしの姉のときも、条件は同じだったはずだ。

「だけど、どうか、宏美ちゃんたちを悪く思わないでね。あの人たちは、一種の恐怖症に突き動かされてるだけなのよ」

「恐怖症って……？」

　他人の生死まで差配できるほどの権力者たちが、精神に異常を来しているというのか。

「ううん。少し、言葉が悪かったかもしれないわね。私自身、まったく同じ恐怖を持っているもの」

「それって、何に対する恐怖なんですか？」

　富子さんは、意外な顔をして、わたしを見た。

「まあ、決まってるじゃないの。私たちにとって、本当に恐ろしい存在は、この世で二つしかないでしょう？　悪あつ鬼きと、そして業ごう魔まよ」

　わたしは、絶句した。幼い頃より繰り返し聞かされた、二つのおとぎ話を思い出す。

「でも、宏美ちゃんたちは、本物の悪鬼や業魔を見たことはないわ。そこが、私とは違うところね。だから、私は、あの人たちのは単なる恐怖症だって、いつも言ってるのよ」

「じゃあ、実際に……？」

「ええ。私は、この目で見たわ。それも、ごく間近で。その話を聞きたい？」

「はい」

　富子さんは、しばし瞑目してから、静かな声で話し始めた。




　悪鬼は、これまでに、全世界で、三十近い症例が記録されているの。そのうち、たった二例を除いて、すべて男の子だったのよ。どう足搔いても攻撃性の呪縛から脱しきれない、男性性というものの厄介さを、よく示してると思うわ。

　その生徒も、やはり、男の子だった。残念ながら、本名は思い出せないの。遠い昔の話だけど、事件そのものについては詳細に覚えているのに、どうして名前だけが思い出せないのか、不思議だわ。もしかすると、忘れたい理由でもあったのかもしれないわね。

　事件の詳細を記したファイルは、図書館にも一部しかないけど、そこにも、ＹＫというイニシャルしか残ってないの。どちらが名前で、どちらが名字なのかも不明なのよ。その間の経緯は、よくわからないんだけど、一説では、倫理規定を施行する前の経過措置として、太古の日本の法律を暫定的に復活させた直後だったため、少年法六十一条の規定というのが適用されたためだとか……。馬鹿馬鹿しい話だけど、まあ、こんなのは、どうでもいいことね。

　とりあえず、その子のことは、Ｋと呼ぶことにしましょう。

　Ｋは、当時、指導学級の一年生だったわ。指導学級というのは、今の全人学級の前身。年齢は、十三歳になったばかりだったと思う。……そうか。あの子は、今のあなたより、まだ一歳若かったことになるわね。

　当初、Ｋは、まったく目立たない普通の生徒だったらしいわ。最初に異常が見つかったのは、新入生に対するロールシャッハ・テストだった。これは、今は行われてないけど、二枚に折りたたんだ紙の間に落としたインクの染みを見て、連想した内容から、性格特性などを調べる心理テストなの。

　濃淡に対する反応などから、Ｋは、日頃から、非常に大きなストレスを感じていたことがわかったわ。でも、それが何によるものなのかは、はっきりしなかったのね。一方で、インクの染みから連想した内容には、どこか異様で残虐なものが多かったわ。おそらく、無意識の中では、破壊と殺戮に対する欲求が渦巻いていたのね。でも、このときはなぜか、彼の異常はさほど重要視されず、テストの結果も、事件の後で再調査がなされて、初めて注目されたということなの。

　指導学級において、呪力の使い方を学び、習熟するにつれて、Ｋの異常性は、しだいにあきらかになっていった。

　呪力の才能や成績は、常に平均点ぎりぎりか、それ以下だったの。でも、Ｋは、普通の生徒が戸惑ってしまうような状況で、かえって生き生きし出すということがあったみたい。具体的なエピソードは残ってないけど、さまざまな競技で、周りの人たちに危害を及ぼす可能性がある場合でも、呪力を使うのに、まったく躊躇がなかったというのよ。

　担任だった教師は、早くから彼の異常性に気づき、当時の教育委員会に対して、何らかの予防策を採るべきだと、繰り返し具申してるの。でも、実際には、有効な方策は何一つ採られることはなかった。これについては、いくつかの理由や反省点が挙げられているわ。

　第一に、その前の悪鬼の出現から八十年以上が経過していたこと。記憶は徐々に風化し、危機感が失われていたのね。第二に、Ｋの母親が、当時、うるさ型で知られる町議会議員だったこと。当時、すべてを決定していたのは町議会だったから、学校側も、思い切った手段が取りにくかったみたい。第三は、学校を含めた官僚機構で、事なかれ主義が横行していたこと。歴史上、そうじゃなかった時があったのかは、はなはだ疑問だけどね。

　そして第四に、この時点では、取るべき有効な方策が、ほとんどなかったのよ。

　結局、Ｋは、定期的なカウンセリングを受ける以外は、何の処分も受けず、引き続き、温かく見守られていたわけ。

　そして、入学後、七ヵ月ほどたったある日、とうとう事件は起こったのよ。




　富子さんは、天井を見上げ、深く溜め息をついた。それから、立ち上がると、書き物机の脇の小さな水みず屋や簞だん笥すから、急須と二人分の湯飲みを出してくる。座卓の上に置かれていたポットから熱いお湯を注ぎ、お茶を入れてくれた。

　わたしは、いい薫りのする煎茶で喉を潤して、話の続きを待った。




　実をいうとね、事件について残っている記録は、非常に乏しいの。特に、最初の部分は、まったくわかっていないわ。発端が何だったのか。どういう経緯で被害が拡大していったのか。すべては、憶測の域を出ないんだけど、それは、事実起こったのよ。結果、千人を超える尊い人命が失われたことも、厳然たる事実だわ。

　最初の犠牲者が、担任の教師であったことは、まず間違いないでしょうね。見つかった遺体は、あまりに損傷が激しかったために、本人かどうかという確認も難しかったみたい。それから、同じ学級の二十二人の生徒たち、次いで、二年生、三年生、あわせて五十人ほどの生徒たちも、相次いで、痛ましい姿で発見された……。

　Ｋが正真正銘の悪鬼であったことも、たしかよ。彼は、完全な先祖返りであり、人間に対する攻撃抑制を持たない化け物だった。しかも、生まれつき愧き死し機構に欠陥があったらしく、まったく機能していなかったの。この二つの恐ろしい変異を併せ持った子供が生まれてくる確率は、三百万人に一人と言われていたから、単純計算では、神栖66町に出現することなど、まずないはずだった。でも、確率は、しょせん、確率でしかないということね。

　Ｋの異常性については、少なくとも、家族はよくわかっていたはずよ。特に、Ｋの母親は、彼がまだ赤ん坊だったときから、気がついていたらしいわ。それで、彼が幼い頃から、さまざまな心理療法や矯正措置を受けさせたの。中には、洗脳に近いものもあったみたい。そして、その甲斐あってか、子供時代の長きにわたって、Ｋの攻撃性は抑制されていた。

　でも、それが本当に良かったのかどうかは、疑問が残るわね。ロールシャッハ・テストに表れていた、Ｋの強いストレスは、どうも、無理やり攻撃性を抑えつけられていたためだったという、疑いが濃厚だから。

　そして、運命の日、何かのきっかけで、彼の偽りの抑制は弾け飛んだの。

　というより、むしろ、人間の仮面がぱっくりと割れて、内から悪鬼が出てきたっていう方が、実態に近いかもしれないわね。

　ほかの悪鬼の例すべてから類推すると、どうやら、最初の一人が分水嶺らしいわ。実際、ここで思いとどまっているケースも、何件かあるの。攻撃抑制も、愧死機構もなくとも、人間は、理性によって殺人を回避することが可能なのよ。

　でも、最初の一人を殺してしまうと、一度スイッチの入ってしまった殺戮は、際限なく続くことになる。終焉は、悪鬼が死ぬことによってしか訪れない。この場合も、例外じゃなかったわ。

　Ｋは、最初に、呪力で、担任教師の両手両足を四方向に捻じ切ると、熟した果物を握り潰すように頭部を粉砕した。それから、怯えきっている生徒たちを、次々に持ち上げては、教室の壁に叩きつけたらしいの。完全に扁平になって、貼りついてしまうくらいの勢いでね。

　現場は、まさに、地獄絵図だったそうよ。後に、検視や後始末に当たった人間の九割が、心的Ｐ外傷後ＴストレＳス障害Ｄと診断され、結局は、仕事を辞めざるを得なくなったくらいにね……。

　今や完全な悪鬼と化したＫは、教室を出ると、次なる獲物を求めて学校中を徘徊した。そして、悲鳴を上げて逃げまどう子供たちを、まるで何かのゲームのように殺戮し続けたのよ。残された遺体の位置からすると、恐怖によって子供たちの流れを操り、パニックによって、転落死したり圧死したりするように仕向けたり、家畜の群れのように一ヵ所に集めておいて、一気に皆殺しを図ったふしもあるわ。

　その間、誰一人として、悪鬼に対して有効な反撃を加えることはできなかった。呪力においては、Ｋより優れた生徒はいくらでもいたけど、全員、強固な攻撃抑制と愧死機構によって、腕を縛られていた……つまり、対人攻撃は不可能だったからよ。

　だけど、Ｋの側から見ると、自分の中に攻撃抑制が存在しないだけに、いつ、相手から反撃を受けるのかという恐怖に駆られて、周囲にいる人間を皆殺しにするまで先制攻撃をかけ続けたのかもしれない。

　違う説では、Ｋは、脳内で分泌される快楽物質のために、血に酩酊した状態になって、連鎖的な大量殺人を止められなくなっていたということだったわ。悪鬼の正式名称であるラーマン・クロギウス症候群を、別名『鶏フオツク小ス・イ屋ン・ザの・ヘン狐ハウス』症候群と呼ぶゆえんね。

　ちなみに、ラーマンとクロギウスというのも、研究者の名前じゃないの。ラーマンは、インドのムンバイにおいて、クロギウスはフィンランドのヘルシンキで、それぞれ数万人を虐殺したとされる少年の名前。史上最悪の悪鬼二人の名前を冠した、世にも忌まわしい病名なのよ。

　世界記録を持つラーマンやクロギウスと比べると、Ｋによる犠牲者の数は、数十分の一にとどまったわ。だけど、私は、凶悪さという点では、何ら、変わらなかったと思うの。古代文明末期の大都市と比べると、神栖66町は、はるかに人口密度が低かったことが、図らずも幸いした……千人が死ぬことを、幸いと表現していいならね。

　そして、もう一つ、身を挺して、というより、自ら犠牲となって、Ｋを止めた人がいた。その人の崇高な行為のおかげなのよ。




　富子さんは、一息入れて、冷めたお茶をゆっくりと啜った。たった今聞いた話に圧倒されて、わたしは、正座のまま固まり、呼吸をすることさえ忘れていた。

　これ以上、恐ろしく陰惨な話を聞くのは苦痛だった。とはいえ、結末を知りたいという気持ちもまた、同様に強かった。

　ふと、なぜ、自分に、こんな話を聞かせるのだろうという疑問が湧く。後継者にしたいと言っていたのは、本当なのかもしれない。もしかすると、これは、そのためのテストの一つなのか。




　Ｋは、生きとし生けるものが死に絶えて、静寂に包まれた学校から出た。そして、ごく自然な様子で、通りを歩いていったの。このときにＫを目撃した人が、一人だけ奇跡的に生き残ったんだけど、本当に、何の異常も感じなかったみたい。ただ、小柄な男の子が、普通に道を歩いている。それだけの、平凡な日常の光景にしか見えなかったの。

　でも、その直後に起こったことは、およそこの世のものとも思えなかったそうよ。

　Ｋが行く道を、たまたま、向こうからやって来た人たちがいたの。妙法農場に勤める、農業技術者の一団だったんだけど、Ｋとの距離が、四、五十メートルになったとき、いきなり、先頭にいた男性の上半身が、血煙を上げて、粉々に炸裂したの。

　温かく湿った霧で周囲が薄暗くなる中、一団の人たちは、何が起きたのかわからずに、その場に立ち竦んだ。その中で、Ｋだけは、歩調も変えることなく彼らに向かって歩いていき、残りの人たちを、一人ずつ、無惨な肉塊に変えていったのね。

　やがて、Ｋの姿は、通りを曲がって見えなくなった。最初に異変に気がついたときに、とっさに物陰に隠れた目撃者は二人いたんだけど、そのうちの一人が、助けを求めに行くため、飛び出したの。もう一人は、腰が抜けて動けなかったらしいわ。

　すると、歩き去ったはずのＫが、急に現れたのよ。おそらく、誰かが隠れている気配を察知して、おびき出そうとしたんでしょうね。そして、まんまと飛び出した目撃者の首を、果物をもぐように、あっさりと、もぎ取ったのよ。

　Ｋが、再び通りの角を曲がっていった後も、一人残された目撃者は、精神的なショックから、身動きさえできなくなってしまったみたい。翌日になってから、ようやく発見され、救助されたんだけど、長い時間をかけて目撃した内容を語ってからは、終生、廃人に近い状態だったそうよ。

　私は、この事件については、数え切れないくらい何度も頭の中で反芻し、考えてきた。だから、はっきりと言えると思うの。Ｋは、やはり、文字通りの悪鬼であり、悪魔だった。

　さっきも言ったけど、Ｋの呪力そのものは、並みより少し下のレベルでしかなかったわ。残された成績表を見ても、『想像力と創造性に欠けており、稚拙』という評価でしかない。だけど、その呪力を用いて、未曾有の大量殺人を完遂した手際は、まさに天才的だったと思う。

　こんな言い方をするなんて、不謹慎かしら？　でも、Ｋの巡らした奸かん計けいは、悪魔顔負けの巧妙さだったし、Ｋが、最初から町の全滅を企図していたのは、あきらかなのよ。

　Ｋは、まず、建物を破壊して、すべての水路を塞ぎ、さらに火災を発生させることで、避難路を一方向だけに限定したの。そして、我慢していた邪悪な欲望を全開にして、胸がむかつくような、血みどろの殺戮を始めた。

　恐怖のあまり、闇やみ雲くもな逃走を始めた人たちは、すでに、Ｋの掌たなごころの上にあったと言ってもいいわ。

　このとき、全員が瓦礫を乗り越え、燃えている家の間を突っ切って、蜘蛛の子を散らすように四方八方へ逃げれば、かなりの数の人は助かったはず。でも、誰一人、そうはしなかった。パニックに駆られ、群集心理で、全員が同じ方向へ逃げたの。唯一開いていた、広い道を通って。

　その先にあったのは、木々の密生した森だった。みな、森の中に逃げ込んだら、安全なような錯覚をしていたんでしょう。でも、呪力を持つ悪鬼に追われた場合に限り、それは、命取りでしかないのよ。

　全員が森に逃げ込んだのを確認してから、Ｋは、森に火を放ったの。誰もまだそこまで行っていないと思われる場所から、遠巻きに炎の壁を作って、全員を内側に閉じこめた。それから、徐々に、その輪を小さく絞っていったのよ。Ｋが悪魔そのものだと思うのは、そのまま全員を焼き殺すのではなく、手前の一ヵ所を開けていたことね。

　炎と煙に追われて逃げ戻ってきた人たちは、わかっていながら、みすみす、虎こ口こうに飛び込むしかなかったの。




「どう？　まだ、聞きたい？」

　わたしは、しばらくためらってから、うなずく。

「聞いているだけで、気分が悪くなってくるでしょう？　あなたを見てると、わかるわ。それなのに、なぜ？」

「……いったい、どうやって、Ｋを止めることができたのか。それを知りたいんです」

「いいわ」

　富子さんは、微笑んだ。




　Ｋは、森に逃げ込んだ人を、最後の一人まで殺し尽くすと、再び町中へ戻ってきたの。そして、丸一日かけて町の中をぐるぐると歩き回りながら、生存者を虱潰しに殲滅することに夢中になっていたわ。季節は、ちょうど秋から冬へと変わる頃だった。殺戮に酔っていたＫは、充分に厚着をするのを忘れていたみたい。真夜中頃になり、悪性の風邪を引き込んだことに気づいたの。

　Ｋが向かった先は、半壊状態になった町の病院だった。まさか医者がいるとは、思っていなかったはずよ。たぶん、薬を捜そうというつもりだったんでしょう。でも、そこには、まだ一人の医師が残っていたの。何とか、まだ息のある瀕死の怪我人を救おうと、必死になっていたのよ。この土田という名前の先生が、町を救ったの。そして、私は、すぐ横で、その一部始終を見ていたわ。

　驚いた？　私は、当時、そこで看護婦をしていたの。そのとき、病院に残っていたのは、意識不明の怪我人と重病人を除けば、土田先生と私だけだった。そこへ入ってきたのが、Ｋだったの。

　一目見て、悪鬼であることはわかったわ。目が、とにかく常人とは違っていた。虹彩が上がってるんだけど、いわゆる三白眼どころじゃない、眼球上転に近い状態で、ほとんど白目を剝いているようだったわ。それで見えているのかと思うくらい。しかも、まったくと言っていいほど瞬きをしないの。

　髪は油のようなもので固まり、顔はまだら模様になっていた。それが人の血によるものだと気がついてからは、脚の震えが止まらなかったわ。

　Ｋは、私の前を素通りし、黙って診療室に入っていった。弁解も、取り引きも、脅迫もしようとはせずに、Ｋはただ、風邪を引いたから治療をしてくれと言ったの。土田先生の顔は見えなかったけど、椅子に座りなさいと言う声は聞こえたわ。

　私は、呼ばれなかったけど、診療室に入った。先生を一人にはできないと思ったから。土田先生は、私の顔を見たけど、何も言わなかった。そして、Ｋに口を開けさせて、喉を診たの。喉は、見事なくらい真っ赤だった。Ｋは、かなり辛そうだったわ。熱もあって、悪寒があるらしく震えが止まらない。

　あれが本当に風邪だったのかどうかは、何とも言えないわ。Ｋは、夥しい数の人を殺害する過程で、霧状になった血液を大量に吸い込んでいたはずだから、ある種のアレルギー反応を起こしていたのかもしれない。だとすれば、犠牲者たちは、幾分かでも復讐を果たしたことになるわね。

　土田先生は、Ｋの喉にヨード・グリセリンを塗ったわ。そして、私に、奥の調剤室から抗生物質を持ってくるよう命じた。私は、貴重な薬を悪鬼のために使うのは嫌だったけど、言われたとおり、ペニシリンを取りに行ったの。ふだんストックしてあった分は、怪我人の手当でほとんど使い果たしていたので、期限切れで廃棄する予定だったものを捜すのに、時間がかかったの。

　だから、その間に起きたことは、私は見ていない。でも、残された証拠から、真相は、あきらかだったわ。

　土田先生は、救急用の薬剤保管棚から塩化カリウムの錠剤を取り出し、致死量の数倍を蒸留水に溶いた。そして、風邪の薬だと偽って、Ｋに静脈注射したのよ。

　突然、叫び声が聞こえてきて、私は、ようやく手にした抗生物質の箱を取り落とした。そして、すぐに診療室へ駆け込もうとした。

　次の瞬間、何かが激しく爆発する音がして、戸口から、診療室の中が、深紅に染まったのが見えたわ。Ｋが、土田先生の頭を吹き飛ばしたの。

　それからは、延々と恐ろしい叫び声が続いた。Ｋは、断末魔の苦しみにあったんだけど、なかなか死ねないでいたの。まるで、人間の身体に悪魔が憑依したとしか思えないような、邪悪で、おぞましい声よ。やがて、それは、だんだんと弱々しくなり、子供の啜り泣きに変わった。そして、とうとう、聞こえなくなった……。




　富子さんは、話を終えると、手に持った湯飲みを、じっと見つめた。

　訊きたいことは山のようにあったはずなのに、わたしは、一言として発することができなかった。

「……町が、悪鬼の残した無惨な爪痕から立ち直るまでには、悲しみを癒す長い時間と、辛抱強い取り組みが必要だった。最初に、私たちがやったことは、生き残った人の間から、Ｋの血統を完全に取り除くことだったの」

「血統を取り除く……？」

　わたしは、オウムのように繰り返した。

「Ｋには、攻撃抑制の欠如と、愧死機構が無効という、二つの重大な遺伝的欠陥があった。Ｋと近い血縁関係にある人々は、同じ欠陥を持った遺伝子を宿している可能性が高いの。だから、Ｋの血統は、五代まで遡って、あらゆる分枝で絶やされなければならなかった。誤解しないでほしいんだけど、これは、復讐じゃないの。ただ、二度と再び悪鬼の出現を許してはならないという、固い決意の現れだったのよ」

「でも、どうやって、その人たちを……？」

　膝の上に置いた自分の手が、小刻みに震えているのが、目に映る。

「そうね。ここまで話したんだから、今さら、隠す必要もないでしょうね。そのときは、バケネズミを使ったの。最も人間に忠実なコロニーから、精強な兵士を選んで、四十匹ほどの部隊を編成したのよ。そして、暗殺用の装備を与えて、悪い血統を受け継ぐ人間を、一晩のうちに急襲したの。もちろん、相手に気づかれたら、バケネズミなどひとたまりもないから、作戦は慎重の上にも慎重を期して行われたわ。それでも、バケネズミの半数は失われたんだけど、どっちみち、残った個体も処分する必要があったから、まあ、完璧な成功と言っていいでしょうね」

　富子さんは、まるで町内の清掃活動について話しているように、淡々と説明した。

「だけど、それだけじゃ、充分じゃない。Ｋの血統を絶やしても、悪鬼が現れないという保証はないから。それで、私たちは、学校と教育制度について、全面的な見直しをしたの。指導学級を廃止して、新たに、生徒のすべてを効率的に把握できる全人学級を創設した。教育委員会の権限を大幅に拡充し、倫理委員会以外からの一切の圧力を受けないよう改組した。さらに、倫理規定の一部を改草して、基本的人権の開始期間を後にずらしたのよ」

「どういうことですか？」

　富子さんは、急須に新しいお湯を入れ、二つの湯飲みにお茶を注いだ。

「旧倫理規定では、人権が発生するのは、受胎後二十二週目からだった。これは、中絶が可能な期間に関連した規定だったんだけど、新しい倫理規定では、これを生後十七歳まで後倒しにしたの。したがって、十七歳までは、教育委員会の職権において、処分が可能になったのよ」

　自分が、法的には未成熟な胎児と同じで、まだ人間と認められていないと知ったときの衝撃は、とても、ここでは言い尽くすことができない。そんなことは、和貴園でも、全人学級でも、一度も教わらなかった。そもそも、人権は何歳から発生するのかとか、自分にはすでに人権があるのかなどという疑問を抱くだろうか。

「そして、処分方法も、ずっと洗練されたやり方に変更されたわ。いくら、バケネズミが人間に忠実だとは言っても、あれほど高い智能を持った生き物に殺人を許すのは、将来に禍根を残すことになる。だから、普通の家猫を、呪力によって品種改良し、不浄猫を作り出したの」

　不浄猫……。その言葉は、心の中の封印された部分に強い感情を引き起こした。恐怖。そして、悲しみを。

「その後は、徹底した取り組みによって、危険な因子はすべて事前に取り除いたために、悪鬼は、一度も現れていない。だけど、もう一つの恐ろしい事件が起きたの。こちらは、まだ記憶も新しい、今からほんの二十年ほど前の出来事なのよ」

　富子さんは、お茶を一口飲んで、再び話し始めた。




　呪力が漏出する危険性については、古代文明の末期から指摘されていたらしいわ。でも、悪い漏出バツド・スピルという現象は、長い間見過ごされ、過小評価されてきた。せいぜい、精密機械に頻繁な故障が起きたり、周囲の物に歪みが出るくらいで、人畜に危害が及ぶ危険性はないとされていたの。事実、これまでにあったほとんどのケースでは、そうだった。

　ところが、この生徒、湫くて川がわ泉いず美みという少女の場合には、それが当てはまらなかったの。彼女の呪力は、まるで放射能のように、周囲にある物すべてを汚染した。泉美は、当時、黄金こがねの郷の外れにあった農場の一人娘だったんだけど、そこでは、泉美が思春期になって祝霊を迎えて以降、異常な高率で、家畜に畸形が発生したわ。作物も、多くが立ち枯れて、当初は、新種のウイルスによる病気ではないかと疑われていたの。

　全人学級においても、泉美の周囲十メートル以内に置かれた物は、ことごとく、異様な変形を起こした。机や椅子は、短期間のうちに使用不能になってしまったし、末期には、周囲の壁や床に、たくさんの気泡や、目玉のような模様、閻魔の髭ウイスカーと呼ばれる黴のような突起などが一面に生えて、悪夢のような光景だったわ。

　倫理委員会と教育委員会は、専門家による特別調査班を立ち上げたわ。その結果、彼女の呪力の悪い漏出バツド・スピルが、人間の遺伝子にまで損傷を与えることが判明し、大騒ぎになったの。とりあえず、全人学級への登校を中止させ、自宅で教科を履修させることにしたんだけど、その頃には、悪い漏出バツド・スピルの及ぶ範囲が、とんでもなく拡大してしまってた。当時、六キロ離れたところに、時計塔が建っていたんだけど、突然、内部の歯車がねじ曲がって、時計の針が動かなくなってしまったくらいにね。

　私たちは、会議を重ねた。その結果、湫川泉美は、橋本・アッペルバウム症候群の患者であると正式に認定され、業魔として処分を行わなくてはならないという結論に達したわ。私は、倫理委員会の責任者として、彼女に対して、直接そのことを伝えたかった。でも、すでに、近寄ることが危険な状態になっていたので、遠隔操作した茶運び人形を介して、手紙をやり取りしたの。

　そのときのことを思い出すと、今でも、心が痛むわ。彼女は、本当に素直で心の優しい、いい子だった。今までの例からしても、そういう子の方が、むしろ業魔になる確率が高いのよ。

　泉美は、自分のせいで多くの人の命が危険に晒されていると知ると、自ら進んで、いかなる処分にも協力することを申し出たわ。

　湫川農場は、いわば爆心地だったために、あらゆる生き物が死に絶えてしまっていた。両親と農場の従業員は、泉美だけを残して一時避難するという形になっていたんだけど、実際には、全身の筋肉組織が急速に繊維化する奇病を発症して、すでに亡くなっていたの。その事実は、彼女には伏せられていたけどね。

　私が、最後に遠くから垣間見たとき、農場の建物は、アメーバのような不定形に変わっていて、今にも流れ出し、周辺のものすべてを呑み込もうとしているように見えたわ。

　その一番遠い端にある、半ば溶けかかったような小屋のテーブルの上に、遠隔操作で、五錠の錠剤が置かれたの。悪い漏出バツド・スピルを抑制するための、精神安定剤という説明だったわ。うち、一錠にだけ、致死性の毒が入っていた。泉美は、毎日一錠ずつ、それを服用するよう指示されたの。

　泉美は、その日のうちに、五錠全部を呑んだ。聡明な彼女は、確実に、薬の中身に気がついていたと思う。だとすれば、悪い漏出バツド・スピルによって薬が変質して、効き目が失われることを怖れたのかもしれない……。




　涙が、頰を伝った。

　なぜなのか、自分でもよくわからなかった。一度も会ったことのない泉美という少女に、心の底から同情したのは事実である。だが、それだけではない。

　わたしは、まるで嵐の中の小舟のように、激しく心を揺さぶられていた。後から後から、とめどもなく涙が流れ落ちる。

「あなたの、辛い気持ちは、よくわかるわ」

　富子さんが、言う。

「いいのよ。好きなだけ、泣きなさい」

「どうして……？　どうして、こんなに悲しいんですか？」

　わたしの問いに、富子さんは、静かに首を振った。

「それは、まだ今は言えない。でも、人は、大きな悲しみに直面したとき、それを消化し受け入れるための、喪の作業というものが必要なのよ。あなたには、こうやって涙を流す必要があった」

「それは、わたしたちの記憶から消された出来事と、関係があるんですか？」

「ええ。そうよ」

　顔のない少年の姿が、脳裏に浮かんだ。

「わたしの記憶を、返してください」

「それは、できないわ」

　富子さんは、悲しげに微笑んだ。

「あなたたちの記憶だけでなく、秋月真理亜さんの日記に至るまで、あらゆる記録から、あの子に関する情報を抹消することを決めたのは、あれが、あまりにも生々しく衝撃的な事件だったからよ。事件の記憶自体が精ト神ラ的ウ外傷マとなって、子供たちばかりか、町の人の精神を不安定化し、さらなる悲劇の呼び水になる恐れさえあった。まるで、ドミノ倒しのようにね……」

　富子さんの、何があっても動じない顔に、暗いさざ波が走ったような気がした。

「あなたなら、それにも耐えられるかもしれない。でも、あなたの記憶の封印を解けば、友達に秘密にしておくことは、できないでしょう？　結局は、みんなが知ることになる」

「……でも」

「私が、あなたにした話の意味を、よく考えてみて。鎖は常に、一番弱い環から破断するのよ。私たちは、常に、最も弱い者に対して、気を配らなくてはならないの」

「最も弱い者に……ですか？」

　富子さんは、いたわるように、わたしの髪を撫でた。

「さっき、あなたに、私の跡を継いで貰いたいって言ったのは、けっして冗談じゃないの。そのときが来れば、あなたは、失った記憶を取り戻すことも許される」

「わたし、富子さんの代わりなんて、絶対、できません」

　人格指数がどうあったにせよ、自分の精神がそんなに強靱ではないことは、自分が一番よく知っていた。

「あなたがそう言いたくなる気持ちは、よくわかるわ。私も、この仕事を引き受ける前は、そう思っていた。でも、いつか、必ず、やらざるを得ないときが来る。それが、あなたにしかできない仕事だからよ。いい？　そのときに思い出して。二度と再び、悪鬼や業魔を出さないためには、いったい何をしなければならないのか」

　富子さんの言葉は、わたしの胸に重たく響いた。
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　守が、突然家出したのは、まだ寒さが厳しい二月の中旬だった。

　守のお父さんが、朝、登のぼり窯がまに火を入れた後で起こしに行ったときには、別段、変わった様子はなかったらしい。だが、いつまでたっても朝食の席に出て来ないので、もう一度見に行くと、寝所は空で、どこにも姿が見えなかったのだという。

　机の上には、『捜さないでください』という短い書き置きが残されていた由。有史以来、おそらく最も多く残されてきた家出人のメッセージであり、かつ最も無意味なたわごとだろう。

「どうしよう？」

　真理亜が、白い息を吐き、泣きそうな声で言った。耳あての付いた帽子は霜か雪で真っ白になり、睫まつ毛げまで凍りついているのが、何とも痛々しい。

　真理亜と守の家は町の東と西に分かれていたが、毎朝、登校前に落ち合っていたのは、わたしも知っていた。それが、今日にかぎって、いつまでたっても現れないため、待ちくたびれて家に行ってみたらしい。おろおろするばかりの守のお父さんから事情を聞いた真理亜は、このことは絶対に他言しないよう頼んでから、真っ先に、わたしに相談しに来たのだった。

「決まってるじゃない。捜すしかないわ」

　わたしは、今しもハクレンⅣ号のもやい綱を解こうとしていたところだった。真理亜が来るのがもう少し遅ければ、行き違いになっていたことだろう。

「覚も入れて、三人で、守の跡を追いましょう」

「でも、一班の四人が全員、学校を休んだら、変に思われるんじゃない？」

　名目上は、良も一班ということになっていたが、今では、ほとんど二班の連中と一緒に行動している。真理亜の言うとおり、一班の集団欠席は、単なる不審を越えて、ただちに詮議の対象になるに違いない。

「わかった。いったん登校しよう。今日の三限目と四限目は、自由研究じゃない？　そのとき、こっそり学校を出ればいいわ」

　この日は土曜日だったので、全人学級の授業は午前中だけしかなかった。

「だけど、ホームルームまでに戻ってくるなんて、絶対、無理よ」

「言い訳は、後から考えればいいわ。さいわい、うちには天才的な噓つきもいることだし。とにかく、今は、一刻も早く守を見つけないと」

　この冬は、最初のうちは暖冬かと思われたのだが、一月も終わりになって、大陸から強烈な寒波が襲来し、記録的な寒さになっていた。前夜には大量の積雪があったばかりで、町は、一面の銀世界と化している。守が、どっちの方角へ行ったのかはわからないが、雪原でのトレッキングに備えて、わたしは、愛用の長板をハクレンⅣ号に積み込んだ。

　全人学級に着いたのは、遅刻寸前の時間だったが、太陽王に目を付けられることもなく、教室に滑り込むことができた。真理亜が、守が風邪で欠席する旨を告げたが、特に怪しまれた様子はなかった。

　一限目は、『人間社会と倫理』と題された、ひどく退屈な授業だった。わたしたちは、じりじりする気持ちを押し隠しながら、ひたすら時間が経過するのを待った。授業の終わりを告げるチャイムが鳴るやいなや、わたしと真理亜は、覚をつかまえて事情を説明した。

　二限目は、わたしにとっては、ふだんから苦手で頭が痛くなる数学である。この時間、いらいらしている生徒は、少なくとも、三人に増加していたはずだ。

　そして、待ちに待った三限目は、班ごとの自由研究で、必要ならば、校外へ出ることも許されている。三人で連れ立って教室を出かけたところで、第一の障害物が現れた。

「おーい。君たち、どこ行くんだよ？」

　良は、わたしと視線を合わせないようにしながら、覚に向かって言う。

「自由研究じゃないか」

　覚は、肩をすくめる。

「だから、それで、どこ行くんだって訊いてるんだよ？　僕だって、君たちと同じ一班なんだから」

「あなたは、いつも、二班の子たちと一緒にいるじゃない？」

　真理亜が、苛立って言う。

「でも、一応、一班っていうことになってるんだよ。それに、昔は、君たちのグループにいたじゃないか。どうしてこんなふうになっちゃったのかは、よくわからないけど……」

　良は、自分が陥っている不条理な状況について、思いを巡らしているようだった。

「わかった、わかった。悪かったよ、まだ、説明してなかったんだ？」

　覚が、宥なだめるように良の肩を叩いた。その様子には親密さのかけらもなく、この二人が恋人同士だったなどということは、どう考えてもありそうもない。

「前に、自由研究の課題について話し合ったんだけど、そのときは、良はいなかったよな。みんなでアイデアを出し合った結果、雪の結晶のパターンを調べることに決まったんだ」

「雪の結晶？　何だよ、それ？　いくら何でも、子供っぽすぎるだろう？　僕は、たしか、友愛園の冬休みの課題でやったぜ」

　良は、一応、わたしたちの幼馴染ではあったが、わたしや覚が通った和貴園ではなく、守と同じ友愛園の出身だった。

「だから、それが、呪力の作用によって、どう変化するかを調べるんだよ。もう、分担を決めてるから。良は、校舎の裏側に積もってる雪を調べてくれ」

「調べるって、いったい、何をどうするんだよ？」

「まず、雪の結晶を虫眼鏡で拡大して、パターンをスケッチするんだ。最低でも百くらいのパターンは、必要だな。それから、そのパターンを、大まかな形で分類する。最後に、いくつかのパターンを選んで、一定の場所に積もった雪に、呪力で転写できるかどうかを実験してみるんだ」

「でも、すでに出来上がっている結晶の、形が変わるかな？」

　良は、疑わしげに言う。

「そう、そこだよ！　実は、そこが、この自由研究の最大の眼目なんだ」

　覚は、立て板に水で返す。

「いいかい？　固体っていうのは、大半が何らかの結晶だろう？　だから、水の結晶を、溶かすことなく呪力で変形させられるなら、ほとんどの固体の物性が、今よりずっと自由自在に変更できるかもしれないんだ」

「ふーん……」

　良は、感心したように唸る。覚の、まことしやかなホラ話には全然免疫がないらしく、ひとたまりもないようだ。やはり、彼が、わたしたちと行動をともにしていたとは、考えられない。

「そうか。僕の担当は、校舎の裏の方だよな？」

「ああ、頼む。僕らは、表を手分けして調べてるから。あ、そうだ。いったん調べ始めたら、絶対に、途中で中断するなよ。その場合は、一からやり直しになるからな」

「わかった」

　良は、爽やかに答えて、校舎の裏へと向かった。

「悪魔」

　わたしは、覚に、心からの賛辞を送る。

「何だよ、この場合、しかたがないだろう？」

　わたしたちは、堂々と学校の正門から出て、船着き場に向かった。毛糸の帽子から覗く耳たぶがぴりぴりするくらい空気が冷たく、まだ、小雪がちらついている。

　とりあえず、覚は、いったん家に帰って、必要な装備を取ってこなければならなかった。わたしと真理亜は、ハクレンⅣ号に乗って守の家に向かう。水温と比べて外気温が低いために、水路の上には、温泉のように湯気がもうもうと立ちこめていた。ところどころ氷が張っていて、呪力で割るのが追いつかないところは、船首でがりがりと砕きながら進む。まだ町中だというのに、さながら、北極海を進む古代の砕氷船のようだった。

「守が家出した理由って、何か心当たりあるの？」

　わたしの質問に、真理亜は、考え込んだ。

「わからない……。でも、このところ、ちょっと、塞ふさぎ込んでたかも」

　たしかに、そう言われれば、そんな気もするのだが。

「どうして？　何かあったの？」

「うーん。そんな、たいしたことじゃないんだけど。気づいてたのは、わたしだけみたいだし」

「言ってみて」

「呪力の課題が、うまくできなかったことがあって。そんな難しい技じゃなかったから、守の実力なら楽勝のはずだったんだけどね。だいたいが、悲観的な方にばっかり考えるタイプだから、一度失敗するんじゃないかって思うと、もうだめなのよ」

「それだけ？」

　そんなことくらいで、家出までするだろうか。

「ううん。それで、太陽王に指導されたことを、気にしてて。……それで、ネコダマシが来るんじゃないかなんて冗談めかして言ってたけど、顔色が、もう真っ青で、本人が全然、冗談と思ってないのが丸わかりなの」

　だとすれば、責任の一半は、わたしにもあるのではないか。もしかすると、クラスから消えた子たちのことを話したのが、まずかったのかもしれない。

　真理亜や富子さんの評が正しかったとすれば、守は、わたしよりずっと弱いのだ。

　ふと、背筋が寒くなるような感覚に襲われた。

「鎖は、常に、一番弱い環から破断する……」

「何？」

　真理亜が、怪訝そうに訊き返す。ううん何でもないと答えながら、わたしは、混乱した頭の中をまとめようとした。たった今、何かぞっとするような考えが頭に浮かんだと思ったのだが、どうしても、その正体を摑むことはできなかった。

　守の家がある櫟林の郷は、町の最も西に位置していた。この季節に、冷たい川風を真正面から受けるのは、かなり辛い。到着したときには、すっかり顔の感覚がなくなっていた。

　ハクレンⅣ号を舫もやい柱ばしらに繫ぐと、わたしは、持ってきたリュックを背負い、長板かんじきを履いた。クロスカントリーに適したテレマークスキーに、日本古来の輪かんじきや、雪スノー靴シユーなどの長所を組み合わせたものである。

　板の裏側は、無数の細かい逆棘が出るよう加工してあり、前進する際はスムーズだが、後退にはブレーキがかかる。このため、平地では、普通に歩行したり、スケーティングの要領で進むこともできる。呪力で推進するときには、両足を肩幅に開き、しっかりと腰を落とす。上り坂も問題ないし、平地なら、好きなだけ速度を出せる。問題は下り坂の方で、呪力で制動をかけ続けるのは精神的に疲れるため、むしろ、スキーの技術で滑降する方が楽だった。

　真理亜は、ふつうの靴を履いたままで、妖精のように浮遊している。

　わたしたちは、守の家に着くと、周囲に残っている足跡を見て回った。誰かが失踪して、その跡を追わなければならないときに限り、大雪にも役立つことはあるらしい。

「ねえ、もしかしたら、これじゃない？」

　わたしが見つけたのは、足跡ではなく、二条になった橇そりの跡だった。それも、幅の狭さからすると、子供用のものらしい。

「守は、長板に乗るのは、あんまり得意じゃなかった。というより、ほとんど使えなかったわ」

「友愛園時代に使っていた橇を、引っ張り出してきたのね。それに、この跡の深さを見て。かなり重い荷物を積んでるらしいわ」

　子供用の橇に積めるだけの荷物を積み込み、出奔するというのは、格好のいいやり方ではないが、いかにも守らしいとは言える。

　しばらく待っていると、覚の舟が、猛スピードで水路をやって来るのが見えた。

「お待たせ。どっち行ったか、わかった？」

　舟から降り立った覚は、すでに、雪原をトレッキングするための装備に身を固めていた。彼の長板かんじきは、わたしのより長くて幅が広く、それだけ脚力が要求されるのだが、流れのない水面では水蜘蛛の代わりにもなる優れものである。

　わたしたち三人は、橇の跡を辿っていった。守は三時間以上先行しているが、子供用の橇に荷物を満載していたのでは、安定が悪いために、あまり速度を出すことはできない。もし、途中で、どちらに行こうか迷ったりしていたなら、二時間くらいで追いつけるかもしれないと期待していた。

　橇そりの跡は、守の家の裏手から、しばらく通りに沿って続いていたが、途中で、右にそれて、小さな丘を登っていた。

「どうやら、人目に付かない方へ行こうとしてたらしいね」

　覚が言った。

「呪力で橇の跡を消そうともしなかったのは、いかにも守らしいけど」

　頭上から、真理亜が答える。

「でも、なんで、舟を使わなかったのかな？」

　わたしは、当初から抱いていた疑問を口にした。慣れない橇など使うより、舟の方が、何倍もスピードが出るし、重い荷物も運搬できるからだ。

「誰かに見られるのが、嫌だったんじゃないかな？」

　やはり、それが最大の理由だったのだろうと、わたしは考えた。だが、それ以外の意味もあったのかもしれない。水路や川を行くのは、逃走も容易な分、追いかける側にとっても好都合である。守は、もしかしたら、八丁標を越えて、山奥の方へ行こうとしているのではないだろうか。

　一時やんでいた小雪が、また、ちらつき始めた。わたしたちは、追跡の速度を上げることにした。わたしと覚が、橇そりの跡を両側から挟んで、雪の上を滑走し、真理亜は、一度に四、五十メートルずつ、緩やかなジャンプを繰り返しながら、後ろについてくる。ずっと浮揚し続けるよりは、その方が楽なのだ。

「ちょっと待って！」

　後ろから真理亜が叫んだので、わたしたちは、滑走を停めた。

「どうしたの？」

　ゆっくりと戻りながら、訊く。真理亜は、橇の跡から横に四、五メートル離れた場所で、しゃがんで雪面を見ていた。

「これ、見て。どう思う？」

　真理亜が指さしたのは、雪の上に残された足跡だった。縦長だが、人や熊、猿が残したものにしては細すぎる。強いて言えばウサギの足跡に似ているが、それには大きすぎるし、両足をそろえて跳ねるのではなく、人間のように交互に歩を運んでいるようだ。

「たぶん、バケネズミだ……」

　わたしの肩越しに覗き込んだ覚が、息を切らしながら言う。

「バケネズミ？　こんなところで、何してるの？」

「僕に、わかるわけないだろう？　狩りでもしてるんじゃないのか？」

「狩り？」

　わたしは、その足跡に、不吉な胸騒ぎのようなものを感じていた。

「もし、そうだったら、まずいことになるかも」

「どうして？」

「この足跡、よく見て。橇そりの残した跡と、ずっと平行に進んでるじゃない？」

　どう見ても、それは、守の跡を追ってるとしか思えなかった。




　雪に印された二筋の跡は、わたしたちを、しだいに人里離れた場所へと導いていった。新雪の上では、かなり苦労して進んだ形跡が窺える。やがて、急斜面の下にさしかかると、吹き溜まりよりはましとばかりに、斜行して登っていったようだった。

「あいつ、子供用の橇で、よくこんな無茶な上り方するよな」

　覚が、呆れたように言った。

「守って、ああ見えて、案外、怖さを知らないやつなのかもな」

　あるいは、もっと恐ろしいものに追い立てられていたため、後先考えられない状態になっていたのかもしれないが。

　わたしたちも、橇そりの跡を追って斜面を登ったが、粉雪が吹き払われて剝き出しになったアイスバーンに、長板が横滑りして、何度も転倒しそうになった。呪力の助けがなければ、とっくに斜面を真っ逆さまに転がり落ちていたことだろう。

　斜面は、大きくカーブしながら延々と続いていた。その間に、崖下の谷もどんどん深くなっていく。守の橇も、さっさと登り切ってしまえばよかったのにと思うのだが、途中、斜めに生えている木々に阻まれたようだった。さらに進むと、斜面の上の方が、ごつごつとした岩が露出しているガレ場に変わっていた。もはや、行けるところまで行くか、引き返すかの選択しかないが、重い橇に乗っている場合は、たとえ呪力を使っても、斜面で方向転換するのはかなり難しい。守は、いつのまにやら、抜き差しならない状況に陥ってしまったらしい。それで、しかたなく、無謀な前進を続けたのだろう。

「ねえ、橇の跡が見えなくなっちゃった。どこにあるかわかる？」

　わたしは、斜面の途中で立ち止まって呼びかけたが、覚も、首を振る。

「わからないな。相当な重みがある橇の跡だったから、ここまで、アイスバーンの上でも残ってたけど……」

「わたし、上を見てくるね」

　急斜面をバッタのように飛び跳ねていた真理亜が、気球のように上昇していった。

「この辺までは、まだ、跡がうっすら付いてるわ」

　わたしは、谷底へ滑り落ちないように、呪力で身体を支えながら、ざらついた氷の上に付いた傷痕を辿っていった。

　指先が、異質な感触の物体に触れる。岩だ。ほとんど斜面から出っ張っていないので、ちょっと目にはわからないが、アイスバーンではなく、平らで硬い岩石が露出している。畳三畳分くらいの面積はあるだろうか。

　うっすらと積もっている粉雪を呪力で吹き飛ばすと、岩盤のほぼ中央あたりに、金属で引っ搔いたような線が走っているのを見つけた。

「覚！　これ、見て！」

　覚は、斜面で器用にターンすると、そばへ来て、ぴたりと止まった。

「ほら、もしかしたら、ここで、守の橇そりが……！」

　そのとき、斜面の上から、真理亜も降りてきた。

「上には、何の跡もなかったわ。それに、ここを上るのは、たぶん、無理だと思う」

「真理亜！　たいへんなの！」

　わたしが説明すると、すでに寒さで白くなっていた真理亜の顔から、すっかり血の気が引いたようだった。

「じゃあ、守は、ここで滑って……下へ？」

　わたしたちは、崖の下を覗いた。いつの間にこんなに上ったのか、谷底までは百メートルはある。ここから落ちたとすれば、よほどうまく呪力を使って身を守らない限り、まず命はないだろう。

「とにかく、ちょっと降りてみよう。かりに、ここから滑り落ちたとしても、一番下まで行ったとは、限らないし」

　覚がそう言い、わたしたちは、ゆっくりと三十度以上ある斜面を下っていった。

　三、四十メートルほど下ったところで、長板かんじきに伝わる斜面の感触が一変した。

「吹き溜まりだ！」

　斜面の途中に、深く抉れた部分があり、そこが柔らかい雪で埋もれているのだ。

「まだ、望みはあるぞ。ここがクッションになって、橇そりが止まったかも」

「でも、ここから先に続いている橇の跡は、どこにもないわ」

　真理亜が、我慢しきれなくなったらしく、呪力を使って、がむしゃらに雪を取りのけようとする。

「危ないわ。真理亜は、呪力で浮揚してるんだから、わたしにまかせて！」

　わたしは、彼女を制すると、突風を起こして、吹き溜まりの雪を一気に吹き飛ばそうとした。舞い上がった雪煙に、覚がたじたじとなって退避する。

　真理亜には偉そうなことを言ったが、わたし自身、呪力を使わずに急斜面に立つのは、無謀に近い試みだった。ほとんど数秒ごとに、呪力を、風を起こすことから自分の身体を支える方へと振り向けなければならない。

　あっという真理亜の叫び声が聞こえて、わたしは、風を停めた。

「そこ！　埋まってる！」

　真理亜が、悲痛な声で叫ぶ。彼女の指さす先、雪の間から突き出しているのは、鉄製の橇の脚のようだった。

「掘り出そう！　僕がやるから、君たちは手を出すな」

　覚がイメージしたのは、巨大なスコップらしかった。大量の雪が掬い取られては、崖下に投げ捨てられる。橇の姿があらかた出てくると、今度は、人の手で掘るような、繊細ですばやい動きに変わる。邪魔な雪を取りのけてから、逆さまになった橇をひっくり返す。橇に積んであったとおぼしき荷物が、あたりに散乱していたが、守の姿はどこにも見えなかった。

「どこ？　守は、どこにいるの？」

　真理亜は、ほとんど半狂乱になっていた。

「ここにいないんなら、下へ落ちたの？　だったら、早く助けなきゃ！」

　彼女にどう答えていいかわからず、わたしは、うつむいた。もし、守に呪力を使う暇があったなら、ここで身体を停めたはずだ。ここからさらに落ちたとすれば、途中で完全に意識を失っていたに違いない。だとすれば、もはや生存は絶望的ではないか。

「いや、ちょっと待てよ……！」

　覚は、一人だけ、冷静さを失っていなかった。

「おかしいと思わないか？　どうして、この橇そりは、こんなに完全に埋まってたんだ？」

　彼の口調に何かを感じて、わたしの中に、かすかな希望が生まれる。

「それは、雪が降ったからでしょう？」

　わたしが答えると、覚は、ゆっくりと首を振った。

「降ってないよ。守が通った後で、そんなに大量の雪が降ったなら、橇の跡なんか埋まっちゃって、とても、ここまで追って来られなかったはずだ」

「じゃあ、ここの吹き溜まりに橇そりが落ちた衝撃で、雪の中に潜り込んだんじゃない？」

「だとしても、そのとき舞い上がった雪で、ここまですっぽりと隠れるとは思えない」

「あなたたち、何を言ってるの？　守がいないのよ？　それでも、友達？　そんなこと、どうだっていいじゃない！」

「いや、そうじゃないんだ。……ひょっとしたら、守は、無事かもしれない」

　覚の言葉に、わたしたちは、息を呑んだ。

「それ、本当？」、「どういうことよ？」と、異口同音に訊く。

「ここに橇が埋まってた理由を考えたんだけど、一つしか思いつかないんだよ」

　覚は、考え深げに言う。

「橇が誰かに発見されないように、わざと埋めてあったんだ」

「守が埋めたの？」

　真理亜の声が、ぱっと明るくなった。

「あるいは、守を追ってきたバケネズミが……だけど」




　橇が埋まっていた地点から、守ないしバケネズミが徒歩で移動したとしたら、どちらへ行ったのか。現実的にありそうなルートを探ってみることにした。

　しばらくは斜面を平行に進んでから、やや傾斜が緩くなっているところを上って、また少し進み、密生した藪の間を擦り抜けるように上がる。すると、そこから斜面の上まで、細い道が走っているのを発見した。

「獣けもの道みちみたいだな」

　しかも、その道の上には、バケネズミの足跡と、何か重いものを引きずったような跡がくっきりと残っているではないか。

「まさか、守を……」

　最悪の想像をしたらしく、真理亜が、消え入りそうな声でつぶやく。

「いや。たぶん、違う。守は、きっと気を失ってたんじゃないかな。バケネズミが、守を救助するために連れ帰ったんだと思うよ」

　覚が、振り返って答えた。

「どうして、そんなことがわかるの？」

　わたしが訊くと、覚は、道の真ん中を指した。

「ほら、ここ。木の根っこが出てるだろう？　引きずった跡は、わざわざ根っこを避けて通ってる。もし、バケネズミが運んでたのが死体だったら、根っこにぶつかることなんか、いちいち気にしないはずじゃないか？」

　単に荷物を円滑に運ぼうとしていただけかもしれず、さほど説得力のある理由とも思えなかったが、それでも、わたしたちは、かなり勇気づけられたと思う。

　獣道を通って斜面を登り切ると、雪の上に続いていた跡は、忽然と消えていた。だが、まわりの地面を注意深く観察すると、丁寧に雪を均ならした痕跡が見て取れた。

　そこから二十メートルほど先へ行くと、バケネズミの足跡と、何かを引きずった跡が、復活しているのに気がついた。ゴールはもう間近だという予感に、緊張する。

　雪の跡は、疎まばらな林の中を縫って、百メートルほど続いていた。

「おい。あれ……！」

　覚が、前方を指さした。ちょうど藪の陰にはなっているが、二本の太い松の木の間に、雪の壁が盛り上がっているのが見える。

　そっと近づいてみると、それは、高さ二メートルほどのドーム状の物体だった。

「かまくらだわ！」

　真理亜が、押し殺した声で叫ぶ。たしかに、それは、わたしたちが子供の頃に作った、かまくらにそっくりだった。表面には圧雪の跡も見えるし、特大の雪饅頭を作ってから、中を掘り抜くという作り方も、たぶん同じだろう。両側を松の木に支えられているので、普通のものより、ずっと耐久力がありそうだ。

「どうする？」

　覚が、緊張した面持ちで言う。

「真っ正面から行きましょう」

　ここで、議論をしている暇はない。わたしは、意を決して、かまくらに近づいていった。覚と真理亜は、以心伝心で、左右に散開する。まさか、バケネズミが、呪力を持った人間に攻撃を仕掛けてくることはないだろうと思ったが、こうして、三人が固まらず、互いにバックアップする位置にいれば、よけいに攻撃を受けにくいはずだった。

「誰か、いるの？」

　わたしは、かまくらの前に立って、声をかけた。返事はない。ぐるっとまわりを回ってみると、反対側に、茶室の躙にじり口ぐちくらいの大きさの穴があり、枯れ枝を紐で綴り合わせた、葦よし簀ずのようなもので塞いであった。

　そっと、枯れ枝を取りのけて、中を覗き込んだ。

「覚！　真理亜！　ここにいたわ！」

　わたしの叫び声で、二人とも飛んできて、一緒に穴を覗いた。

　中は、かなり広い空洞になっている。その中央で、毛布に包まれて横たわっているのは、守だった。顔はほとんど隠れているが、爆発したような癖毛は、見誤りようもない。かすかに胸が上下しているので、生きているのも確かだった。眠っているらしい。

「よかった……」

　真理亜は、安堵のあまり、両手で顔を覆って泣き出した。すると、守が、うっすらと目を開けた。

「やあ。みんな、来てくれたんだ」

「来てくれたじゃないって。あんまり、心配させんなよな」

　きつい言葉とは裏腹に、覚も、笑みを浮かべていた。

「いったい、どうしたの？　斜面で橇そりが滑落した跡は見たんだけど」

　わたしが訊ねると、守は、懸命に記憶をたぐろうとしているらしく、眉間に皺を寄せた。

「そうか。やっぱり、滑ったんだな。その辺のことは、覚えてないんだ。思い出せるのは、頭を打ったみたいで、朦朧としてたってことかな。脚も痛めてて、歩くこともできなかったんだけど、スクォンクが、僕を見つけて、雪の中から掘り出して、ここまで連れてきてくれたんだよ」

「誰？」

　真理亜が、泣き笑いしながら、訊ねる。

「スクォンク。本当の発音は、もっと難しいけど。……そうだ。君たちも、ずっと前に、スクォンクに会ってるんだよ」

「会ってるって、いつ？」

　そのとき、背後で、がさがさと藪が動く音が聞こえた。

　はっとして振り返ると、まるで金縛りにあったように棒立ちになっているバケネズミの姿が見えた。わたしたちを見て、よほど驚いたらしい。

　覚が、呪力でバケネズミを摘み上げると、持っていた荷物を落とし、怯えきった様子で、キイキイと鳴く。ころころに着ぶくれした上に、保温性の高い紙かみ子このようなものを着込んでいるらしく、カサカサという音が聞こえる。一番上に着ていた汚物色のマントが、ひらひらとはためく様子が、古い記憶を呼び覚ました。

「もしかして、この子、あのときの……」

「早季、知ってるの？」

　真理亜が、驚いたように言う。

「うん。あのとき、みんなも、いたじゃない。ほら、全人学級に入学して間もない頃に、水路に落ちたバケネズミを、助けてやったことがあったでしょう？」

　徐々に、記憶がよみがえってくる。たしか、額に、木ボク蠹トウ蛾ガコロニーの略である『木』という文字が刺青されていたはずだ……。覚と真理亜も、すぐに思い出したようだ。

「スクォンクを下ろしてやって。僕の命の恩人なんだよ」

　守の言葉で、覚が、バケネズミをわたしたちの目の前に、ふわりと着地させた。

「キキキキキ……。神様。あイがとうございます」

　スクォンクというバケネズミは、わたしたちに向かって平身低頭した。

「ううん。こちらこそ、ありがとう。守を助けてくれて」

「とんでもございません。カカカカカ……カ・ヴィー……神様がお困りになっておられたのですから、ｐｓｓｓｓｓｈ……当然のことです」

　スクォンクの日本語は、かつて聞いたスクィーラや奇狼丸に比べると相当に聞き苦しく、ときどき息が漏れたり、唸り声のような喉頭音が混じったりしたが、水路から救い上げたときからすれば、長足の進歩を遂げているようだった。

「助けてもらったのは、ありがたかったけど、スクォンク。君は、なぜ、守の跡をつけてたんだ？」

　覚の口調は、詰問に近かった。

「はい。私は、偶然そこに通り、雪の上の筋を見ました。そして、ｇｒｒｒｒｒ……どのコロニーのバケネズミが付けたか考えて、ｓｓｓｓｈ……調べ行きました」

　スクォンクは、皺だらけの豚のような鼻面を突き出して、たどたどしく喋った。黄色い門歯の下の締まりのない口元からは、真っ白な息とともに涎よだれが滴り落ちる。

「ふうん。でも、そもそも、あなたは、こんなところで何をしてたの？」

　わたしの質問に、スクォンクより早く反応したのは、真理亜だった。

「いいじゃない。そんなこと。この子は、守を助けてくれたのよ。それなのに、どうして、あなたたち二人は、文句を付けるようなことばっかり言うの？」

「別に、そういうわけじゃないけど」

　わたしは、当惑して口をつぐんだ。

　このとき、もう少しスクォンクを追及していれば、その後起きたことに、多少なりとも変化があっただろうか。バケネズミが、覚も真っ青なくらい噓と言い訳に長けていることを考えると、どのみち、たいした違いはなかったかもしれないが。

　それでも、なぜ、スクォンクが八丁標の内側にいたのかぐらいは、訊いてもよかったと思う。当時、わたしたちが八丁標の外へ出ることは厳しく戒められていたにもかかわらず、バケネズミは出入りが自由だったことを聞けば、もっと強い危機感を持つようになっていたかもしれない。

　後に知ったバケネズミの出入りお構いなしの理由とは、驚くべきことに、バケネズミは、文明化されたものも含めて野生動物だからというものだった。

「それより、守。説明してよ」

　真理亜は、一転して厳しい口調で、守に迫った。

「うん……ごめん」

「ごめんじゃわからない。どうして、一人で、こんなことしたの？」

　守は、寝床の上に身体を起こし、母親に怒られた子供のようにべそをかいた。

「だって……しょうがないじゃないか。僕は、死にたくなかったんだ！」

「どういうこと？」

　真理亜は、眉をひそめる。

「僕は、みんなとは違うんだよ。呪力だって人並み以下だし、ほかに取り柄があるわけでもないし、すっかり落ちこぼれになりかけてたんだ」

「そんなことないわよ」

　わたしは口を挟んだが、まったく無視された。

「太陽王も、僕を見る目が冷たいんだ。僕は、もう、処分されるリストに入ってたんだよ。Ｘとか、昔うちの班にいた女の子や、早季のお姉さんみたいに」

　真理亜は、非難するように、わたしの顔を見た。

「わたし、何も言ってないわよ」

　あわてて、疑惑を打ち消す。

「知ってるんだよ。みんなで、こそこそ話し合ってたのを。早季のお姉さんが残した鏡のこと、僕にだけ、聞かせないようにしてただろう？」

「盗み聞きしたの？」

　わたしは、訊き返したが、これも全員に無視された。

「……ねえ、処分だとか、リストだとか、考えすぎよ。絶対、そんなことないって」

　真理亜が、一転して、子供をあやすような口調になる。

「ネコダマシが来たんだよ」

　守の一言で、水を打ったように静かになる。

「え？　どういうこと？　だって……」

　真理亜が言いかけたが、守の表情を見て、続く言葉を呑み込んでしまう。

「少なくとも、二回は見たんだ。最初は、四日前の晩だよ。暗くなってから家に帰ってきたとき、何かに尾けられてるような感じがしたんだ。それで、篝かがり火びの燃えている通りの角を曲がって、しばらく行ってから、ぱっと振り返ったんだよ」

「いたのか？」

　覚が、声をひそめて訊く。

「ネコダマシの姿は、見えなかった。でも、僕が曲がったばかりの角のところに、何かが隠れてるのがわかったんだ。……篝火に照らされた影が、道の方まではみ出してたから。形ははっきりしなかったけど、物凄く大きな影だった」

　全員が、固唾を呑んで、守の言葉に聞き入っていた。

「僕は、怖さで完全にパニックになって、篝火をスパークさせた。薪は真っ白な火の玉になって、あっというまに全部燃え尽きた。でも、その前に、影はどこかに消えていたんだ。僕は、真っ暗になった道を必死に走って家に帰った」

「……でも、やっぱり、気のせいだったんじゃないかな。幽霊の正体見たり枯れ尾花っていう言葉もあるじゃない」

　真理亜が、雰囲気を少しでも和らげようと、取りなすような笑顔で言う。

「そうそう。もし、不浄……ネコダマシが本当に来たんだったら、絶対、もっと早く襲いかかって来たはずよ」

　わたしも、口を合わせる。

「いや。それはどうかな」

　覚が、わたしたちの努力を、見事なまでに台無しにした。

「ネコダマシの話って、いくつもあるけど、気持ち悪いくらい共通してる部分があるんだ。獲物を襲う前に、一回、予行演習みたく、後を尾ける習性があるみたいなんだよ」

　守は、深くうなずいた。

「うん。僕も、あのときはたぶん、襲う気はなかったんだと思う。……だけど、昨日は、そうじゃなかった」

「昨日？　まさか……」

　真理亜には、何か思い当たることがあったようだ。

「昨日の放課後だよ。僕は、補習で、一人だけ居残りだった。終わってから帰ろうとしたときに、太陽王に、用を頼まれたんだ。備品保管庫に、余ったプリントを持って行って、しまってくれって……」

「備品保管庫って、あの、中庭に行く途中にある？」

　わたしが感じた寒気は、たぶん、気温のせいではなかったと思う。

「うん。それで、僕は、言われたとおり、プリントを持ってったんだ。たいした枚数じゃないし、わざわざ、僕に頼む理由がわからなかった。戸棚を開けて、中にしまってから、帰ろうとしたとき、後ろに気配を感じたんだ」

　守の目に、じわりと涙が滲んだ。

「後ろの廊下は、窓がないから真っ暗だった。僕は、早足で歩いた。絶対、振り返っちゃいけないっていう気がしてた。なぜかはわからないけど、一度振り返ったら、それで終わりだって。そして、後ろに耳を澄ませてたら、聞こえたんだよ。凄く柔らかい歩き方で、足音は全然しないんだけど、人間よりずっと体重があるせいで、廊下の床板がぎしぎしと軋む音が」

　守は、しゃくり上げるような呼吸になった。

「僕が止まると、後ろの音も止まった。怖さで動けないでいると、動物の息づかいみたいなのも聞こえてきた。それから、獣臭い臭いも。もう、だめだと思った。僕は、このまま、ここでネコダマシに喰い殺されるんだって。そうしたら、ほとんど無意識に呪力が迸ほとばしったんだと思う。まわりの空気が、竜巻みたいに唸りを上げ始めたんだ。そして、後ろから、恐ろしい唸り声が聞こえた。僕は振り返って……見たんだ」

「どんなやつだった？」

　覚が、身を乗り出して訊ねた。

「闇の中に溶け込む前の一瞬、白っぽい後ろ姿が見えただけだけど。信じられないくらい大きな、猫みたいな生き物だった。廊下には、血の痕が点々と残ってた。たぶん、竜巻がカマイタチみたいになって、怪我を負ったんだと思う」

　わたしたちは、沈黙した。

「昨日、わたしは、守の補習が終わるまで待ってるつもりだったのよ。でも、長くかかるから帰りなさいって、太陽王に言われたわ」

　真理亜の目は、怒りに燃えていた。

「最初から、守を一人にして、殺すつもりだったのね……！」

「でも、ちょっと待てよ。どうして、守を処分しなきゃならないんだ？　守は、呪力も、優れてはいないけど人並みだし、性格だって、全然問題ないだろう？　いつも穏やかで、こんなに協調性も高いのに……」

「そんなこと、知らないわよ！　守は、現にネコダマシを見てるのよ？　それも、二回も。これ以上、何を疑うことがあるの？」

　覚と真理亜の論争を聞きながら、わたしは、肌に粟を生ずる気分を味わっていた。

　富子さんから聞いた話を基にすれば、守が処分対象になっても、何の不思議もなかったからだ。守は、背後から不浄猫が迫ってきたとき、恐怖のあまりとはいえ、相手が見えない状況下で危険な呪力を揮ふるっている。これは、下手をすれば、対人攻撃にもなりかねない暴挙だった。しかも、それを無意識にやったと告白していることは、さらに問題かもしれない。意識レベルでは、呪力の制御が完全にはできていないということになり、近い将来、業魔となる危険性さえ……。

　わたしは、自分が、いつのまにか教育委員会側の視点に立って考えていたことに気づき、愕然とした。

「ネコダマシを見たとき、思い出したことがあるんだ」

　守が、静かに言う。

「僕は、あいつを、前にも見たことがあるんだよ」

「どういうことだよ？」

　覚は、呆気にとられたようだった。

「どうしても、はっきりとは思い出せないんだ。たぶん、消された記憶の一部だったんだと思う。……でも、僕は、たしかに、中庭に入って、物置みたいな小屋の陰に隠れてた。すると、扉が開けられて、中からあいつが、ネコダマシが出てきたんだ」

　真理亜が、あっと叫んだ。

「それ、わたしも覚えてる！　わたしも……そこにいた」

　そして、沈黙が訪れた。重苦しい空気が漂う。

　守を見つけて、連れ帰りさえすればいいという甘いもくろみは、粉々に打ち砕かれてしまった。わたしたちは、これから、どうすればいいのだろう。四人とも、すっかり途方に暮れていた。




　守の脚は骨折している疑いもあり、いずれにしても、すぐに連れて帰るのは無理だった。それで、とりあえず覚だけが、とんぼ返りすることになった。言うまでもなく、太陽王に、わたしと真理亜が風邪を引いたため早退したと話す、言い訳要員としてである。

　残されたわたしたちは、守のいる隣に、もう一つのかまくらを作った。わたしは、万一に備えて寝袋をリュックに入れてきていたが、真理亜の方は、何の用意もなかったので、二人で守の橇を掘り出しに行く。

　さいわいなことに、守は、当座、充分すぎるほどの食料と、日用品を積み込んでいた。わたしたちは、それらを橇に積み直して戻り、焚き火をした。雪を溶かしてお湯を沸かし、三人で夕食を取る。スクォンクにも、少し、乾し肉を分けてやった。

「明日は、晴れそうね」

　わたしは、食後のお茶を飲みながら、言った。

「そうね」

　真理亜は、なぜか素っ気ない。

「天候さえよければ、守を橇に乗せて、移動できるかも」

「どこへ移動するの？」

「それは……」

　わたしは、言葉に詰まった。

「僕は、帰らないよ」

　守が、首を上げて宣言した。

「でも」

「帰ったら、僕は、殺される」

「そうよ！　もう少しで、守は、本当に殺されるところだったんだから」

　真理亜も、同調する。

「でも、現実的に考えてみて？　やっぱり、帰るしかないでしょう？」

　わたしは、二人を説得しようとした。

「わたし、倫理委員会の議長の、朝比奈富子さんと話したの。話せば……きっと、わかってくれるわ」

　そう言いつつも、実は、まったく確信がなかった。富子さんも、また、守は町にとって危険だという判断を下すかもしれないし、そうでなかったとしても、教育委員会の職権を侵してまで守を庇かばってくれるかどうかは、はなはだ疑問だった。

「だめよ。もう、町の人なんか、誰も信用できない」

　真理亜は、にべもなかった。

「早季が言うように、倫理委員会は、生徒の処分に対して、直接は関わっていなかったのかもしれない。でも、黙認はしてたのよ。そうでなければ、みんな、いなくなることはなかったわ。早季のお姉さんも、うちの班にいた女の子も、それに、Ｘも」

　顔のない少年の姿が、脳裏に浮かんだ。彼なら、今の状況に対して、どうアドバイスしてくれるだろうか。

「でも、だったら、どうするの？　町に帰らないで」

　わたしの反問に答えたのは、守だった。

「自活するんだ」

「ええ？　だって、キャンプに行くのとは、わけが違うのよ？　その後何十年も、一人で生きていかなければならないんだし……」

「そのことは、嫌というほど考えたんだ。でも、呪力があれば、何とかなるよ」

「そんな、何とかって……」

「わたしも、何とかなると思う」

　またもや、真理亜が守を後押しする。

「呪力を磨けば、たいていのことは、一人でできるわ。それに、守は、一人にはならない。わたしが、一緒にいるから」

「ちょっと、勘弁してよ。真理亜まで、何言ってるの？」

　頭が、くらくらしてきた。

「だって、守を一人にはできないわ。わたしたちは、当番委員だし」

　だが、意外にも、これには当の守が異を唱えた。

「だめだよ。真理亜は、町に帰らないと。お父さんやお母さんも、心配してるよ」

「どうして？　わたしが一緒じゃ、嫌なの？」

「嫌なわけないだろう？　すごく嬉しいし、心強いよ。でも、町を離れて自活するのは、やっぱり、いろいろ辛いことが多いと思うんだよ。僕は、町では生きることを許されないから、しかたがないけど、真理亜は、そうじゃないんだし……」

「そんな心配は、しなくていいの」

　真理亜は、優しい笑みを浮かべた。

「だから、わたしに一言も相談しないで、一人で家出したのね。本当に、守みたいに優しい男の子は、どこにもいないと思うわ。でも、これからは、ずっと二人よ。いいわね？　約束よ」

　守は、無言だったが、目の縁には、大粒の涙が盛り上がっていた。

　わたしは、深い溜め息をついた。もはや、どんな説得も、功を奏しそうにはなかったからだった。




　その晩、わたしは、かまくらの中で、真理亜と愛を交わした。

「もう、会えないの？」

　わたしは、彼女の胸に顔を埋めて、甘えるように訊いた。

「そんなこと、ないわ。きっと、また会えるから」

　真理亜は、わたしの髪を撫でながら答える。

「わたしは、早季のこと、心から愛してる。でも、今は、守の方が心配なの。わたししか、彼を守ってあげられる人間はいないから」

「それは、わかるけど。でも……」

「何？」

「羨ましい」

「馬鹿ねえ」

　真理亜は、噴き出した。

「わたしたちは、これから、二人っきりで、厳しい自然と闘って、生き抜かなくちゃならないのよ。どう考えても、羨ましいのは、早季の方だって」

「そうね。ごめんなさい」

　わたしは、素直に謝った。

「いいわ。許してあげる」

　真理亜は、わたしの頤おとがいを指で持ち上げると、すばやく唇を奪う。

　それから、わたしたちは、別れを惜しんで、長く熱い、貪るようなキスをした。

　そして、それが、わたしが真理亜と交わした最後の口づけになった。









４






　翌朝、小雪のちらつく中、わたしは一人で町に戻った。

　推進力はほとんど呪力に頼ったのだが、長板かんじきを履いて長い距離を走破したため、足腰の疲労はピークに達している。真理亜と守の行く末を思うだけでなく、将来に対する漠然とした不安がつのって、心は重くふたがれていた。

　ようやく櫟くぬぎ林ばやしの郷に入って、船着き場までやって来たが、周囲には、まったく人の姿がなかった。日曜日とはいえ、いつもなら誰かしらの姿は目にするはずだが、このときは、そこまで気を回すゆとりがなく、むしろ、人目に付かない方が好都合というくらいにしか考えていなかった。

　もやい綱を解いて、ハクレンⅣ号に乗り込み、家へと向かう。ここまで、ずっと呪力を使いっぱなしだったので、集中力が散漫になり目がしょぼしょぼしていた。途中、何度も舟が蛇行したり、岸にぶつかりそうになった。

　櫟林の郷から、水車の郷へ戻る間、一艘の舟にも行き合わなかった。

　さすがに、おかしいと感じ始めていた。

　真っ白な雪景色である両岸にも、人影はおろか動くものすら見当たらないのだ。まるで、神かみ栖す66町全体が、遺棄された廃村になってしまったようだった。

　綿埃のように舞い降りる雪は、しだいに大きくなり、湿ったぼたん雪に変わっていた。払っても、払っても、ハクレンⅣ号の縁にも降り積もっていく。

　懐かしい我が家が見えてきたとき、わたしは、はっとした。船着き場に佇んでいる、両親の姿が見えたのだ。二人は、傘もささず、じっと肩を寄せ合い、降りかかる雪が髪や肩にくっつくにまかせている。

「ごめんなさい」

　ハクレンⅣ号を横付けにして、わたしは、二人に声をかけた。

「遅くなっちゃって……昨日は、どうしても、帰れなかったの」

　二人は、無言のまま微笑んだ。ややあってから、母が言う。

「おなかは、すいてない？」

　わたしは、首を振った。

「疲れてると思うけど、教育委員会から、呼び出しがかかってる。今から、わたしたちと一緒に来なさい」

　父が、沈んだ声音で言う。

「その前に、ちょっとだけ、早季を休ませてやれない？」

　母が、懇願するような目を、父に向けた。

「いや……そうもいかない。緊急と言われているし、変に時間をあけるのはまずいよ」

「わたしだったら、だいじょうぶよ。そんなに疲れてないから」

　わたしは、努めて元気な声を出した。

「そうか。じゃあ、お父さんの舟に乗ろう。早季は、着くまで休んでればいい」

　わたしたちは、父が公務以外に使っていた、ハクレンⅣ号より二回りくらい大きな舟に乗り込んだ。

　母は、わたしの肩を抱き、毛布を掛けてくれる。わたしは、目を閉じたが、胸がどきどきして、とても眠ることはできなかった。

　茅輪の郷の船着き場には、迎えの人が立っていた。二年前、夏季キャンプから帰還したときに会った中年の女性だったが、わたしとは目を合わせようとしなかった。

　わたしは、両親に連れられて舟を下り、大通りの雪道を踏みしめて歩いた。

　教育委員会が入っているのは、母の職場である図書館から、一軒おいて隣の建物だった。周囲には竹たけ矢や来らいと高い塀が巡らされ、外からは、中の様子を窺い知ることができないようになっていた。

　正門の横にある通用口の門扉をくぐると、まだ雪は降っているのに、中は呪力ですっかり雪が取り除かれ、乾いていた。飛び石を踏んで、玄関に辿り着くまで、たっぷり三十メートルはある。

　建物に入ると、細い廊下が延々と続いていた。外から見るとあまり似ていなかったが、内部の造りは、前に見た倫理委員会を思わせた。

「ここから先は、お嬢さんにだけ、いらしていただきたいとのことです」

　中年女性は、途中で、わたしの両親に告げる。

「親として、町長として、一言、弁明をさせていただきたい。ここに、嘆願書も持参しております」

「ご両親の同席は、適当ではありませんので」

　父は、肉親の情を前面に出して食い下がったが、相手は、歯牙にもかけない様子だった。

「私は、この町の図書の管理を任された者として、責任を痛感しております。今回の件について、陳述したいことがありますので、特別のご配慮をいただけないでしょうか？」

「たいへん残念ですが、特例は認められません」

　母は、図書館司書としての権威を活用しようとしたが、これも、頑として受け付けない。二人も、とうとう諦めたようだった。

「早季。わかるわね？　何でも、訊ねられたことを、ありのままに答えるのよ」

　母が、わたしの両肩に手を置いて、真剣な目で言う。

「うん。だいじょうぶよ。……わかってるから」

　わたしは、答えた。母の真意は、以心伝心で理解できた。言葉とは裏腹に、事実はよく取捨選択して答えよということだ。これから、ここで喋る不用意な一言が、命取りになるかもしれないのだから。

　わたしが通されたのは、広々とした、黒光りのする板張りの洋室だった。明かり取りの窓は小さく、非常に高い位置にあるので、教科書に載っていたレンブラントの絵のように、部屋全体が暗く沈んで見える。中央には、大人数で正せい餐さんを取るような、大きなテーブルが横向きに置かれており、反対側には十人あまりの人々が陣取っている。真ん中にいるのは、教育委員会の議長、鳥飼宏美さんだった。左右に居流れているのも、きっと教育委員会のメンバーなのだろうと思った。

「渡辺早季さんね？　そこに、おかけなさい」

　宏美さんではなく、左にいる太った大柄な女性が、口火を切った。わたしは、命じられるまま、ぽつんと一つ置かれた椅子に腰掛けた。

「私は、当教育委員会の副議長、小松崎晶まさ代よです。あなたに、いくつか確認したいことがあります。訊かれたことには、どんなことでも素直に答えてください。絶対に、隠し事をしたり、噓をついたりしてはいけません。わかりましたか？」

　口調は、学校の先生のように優しかったが、糸のように細い目は、瞬きもせず、じっとわたしを見つめている。有無を言わせない威厳と圧力を感じ、わたしは、短く「はい」と答えた。

「昨日の朝早く、あなたと同じ一班にいる伊東守君が、家出したという報告がありました。そのことは、間違いありませんか？」

「間違いありません」

　わたしは、か細い声で応じる。

「あなたが、そのことを知ったのは、いつですか？」

　隠し立てをしても無駄と悟って、わたしは、正直に答えることにした。

「登校する、ちょっと前です」

「どうやって、知ったのですか？」

「真理亜……秋月真理亜さんが、わたしに知らせてくれました」

「それで、あなたは、どうしましたか？」

「とりあえず、学校へ行き、それから、捜しに行くことにしました」

「なぜ、最初に、ご両親や先生に報告しなかったのですか？」

　ここは、考えどころだった。わたしは、とっさに知恵を巡らせる。

「できれば、大おお事ごとになってしまう前に、連れ戻したいと思ったんです」

「なるほど。しかし、それは、悪く言えば、隠蔽工作と同じですね。教育委員会の決定に対して、異を唱えていることにもなるんですよ？　その点について、あなたは……」

　横にいる宏美さんが、何事か、晶代さんに耳打ちする。晶代さんは、小さく、「わかりました」と答えた。

「……質問を続けます。あなたは、自由研究の時間に、伊東守君を捜しに行きましたね。誰かと一緒でしたか？」

「秋月真理亜さん、それに、朝比奈覚君です」

「なるほど。三人で、伊東守君を捜しに行ったんですね。それで、伊東守君は、見つかったんですか？」

　わたしは、迷った。昨日、一足先に帰った覚は、すでに事情聴取を受けているはずだ。覚は、いったい、何と答えたのだろう。

「早季さん、どうしたんですか？　あなたには初めてのことかもしれませんが、これは、正式の査問会です。あなたは、真実を述べなければならないんですよ」

　晶代さんの声が厳しくなり、部屋の中に不穏な空気が漂う。すると、今まで黙っていた宏美さんが、口を開いた。

「朝比奈覚君は、あなたたちが、伊東守君を発見したと証言しています。乗っていた橇そりが転覆して、脚を痛めて動けなくなっていたと。それで、あなたと秋月真理亜さんが介抱のために残り、彼一人が、先に帰ったということでした」

　覚は、バケネズミのことは伏せたらしい。

「議長……」

　晶代さんが、宏美さんに向かって、咎とがめるような視線を向ける。

「いいのよ。ここは、真実を知るために設けられた場であって、この子を罠にかけるのが目的じゃないんだから」

　宏美さんは、聞き取りにくいほど小さな声で言う。

「どうですか？　朝比奈覚君の言ったことは、すべて、事実ですか？」

「……はい」

　わたしは、宏美さんは、やはり、そんなに冷酷な人じゃなかったと思い、少しくほっとしていた。

「それでは、その後、何があったのですか？　なぜ、あなただけが戻ったのでしょう？　私たちは、あなたと秋月真理亜さんが、伊東守君を連れて無事に帰還することを期待していたのですが」

　再び、晶代さんが質問を引き取る。

　わたしは、居並ぶ教育委員会の面々を見渡した。いったい、どう言い繕えばいいのか。一時しのぎの噓は、事態を悪化させるだけだろう。事実に矛盾しない程度に、真実を話すしかない。

「わたしは、守に、一緒に帰るよう促しました。でも、どうしても、嫌だと言いました。それで、しかたがなくて、わたし一人で戻ったんです。守を一人にはできなかったので、真理亜だけが残りました」

「じゃあ、秋月真理亜さんは、引き続き、伊東守君の説得を続けているんですね？」

「ええ」

　わたしは、答えるとき、目を逸らしてしまった。

「それで、あなた一人が帰ってきて、どうするつもりだったんですか？　ご両親や、先生、それに当教育委員会に対して、きちんと報告しようと思っていたんですか？」

「それは……わかりません」

「わからない？　あなたは、いったい……？」

　晶代さんが気色ばんで身を乗り出したとき、宏美さんが、先にしゃべり出した。

「あなたが混乱したのは、無理もないことだと思います。こんな事態に出会えば、誰でも、どうしたらいいのかわからなくなるでしょう。……でも、もう、迷うことはないんですよ。あなたは、ただ、訊かれたことに対して正直に答えればいいんです。後のことは、私たちにお任せなさい。いいですね？」

「わかりました」

「では、伊東守君は、なぜ、帰るのが嫌だと言ったのですか？　あなたは当然、その理由を聞いていますね？」

「はい」

　わたしは、つい、うなずいてしまった。

「伊東守君が帰りたくないという理由は、何ですか？」

　わたしは、息を吸い込んだ。思ったより自分が落ち着いていることが、意外でもあった。この質問に対しても、真っ赤な噓の答えはよくないだろう。守の話を、極力ぼやかして、もちろん、不浄猫をはっきり見たとは言わないで、物語をでっち上げられれば……。

「どうしたんですか？　さっさと答えなさい！」

　わたしが怯えて逡巡していると取ったのか、晶代さんが、一喝する。

「今、神栖66町が、どういう状況にあるか、わかってますか？　外出禁止令が敷かれ、住民はみな、不安におののいています。それもこれも、たった一人の生徒の、自分勝手な行動が原因なんですよ！」

　たかだか一人の生徒が失踪したぐらいで、なぜそこまで大げさな反応をするのだろう。このときのわたしには、まったく理解できなかった。それよりも、ほかのすべての感情を圧倒してわたしの中で沸き上がったのは、強烈な怒りだった。

　守が自分勝手などとは、よくも言えたものである。守を精神的に追い詰めたばかりか、挙げ句の果てに殺そうとまでしたのは、教育委員会ではないか。

　わたしの様子が不審を買ったらしく、テーブルの向こう側で、ざわめきが起きた。

「どうしたんですか？　なぜ、押し黙ってるんです？　何とか言いなさい」

　晶代さんが、指先でテーブルを叩いて、詰問する。

「守が、逃げ出したのは、死にたくなかったからだと思います」

　とうとう、言ってしまった。もう、後戻りはできない。

「な、何を……おかしなことを言うのは、やめなさい」

「わたしは、ただ、質問に答えているだけです」

　自分は、こんなに強い人間だっただろうか。自分の激烈な反応に、自分で驚いていた。

「これは、わたしが、守から直接聞いた話です。それによると、守は最近、二度にわたって、ネコダマシ……不浄猫の接近を受けました。一度目は、ただ、後を尾けられただけだったようですが」

「やめなさい！　あなたは、今、とんでもないことを言ってるんですよ？」

「二度目は、一昨日の放課後でした。守は、担任の太陽……遠藤先生から、居残りを命じられ、しかも、中庭に近い場所へ、意図的に、一人で行くよう仕向けられました」

　わたしは、かまわず続ける。

「そこで、守は、もう少しで不浄猫に殺されるところでした。不浄猫の姿は、はっきりと目撃し、白っぽい毛色だったとまで言っています。ですから、守は……」

「もういい！　黙りなさい！　あなたは、この査問会と、教育委員会を侮辱しました！　あなたの言動は、倫理規定に照らして、重大な罪を構成します！」

　晶代さんは、部屋全体に響き渡るような声で、ヒステリックに叫んだ。

「私も、たいへん残念です。あなたのご両親は、とても立派な方々ですから、このような結果になったことを、さぞや悔いておられることでしょう」

　宏美さんが、溜め息混じりに言う。ぼそぼそとした聞き取りにくい声だったが、わたしは、初めて彼女に対して恐怖を感じていた。

「お二人は、別室で？　……そう。わかりました」

　宏美さんは、教育委員会のメンバーの間で、すばやく密談を交わすと、再び、わたしの方へ向き直った。

「それでは、部屋を退出してください。ただし、ご両親と一緒に帰ることはできません。あなたには、この建物に留まってもらいます……このような結果となり、本当に、残念なことと言うしかありませんが」

　それは、実質的な死刑宣告に等しかった。

「わたしは、処分されるんですか？」

　宏美さんを見据えて、反抗的に言う。

「なんて、おぞましい子なの。そんな言葉を、平気で口にするなんて」

　宏美さんは、吐き捨てるようにつぶやくと、わたしから目をそむけ、立ち上がった。

　そのとき、ドアに、軽いノックの音がした。

「誰ですか？　今、査問会の途中です。後になさい！」

　晶代さんが、叱りつけるように言ったが、ノックの主は、まったく頓着することなく、ドアを開ける。

　わたしを除く全員が、硬直した。わたしも、振り返り、はっとした。

「お邪魔だったかしら？　でも、どうしても、今、お話しする必要があったものだから」

　着物の上に毛皮の肩掛けを羽織った朝比奈富子さんが、あわてて起立した教育委員会の面々に向かって、嫣えん然ぜんと微笑みかける。

「皆さんも、いろいろご苦労があったみたいだけど、早季ちゃんのことは、私に任せてもらえないかしら？」

「お言葉ですが、児童に対する査問は、教育委員会の専管事項です。たとえ富子様といえども、このような形で容よう喙かいなさるのは、いかがなものかと……」

　宏美さんが、ひどく低い、消え入るような声で言った。

「そうね。ごめんなさい。私も、本意じゃないのよ。でも、早季ちゃんのことについては、私にも責任があるの」

「お待ちください、富子様。この件については、別室でお話しした方がよろしいかと存じますが」

　晶代さんが、わたしにちらりと視線を向けながら言ったが、富子さんは、完全に無視して、宏美さんだけに視線を向けていた。

「……富子様に責任がおありというのは、どういうことでしょうか？」

　宏美さんが、しかたなく訊ねる。

「私がね、早季ちゃんに、いろいろなことを教えたのよ。不浄猫のことも、その一つ」

「それは……いささか、異例なことと思いますが」

　宏美さんの顔は、影になっていたが、顔色が変わったのがわかった。

「そうね。たしかに、異例かもしれない。でも、将来の町の指導者を養成するためには、必要なことだったわ」

「指導者？　この子がですか？」

　晶代さんが、驚いたように言う。

「だからね、宏美ちゃん。早季ちゃんのことは、大目に見てあげて」

「そのような簡単な問題ではございません、富子様。今現在、男の子だけでなく、女の子まで行方不明になっているんです！」

　宏美さんの声は、葛藤からか、震えていた。

「よくわかってるわ。たしかに、由々しき事態ね。でも、こうなったのには、あなたたち、教育委員会の責任も大きいんじゃないかしら？」

「私どもの責任……でしょうか？」

　居並ぶ教育委員会のメンバーたちの間に、動揺が走った。

「そうよ。そもそも、伊東守君の処分を決めたのは、あまりに性急、拙速にすぎたんじゃないかと思うんだけど。それに、その処分さえ満足に果たせなかったからこそ、こうした事態を招いたのでしょう？」

「それは……」

　宏美さんは、絶句した。あきらかに表情が歪んでいる。

「責任問題を云々していくと、ここにいる誰一人、免れることはできないのよ。私自身、もっと根本的な点で責めを負わなくてはならないかもしれない。一班の子供たちに対する実験を指示したのは、私だったから。でも、今は、そんな後ろ向きな議論をしているときじゃないでしょう？　これからどうするかを、一番に考えなくちゃね。違うかしら？」

　町長はおろか、図書館司書をもしのぐ絶大な権力を掌握しているはずの教育委員たちは、先生に叱られた生徒のように、頭を垂れていた。

「仰るとおりです」

　宏美さんが、蚊の鳴くような声で言う。

「わかってもらえて、嬉しいわ。じゃあ、早季ちゃんは、私に預からせて。だいじょうぶ。心得違いをしている点は、よくよく言って聞かせるから」

　もはや、反対の声が上がる空気ではなかった。

「奥座敷の囲炉裏端を貸してもらえるかしら。ちょっと、そこでお話をしたいから」

「あ、あの、そちらは、今……」

　晶代さんが、あわてたように言う。

「あらあら。早季ちゃんを、あそこへ連れて行くつもりだったの？」

　富子さんは、にっこりと笑った。

「いいのよ。すべて、そのままにしておいて」




　そこは、およそ三十畳はある広大な板の間だった。中ほどに、大きな囲炉裏が切られており、赤々と火が燃えていた。天井から吊されている自じ在ざい鉤かぎからは、湯を満たした鉄鍋が下がっており、湯気を立てている。

「そんなに硬くならないでもいいのよ」

　富子さんは、柄ひ杓しやくでお湯を掬い、黄色っぽい萩焼の茶碗を温めた。茶ちや筅せんを三度回してから、お湯を建けん水すいに捨てる。茶碗の内側を茶巾で拭い、利り休きゆう棗なつめの蓋を取って、茶ちや杓しやくで抹茶を二杯入れた。再び柄杓でお湯を注ぎ、茶筅で手早く攪かく拌はんする。

　わたしは、畏かしこまって、富子さんが点ててくれた薄茶を飲んだ。

「作法なんか気にしないで。どうぞ、楽にしてちょうだい」

　わたしは、うなずいたが、緊張は、いや増すばかりだった。

　いくら見ないようにしようと思っても、囲炉裏の向こう側にのんびり寝そべっている、三匹の不浄猫の姿が目に入ってくる。それぞれ、三毛と茶虎、グレイと黒のキジ猫だった。三匹とも、気持ちよさそうに目を閉じ、ときおり、耳をぴくりと動かしたり、尻尾を持ち上げたりする。

　一見すると平和そのものの光景だったが、三匹の猫が不釣り合いに大きいため、立派な囲炉裏が、まるでミニチュアのように映った。

「まあ。どうしても、猫たちのことが気になるみたいね。でも、平気よ。命令しない限り、絶対に、人は襲わないから」

「……でも、どうして、三匹もいるんですか？」

　わたしは、最前から感じていた疑問を口にした。

「この子たちは、三匹一組で行動するよう訓練されてるの。二匹までの損失は覚悟の上の、三位一体だとか天地人とか呼ばれている攻撃方法でね」

「三匹が、同時に襲うっていうことですか？」

「ええ。ときには、催眠術がほとんど効かない相手がいるのよ。そんな人間でも、三匹が三方向から同時に襲ってくると、よほどの達人でもない限り、防御は難しいわ」

　富子さんは、にこにこしながら言う。

「でも、教育委員会は、わたしを処分する予定だったんですよね？　それなら、一匹でも充分だったのに」

　平然とそんなことを口にしているのが、我ながら不思議だった。

「あなたは、一度、あるいは二度かもしれないけど、不浄猫の攻撃を撃退しているのよ。そのときのことは、全然覚えてないでしょうけど」

「そんな……とても考えられません」

　わたしは、毛もう氈せんの上で、身じろぎした。記憶の空白部を意識させられたときは、いつも居心地の悪い思いに駆られる。

「一つ、お訊きしてもいいですか？」

　わたしは、しばらく続いた沈黙を破った。

「どうぞ」

「富子さん……あの、富子様は」

「うふふ。富子さんでいいわ」

「富子さんは、さっき、一班の子供たちに対する実験を指示したって、おっしゃってましたよね？　あれは、どういう意味だったんですか？」

「まあ、よく覚えてるのね」

　富子さんは、楽焼きの茶碗を、掌の中でゆっくりと回した。赤土に白い釉うわ薬ぐすりがかかっており、美しい肌色のように映る。

「あなたたちも、自覚はあったんじゃない？　一班は、なぜか変わり者揃いだって」

「それは……まあ」

「あなたたちは、本当に特別だったのよ。ふつうの生徒は、幼い頃から何度も反復される催眠暗示によって、思考内容までがんじがらめにされているの。悪いことや、不都合なことは、考えることさえできないように。でも、あなたたちに限っては、思考の自由を奪うような措置は、ほとんど施されなかったわ」

「なぜですか？　どうして、わたしたちだけが、そんな特別扱いに？」

「それはね、従順な子羊だけでは、町は守れないからよ。指導者には、清濁併せ呑む度量、ときには汚れ仕事も厭わない強い信念が必要だし、町自体が時代に合わせて変化していくためには、ある種の変わり者、トリックスターのような存在が求められることもある」

「わたしを一班に編入したのも、そのためだったんですか？」

「そうよ」

　富子さんは、あっさりと認めた。

「じゃあ、覚は？　お孫さんだったから、特別扱いの班に？」

「孫ね……」

　富子さんは、不可解な笑みを浮かべた。

「覚に関して言えば、朝比奈という名字が、たまたま、五十音で先頭の方に来ただけよ。でも、一班には、最初から偶然、特別な素質を持った子供たちが集まっていたの。だから、そこにあなたを入れることで、ずっと管理がしやすくなるはずだったわ」

　富子さんは、すっと立ち上がると、囲炉裏の反対側に行った。茶虎の不浄猫のすぐ脇にしゃがみ込んで、耳の後ろを搔いてやる。猫は、いかにも気持ちよさそうに、ごろごろと喉を鳴らした。

「でも、結果としては、こんなに次々と、不測の事態が起きてしまった。残念だったのは、町で最も将来を嘱しよく望ぼうされていた子を……」

　富子さんは、わたしの顔を見て、ふっと言葉を切った。

「今回のことでも、ふつうの子供だったら、町から離れて生活するなんてことは、考えることすらできないでしょうね。八丁標を越えると考えただけで、恐怖心から足が竦すくむはずだもの。でも、あの子たちは、違ったみたいね。町に戻って命を奪われるくらいならと、あえて自活の道を選んだんでしょう？」

　わたしは、絶句した。どうやら、すべて見抜かれているようだ。

「とても、理性的な判断だったと思うわ。それこそ、自由な思考の賜物だし、私だって、そうしたかもしれない。でも、そのことが今や、町の安全を根底から脅かしてるのよ」

「二人がいなくなったことが、町にとって、そんなに大きな問題なんでしょうか？」

　わたしは、疑問をぶつけてみた。

「真理亜も、守も、二度と町には戻らないと思います。ですから、何か悪影響を及ぼすということも、ありませんし……」

「あなたには、問題の本質が、まったく見えてないのよ」

　富子さんは、むしろ悲しげに言う。

「どういうことですか？」

　富子さんは、猫の耳の後ろを搔く手を止めた。

「今、日本列島の人口は、どのくらいか知ってる？」

　唐突な質問に、わたしは面食らった。

「さあ……わかりません」

「昔なら、地理の時間に、最初に習う内容なんでしょうね。でも、今や、そんな基本的な事実さえ、機密事項として扱われるようになってしまった。……現在、日本には、九つの町があって、全部ひっくるめた人口は、およそ五万人から六万人と推計されてるの」

「そんなにいるんですか？」

　わたしは、かなり驚いていた。

「古代文明の基準だと、たったそれだけということになるのよ。千年前は、日本だけでも、一億を超える人口がいたそうだから」

　いくら何でも、それは信じ難いと思った。翻車魚マンボウの卵じゃあるまいし、億というのが、人間を数える単位になるなんて。第一、それでは、食糧を確保するのも難しいだろうし、快適な地域に人口が集中すれば、ほとんど立錐の余地もないだろう。

「知ってる？　古代文明には、核兵器というものが存在したの。放射性物質の核分裂や、重水素の核融合のメカニズムを使って、たった一つの爆弾で、都市一個を丸々壊滅させるほどの威力があったそうよ」

「都市を壊滅させる……？」

　わたしには、何のために、そんな馬鹿な武器が必要だったのかがわからない。かりに、征服し、富を得るためだったとしても、その対象である町を消滅させてしまったら、勝つことに何の意味があるだろうか。

「だから、古代人たちは、核兵器の管理には、神経を磨り減らしたの。どの国が何発保有しており、どの国が、新たに核兵器を持つようになったか。……だけど、もしかしたら、現在の状況は、その頃と同じか、もっとひどいものになっているのかもしれないわ」

「おっしゃる意味が、全然わからないんですけど。だって、そんな兵器は、今は、どこを捜したって見つからないんでしょう？」

「ええ、核兵器はね。でも、今の世界は、潜在的には、それよりはるかに恐ろしい存在で満ちているわ」

「何ですか？」

「人間よ」

　富子さんは、茶虎猫の顎の下をくすぐった。ごろごろと喉を鳴らす音が、遠雷のように板の間に轟く。

「この前、あなたに話したことを、よく考えてみて。たった一人の悪鬼によって、容易に一つの町の住民が皆殺しにされてしまうのよ。しかも、一度しか爆発しない核爆弾と違い、体力が保ってしまえば、際限なく殺戮を続けることだってありうる。……業魔に至っては、一人の人間の精神の平衡が失われただけで、理論上は、地球が消滅してしまうことさえ、考えられるわ」

「……でも、それは、ごく特殊な場合だけですし、きちんと予防さえすれば」

「違う。そうじゃないのよ。あなたは、どういう形で呪力が暴走するか、その様態だけに気を取られている。問題の本質は、そこに無限のエネルギーを秘めた力があるという事実、そのものなの。私たちはまず、日本列島だけで五万発から六万発の核兵器をしのぐ脅威が存在するというところから、考えなくてはならないの。……そのうち二つが、行方不明になったとき、たかが二つと言って片付けられるかしら？」

　三毛猫が起き上がると、ライオンより二回り大きな巨体を反らせ、剣歯虎のような牙を剝き出して欠伸をした。わたしには何の関心も示さず、板張りの床をぎしぎしと軋ませ、悠然とどこかへ歩き去っていく。

　富子さんの言葉に衝撃を受けなかったと言ったら、噓になる。わたしは、未だかつて、人間をそんなふうに見たことは一度もなかった。為政者は、常に最悪を予期し、備えなくてはならないとしたら、そういう見方も必要になるのかもしれない。しかし、このときのわたしには、単に、恐怖に取り憑かれた老婆の妄想のようにしか聞こえなかった。

「二人を連れ戻しなさい」

　富子さんが、言う。

「彼らの命を救いたければ、そうするしかないわ。町に帰って来さえすれば、二人の命は、私が保証します。でも、このまま逃亡を続けるとしたら、二人が長生きすることはありえないのよ」

「なぜですか？」

「教育委員会は、二人の処分に全力を挙げるでしょう。周辺にあるバケネズミのコロニーは、すべて、二人を抹殺せよという指令を受け取ることになるの。それだけじゃないわ。二人が接近する可能性のある町、たとえば東北の白しろ石いし71町、北陸の胎たい内ない84町、中部の小こ海うみ95町などには、二人に対する警戒を促して、処分を依頼する文書が送られるのよ。どの町も、危険分子を排除する独自の方法を持っているはずだから、当然、自衛のためにそれらを行使することになるでしょう」

「そんな……ひどい！」

「だから、そうなる前に、二人を連れ戻すのよ。三日間あげるわ。三日は、教育委員会が何もしないように、抑えておける。その間に、二人を見つけて、首に縄を付けてでも連れて帰ってくるの。だいじょうぶ。あなたならできるわ」

　わたしは、背筋をしゃんと伸ばして、深呼吸した。選択の余地はない。すでに、心は決まっていた。

「わかりました。これから、すぐに出発します」

「頑張って」

　わたしは、立ち上がると、一礼して板張りの部屋を出ようとした。そのとき、目の隅に、グレイと黒のキジ猫の姿が映った。目を細め、かすかに尻尾を左右に振っている。まるでわたしを見送っているようだったが、家の近所にいた猫が、雀を見つけたときの様子にも少し似ていた。

「富子さんが来てくれなければ、今ごろ、わたしは、この猫たちの獲物になっていたんですね」

　戸口で振り返り、心からの感謝を込めて、富子さんに言う。

「どうかしら」

　富子さんは、微笑んだ。ふと、新たな疑問が生まれた。

「でも、富子さんは、どうして、これほど……強い影響力をお持ちなんですか？」

　富子さんは、しばらくの間、答えなかった。失礼な質問をしたことを後悔し始めたとき、すっと立ち上がって、わたしのそばに来る。

「船着き場まで送るわ。ご両親には、後で、あなたが出発したことを伝えておくから」

「すみません」

　わたしたちは、仲のよい祖母と娘のように連れだって、教育委員会の本部を出た。雪は、少し小降りになってはいたが、依然として天から舞い落ちてくる。白い息を吐きながら、わたしは、あらためて伏ふく魔ま殿でんのような建物を振り返った。ここから無事に出られたのは、奇跡としか言いようがないと思った。

「さっきの、あなたの質問だけど……」

　富子さんは、手をかざして、風に舞う雪を受ける。意外なほど若々しい手で、手首にも染みはおろか、血管も浮いていない。雪は、掌の上で、あっという間に溶け去った。

「この機会に、あなたには、話しておいた方がいいと思うの」

　わたしは、固唾を呑んで、次の言葉を待ち受けた。

「たしかに、私は今、この町で大きな権力を手中にしてるわ。その気になれば、独裁者にでも、絶対君主にでも、なれるかもしれない。そんなもの、なりたいと思ったこともないけどね」

　富子さんが、はったりを言っているようには思えなかった。誰もが怖れる教育委員会が、事実、富子さんの前では、まるっきり子供扱いだったのだから。

「権力の源泉って、何だかわかる？　あなたたちは、人類の歴史について、ほとんど教えられていないから、難しい質問かもしれないけど。古代の権力者たちは、直截的な暴力による恐怖や、財力、宗教による精神支配などの方法で、巧みに権力を手に入れてきたの。私には、その、いずれもなかった。唯一恵まれていたのが……時間なのよ」

「時間ですか？」

　わたしには、まったく、ぴんと来ていなかった。

「そう。私は、平凡で何の取り柄もない人間だけど、時間だけは、たっぷりあったわ」

　わたしたちは、船着き場に着いた。富子さんが、わたしのために、舟を用意してくれていた。いったい、いつの間に指示したのだろうと、わたしは、訝いぶかった。舟は、楔くさび形がたをした快速艇で、中には、長板かんじきや、数日間、雪山で野営ができるような装備が準備されている。

「早季ちゃんは、私が何歳に見える？」

　難しい質問だった。実際よりあまり上に言うと失礼にあたるだろうとの遠慮もあったが、まったく見当がつかないというのが、正直なところだったのだ。

「六十……七歳くらいですか？」

「惜しいわね。今、かなりびっくりしたわ。……下二桁は合ってたから」

　富子さんは、白い歯を見せた。

「私の本当の歳はね、二百六十七歳よ」

「まさか」

　冗談かと思い、わたしは笑ったが、富子さんは、真面目な顔を崩さなかった。

「私が病院の看護婦をしていて、悪鬼に遭遇したのは、今から二百四十五年前のことなの。ついでに言うと、倫理委員会の議長に就任したのは、今から百七十年前だったわ」

　自分の耳を疑うというのは、このことだろう。

「で、でも……どうして、そんなに？」

　後の言葉が、出てこなかった。

「どうして、そんなに長生きなのかって？　それとも、どうしてそんなに若いのかって、思ってくれたのかしら？　あらあら。そんな、化け物を見るような目で見ないで」

　わたしは、そっと、かぶりを振った。

「私はね、昔から、呪力では平凡な成績だったの。今の全人学級なら、たぶん、二年生の課程で躓つまずいてたでしょうね。でも、唯一、私にしかできない技ができた。これは、肆し星せいも含めて私以外は誰一人修得していない奥義なの。……それはね、自分の細胞のテロメアを修復できるっていうこと。テロメアは、知ってる？」

「いいえ」

「そうか。今は、こういう知識も、制限されてるのね。テロメアっていうのは、細胞内のＤＮＡの末端部分のことなの。人間の細胞が分裂するときは、なぜか末端まで複製が利かないので、テロメアは、少しずつ短くなっていくのよ。テロメアが磨り減ってしまうと、細胞は、それ以上分裂できなくなって、死を待つしかない。だから、テロメアの長さは、私たちの余命を示す蠟ろう燭そくのようなものなの」

　わたしたちが学んだ生物学の知識は、限られたものだったため、わたしには、富子さんの言っていることが、充分理解できたわけではなかったが、そのイメージは、鮮明に脳裏に描くことができた。細胞核の中で分裂して、複製される二重螺旋。年齢とともに、その終端は短くなっていく。もし、それを元通りの長さにリセットすることができれば、永遠の寿命を得ることも夢ではないのだろう。

「……だからね、覚は、私の直系の子孫ではあっても、本当の孫じゃないのよ」

　富子さんは、むしろ楽しげに言う。

「今から二百十一年前、私に初孫が誕生したときのことを覚えているわ。孫というのは、子供よりもっと可愛いって言われてたけど、本当にそうだった。もう、天使としか思えなかったものよ。でも、それが曾ひ孫まご、玄孫やしやごとなると、だんだん私との近縁度は薄れていく。覚は、私の九代目の子孫だけど、私の遺伝子は五百十二分の一しか受け継いでいないわ。可愛くないわけではないけど、もう、肉親という感情は、ほとんどないわね」

　だから、覚は、富子さんが祖母だと言われても、実感が湧かなかったのかもしれない。それに、覚には、本当の祖母が二人いたはずだから、おそらく、そちらの記憶との齟齬もあったことだろう。

「すべては、あなたが帰ってからの話になるけど」

　わたしの舟が出発する直前に、富子さんは、まるで餞はなむけのように言った。

「全人学級では、あなたに、新しい課題を与えてもらうことになると思うわ。今までのは、かなり退屈だったでしょう？」

「そんなことは……。壺をなおす技術だって、たまには、役に立ちますし」

「そうね。でも、これは内緒の話だけど、テロメアを修復するためのイメージは、割れた壺を元通りにするのと、ちょっとだけ似てるのよ」




　当時のわたしのナイーブさは、思い出すだけでも、冷や汗が出そうな気分に襲われる。そのことを知っている人間にとっては、どんな目標に対してでも、強い動機付けを行い、その気にさせることなど、赤子の手を捻るようなものだっただろう。（最近、古代の本の中でこの言葉を見つけたが、喩えとしてもひどすぎるように思う。昔の人間は、本当に、そんなことをしていたのだろうか）

　ともあれ、楔形の快速艇を駆りながら、わたしは、意気軒けん昂こうだった。必ずや、真理亜と守を見つけ出し、連れ帰るという強い意思が、小柄な十四歳の全身を満たしていた。

　もちろん、大切な友の命を救うためというのが第一義だったが、選ばれし人間の恍惚とでもいうべき感情が、わたしを後押ししていたことは否めない。

　今思えば、わたしは、現在の巣を支配する女王蜂から後継者として指名された、次代の女王蜂のようなつもりでいたのかもしれない。

　当初は、昂揚した気分のまま、真理亜たちのいるところへ急ごうと思っていたのだが、身を切るような冷たい風に真正面から吹かれるうちに、少し頭が冷えたようだった。

　一人で行動するのは、危険すぎることに気がついたのである。守がいい例ではないか。バケネズミのスクォンクに救助されなければ、そのまま死んでいてもおかしくなかった。

　わたしは、舟を停めた。

　わたしには、相棒が必要なのだ。何とかして、覚を見つけなくてはならないが、彼は今、どこにいるのだろう。一足先に帰った後、教育委員会の査問を受けたことはわかっている。富子さんがいるのだから、無事であることは間違いないだろうが。

　騎き虎この勢いで飛び出してしまったことを、後悔していた。二人で行く許可を富子さんに取ればよかった。いったん引き返すべきかと迷う。だが、何かが、わたしに、それを躊躇ためらわせていた。

　しんしんと降る雪が、暗い色をした水面に、次々と吸い込まれ、溶けていく。その色は、何かに似ていた。

　わたしを見たときの、富子さんの双眸だ。瞳の中には、吸い込まれそうな、途方もない深淵があった。まるで、時間そのものを覗き込んでいるような……。

　迷ったあげく、船首を巡らせようとしかけたとき、後ろから一艘の舟が来るのが見えた。雪のため、視界は紗がかかったようだったが、波の上を滑走する黒っぽいシルエットは、はっきりとわかる。たぶん、わたしが乗っているのと同じような快速艇だ。

「おーい！」

　向こうでも、こちらの姿を視認したらしく、舟に乗った人影が、叫びながら大きく手を振った。覚の声だった。

「ここよ！」

　わたしも、思いっきり手を振り返す。

「早季！　よかった。ここで追いつけて」

　覚が、息を切らして言う。

「これだけ雪が降ってるのに、雪原で、今度は、早季の跡を追いかける羽目になるのかと思ってた」

「どうしたの？　教育委員会で、査問を受けたんでしょう？」

「うん。昨日の晩、一度、ちくちくやられたんだ。ほら、あの鳥飼宏美っていう嫌な女に。それなのに、今日もまた出頭しろって言われたから、今度こそ処分されるのかって、半分くらいは覚悟したよ」

「お祖母さまがいるから、だいじょうぶよ」

　覚は、まだ、富子さんが自分の何に当たるのかは、知らないだろうなと思った。

「うーん……。やっぱり、富子さんが、庇かばってくれたんだろうな。それで、今朝はずっと狭い部屋の中で待たされてたんだけど、ようやく呼び出しがあったかと思ったら、すぐに早季を追いかけろっていうだろう？　全然状況がわからなくて、びっくりしたよ」

「今は、状況は、わかってる？」

「ああ。真理亜と守を連れ帰らなきゃってことはね」

　それだけわかってれば、充分だった。

　前回と違って、守のかまくらの場所はわかっていたので、できるだけ水路を通って近道をすることができた。まず、櫟くぬぎ林ばやしの郷を横断して終点まで行くと、そこから二百メートルほどの間は舟を橇そりのように滑らせて、雪の上を行く。ときどき岩に当たる音がしたので、船底はさぞ傷だらけになったことだろうが、この際、かまっていられなかった。

　利根川に辿り着いたときには、水を求めて山道を這い進んできた鰻のように、安堵した。そこからは、逆方向に二キロほど遡航して、再び上陸する。

　舟が流されないよう、完全に岸に上げてしまう。今まで気づかなかったが、側面には、『神の眼』を象った町章と、赤い番号、所属を示す梵字が描かれていた。大日如来を意味する[image: ]バンという文字は、めったに使われることがなく、わたしも見るのは初めてだった。おそらくは、倫理委員会が保有している舟であり、こんなに乱暴に扱った人間は、これまでにいなかったに違いない。

　わたしたちは、長板かんじきを履いて、リュックサックを背負った。

「さあ、行こう」

　時間はまだ昼過ぎのはずだったが、空はどんよりと曇り、日没が近いような感じだった。依然として、雪は降り続いており、空気は、頰に刃物を当てられているように冷たい。

　わたしたちは、雪を蹴り、見えない綱に引っ張られながら、緩やかな斜面をまっすぐに上っていった。
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　告白すると、わたしは、方向音痴に近い。

　以前、バケネズミの巣穴の中で、覚と二人、さまよったときのくだりに、道順を覚えるのが得意ではないと書いたような記憶がある。実際には、そんな生やさしいものではなく、迷わず正しい方向に行けるのは、通い慣れた郷さとの道か、標識のある水路くらいなものだろう。

「……うーん。こっちでいいんだよな？」

　覚は、わたしとは対照的に、渡り鳥のような方向感覚を持っていたが、この前とは違う道筋を辿っているだけに、ときどき立ち止まっては考え込んでいた。

「いいんじゃない。たぶん」

　わたしは、そのたびに、いい加減な相槌を打っていた。考える材料が何もないのだから、しかたがないと思うのだが、それが、どうも、覚には腹立たしかったようだ。

「早季……。本当は、何も考えてないだろう？」

「そんなことないわよ」

「適当な返事だったら、しないでくれるかな？」

「ちゃんと考えてるって」

　覚は、呆れたように頭を振ると、ぶつぶつ言いながら長板かんじきを走らせ、斜面を登っていく。わたしは、ちゃっかり彼の残したシュプールに入って、後に続いた。

　わたしは、事態を楽観していたと思う。真理亜たちのいるかまくらにさえ辿り着ければ、使命は完了に近いという錯覚に陥っていたし、覚と合流できたことで、それも半ば果たせたような気になっていたのだ。

「あれ？　ここは、通ったんじゃないか？」

　起伏のある雪原と竹林を抜け、大きな丘を乗り越えると、何となく見覚えのある景色が広がっていた。

「違うかな？　あのときは、たしか、このあたりに橇の跡が残ってたんだけど」

　覚は、粉砂糖のような雪に覆われた斜面を見て、残念そうだった。丸一日で、かなりの積雪があったため、ほとんどの痕跡は、消えてしまっていただろう。

「あ、でも、やっぱりここ。間違いない！」

　わたしは、かなりの確信を持って言ったのだが、覚の反応は鈍かった。

「どうして、そう言える？」

「だって、覚えてるもの」

「噓だろう？　早季は、ここまでの道順も、まったくわかってなかったじゃないか？」

「まあ、それはね……道順はね」

　あんまり認めたくはなかったが、本当に自信があることを納得させるためには、しかたがない。

「でも、この場所は、よく覚えてる。だって、ほら、この木」

　わたしは、傍らに生えていた七ナナ竈カマドの木を指した。

「このあたりじゃ、あんまり見かけない木でしょう？　だから、よく覚えてたのよ」

「本当に？」

　覚は、疑わしそうに言う。

「それに、向こうにある岩もそう。全体の形が、何だか、大蛇がとぐろを巻いてるみたいじゃない？　だから、ちらっと見ただけだけど、記憶に残ってるわ」

「蛇っていうより、犬の糞にそっくりだけど」

　覚は、憎まれ口を叩いたが、わたしの記憶力については、若干、見直したようだった。

「でも、やっぱり、ここがそうだよな？　だったら、もうすぐだ」

　わたしたちは、斜面に沿って、滑走を開始した。橇そりの跡はなくても、徐々に記憶がよみがえってくる。ようやく正しい軌道に乗ったという昂揚感からか、自然に速度が上がり、長板かんじきがぶるぶると震えるほどだった。

　やがて、斜面は、どんどん急角度になった。知らないうちに、かなり標高が上っていたらしく、左手には、千尋の谷が口を開けている。その間も、雪は降り続いており、視界は悪くなる一方だった。こうなると、さすがに、速度を落とさざるを得ない。

「早季。あの、平らな岩みたいの、どのへんだった？　守の橇が滑ったとこ」

　覚が、訊ねてくる。

「全然わからない。皆目見当もつかない」

　わたしは、正直に答えた。もともと、斜面の途中には、わたしの興味を惹くようなものはなかったし、雪が降ったので、全体の印象が変化している。急斜面のアイスバーンには粉雪は積もらなかったが、それが湿った牡丹雪に変わったため、貼りつくように着雪したのだろう。

　ついに、わたしたちは、長板かんじきを停めた。

「これじゃあ、危ないな。どこで、あの岩に足元をすくわれるか、わからないし」

　覚が、かじかんだ手の指を擦り合わせながら言った。

「ゆっくり行くしか、ないんじゃない？」

「それじゃあ、時間がかかりすぎるよ。それに、いくらゆっくり行ったって、滑るときは滑るし」

　わたしたちは、顔を見合わせた。ひそかに相手が名案を出すことを期待していたのだが、もちろん、物事は、そう都合よくは行かない。間が悪いことに、降雪はさらに密度を増し、風も強くなってきた。遮るものがない斜面に突っ立っているわたしたちは、急に、寒さが応えるようになってきた。さっきまでは、呪力で長板かんじきを走らせているとはいっても、全身の筋肉を使って姿勢を保っていたので、それなりに身体は発熱していたのだ。しかも、ここへ来て、朝から何も口にしていないことが、仇になり始めていた。血糖が減少しているのか、身体に力が入らず、頭がふらふらする。

「そうだ。要は、あの岩さえ踏まなければいいんでしょう？　気づかずに通り過ぎちゃっても、上に行く道ならわかるわ」

　密生した藪と、その上にある獣道のようなルートは、記憶にしっかり焼き付いている。

「踏まなきゃいいって言っても、具体的に、どうするんだよ？」

「呪力で、道を造ればいいじゃない？」

「そうか……うん。そうしよう」

　わたしたちは、やはり、疲労と焦りから判断力が低下していたのだろう。子供用の橇で斜面を上がった守にも匹敵するほどの無謀な挙に出てしまった。二人で巨大なスコップをイメージすると、目の前から一直線に積雪を削いでいき、道を造ったのだ。雪の中に穿たれた道は、単なるアイスバーンより安全で快適そうに見えた。

「よし、行こう」

　わたしたちは、一列になって、細い道を滑っていった。除雪した距離は、四、五十メートルほどだったので、終点まで行くと、もう一度、同じことを繰り返さなくてはならない。

　そのときだった。ぎしぎしと軋むような嫌な音が聞こえてきたのは。

「しまった。雪崩だ……！」

　わたしたちは、その場に立ち竦んだ。考えてみれば、急斜面に降り積もっていた雪に、真横に切れ目を入れてしまったのである。雪崩が起きない方が不思議だった。

「屋根よ！」

「左右に流すんだ！」

　互いにそう叫び交わすのが、精一杯だった。斜面の上から、凄まじい勢いで雪の奔流が押し寄せてくる。雪崩は、わたしたちを押し流そうとするように一気に落下してきたが、頭上二、三メートルと数十センチの二ヵ所で、見えない楔くさびに引き裂かれて左右に分かれ、きらきらと輝くシャワーとなって谷底に降り注いだ。

　その間、おそらく、一分にも満たなかったに違いない。だが、わたしたちにとっては、永遠に続くように感じられた。

　気がつくと、雪崩は終わっていた。降り積もった雪が流れ落ちたときにアイスバーンの一部も崩落したらしく、さらさらとした砂のような流れが、幾筋か、断続的に続いているだけである。

「だいじょうぶか、早季？」

「うん。覚は？」

「何ともないよ」

　わたしたちがとっさに想像したのは、尖った切きり妻づま屋根だった。膨大な重量のある雪崩は、まっすぐ受け止めるより、左右に受け流した方が賢明だと判断したからだ。さいわいにも、わたしたちが作ったイメージは互いにバッティングすることもなく、二人とも無傷だったが、しばらくは身体の震えが止まらなかった。

「雨降って地固まる……っていうのとは違うかな。見てみろよ」

　覚が、斜面の上方を指さす。降り積もっていた雪が一掃されたおかげで、昨日見たのと同じような、固くざらざらしたアイスバーンだけが残されていた。ようやく、最初にわざと雪崩を起こして斜面の不安定な雪を一掃し、安全な状況になってから進めばよかったと気づいたが、後の祭りである。

　そこから少し行くと、守の橇そりが滑った平らな岩は、すぐに見つかった。さらに斜面を抜けて登るルートも。密生した藪の間を擦り抜け、獣道のような細い小径を上る。

「もう少しだ」

　雪の上の跡は消えていたが、覚は、確信を持って進んでいく。もうすぐ真理亜に会えるかと思うと、わたしも、ごく自然に長板かんじきの速度が速くなった。

「あれ？」

　ふいに、覚が立ち止まった。真後ろを走っていたわたしは、危うく衝突しそうになる。

「急に、止まらないでよ！」

「かまくらが、見当たらないんだ」

「噓。そんなこと……」

　わたしは、疎まばらな林の中を見回した。たしかに、こんな場所だったとは思うが、確信は持てない。かまくらがあったのは、もう少し先だったのかも……。

　そのとき、わたしの目が、三十メートルほど先にある二本の松の木を捉えた。

「あれよ！　あの木だったわ」

　わたしたちは、松の木のまわりを仔細に調べた。かまくらは跡形も残ってなかったが、少し不自然なことに気がつく。松の木のかなり高い位置に、小さな雪の固まりが、何個か付着していたのだ。

「かまくらを壊してから、目立たないように、雪を均ならしたんだ」

　覚が、考え込むときの癖で、顎を撫でながら言う。

「バケネズミの芸当としては、できすぎてる。かまくらに使われてた雪って、かなりの量だろう？　あれを全部、粉雪状にして広範囲に撒いたとしか思えないもんな。おそらく、真理亜か守が、呪力を使ってやったんじゃないか」

　それを聞いて、少しだけほっとした。二人は、少なくとも、ここを引き払ったときには、まだ無事だったということになる。

「でも、どっちに行ったのかしら？」

　わたしたちは、周囲の雪の上を見回した。足跡や橇そりの跡のようなものは、何一つ見当たらない。

「わからないな。跡を追われないよう、細心の注意を払ってたみたいだ」

「いちいち、足跡を消しながら行ったの？」

「バケネズミは、たぶん、そうだ。真理亜は、守を抱えて、遠くまで跳躍したのかもしれないけど」

　わたしは、言葉を失っていた。ここまで来さえすれば、何もかもうまくいくはずだった。それが、いかに甘い見通しだったか、今になって痛切に思い知らされていた。

「……もしかして、二人とも、町に帰ったっていうことはないかな？」

　かすかな望みを込めて訊ねたが、覚に一蹴されてしまう。

「町へ帰るんなら、足跡を消す必要はないよ」

　どうすればいいのだろう。落胆のあまり、涙が溢れそうになったが、覚がいたおかげで、きわどいところで踏みとどまった。

「二人を、見つけなきゃ」

　そう言いながらも、肝心の手だてが何もないことは、嫌というほどよくわかっていた。

「そうだな。……だけど、その前に、ちょっと休憩しよう。火を起こして昼飯を食うんだ。空腹でふらふらの状態じゃ、何もできないからね」

　覚は、倒木の上の雪を飛ばして腰掛けると、背負ってきたリュックサックを開ける。

　少しだけ救われた思いで、わたしも、隣に腰を下ろした。




　今来たばかりの道を逆戻りし、舟に着いたときには、徒労感でいっぱいだった。しかし、弱音を吐いてはいられない。残された時間は、あまりないのだ。

　空はどんよりと曇り、分厚い雲によって隔てられた太陽は、西の空に移ろうとしていた。たぶん、午後三時過ぎだろう。雪は小止みになっていたが、ちらほらと風花が舞っている。

　わたしたちは、二艘の快速艇を飛ばして、利根川の青あお鈍にび色いろの流れを遡っていった。

　二年前と比べると、呪力で舟を操る技ぎ倆りようも格段に進歩していたし、舟自体が速度を出すことを前提に設計されていたため、快調に進む。途中、どこかで八はつ丁ちよう標じめを越えたはずだが、さすがに利根川の上にまでは注し連め縄なわは張られていないので、よくわからない。

　上陸地点は、はっきり決まっているわけではなかった。覚の勘頼みであり、悪くいえば、まったく適当である。だが、舟の中には地図までは用意されておらず、取りに帰る時間もない以上、とにかく行ってみるしかなかったのだ。

　覚が舟を減速させて、わたしに向かって叫んだ。

「早季！　もう、充分来たと思う！」

「上がる？」

　覚は、前方を指さした。広い岸辺があり、そこからずっと、北に向かって雪原が続いているようだ。ここなら、出発点としては悪くないだろう。

　わたしたちは、快速艇を岸に着けて、雪の上に降り立った。ここまで、ずっと呪力を使いっぱなしで来たため、頭の芯に熱が籠もり、ぼおっとした感じだった。小休止したいが、そんな暇はない。二艘の快速艇を岸に上げると、長板かんじきを装着し、すぐに走り始めた。雪原の先は丘陵で、上ってからは、しばらく尾根づたいに進む。そこからは、なだらかな下り坂が続いていたので、しばし呪力を休め、重力にまかせて滑降した。下り坂が平地に変わっても、身体の筋力だけを使って、すり足で前進する。

　その間に、頭の中に籠もっていた熱は、少し冷ますことができたが、今度は、慣れない運動で息が上がってしまう。無理やり冷たい空気を吸い込んだ肺胞は、ぜいぜいと悲鳴を上げていた。

「ちょっと、待って……」

　わたしは、とうとう音を上げて、立ち止まった。少し前を走っていた覚が、ゆっくりとターンして、引き返してくる。

「だいじょうぶ？」

「うん。ちょっとだけ、休ませて」

　わたしは、ふかふかの雪の上に横向けに倒れ込んで、息が正常に戻るのを待つ。微風が、火照った顔から熱を奪っていくのが心地よかった。上昇していた体温が落ち着いてくると、全身にかいていた汗が、冷たく不快に感じられる。呪力で服の温度を上げると、身体から、ゆらゆらと湯気が立ち上った。

「水分を補給した方がいい」

　覚は、自分の水筒から蓋に温かいお茶を注ぎ、わたしに渡してくれた。

「ありがとう」

　お茶で喉を潤しながら、わたしは、覚を見上げた。彼が、こんなにも優しく、頼もしく見えたのは、初めてのことだった。

「何、じろじろ見てんだよ？」

「優しいなって思って」

　覚は、照れたように、そっぽを向く。

「……ねえ、真理亜たち、見つかるかな？」

「見つけるんだ」

　覚は、振り向いて、明快に言い切る。

「それしか、二人を助ける方法はないだろう？」

「そうだけど」

「そのために、僕らは、わざわざこんなところまで……どうした？」

　わたしは、お茶の入った蓋を口元に持っていったところで、固まっていた。

「振り返らないで。覚の後ろ……百メートルくらい向こうの丘の上に、いる」

「何が？」

「たぶん、バケネズミ」

　見えたのは、黒っぽい影だけだったので、確信は持てない。しかし、熊や猿でないことは、たしかである。人にしては小さすぎるし、こんなところで誰かに出くわすとも思えなかった。

　覚は、得意技を使った。彼の目の前の空間に、三十センチ四方くらいの鏡を現出させる。遠くの丘の上が映るように、慎重に鏡の向きを変えた。

「いた」

　平板な、何気ない声で言う。

「捕まえられる？」

「いくら何でも、この距離じゃ無理だよ。もうちょっと、接近しないと」

　そのとき、折悪しく、分厚い雲の間から、太陽の光が射し込んできた。鏡が光を反射したらしく、黒い影は、たちまち姿を消す。

「気づかれた」

　覚は、舌打ちした。

「追いかけなきゃ」

　わたしは、雪の上に飛び起きた。短い休憩で、体力は一時的に回復していた。

　今までのように、のんびりクロスカントリーをやっていては、バケネズミに追いつくのは、とうてい無理だ。わたしたちは、呪力で、一気に長板かんじきを加速した。

　あっという間に雪原を踏破すると、急角度で丘を登っていく。

「どこのコロニーだろう？」

「さあ。でも、まさか、スクォンクじゃないだろうな」

　たしかに、バケネズミが、わたしたちのように短時間で、これだけの距離を移動できるとは思えない。

　丘の上に達したときには、当然ながら、バケネズミの姿は見えなかった。わたしたちは、血眼になって足跡を捜す。

「あった！」

　丘の反対の端に、小さな二足歩行の足跡が続いている。

「こっちよ」

　わたしは、すばやく長板かんじきを滑らせると、足跡のそばへ行こうとした。そのとき、覚が「待て！」と叫んだ。

「え？」と言って振り返った瞬間だった。足元から亀裂が走り、体重を支えていた抵抗があっさり消失する。

　ふわりと身体が浮き、雪の中を抜けて、落ちていく感覚。

　覚の遠い叫び声。

　そして、そのまま意識が暗転した。




　わたしは、目を開けた。

　複雑に竹を組んだ天井が見える。行灯の明かりだろうか。天井に映った影が揺れていた。どこかの小屋の中にいて、薄い布団の上に寝かされているようだ。すぐそばには、小さな囲炉裏が切ってあり、かんかんに熾おこった炭の上で、鉄瓶が湯気を吹き上げていた。

「早季」

　覚の声がした。そちらに、首を巡らせる。

「わたし、どうしたの？」

　覚は、ほっとしたような笑みを浮かべて、わたしを見た。

「雪せつ庇ぴを踏み抜いたんだ」

「せっぴ？」

「丘なんかの風下側にできる、雪の庇ひさしのことだよ。上から見ると、丘が続いてるように見えるけど、実際はただ雪が張り出してるだけだから、うっかり踏んだら最後、そのまま下まで落っこちるんだ」

「わたし、下まで落ちたの？」

「いや。ぎりぎり間に合って、僕が止めた。だから、どこにも怪我はしてないはずだよ。なかなか目を覚まさないから、心配したけど」

　わたしは、ゆっくり両手両足を動かしてみた。たしかに、異状はないようだ。どうやら、恐怖のあまり気を失った後、それまでの疲労からか、ずっと眠り続けていたらしい。

「この小屋は？」

「どこだと思う？　驚くなよ。僕らが捜してた場所なんだ」

「まさか……噓でしょう？　ここ、塩シオ屋ヤ虻アブコロニーなの？」

「その、まさかだよ。こんな小屋だけど、一応、貴賓室みたいなものらしい」

　覚の説明によると、わたしたちが追っていたバケネズミは、塩屋虻コロニーの兵士だったようだ。わたしが落下したのを見て、コロニーに注進に走ったらしい。塩屋虻コロニーでは、すぐに救助隊を現場に送り、わたしをここまで連れてきたのだという。

「じゃあ、スクィーラにも会ったの？」

「ああ。今は、すっかり出世して、名前まで変わってるけどね」

　そのとき、小屋の入り口の方から声が聞こえた。

「よかった！　お目覚めになられたようですね」

「スクィーラ！」

　ひょろりとした姿形は、バケネズミとしてあまり特徴がないが、抑揚のはっきりした声は、まぎれもなく、塩屋虻コロニーの奏上役のものだった。二年前は、みすぼらしい鎧に身を固めていたが、今は、ゆったりした月の輪熊の毛皮の寛衣ローブをまとっている。

「お久しぶりでございます。神様」

「本当ね。スクィーラは、元気にしてたの？」

「はい。おかげさまで、息災でした。……最近は、神様へご奉仕させていただく機会も多くなりまして、有り難いことに、たいへん名誉ある名前まで賜りました」

　自慢げに、少し胸を張る。

「どんな名前？」

「はい。野や狐こ丸まると申します。野のの狐きつねと書きます」

　スクィーラ……野狐丸が出世したというのは、本当のようだった。武勇より知恵を売り物にするバケネズミにはふさわしいし、奇狼丸の名前にある狼と比較しても、遜色がない感じがする。

「我が塩屋虻コロニーも、二年前と比べると、めざましいばかりの復興進歩を遂げました。一時は、コロニーの存続さえ危ぶまれましたが、今では、近隣の複数のコロニーとの合併によって、総員一万八千匹を数えるまでになりました。これもひとえに、ご神助の賜物であると……」

「コロニーの話も、また、ゆっくり聞きたいけど、今は非常事態なんだ」

　覚が、長くなりそうな野狐丸の話を遮った。

「どうしても、君の力を借りたいことがあるんだよ」

「かしこまりました」

　内容を聞きもせず、野狐丸は、優雅に一揖する。

「どうか、すべてを、この野狐丸におまかせください。大恩あるお二方のためとあらば、いつでも、この一命を投げ出す所存です」

　少し調子がよすぎるような気もしたが、このときのわたしたちには、しごく心強い言葉に聞こえた。

「木ボク蠹トウ蛾ガコロニーは、どこにあるの？」

　わたしは、単刀直入に訊ねた。

「ここからは、四、五キロほど北西です。大雀蜂コロニーの傘下にも入らず、私どもとの合併にも消極的な……今では数少ない独立系のコロニーですね」

　野狐丸の目が光ったような気がした。

「木蠹蛾が、どうかいたしましたか？」

　わたしと覚は、目を見合わせた。野狐丸の協力を得なくてはいけない以上、こちらも、ある程度、情報を開示する必要があるだろう。

「僕らは、友達を捜してるんだ……」

　覚が、なるべく差し障りのある部分は伏せて、かいつまんだ事情を説明した。

「わかりました！　まずは、そのスクォンクという個体を見つけるのが早道のようですね。明朝一番に、木蠹蛾コロニーへ向かいましょう」

「今すぐ行きたいんだけど……」

「お気持ちはお察ししますが、夜の雪道は、たいへん危険です。それに、木蠹蛾の方でも、襲撃かと勘違いする恐れがございます。あと四、五時間で夜が明けますので、それからの方がよろしいかと存じますが」

　もう、そんな時間になっていたのかと驚く。覚の方を見ると、うなずいたので、出発は明朝まで延ばすことにした。

「それでは、簡単なお食事をご用意しました。なにぶん畜生の粗そ餐さんゆえ、お口に合わないかとは思いますが、どうか、お召し上がりください」

　野狐丸が合図すると、二匹の小柄なバケネズミが、朱塗りのお膳を持って入ってきた。二年前、大雀蜂コロニーの夜営地で出された雑炊を思い出す。柔らかめに炊かれたご飯と、牛ご蒡ぼうや里芋など具だくさんの味噌汁、それに正体不明の干物と川魚の塩焼きである。干物だけは、革のように固い上に何の味もなく、食べられたものではなかったが、それ以外は、まずまずの味だった。

　わたしたちが食事をしている間も、野狐丸は、ずっとそばにいて、あれこれと質問してくる。世間話を装ってはいるが、少しでも情報を得ようという意図が見え見えで、かなりうんざりさせられた。食事が終わると、こちらから要望を出してやる。

「そう言えば、二年前も、ここへ来たのは夜だったわね」

「ええ、ええ。たいへん懐かしく思い出します。正確には、場所は、ここではございませんでしたが」

「あのとき、かなり夜遅かったけど、女王様にお目にかかったでしょう？　今日も一応、ご挨拶しておこうと思うんだけど」

　なぜか、野狐丸は、戸惑った様子を見せた。

「そうですか……承知いたしました。女王は休んでいるかもしれないので、とりあえず、見にやらせましょう。もしよろしければ、その間に、コロニーをご覧になりませんか？　あれから、ずいぶんと変わっておりますので」

　わたしたちは、小屋を出て、野狐丸の案内で塩屋虻コロニーの中を見て回ることになり、そして、とことん仰天させられた。

　二年前は、バケネズミたちは、ほとんどが地下の穴蔵の中で生活しており、地上に露出した構造物といえば、蟻塚のような尖塔だけだった。だが、今や、彼らが集団生活を送る住居は、一つの町とでも形容できるものに変貌していたのだ。

　最も多く目についたのは、巨大なキノコを思わせる丸い建造物だった。野狐丸の説明によると、木材や竹などを骨組みとして、粘土や家畜の糞を練ったものを塗って作るらしい。土壁には、出入り口や窓の役目をする丸い穴が、いくつも開けられており、中の灯が漏れていた。

「ただし、私どもは、もともと穴けつ居きよ性せいの動物ですので、建物はすべて、地下のトンネルで繫がっております。……こちら側の建物は、すべて、さまざまな物を造る工場です」

　そこには、金属を精錬する、布を織る、染色する、和紙を漉くなどの工場が、所狭しと並んでおり、夜を徹して作業員たちが働いていた。中でも、セメント工場は圧巻だった。筑波山より遠くにある山から切り出してきた石灰岩を粉砕後、粘土を加えて高温で焼き、石膏を加えてから再度粉末にして、セメントを作っているという。さらに、できあがったセメントには、砂利や砂を混ぜ、モルタルやコンクリートに加工しているらしかった。

「そして、ここで生産されたコンクリートでできた建物の、第一号がこれです」

　野狐丸が示したのは、コロニーの中心に位置する建物だった。平屋だが差し渡しが三十メートルはある円形の建物で、岩のようなコンクリートでできている。人類の古代文明もかくやと思わせる偉容には、ただ目を瞠みはるしかなかった。

「この建物は、コロニーの評議場です」

　野狐丸は、誇らしげに解説する。

「コロニーの成員一万八千匹を代表する六十匹の評議員が、この建物の中で議論を尽くし、さまざまな意思決定を行うのです」

　二年前は、コロニーの中心は、女王の住む竜りゆう穴けつだったはずである。それが、どうして、これほど短時間に、ここまで過激で抜本的な変化が可能だったのだろうか。

「竜穴は、どこへ行ったの？」

　わたしの質問に、若干、野狐丸の声が曇った。

「ご覧のように、私どもは、地中の穴から地表に築いた建造物に、生活の中心を移しつつあります。それに伴い、竜穴なども改廃せざるを得ませんでした。また、コロニー同士の合併により、複数の女王を抱えることとなり、管理上、一つの建物に集約する必要もございましたので……」

「じゃあ、その建物へ行きましょう。明日のことも、頼んでおかないといけないし」

「さようでございますか。……ただ、コロニーの意思決定は、評議会が担っておりますし、明朝の件につきましては、評議会を代表しまして、この野狐丸が責任を持って」

「いいんだよ。僕らは、ただちょっと、女王様に挨拶したいだけだから」

　覚が、少し苛立ったように言うと、野狐丸は、あきらめたような表情を見せた。

「……かしこまりました。それでは、ご案内申し上げます」

　そのとき、女王の様子を見に行っていたという、召使いが戻ってきた。キイキイ鳴いて、野狐丸に何ごとかを報告する。野狐丸は、手を振って、召使いを退けた。

「それでは、こちらでございます」

　ランタンを持った野狐丸に先導されて来たのは、工場とは反対側に並ぶ土壁の建物群の、一番端だった。

「何、これ……？」

　わたしは、思わず眉を顰しかめた。女王の居住する建物としては、あまりにもみすぼらしいからだった。サイズは比較的大きいものの、粗末な土壁に藁葺き屋根で、まるで家畜小屋ではないか。

　分厚い扉を開けて中に入ると、むっとする異臭が鼻を衝いた。

　二年前、竜穴に入ったとき、やはり、鼻が曲がりそうな獣臭が充満していたことを思い出した。だが、何かが違う。臭いそのものは、以前より、むしろ耐えやすくなっていたが、そこに消毒薬などの臭気が入り交じって、独特の嫌な感じを醸し出している。

　たとえるなら、前に入った竜穴の悪臭は、恐怖をもたらすほど強烈な生命力を感じさせる臭気だったが、この建物に漂っているのは、病院に妙法農場の堆たい肥ひをぶちまけたような、不自然で病的な異臭だった。

　建物は、細長い長方形で、真ん中を長辺方向に廊下が走っており、厩きゆう舎しやを思わせる構造だった。両脇には、太い木材でできた頑丈そうな囲いが並んでいるが、照明が暗いため、囲いの奥は闇に溶け込んでいて、何も見えない。

　だが、そこには、数頭の巨大な生き物の気配があった。向こうも、わたしたちの臭いを感じたらしく、身じろぎするような音がしたが、それ以上の反応や、唸り声などは聞こえなかった。もぞもぞと藁の上を這いずる音に、じゃらんという鎖の響きが混じる。

　わたしは、はっとして野や狐こ丸まるを見たが、周囲が薄暗く、ランタンの光の陰になっているせいで、表情は読み取れない。

「ここにいるのが、私どもの女王です」

　野狐丸は、一つの囲いの前で立ち止まって言う。

「女王様。お久しぶりです。以前にお目にかかった、早季です」

　わたしは、静かに声をかけてみたが、何の応答もない。

「どうぞ。中にお入りください」

　野狐丸は、囲いの扉を開けて、すたすたと入っていった。わたしたちも、おそるおそる、後に続く。

　野狐丸は、囲いの奥にうずくまっていた女王に、ランタンの明かりをかざした。

　巨大な芋虫のような姿が、闇に浮かび上がる。皺だらけの真っ白な身体。短い四肢。

　そのとき、かすかな鞴ふいごのような音が聞こえてきた。安らかに寝息を立てている。

　なんだと思い、わたしは、安心した。眠っていたのだ。真夜中すぎだから、当然のことではないか。

　女王を起こさないように、そっと、その牛より大きな腹部に触れてみる。巨大な体軀を持つ生き物らしい、ゆったりとしたリズムで、上下に動いている。

「よく眠ってるわ」

　今度は、歩きながら、女王の首筋から平べったい頭まで撫でた。前頭部に、指先が引っかかる、奇妙な継ぎ目のような部分を感じる。まだ、女王は目を覚まさない。

「早季。寝ぼけて、咬まれるかもしれないぞ」

　覚が、心配そうに言う。

「だいじょうぶよ。起きそうになったら、わかるから」

　そう言ったとき、手先が滑って、中指が女王の目を突いてしまった。はっとして、手を引っ込める。ぴくり、と女王の頭が動いた。だが、それきり、何の反応も示さない。

　ふいに、恐ろしい疑惑が、わたしの中で頭をもたげた。たった今、わたしの指先が触れた目は……。

「ランタンを。ここを照らして！」

　強い口調で、野狐丸に命じる。野狐丸は、一瞬ためらったが、のろのろと光の輪を移動させた。

　女王は、目を見開いていた。最初から、眠ってなどいなかったのだ。だが、瞳孔が散大した目に、知性のひらめきは見られない。いや、乾燥して、視力さえ失われているのかもしれなかった。半開きになった口からは、不浄猫並みの大きさの犬歯が顕れ、藁床の上に涎を垂れ流している。

　わたしは、野狐丸からランタンを奪い取ると、明かりを女王の頭に近づけた。前頭部のやや右寄りに、大きなＶ字形の手術痕があった。太い糸で傷口を縫った跡が、畝のように盛り上がっている。

「おい。これ、どういうことなんだ？」

　怒気を含んだ、覚の声が響く。

「しかたがなかったのです」

　悄然とした、野狐丸の声が答えた。

「しかたがないって？　あなたは、女王様に、いったい何をしたの？」

　わたしたちの声が、厩舎のような建物の中に反響し、巨大な獣たちが身動きする音と、鎖の音が大きくなった。

「お話しいたします。どうか、外へ参りましょう」

　わたしたちは、女王たちを収容している建物の外に出た。身に沁みるほど冷たい風が、身体にまとわりついた悪臭を吹き払ってくれるようで、むしろ心地よかった。

「私どもとて、女王に対して、あのように過酷な処置を執りたいとは思いませんでした。……女王は、私どもコロニー全員の母なのですから」

「だったら、どうして？」

　わたしは、野狐丸に詰め寄った。すると、どこからともなくバケネズミの衛兵が現れ、わらわらと駆け寄ってくる。野狐丸は、顎を振って兵士たちを下がらせた。

「以前、女王をご覧になったとき、お感じになりませんでしたか？　女王が精神の平衡を失いつつあったことを」

「ええ。何となくは」

「これまでは、どのコロニーでも、女王は絶対の存在でした。私どもの女王も、もともと圧政的な部分はございました。しかし、精神を病んでからは、ますます暴虐の度がひどくなったのです。気分の変動が激しく、何の咎とがもない召使いに咬みつき、重傷を負わせたり殺してしまったりという事件が相次ぎました。あげくには、妄想的な猜疑心に駆られて、土蜘蛛との戦いで大打撃を受けたコロニーの復興に尽力していた重臣を、次々に処刑してしまったのです。このままでは、我が塩屋虻コロニーは、滅亡するしかないと思いました」

「だからといって……」

　覚が言いかけたが、言葉が続かない。

「私ども、コロニーに属する者は、全員、コロニーと女王に対し絶対の忠誠を誓っております。しかし、私どもとて、使い捨てにされる道具ではありません。私どもは、神様を除けば、この惑星上で最も高い智能を持った存在であり、アリやハチのような社会性昆虫ではないのですから。そう信じる者たち、コロニーの将来を憂える心ある者どもが自然に集まり、協議の末、私が音頭を取って、『組合』を結成いたしました」

「組合？」

「はい。私どもの最低限の権利を守るためには、女王と交渉する必要があったからです。しかし、女王は、激怒いたしました。私どもの動きを反逆と捉えたのです。……そのため、いろいろ曲折はありましたが、やむなく、こういう結果に至りました」

「こういう結果って……君たちは、よってたかって、女王を植物状態にしちゃったんだろう？　殺した方が、まだましだったんじゃないのか？」

　覚の非難に、野狐丸は、首を振った。

「いいえ。けっして、完全に頭脳を破壊することを意図したわけではないのです。前頭葉を切除するロボトミーという手術を行っただけですから。手術後、女王の攻撃性はなりをひそめ、打って変わって従順になりました。出産という女王にとっての仕事は、これまで通り行い、コロニーの拡大に積極的に貢献してきました。女王自身、病んだ精神の牢獄に繫がれていた時期と比べれば、ずっと幸せであったと、私は信じております。……しかし、なにぶんにも、初めて行われた手術だったため、衛生面に若干の問題があったようでした。その後、脳炎を発症したため、あのように、精神活動は著しく低下してしまいました」

「ひどい……」

　わたしは、つぶやいた。

「そう思われるのも、当然のことかもしれません。しかし、心外でもあります」

　野狐丸は、訴えるような目で、わたしたちを見た。

「およそ知性を持った存在には、等しく権利が与えられるべきではないのでしょうか？　私は、それを神様の本から学びました。民主主義の大原則です」

　わたしたちは、当惑して、目を見合わせた。まさか、ネズミの化け物からそんな言葉を聞こうとは思わなかった。

「でも、君たちのコロニーの女王は暴君だったかもしれないけど、ほかの女王はどうなんだ？　みんな、あんな家畜小屋に放り込む必要があったのか？」

「私どものコロニーの思想に賛同し、合流してきたコロニーは、すべて、多かれ少なかれ、同じような問題を抱えていました。コロニーの中で生殖能力を持つのは女王だけですから、女王なしにはコロニーは滅びてしまいます。しかし、だからといって、コロニーが女王の専有物だということにはならないはずです。女王には、出産という大切な仕事に専念してもらい、政治や軍事などの頭脳労働は、それぞれ、最も適性のある者が行うというのが、我が塩シオ屋ヤ虻アブコロニーの基本方針なのです」

　この当時、周辺のバケネズミのコロニーは、大オオ雀スズメ蜂バチコロニーを頂点とするグループと、多数のコロニーを合併した塩屋虻コロニーという、二つの勢力に色分けされつつあった。大雀蜂コロニーは、単体でも三万を超える最大最強のコロニーであり、奇狼丸将軍が実権を握りつつも、女王が支配者であるという伝統的な図式を守っていた。その傘下に入ったコロニーも、すべて、女王を絶対君主として戴く保守的な価値観を共有していたらしい。

　一方で、塩屋虻コロニーは、血縁関係を無視したコロニー同士の合併という驚天動地の手法によって急速に勢力を拡張しており、旧勢力のコロニーからは異端視され、警戒され始めていたようだ。

「……そうか、わかった。まあ、君たちのことに口を挟む気はないから」

　そう言うと、覚は、大きく伸びをした。

「ちょっと疲れたな。僕らは、夜明けまで休むことにするよ」

「かしこまりました。すぐに床を用意させます」

　野狐丸の目は、かすかな緑色の燐光を放っていた。




　わたしたちは、貴賓室だという小屋に戻った。野狐丸が去ると、覚は、囲炉裏の炭を赤熱させてから、両足を投げ出して座り、大きな溜め息をつく。

「気に入らないな。……どうも、気に入らない」

「どうしたの？」

「このコロニーも、スクィーラ……野狐丸も、何だか、胡散臭いんだよ。言ってることと腹の中は、全然違うっていう気がする。信用できない」

「でも、真理亜たちを見つけるには、野狐丸に協力してもらわないと、どうにもならないでしょう？」

「それはそうだけど」

　覚の表情は、晴れなかった。

「あいつが、自分たちの女王にやったことを見ただろう？　自分を産んでくれた母親じゃないか？　どうして、あんなひどいことができるんだ」

「それは、わたしも、ショックだったわ」

　わたしは、虚ろな女王の目を思い出して、身震いした。

「……でも、バケネズミは、いくらうまく言葉を話したとしても、しょせんは獣なのよ。感情も、人間と似ているようでいて、肝心なところは違うはず。それに、野狐丸が言ってたことにも、一理はあると思うわ。彼らも、自分たちが生き延びるために、しかたなく、ああしたのよ」

「ずいぶん、あのバケネズミの肩を持つんだな」

「そうじゃないけど」

　わたしは、床の上に座り直した。

「わたしたちって、動物に、勝手に人間の感情を投影するところがあるでしょう？　この生き物は温和な性格だとか、親は子のために命を投げ出すはずだとか。でも、現実とは、当たり前だけど、かなりギャップがあるわ。わたし、古代文明の動物行動学の本を読んだことがあるの」

　母が図書館司書だったため、禁書扱いの本に触れる機会は、たぶん、ほかのどの子より多かっただろう。

「それで、ずいぶん、ショックを受けたわ。たとえば、カバ。和貴園で読んだ絵本には、カバは、仲間が死ぬと輪になって弔いをするって書いてあったでしょう？　でも、実際は、カバは雑食で、仲間の死骸のまわりに集まるのは、食べるためだったのよ」

「ああ。それは、知ってる」

「カンガルーなんか、ほんと最低だったわ。赤ちゃんは、お母さんの袋の中に入れられて大事に育てられてると思ってたのに」

「何だっけ？」

「捕食者から追い詰められると、カンガルーは、袋の中から赤ちゃんを引きずり出して、相手に投げつけるの。赤ちゃんが、むしゃむしゃ食べられてる間に、お母さんは、無事に逃げおおせるってわけ」

　覚は、顔をしかめた。

「ちょっと、ミノシロみたいではあるけどな。でも、自分の身体をちぎって与える方が、まだましか」

「だから、バケネズミにも、人間の倫理を当てはめて考えるのは、間違いよ」

　覚は、首の後ろで両手を組んだ。

「うーん。僕が感じてる嫌な感じっていうのは、それだけじゃないんだよ。何ていうか、あいつらって、むしろ、人間に似すぎてるって気がするんだ」

「たしかに、あんな動物って、ほかにはいないけど」

　覚は、小屋の入り口までいざって行き、誰もいないことを確かめた。

「あいつら、ひょっとしたら、人間に取って代わろうとしてるんじゃないかって気がする。コンクリートの建物なんか、神栖66町にもないぞ。あの工場を見ると、人間がいったん捨てた物質文明を、自分のものにしようとしてるとしか思えないよ」

　わたしは、しばらく頭の中でわだかまっていた疑問を、覚にぶつけてみた。

「それにしても、野狐丸は、どこからあんな知識を得てるのかしら？　本だって、言ってるけど」

「そんなに都合よく、知りたいことが書かれた本を発掘できるわけないだろう？」

「だったら、何から？」

「これは単なる想像だけど、野狐丸は、ミノシロモドキを一匹、捕獲したのかもしれない。ミノシロモドキの放つ七色の光は、人間を催眠術にかけることはできても、バケネズミに対しては無効なのかもしれないし」

　覚と話しているうちに、わたしも、だんだん怖くなってきた。バケネズミという存在について、昔から抱いていた不吉な予感が、急に現実味を帯びてきたようだった。

「……まさか、バケネズミが、人間に反旗を翻すなんてことはないでしょう？」

「それは、ありえないだろう？　だって、たとえば僕ら二人でも、このコロニーくらいは、簡単に全滅させられるんだぜ」

　たしかに、いくらバケネズミが物質文明を発展させたとしても、呪力を持つ人間に対抗できるとは思えなかった。そもそも、高度に発達した文明を崩壊に導いたのは、呪力なのだから。だが、そう思っても、なお、不安は去らなかった。

「ねえ。野狐丸が、女王様にしたみたいな手術。もし、あれを人間にしたら、どうなると思う？」

　覚は、眉を顰めた。

「やっぱり、同じように、廃人になるだろうな。……早季が考えてることは、わかるよ。手術がうまくいって、感染症にもかからなかったら、たしかに、バケネズミの言いなりになる人間が出来上がるかもしれないけど」

　寒気がした。

「そんな……もしかしたら、たいへんなことになるんじゃない？」

「いや。だいじょうぶだって」

　覚は、にやりと笑った。

「あいつが女王から切除したと言ってた前頭葉は、意思や創造性を司ってるんだ。つまり、呪力を司ってるのも前頭葉なんだよ。意思と創造性を奪われた人間には、絶対に、呪力は発動できない。だから、心配しなくてもいいよ」

　わたしたちは、そこで話を打ち切り、翌朝に備えて短時間でも睡眠を取ることにした。わたしは、たっぷりと眠っているが、覚はそうでもないからだ。

　バケネズミの敷いた床に横になって、うつらうつらしながら、悪夢のようなイメージが、次々に心をよぎった。覚と同様、わたし自身も、塩屋虻コロニーに来てから、ひどく嫌なものを感じていたのだ。

　だが、その正体がわかる前に、意識は、ゆっくりと闇の奥へと沈んでいった。
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　目が覚めると、うっすらと明るくなっていた。

　わたしたちのいた小屋は、木材の柱に編んだ竹で骨組みを作り、外側に獣の皮のような丈夫な布をかぶせてあった。その意味では、小屋というより遊牧民の包パオかテントに近く、外が明るくなると、光が布をうっすらと透過してくるのだ。

　覚は、わたしより一足早く目覚め、身支度を調えているところだった。

「おはよう」

　わたしが声をかけると、覚は、素っ気なくうなずく。

「すぐに出られる？　あいつらは、もう準備ができてるみたいだ。何だか、暗いうちからごそごそやってたから」

　たしかに、小屋の外からは、大勢のバケネズミが行き来して、忙しく働く音が聞こえてくる。

「わかった」

　わたしも、大急ぎで飛び起きて、出発の準備にかかった。とはいっても、防寒着を着て、編み上げ靴の紐を締め、リュックの中身を点検するくらいなので、二分もかからない。

　小屋を出ると、空は、昨日までとは一変して晴れ渡っていた。はるか太平洋の東から、朝日が昇ろうとしている。

　視線を地上に戻したとき、一匹のバケネズミが、松の木の枝に干した物体を取り込んでいるのが見えた。白っぽい色をしており、干物のようだったが、長さが一メートル以上もあり、魚にしては大きすぎる。よく見ると、それは、乾燥したミノシロだった。

　わたしたちは、思わず、目を見合わせた。

「信じられない。ミノシロを食べるなんて」

　神かみ栖す66町では聖なる生き物として大切にされているミノシロを、食糧にしていることに、わたしは、言い様のない不快感を覚えていた。

「……この時期、ミノシロは冬眠しているはずだもんな。わざわざ穴から掘り起こして、干して保存食にしてるのかな」

　覚も、千セン振ブリを舐めた猫のような表情になっていた。昨晩食べた正体不明の干物も、ミノシロだったかもしれないと気がついたが、あえて覚には言わないでおく。

　そのとき、向こうから、野狐丸がやって来るのが見えた。

「おはようございます。神様。すぐにでも出発できますが、朝食をお召し上がりになりますか？」

　またミノシロの干物が出てきそうで、食指が動かない。

「あなたたちは、どうするの？」

「急ぎのときは、歩きながら携行食を取ります。兵糧ですので、けっして美味しいものではありませんが」

「わたしたちも、それでいいわ」

「かしこまりました」

　野狐丸は、寒がりのバケネズミらしく、フード付きの毛皮の上下を着込んだ上に、金属の鋲びようを打った皮革の鎧を着けていた。二年前に会ったときには、まだ文官臭さが抜けていなかったが、今や、すっかり将軍の出で立ちである。首から提げている短い笛を吹くと、総勢二百匹ほどのバケネズミが現れて、隊列を組む。

「おいおい。こんなに大勢で行く必要があるのか？」

　覚が、眉をひそめる。

「道中、危険があるかもしれませんし、私どもは、何があっても、神様をお守りせねばならない立場でございますから」

　野狐丸は、恭うやうやしく答える。

　わたしたちは、野狐丸と一緒に長い隊列のちょうど真ん中あたりに入った。先頭と同様、殿しんがりも危険だからということらしい。わたしたちの前後左右には、護衛として大きな盾を持った屈強な兵士が配される。

　塩シオ屋ヤ虻アブコロニーの周囲は、すっかり除雪されており、ざくざくと霜柱を踏んで歩いた。雪原に入ると、わたしたちは、長板かんじきを履いて進んだ。兵士たちも、より素朴だが、スキーのような形の靴を履き、短い肢で懸命に滑っていた。とはいえ、呪力で進むのとは速度が違いすぎるため、覚は、少し苛立ったようだった。

「もっと速く進めないのか？　場所さえ教えてくれれば、僕らだけ先に行ってるけど」

「申し訳ありません。私どもは、神様のように軽快に進むことはできません。ですが、木ボク蠹トウ蛾ガコロニーは、それほど遠くありませんので、どうかご辛抱ください。お二方だけで万一のことがあると、取り返しがつきませんし」

　しかたなく、バケネズミの行軍のペースに合わせる。のろのろと雪原を滑っている間に、バケネズミの携行食というものを渡された。外観は小さな丸薬か団子のようなものである。口に入れて嚙むと、ほんのりと甘い。米粉に、蜂蜜や梅干し、木の実などを加えて練り合わせたものらしかった。たしかに、美味には程遠かったが、少なくともミノシロは入っていないようだし、まずくて食べられないというほどのものでもない。

　雪原を過ぎ、いくつも丘を越える間に、ふと、なぜ、このあたりの地形には、こんなにも丘が多いのだろうと考える。しかも、今は雪に埋もれてわからないが、丘ごとに、まったく土質が違うのだ。場所によっては、生えている植物まで異なっている。

　奇怪な想像が、脳裏をよぎった。

　それは、呪力を持った人間同士による、相手を皆殺しにしようとする戦いの図だった。はるか彼方から、巨大な岩石や、一つの丘が、ゆるやかな放物線を描いて飛来してくる。着弾の際の衝撃はとてつもないものであり、その破壊力は、古代文明の核兵器など遥かに凌ぐだろう。今から六千五百万年前に恐竜が絶滅したのさえ、直径わずか十キロの隕石の衝突によるものだったと考えられているのだから。

　そんな馬鹿な、と思う。常識で考えて、そんなことはありえない。たしかに、理論上、呪力がもたらす力には制限がないと言われている。しかし、現実に呪力を発動するときは、さまざまな制約が存在する。呪力によって影響を与えようとする対象は、一度、脳の中で完璧に再構成しなければならないため、その大きさや複雑さには、自ずから限界がある。地球が真っ二つになることをある程度リアルに想像したら、即、そうなるというわけではないのだ。

　しかし……。わたしは、山脈のように重なる丘を見渡した。わたしたちのような初心者でも、地滑りを起こしたり、かなりの大きさの岩を飛ばしたりすることはできる。それが、鏑かぶら木ぎ肆し星せい氏のような達人であれば、丘を動かすことも、不可能ではないのかもしれない。

「もうすぐです」

　野狐丸が、わたしたちの方を向いて言った。

「そこの角を曲がると見えてきますが、木蠹蛾コロニーは、丘の中腹に難攻不落の要塞を築いているのです」

　わたしたちの目の前に現れたのは、丘と言うより、巨大な一枚岩だった。高さは百五十メートルほど。差し渡しは三百メートルはあるだろうか。周囲は、ほぼ九十度の絶壁で、雪も積もっていない。手がかりになりそうな凹凸もほとんどなく、岩登りには、かなりの困難が予想される。

「中腹って……ほとんど、壁じゃないか？　どこに、そんな要塞なんかあるんだよ？」

　覚が、目をすがめて、巨大な岩を見た。

「あそこです。ご覧になれますでしょうか？　岩が張り出して松の木が生えておりますが、あの陰に洞窟が開いております」

　野狐丸が指したところを見ても、穴は見えなかった。それどころか、動くもの一つなく、あたりは静まりかえっている。

「木蠹蛾コロニーは、長い年月をかけて、あの岩の中に縦横無尽に通路を掘って、いわば、岩全体を要塞に変えてしまったのです」

「でも、どこから入るの？」

　わたしには、見当もつかなかった。

「岩から地中まで伸びた隧道トンネルもあると言われているのですが、出入り口は巧妙に隠されており、わかりません。ふだんは、岩の中腹にある穴から、地面まで縄ばしごを垂らして、出入りしております。今は見当たりませんが、我々の接近を知り、引き上げたのでしょう。彼らは、他のコロニーとは一切の交渉を絶っており、巣以外の何者かが接近すると、ひたすら息を殺してやり過ごすのが常なのです。……しかし、今回はそうはいかないことを、彼らに知らしめなくてはなりません」

　野狐丸は、隊の後部にいた兵士を呼び寄せた。土蜘蛛のミュータントほどではないが、水仙の球根を思わせるくらい胸郭がよく発達しており、メガホンのような形の大きな筒を持っている。

　兵士は、野狐丸の耳打ちを受け、木蠹蛾コロニーの要塞に向かって大声でメッセージを発した。近くで聞いていると鼓膜がおかしくなりそうだったので、わたしと覚は、両手で耳を覆う。野狐丸や、他のバケネズミの兵士たちが平然としているのが、何とも信じられない。

　雪原にこだまし、処々で雪崩を起こしかねないほどの大音声で、繰り返し呼びかけても、木蠹蛾コロニーからは、何の返答もなかった。

「どうやら、こちらの本気を見せてやらねばならないようです」

　野狐丸が号令をかけると、弓に矢をつがえた射手が、横一列に並んで進み出た。

「ちょっと待てよ。僕らは別に、戦いに来たわけじゃないんだぞ！」

　覚が、抗議する。

「おっしゃるとおりです。ですが、ご覧の通り、相手は、こちらの呼びかけを完全に無視しております。惰眠を貪る傲慢な貝の蓋をこじ開けるには、多少の荒っぽい手段もやむを得ません」

　野狐丸は、鋭い声で命令を下す。

　たちまち、数十本の矢が岩の中腹にある松の木に向かって美しい軌跡を描いた。大半は、岩に当たって跳ね返されたが、うち何本かは木に突き刺さり、一本は、あろうことか岩に突き立った。

　依然、反応はない。野狐丸の下げ知ちに従い、ずらりと並んだ射手は、今度は、先端に布を巻き付けた矢を弓につがえて、燧石で火を点けた。布には油を染み込ませてあるらしく、勢いよく燃え上がった。

　今度は、数十本の火矢が、空間を切り裂く。

　松の木に突き刺さった火矢は、しばらくの間燃え続け、木からも黒い煙が上がり始めた。すると、たまりかねたように、動きがあった。雪煙のようなものが見える。消火しようと、木の裏側から懸命に雪をかけているようだ。

「これで、彼らも、わかったかもしれません。もう一度、呼びかけてみましょう」

　野狐丸は、軽く右手を挙げた。先ほどのメガホンを持った兵士が進み出て、再度、耳をつんざくような声で絶叫を始める。バケネズミの言葉なので、何を言っているのかわからないのだが、妙に高圧的、攻撃的な感じだった。本当に、これは、単なる呼びかけなのだろうか。

　ようやく返ってきた答えは、こちらが射た数に十倍する矢だった。

　松の木の周辺ばかりに目が行っていたが、岩肌には、いつでも一斉掃射が可能なように、無数の矢や狭はざ間まが開けられていたらしい。

　敵の矢は、上から下へ向けて放たれるだけに、軌道が直線的で、はるかに速かった。無防備に横一列に並んでいたこちらの射手や、メガホンを持った兵士は、なすすべもなく針山となって息絶える運命かと思われた。

　次の瞬間、蜂の大群のように襲来した矢は、目に見えない楔くさびにぶつかったかのように、きれいに左右に分かれ、あらぬ方へと飛び去ってしまう。

　雪崩に呑み込まれそうになったときと同様に、わたしと覚が、分担して矢の向きを変えたのである。とっさの共同作業としては、なかなかのものだったと思う。付き合いが長いだけに、わたしたちの間の意思疎通は、以心伝心の域に達しつつあるようだった。

　続いて起きた沈黙が、木蠹蛾コロニーの困惑を物語っているようだった。一陣の強風によって矢が一方向に逸れることは、あるかもしれない。だが、目標を前にして矢が左右に分かれるというのは、自然現象では、絶対にありえないからだ。

「まことに、ありがとうございました！　神様には、我が兵士の命を救っていただき、衷ちゆう心しんより感謝に堪えません」

　野狐丸が、深々と頭を下げる。

「それにしても、木蠹蛾コロニーは、神をも畏れぬ不ふ逞ていの輩やからです。交渉に応じるように、もう一度だけ勧告を行いますが、その結果次第では、強硬手段が必要になってくるかもしれません」

　わたしたちの答えを待たず、野狐丸は、再び、メガホンを持った兵士を前面に立たせた。あいかわらず内容は不明ながら、これまで以上に口調は威圧的で居丈高だった。単なる、休戦と交渉を呼びかけるだけのものとは、とうてい思えない。おそらく、最後通牒に等しい猛々しい言葉を使っていたに違いない。

　木蠹蛾コロニーは、思わぬ事態で、対応に苦慮していたことだろう。だが、想像するに、激しい言葉の挑発によって、一人の兵士の自制心が切れてしまったようだ。一本の矢が、唸りを上げて、メガホンを持った兵士に向かって飛んできたのだ。

　今度は、わたしと覚の連携は、水際だったものとはいかなかった。一本の矢が、わたしたち二人の呪力によって同時に捉えられた。空間が歪ひずんだせいなのか、光が陽炎のようにねじ曲げられ、奇怪な虹のような模様が顕れる。これは、複数の人間の呪力が交差したときに起きる現象で、予想不可能な結果をもたらす可能性がある。わたしたちは、あわてて呪力を止めたが、二人の呪力の焦点にあった矢は、眩い光とともに空中で消滅した。

　たかが一本の矢に対する防御としては、大げさすぎたが、木蠹蛾コロニーからすると、わたしたちが、激怒のあまり、そうした示威行為に及んだと映ったはずである。

「神様！　木ボク蠹トウ蛾ガは、こちらに神様がいらっしゃると知りながら、矢を射かけました。これは、断じて許すべからざる瀆とく神しん行為です！　どうか、神罰をお下しになられますよう、お願いいたします」

「……でも、矢は一本だけだったし、間違えて発射しちゃったんじゃない？」

　わたしは、野狐丸の言いなりに木蠹蛾コロニーを攻撃するのは、気が進まなかった。

「たとえ一本でも充分です！　神に弓を引く行為は、本来、コロニーを消滅させられてもしかたがない重罪なのです。……それに、このままでは、埒があきません。木蠹蛾どもが、こちらの事情聴取に応じない限り、友神様の行方を捜す術はございませんので」

「わかった。しかたがない」

　覚が、先に決断した。

「あんまり、ひどいことはしないで」

　わたしは、覚に注文を付ける。よく考えれば、そもそもの始まりは、木蠹蛾コロニーのスクォンクが守を救助してくれたことだった。その返礼が、回復困難な損害を与えることでは、あんまりではないか。

「わかってる」

　覚は、岩の要塞に向き直ると、口の中で真言マントラを唱えた。

　洞窟の入り口を隠していた松の木が、薪が爆はぜるような音を立てて根本から折れると、だらりと垂れ下がった。

　木の後ろに隠れていた木蠹蛾コロニーの兵士たちは、驚愕して立ち竦すくむ。

　続いて、見えない巨大な拳で打たれたように、大音響とともに岩肌に亀裂が入り、欠片が飛び散った。一撃。……また一撃。矢狭間らしき部分が壊れ、大穴が開いてしまう。

「もういいわ！　やめて！」

　わたしは、覚を止めた。

　しばらく様子を見守っていると、向こうから、甲高い叫び声が聞こえてきた。同じバケネズミの鳴き声でも、どことなくだが、憐れみを乞うような調子だった。

　これに対し、メガホンの兵士は、あくまでも強い調子で応酬する。すると、折れた松の木の後ろの洞窟から、数匹のバケネズミが姿を見せた。大半は、魚のような鱗付きの鎧に身を固めていたが、コロニーの高官とおぼしき中央の一匹は、マントを引きずっている。あとで知ったことだが、それが、木蠹蛾コロニーを牛耳る摂政で、クィーチーという名の個体だった。別のバケネズミが、地上まで届く長い縄ばしごを垂らす。

　ふと横を見ると、野狐丸は、黙り込み、奇妙な表情を浮かべていた。まるで怒っているような顔つきながら、その目には、抑えようのない喜色が溢れていたのだ。




　野狐丸とクィーチーの対面について逐一書き連ねても、意味がないだろう。野狐丸は、勝ち誇った征服者としてクィーチーに対面した。会話の内容はわからないが、おそらくは、さまざまな要求を一方的に押しつけたに違いない。哀れなクィーチーは、どんな理不尽なことを言われても、呑むしかなかったはずだ。

　業を煮やした覚が介入して、ようやく、真理亜と守の行方についての尋問が行われる。クィーチーの命令で、わたしたちの前に、スクォンクが連れてこられた。

　スクォンクは、すっかり縮み上がっていたが、わたしたちの顔を見て、少しだけ生気を取り戻したようだった。

「スクォンク。わたしたちを、覚えてる？」

「キキキキ……。はい。神様」

「真理亜と守は、どこへ行ったんだ？」

　覚の単刀直入な問いかけには、首をかしげる。

「わかイません。神様」

「わからない？　君は、真理亜たちと一緒だっただろう？」

「はい。でも、あちらの神様たちは、遠くへ行きました」

　わたしは、目を閉じて、押し寄せてくる絶望に抗あらがおうとした。

「遠くって、どこ？」

「わかイません」

「せめて、どっちの方角かくらいは、わかるでしょう？」

「わかイません。カ・ヴィーさま。でも、お手グァミー……預かイました」

　スクォンクは、貫かん頭とう衣いのような粗末な服の内側から封筒を取り出し、わたしに向かって捧げるようにする。わたしは、受け取った封筒をすぐに開封した。中には、スクォンクの言ったとおり、真理亜からわたしに宛てた手紙が入っていた。





　愛する早季へ。




　あなたが、この手紙を読むころには、わたしと守は、どこかずっと遠い場所にいるはずです。

　親友であり、恋人でもあったあなたに、まさか、こんな形で、別れの手紙を書かなければならないとは、思ってもみませんでした。本当に、本当に、ごめんなさい。

　そして、どうか、わたしたちを捜さないでください。

　書いてて、なんだか、本当に妙な、切ない気分です。守の置き手紙で同じ文句を見たときには、わたしたちは、あんなに腹を立てていたのにね。でも、芸がありませんが、わたしも、同じことを書くしかないようです。

　あなたが、わたしたちのことを心配してくれることは、とても嬉しいし、よくわかります。逆の立場だったら、わたしも、あなたのように心配することでしょう。ですが、こうするしかないのです。

　わたしたちは、もはや、神栖66町で生きることはできません。町が、わたしたちが生きることを許さないのです。わたしだけなら、まだ、しばらく、だいじょうぶかもしれません。でも、守は、すでに、失格の烙印を押されてしまいました。一度、その烙印を押されると、もう、二度と、元には戻れないのです。こんなの、人間じゃなくて、不良品を選別するのと、同じやり方だと思わない？　焼き物の窯を開けたとき、いびつだったり、ヒビが入ってたりした陶器は、打ち壊される運命にあります。わたしたちは、このまま、打ち壊されるのを待つくらいなら、先に何が待っていようと、逃げ出した方がましだという結論に達しました。




　本当なら、あなたと一緒に行きたかった。これは、わたしの偽らざる気持ちです。でも、早季は、わたしたちとは違う。前にも言いましたが、あなたは、とても強い人です。けっして、肉体的にという意味じゃないし、気が強いとか、意志が強いとかいうんでもない。むしろ、涙もろいし、すぐにめげてしまう。わたしは、そんなあなたも好きでした。でも、あなたは、どんな困難に出会って、たとえ、心の底からうちひしがれたとしても、絶対に再起できる。ぽっきりと折れてしまって、そのままという人じゃないんです。

　あなたなら、きっと、町で生きていけるし、町から必要とされるだろうと思います。

　守は、そうじゃない。そして、わたしが守を見放せば、彼は、もう生きてはいけません。どうか、わかってください。




　町を離れてみて、はっきりとわかったことがあります。

　わたしたちの町は、異常です。

　そうは、思いませんか？　町の安定と秩序を維持するために、子供たちを殺し続ける町が、人間の社会としてまともでしょうか？　ミノシロモドキの話では、今の状態にいたるまでに、血みどろな歴史があったということでした。でも、今の町は、過去のどんな暗黒時代と比べても、自慢できるような代物じゃないと思います。今、町で起きたことを思い出してみると、その異常性が、どこから来るのかも、だんだん見えてきました。

　それは、大人たちが、心の底から、子供たちを怖れているという事実です。

　もしかしたら、いつの時代も、そういうことはあったかもしれません。自分たちが創り上げたものを、あとの世代によって否定されるのは、不愉快なことに決まってますし、相手が血を分けた子供であれば、なおさら辛いこともあったでしょう。

　でも、神栖66町の大人たちが、自分たちの子供に向ける視線は、そうした感情とも違う、ちょっと異様なものです。たとえて言えば、ずらりと並んだ卵が孵化するのを待ちながら、中から出てくるのが天使なのか、それとも、百万に一つの割合で生まれてくる悪魔なのかを、額に脂汗を浮かべながら、じっと見守っているような。

　わたしたちは、何となく嫌な予感がするというだけの理由で、割られ、捨てられてしまう、何百何千もの卵の一個になることだけは、願い下げです。

　生まれ育った家を離れて、両親とも別れなければならないと決意したとき、本当に悲しく寂しい思いでいっぱいでした。でも、向こうは、本当はどういう気持ちだったのかを考えると、よくわからなくなってきます。もし、わたしが、町から処分されると決まったら、両親は、さんざん泣いて、そして、最後には、忘れることでしょう。あなたのご両親も、最終的には、あなたのお姉さんのことを諦めたように。

　わたしたちの間の絆は、きっと、そうじゃないと信じています。もし、わたしが処分されることになったら、あなたなら、絶対、わたしを見捨てないでしょう？　あなたに危難が迫ったときには、わたしや覚は、どんなことをしたって、救おうとするはずです。

　わたしたちには、もう一人、友がいました。今は、名前を思い出すことも許されない友が。彼、Ｘも、そんなときは、きっと、わたしたちを助けてくれたんじゃないでしょうか？

　だから、わたしは、今、守を助けなくてはなりません。

　でも、あなたや覚に会えなくなることが、何より辛いのです。




　わたしたちには、さいわい、呪力という万能の道具があり、自然の中に放り出されても、何とか生きていくことができるはずです。曲がりなりにも、呪力を使いこなせるようになったという点だけは、わたしは、町と全人学級に対して、深く感謝しています。

　わたしと守は、これから、二人で助け合って、新しい生活を築いていきます。

　そこで、あなたに、お願いがあります。もし、町から、わたしたちの消息を聞かれたなら、わたしたちは死んだと報告してほしいのです。わたしたちは、絶対に町の目が届かないくらい、ずっと遠くへ行くつもりですが、それでも、町がわたしたちのことを忘れてくれたら、今より多少は、安心して眠れるような気がするのです。

　いつか、また、早季たちに会える日が来ることを、心の底から願っています。




　愛を込めて。あなたの真理亜。






　読み終えた瞬間、あとからあとから、涙が溢れ出してくる。

　封筒の中には、もう一枚、守が描いたと思われる絵が入っていた。それは、真理亜とわたしが微笑んでいる姿を想像でスケッチしたものだった。

　わたしから手紙を受け取った覚は、無言のまま目を通し、わたしの肩を抱いてくれた。わたしは、かろうじて嗚咽することだけはこらえたものの、どうしても涙を止めることはできなかった。二度と真理亜には会えないという予感は、なぜか確信へと変わっていた。




　かまくらがなくなっていたのを見たとき、わたしたちが塩屋虻コロニーを目指すことにしたのは、唯一の手がかりであるスクォンクを発見するには、同じバケネズミの力を借りるのが早道だと思ったからだった。スクィーラ改め野狐丸のことは、けっして心から信じていたわけではないのだが、危急の際なので、利用できるものは何でも利用しようという気持ちだったのだ。

　だが、結果的に、まんまと利用されたのは、わたしたちの方だった。狡猾きわまりないバケネズミにとって、焦りで周りが見えなくなっている人間の子供たちを操ることなど、児戯に等しかっただろう。

　名は体を表すと言うが、塩屋虻コロニーの名の元であるシオヤアブは、別名、塩シオ屋ヤ虫ムシ引ヒキといい、他のアブやハチ、コガネムシなどを襲って体液を吸う、猛悪な捕食者として知られている。塩屋という名は、雄の尻に白い毛の房があることに由来するが、同様の特徴を持つ近縁のアブに、塩シオ屋ヤ大オオ鳥トリ引ヒキがいる。こちらは、古代の生物図鑑に一切記述がないので、おそらく、ここ千年のうちに誕生した種類と考えられている。現在でも八丁標の周辺でしか見られない、非常に珍しい種類なのだが、シオヤムシヒキと比べるとはるかに巨大で、体長は十三～十八センチにも達する。トンボそっくりの細長い身体には、効率よく酸素を取り入れるために高度に発達した気門が並んでおり、それが無数の目のように見えるため、わたしたちが子供のころは、百目トンボという俗称で呼んでいた。

　シオヤオオトリヒキは、ふだんは木の幹の裏などに潜んで、スズメやツグミ、メジロ、シジュウカラ、モズ、ムクドリなどの小鳥が通ると、背後から襲撃する。鋭い剣のような口吻を延髄に突き刺して殺し、風船のように膨らんで飛べなくなるまで吸血するのだが、カラスまで襲った例があるという。

　塩屋虻コロニーの持つ、一種下克上的な、秩序の破壊者としての性格を象徴するのは、昆虫でありながら、ふつうは食物連鎖の上位にいる鳥を餌にする、シオヤオオトリヒキの方かもしれない。




　何とか木蠹蛾コロニーまで辿り着いたものの、真理亜たちの行方についての手がかりは、ぷっつりと途絶えてしまった。

　野狐丸は、全力で捜索をすると約束したが、どこまであてにできるかはわからないし、この急場には間に合わない。富子さんとの約束で、明日中には町に帰らなくてはならないことを考えると、真理亜たちを発見して連れ帰るのは、もはや絶望的だった。

　覚とわたしは、話し合った結果、次善の策を講じることにした。

「かしこまりました！　どうか、この野狐丸におまかせください」

　真理亜が、手紙で書いていたとおり、町へは、彼女たちが死んだと報告するしかない。口裏を合わせるよう頼むと、野狐丸は、二つ返事で承諾した。てっきり、倫理委員会への裏切り行為には難色を示すかと思ったのだが、気味が悪いほどの快諾ぶりだった。

「お二方とも、雪崩に巻き込まれて、谷底に転落したということにすれば、よろしいかと思います。どこまで流されたかわかりませんので、ご遺体の捜索は困難でしょう」

　たしかに、もっともらしい話としては、それくらいしかないだろう。呪力を持つ人間が、二人そろって転落するというのは、不自然に思われるかもしれないが、橇が滑ったときに、守を助けようとして真理亜も落ちたというのは、あるいは、あり得る話だと受け取られるかもしれない。

「工作には多少の時間がかかりますが、うまくいけば、お骨も用意できるかもしれません。それを届ければ、たぶん、ご納得いただけるかと」

　わたしたちは、ぎょっとした。

「どういうことだ？　骨って？　どこから持ってくるつもりなんだ？」

　覚が、厳しい口調で追及すると、野狐丸は、失言に気づいたらしく、青くなった。

「……いえ、そんな、とんでもございません！　誤解です！　もちろん、神様のお骨を調達など、できようはずもないではありませんか？　こんなことを申し上げるのは、たいへん不敬と存じますが、私どもの骨でも、部位によっては、神様のものと見分けが付かないことがございます。とりわけ長身の者であれば、若神様とは、大きさもさほど変わりません。ですので、その骨を、念入りに石で擦りまして……」

「もう、いい！　わかった。あなたにまかせるわ」

　わたしは、野狐丸を黙らせた。聞いていると、まるで本当に、真理亜たちの遺体が辱められているような気がしたのだ。

「かしこまりました。どうか、すべては、私わたくし、野狐丸めにおまかせください」

　わたしの気持ちが通じたのか否かはわからないが、野狐丸は、恭しく一いち揖ゆうする。

　川を遡り、二日がかりでここまでやって来たのも、結局のところ無駄足でしかなかった。しかし、溜め息をついてはいられない。わたしたちは、塩屋虻コロニーでもう一泊してはという、野狐丸の誘いを断り、もう一度、出発点に立ち返ることにした。あの、かまくらのあった場所である。スクォンクの供述によれば、真理亜たちと別れたのも、そこだったらしいからだ。

　わたしたちは、長板かんじきを履いて、快速艇を置いてきた地点を目指した。

　太陽の位置を見ると、時刻は、いつのまにか正午を過ぎていた。だが、まったく空腹は感じなかった。熱い思いに突き動かされていたから、ではない。背筋のあたりに、ずっと焦燥感が燻くすぶっているものの、気持ちは、周囲に広がる雪原同様に冷え切っていた。

　真理亜たちが、どこへ行ったのか、見つける手だてはないだろう。かりに、手がかりが見つかり、どちらの方角へ行ったのかわかったとしても、空を飛べる彼女に追いつくのは、とうてい不可能だ。

　わたしは、圧倒的にリードされて勝ち目のない試合で、終了の笛を聞くまでは負けを認めまいと決め、ひたすら全力を尽くそうと虚しい努力をしている選手のようなものだった。

　いったい、何のために、誰のために、まだ希望があるかのように装っているのだろう。最後まで親友を見捨てない自分という、美しい自己イメージを守るためだろうか。それとも、単に覚の手前なのか。

　わたしは、少し前にいる覚を見た。一心不乱に滑っているが、その心中まで窺うことはできない。わたしと同様に、必死に絶望から目をそむけているのか、それとも、何か別のことを考えているのだろうか。

　二人で併走しているという事実を認識したときに、わたしは、自分が本当に怖れていたものの正体に気がついた。

　わたしの世界は、両親を除けば、全人学級しかない。そして、その中で、本当に仲間と言えるのは、一班のみんなだけなのだ。それなのに、その仲間たちは、次々と消えていき、残されたのは、わたしと覚の二人っきりである。

　嫌だ。わたしは、狂おしいばかりに思った。もう、これ以上、友達を失うのは嫌だ。

　これ以上、大切な人、愛する人を失うのは。

　前を滑っている覚の姿が、別の少年のものと二重写しになる。

　はっとなって、思わず手を伸ばそうとした。ほんの一瞬、記憶の墓場に封印されていた懐かしい姿が、まざまざと眼前によみがえったのだ。だが、しょせんは幻影でしかなく、儚く消え去ってしまう。

　わたしは、否応なしに、冷酷な現実と向かい合っていた。この世界で、わたしたちは、たった二人っきりなのだ。

　真理亜も、今、同じ孤独の中にいるのだろうか。いや、わたしどころではないはずだ。彼女は、文字通り、すべてを捨てて逃避行をしているのだから。

　昨日とはうって変わったような晴天で、陽光が雪に反射して眩しいほどだった。だが、その明るい景色は、わたしには、昨日にもまして陰鬱なものにしか感じられない。

　さいわいというべきなのか、覚の抜群の方向感覚のお陰で、快速艇はすぐに見つかった。わたしが長板かんじきを脱いでいる間に、覚は、呪力で舟を持ち上げて川に浮かべる。

「僕が操船するから、早季は、少し休んでろよ」

　舟に乗り込むと、覚が、わたしの顔を見て言う。

「どうして？　覚だって、疲れてるでしょう？」

　わたしの言葉は、彼に対する思いやりではなく、ただの虚勢に過ぎなかった。

「いいから」

　覚は、そう言って、わたしの背を押した。それ以上、意地を張る気力もなく、わたしは、ありがとうとつぶやいて、崩れ落ちるように、その場にうずくまった。

　わたしは、まどろみの中へ落ちていく。まるで、舟底がぐずぐずに溶け去り、集まってきた河童たちの手で、ゆっくりと川底に引き込まれていくような感覚だった。

　夢を見る。最初のうちは、精神が疲労したときに見る脈絡のない悪夢ばかりだったが、意識の抑圧が外れたことで、心の深層に潜んでいた奇怪な魑魅魍魎の類が、次から次へと浮かび上がってくる。

　昆虫そっくりな長い触角を動かしながら、地べたを這いずり回っている盲目の鬼たち。蛾の羽から鱗粉を撒き散らして頭上を乱舞する、単眼の天狗の群れ。

　鎖に繫がれた地獄の亡者たちが、ぞろぞろと行進していく。彼らの下腹部には、大きな牛袋が取り憑いて、精神まで支配しているため、逃れたくとも、丸く目を見開きながら、ひたすら牛のように鳴くことしかできない。

　ピンクがかった半透明のミノシロは、エロチックに身をくねらせていた。触手はすべて、そそり立つ男根に変化し、根本にあるたくさんの女性器は、イソギンチャクのように口を開け閉めしている。

　そのすぐ向こう側を、足音も立てずに通り過ぎるのは、死神の化身である、巨大な猫の影だ。

　醜い鼻面を上げ、しきりに空気を嗅いでいるバケネズミの顔は、のっぺらぼうだった。その代わりなのか、全身の皺の間に無数の目を持っており、油断なく周囲を窺いながら、鋭い剣のような口先を出し入れしている。

　しかし、何よりも恐ろしかったのは、小さな子供の姿をして、血飛沫で顔がだんだらに染まり、殺戮の恍惚に白目を剝いている悪鬼だった。

　異い形ぎようの怪物たちが、犇ひしめき合い蠢いている。その一番奥に、彼がいた。

　半ば闇に溶け込んだように、ひっそりと佇んでいる少年。足から胸元、首のあたりまでは見えるのだが、顔は暗い部分に入っていて、よくわからない。

　顔のない少年。わたしは、彼に呼びかけようとしたが、もどかしいことに、どうしても名前が出てこない。

　彼は、わたしを認めているようではあるが、無言だった。前は、姿は見えなかったが、声は聞くことができた。しかし、今は、一言も口をきこうとはしない。

　それでも、顔のない少年から発散されるメッセージは、はっきり伝わってきた。それは、深刻な憂慮だった。

「どうすれば、真理亜を見つけられるの？」

　顔のない少年は、かすかに首を振ったようだった。

「わからない。どうすればいいの？」

　重ねて問いかけたが、返事はない。

「教えて。お願い。わたしは、いったい、何をすればいいの？」

　顔のない少年は、口元に、人差し指を持っていった。

　彼は、一言も発することはなかったし、影になっている唇を読むこともできなかったが、なぜか、何と言ったのかがわかった。

　当惑して、わたしは、その場に立ちつくした。なぜ、そんなことを言うのかが、わからなかったからだ。だが、それに続いて彼が伝えた言葉に、わたしは、雷に打たれたようなショックを受けた。

　噓。噓よ。何言ってるの。そんな、ひどい……。

　わたしは、抗議しようとしたが、まとまった言葉が出てこない。

「早季。早季！」

　わたしを呼ぶ声がする。

　意識が、急速に覚醒した。

「早季。悪い夢でも見てたのか？」

　瞼を開けると、心配そうにわたしを覗き込む、覚の顔があった。

「……うん。ちょっと」

　短い間に、ひどく汗をかいていた。わたしは、何とか笑顔を作ろうとしたが、たぶん、不自然に唇を歪めただけにしか見えなかっただろう。

「着いたよ。ここからは、また、長板かんじきで行くしかないけど」

　覚は、思慮深げな表情を見せた。

「早季は、ここで待ってる？　僕一人でも、だいじょうぶだと思う」

　わたしは、きっぱりと首を振った。

「わたしも、行く」

「……そうか。わかった」

　わたしの顔を見て、それ以上説得しても無駄だと悟ったのだろう。覚は、あっさりと、提案を引っ込めた。

　かまくらのあった場所までは、まだ、わたしたちが往復した跡がはっきりと残っていた。昨日、ちょうど同じころ、同じ場所から出発したことを思い出す。わたしたちは、丸一日かけて、出発点に舞い戻ってくることしかできなかった。

　いや、それより悪い。昨日は、前途に困難が待ち受けていることを覚悟はしていたが、必ず真理亜を見つけ出せると信じて疑わなかった。だが、今や、すべての手がかりは絶たれてしまったのだ。

　それでも、わたしたちは、万に一つの僥ぎよう倖こうだけを頼みに、再び長板かんじきを滑らせて、緩斜面を登っていった。




　再度の探索は、何の成果も与えてくれなかった。

　真理亜と守は、どうやら、埋まっていた橇そりを掘り出して、持っていったらしい。だが、半径数十メートルを虱潰しに調べても、橇の跡らしきものは発見できなかった。真理亜は、町から追っ手がかかることを予想して、ある程度の距離は、橇を浮かしたまま運んだか、あとから、雪の上に残った跡を丁寧に消し去ったのだろう。

　西の山の向こうに日が落ちるのを見たとき、静かな絶望と諦めが、ひたひたとわたしの胸に満ちていく。

「早季」

　覚が、背後から、わたしの肩を抱く。

「泣かないで。……僕らは、やれるだけのことは、やったんだから」

　それで初めて、わたしは、自分が涙を流していることに気がついた。頰を伝って落ちる温かい感触にも気づかないなんて、本当に、どうかしている。

「それに、期限は、まだ明日いっぱいある。夜が明けたら、北西に向かって行ってみよう。もしかしたら、真理亜たちの残した跡が見つかるかもしれない」

　それが、単なる気休めにすぎないことくらいは、わかっていた。セレンデップの幸運な王子様たちならいざ知らず、そんなやり方で捜索が成功するはずがない。

　それでも、覚の言葉は、わたしには慰めになった。

　わたしたちは、雪の野原で一夜を過ごす準備をした。簡易型のテントは、舟の中に置いてきたので、守を助けたスクォンクに倣って、かまくらを作ることにした。

　周囲から大量の雪を搔き集め、ドーム形に盛り上げる。雪を固く圧縮してから、内側を掘り抜くのだ。呪力の助けがあるのだから、スクォンクよりはずっと上手にできてしかるべきだったが、いざやってみると、意外に難しかった。雪を押し固めるには、どうやら、呪力よりスコップを使う方が向いているらしいとわかる。だが、難航した一番の理由は、わたしが、途中、幾度となく放心状態に陥っていたからだろう。

　シェルターを確保してから、夕食を取った。食欲はなかったが、昼も抜いているので、無理やりにでも胃袋に詰め込んでおく必要があった。

　覚が、石をきれいに刳くり抜いて鍋を作った。雪を入れて焚き火にかけ、味噌味の付いた乾飯を戻して雑炊を作る。

　わたしたちは、黙々と、雑炊を口に運んだ。

　覚が、わたしを気遣って、ときどき話しかけてくれたが、どうしても会話が続かない。わたしの気持ちを察してか、途中からは、覚が一人で話し続けた。

「……だから、その本に書かれていることに、どこまで信憑性があるのか、今度ミノシロモドキを捕まえたら、絶対に、確認してみたいんだ」

　けっして、彼の言葉を、上の空で聞き流していたつもりはないが、耳に入ってきたのは、断片的な内容だけだった。

「……これほど大きなパワーを持つ呪力が、脳内でブドウ糖を代謝した、わずかばかりのエネルギーでまかなわれているはずがないのは、あきらかだろう？　だったら、その力はどこから来るのかということになるけど、著者は、二つの仮説を紹介してるんだ。一つは、太陽系の中で発動される呪力は、すべて、太陽に由来するという考え方なんだ。どういう経路で力が引き出されるのかは、僕にはよくわからなかったんだけど、この説によれば、太陽系から離れた場合は、呪力は使えなくなるか、少なくとも、発動の様態が一変するというんだ。面白いだろう？　もっとも、実際に検証するのは不可能だから、ただ単に好きなことを言ってるだけのような気もするけど」

「……だから、念動力、つまり呪力を使うたびに、エネルギーを奪われ、エントロピーの捨て場にもなる太陽は、それだけ早く老いていくってことになるんだよ。太陽の余命は、およそ五十億年らしいんだけど、僕らが頻繁に呪力を使えば、もっと早く終焉が来てしまうのかもしれない」

「……もう一つの説は、さらに理解しにくかったな。量子論では、観察すること自体が、対象に影響を及ぼし変化させるとされていて、それが、電子のような微視的な世界から、僕らの世界にまで敷ふ衍えんされるっていうんだ。ほら、ミノシロモドキが言ってただろう？　最初に呪力の存在を実験で証明した、何とかっていう学者の説」

「……つまるところ、時間や空間、物質は、すべて、情報に還元される。呪力は、宇宙を形作っている情報を書き換える、究極の力だっていうことなんだ。これを、そのまま解釈すれば、呪力を究めれば、地球はおろか、宇宙の姿を変えてしまうことさえ可能だということになる。これは、壮大な円環をなすビジョンなんだよ。宇宙は元素を創造し、元素は化学物質を造り、有機物が生物を生んだ。生物は人類に進化することで複雑な脳を発展させ、ついには、脳の作り出した幻影が、宇宙そのものを変貌させていく……」

「……興味深かったのは、呪力が発現するまでの心的なメカニズムが、未開社会における呪術的な思考方法と、奇妙なくらい一致することなんだ。フレイザーっていう文化人類学者の分類では、呪術には、感染呪術と類るい感かん呪術の二種類があって、特に、後者の……」

「ねえ、覚」

　わたしは、彼の言葉を、途中で遮った。

「うん。何？」

「わたしたち、真理亜や守のことも、忘れちゃうのかな？」

　覚の表情が、強張った。

「たとえ死んだって、忘れないよ」

「でも、もし、教育委員会が、また、わたしたちの記憶を……」

「もう、二度と、そんなことはさせない」

　覚は、きっぱりと言った。

「あいつらが、いつまでも、僕らの意識や、記憶まで管理できると思ってるなら、大きな間違いだ。もし、僕らの意思に反して強行しようとするなら、町を出るだけのことだよ」

「僕らって？」

「早季も、僕と一緒に来てくれるだろう？」

　覚は、少しだけ心配そうな顔になる。わたしは、微笑した。

「全然、逆だからね。それ」

「逆？」

「わたしが、町を出るの。それに、覚がくっついてくるのよ」

　覚は、しばらくの間、開いた口が塞がらないという顔をしていたが、やがて、諦めたような笑顔になる。

「わかったよ。それでいい」

「ねえ、もし、わたしたちも町を出ることになったら、今度こそ真理亜たちを捜し出して、合流しよう？」

「ああ。もちろん。二人より四人の方が、心強いもんな」

「そうよ！　そのときこそ、真理亜たちを捜し出して……」

　わたしは、絶句した。まるで喉に何かが詰まっているように、声を出すことができない。口を開いたまま、身を震わせるうちに、どっと涙が溢れ出てきた。

　ようやく声が出るようになって、わたしは、号泣する。

　覚は、嗚咽するわたしのそばに来て、ずっと抱きしめていてくれた。




　その晩、かまくらの中で、わたしたちは結ばれた。

　生まれて初めて男性の侵入を受けたとき、予想外の痛みがあった。真理亜との間では、豊富な性体験はあったが、男女の間の性行為はまったく意味合いが違うことを、文字通り、痛感させられたのだ。

「だいじょうぶ？　痛い？」

　途中で動きを止めて、覚が、訊く。

「う……ん。ちょっとだけ、待って。すぐ慣れるから」

　わたしは、歯を食いしばって答えた。

　男と女は、どうしてこう不公平にできているのだろう。わたしは、心の中で文句を言う。女性は、四十週にも及ぶ妊娠期間中、ひたすら不便を堪え忍んだ上に、男性にはとうてい我慢できないほどの痛みに耐えて、出産しなければならない。それなのに、なぜ、性行為にまで苦痛が付きまとうのか。

「無理しなくてもいいんだよ」

「平気。……覚は、痛くないの？」

「全然」

　それから、ふと気がついた。覚は、わたしがひどく痛がってることは百も承知なのに、いっこうに興奮は収まっていない。わたしの苦痛に同情するどころか、まるで、そのことに快感を覚えているようではないか。なんて、ひどい奴だろう。

　だが、しばらくすると、痛みは徐々に和らいでいった。かつてないほど、潤っているのを感じる。一方的に征服される立場に、歓びを感じているのは、わたしの方だった。

　わたしが、思わず声を漏らすと、覚は、「気持ちいい？」と訊く。

「馬鹿」

　訊かずもがなの質問である。わたしは、答えの代わりに、彼の背中を引っ搔いた。

　これでもう、処女ではなくなってしまったのだから、次回の身体検査をどう乗り切るか、考えておかなければならない。つくづく、こちらにばかり、問題が降りかかってくるようになっている。

　覚の動きが、激しくなってきた。快感の渦に呑み込まれそうになりながらも、ちょっと待ってと、わたしは慌てる。妊娠してしまっては、本当に、困ったことになるからだ。

　だが、わたしが制止する前に、覚は、ぴたりと動きを止めた。

　一瞬、避妊のことを考えてくれたのかと思ったが、そうではなかった。

　覚は、泣きそうなくらい愛おしげな目で、わたしを見下ろしている。

　わたしは、ほとんど直感で悟った。彼のこの表情は、わたしに向けられたものではない。なぜかはわからない。だが、覚がわたしの中に見ていたのは、彼が愛してやまなかった、一人の男の子の面影なのだ。

　同時にそれは、わたしが、心の底から恋い焦がれていた少年のものでもあった。

　覚は、再び、動きを加速した。

　わたしもまた、さっきまでとは比較にならない速度で上り詰めていく。わたしを逞しく貫いているのも、もはや、覚ではなく、別の少年のイメージに変わっていた。

　わたしたちは、お互いを媒介にし、すでにこの世にはいない男の子と愛を交わしていた。それは、とんでもなく異常な行為だったかもしれないし、お互いに対する裏切りと言えるかもしれない。でも、わたしたちは、二人とも、そのことを承知し、そして望んでいたと思う。

　わたしが、絶頂を迎えた直後、覚は、転がるようにわたしから離れ、かまくらの雪壁に精を放った。

　それからしばらくの間、わたしたちは、荒い息をつきながら、横たわっていた。

　わたしは、快感の余韻に浸りながらも、頭の中では、顔のない少年が夢で言った言葉が、ぐるぐると回っていた。

　彼は、なぜ、あんなメッセージを伝えてきたのだろうか。

　彼は、わたしに、真理亜の逃走を手助けしてはいけないと言ったのだ。

　そして、彼女は、死ななくてはならないとも。





（下巻に続く）　
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